大 菩薩 峠 

弁 信の 巻 


中 里 介 山 


「おや、 まあ、 お前 は 弁 信さん じゃありません か …… 」 

わらじ  あっけ 

と、 草鞋 を 取る 前に、 まず 呆気に とられた のは久 助で 

「はい、 弁 信で ございま すよ。 久 助さん、 お 変り も あ 

りませんでした か、 お雪ち やん はどうで ございます」 

「お雪ち やん も、 無事で いるに はいます がね …… 」 

「なんにしても 結構と 申さねば なりません、 本来なら 

ば あの 子 は、 この 白骨へ 骨 を 埋める 人で ございました 

が、 それでも 御 方便に、 助かる だけ は 助かり ましたよ 


うで ございます。 お雪ち やん は、 当然 ここで 死なねば 

ならぬ 運命 を遁れ て、 とにもかくにも、 無事に この 白 

骨 を 立ち 出で たの は 果報で ございました。 誰も 知らな 

いお 雪ち やん 自身の 善根が、 お雪 ちゃんの 命 を 救った 

の はよ ろしい が、 かわいそうに、 あの 子の 身代りに 死 

んだ 人が ありまし たね」 

「何 を 言う のです、 弁 信さん」 

炉辺 閑話の 一 座の 中で は、 最も 臆病な 柳 水 宗匠が、 

わななきながら 唇 を 震わせ ますと、 

「はい」 

弁 115 は、 おとなしく 向き 直って、 


「あの 子が、 この 白骨へ 旅立って 参ります る その 前 か 

ら、 わたくし は あの 子の 運命 を 案じて ぉリ ましたが、 

その 道中 か、 或いは この 白骨へ 着いた 後 か、 いずれの 

時 かに 於て、 あの 子の 運命が 窮まる という こと を、 わ 

たくしの この 頭が、 感得いた しました。 です けれども、 

それ を 引止める 力が わたくしに ございません でした。 

世の中に は、 こうすれば こうなる もの だと 前以てよ く 

分って おりながら、 それ を 如何と もす る ことので きな 

ためし 

い^はい くら も ございます のです。 わたくし としま 

して は、 そんな 事まで、 お雪 ちゃんと いう 子の 門出 を 

心配して おりました にか かわらず、 お雪ち やん 自身 は、 


白骨へ 行く こと を、 お 隣り のでん でん 町へ でも 行く よ 

うな 気軽 さで、 楽しそう な 様子で ございました。 あの 

子 もやつ ぱ リ物を 疑う という こ と を 知らな い 子で) J ざ 

います。 疑いの 無い ところに 怖れと いう もの も 無い わ 

けで ございま すが、 怖れ を 怖れと しない 本当の 勇気 は、 

疑い を 疑いき つた 後に 出て こなければ ならない のです 

が、 お雪 ちゃんの は、 最初から 疑い を 知らないの です。 

突き 当る まで は 信じき つていて、 突き 当って はじめて 

苦しむ のです からかわい そうです。 ただ 心強い ことに 

は、 あの 子 はや はり 突き 当って、 自分が 苦しみながら 

も、 自分 を 捨てる という ことが ございません、 その 一 


念 の 信 を 失う と いう こ とが) J ざいません、 九死 の 中の 

苦しみに いても、 絶望の 淵へ は 曾て 落ちて いないと い 

うこと がせ めても の 安心で ござ います。 ですから わた 

くし は、 蔭ながら いかに あの 子の 悲痛 を 思い やって は 

おりましても、 あの 子の 身の上に、 全くの 絶望と いう 

こと を 感じない のが 一 つの 心強 さで ございま したが、 

なんに 致せ、 あのよう に 疑い を 知らぬ 人の子 を 長く 迷 

惑の 谷に 沈めて 置く というの は 忍びない ことで ござい 

ます —— 白骨 を 無事に 立った とはいう ものの、 やつば 

り あの 子 は 苦しんで いるに 違いありません」 

わらじ  すすぎ 

この 時、 草鞋 を 取って 洗足 を 終った 久 助が 炉辺へ 


寄って 来て、 

「北 原さん、 これが あなたへ 宛てての お雪 ちゃんの 手 

紙で ございます、 口不調法な 私に は、 何から お 話 を 申 

し 上げて よい か 分りません が、 これ を ごらん 下さる と、 

すべ てが お分り 下さる で ございましよう」 

「お雪ち やん からのお 手紙です か」 

北 原 は それ を 受取って、 燈 火の 方に 手 を かざして 封 

さし のぞ  いと 

を 切りながら、 自分 も 読み、 人 も差視 くこと を 厭わぬ 

形で 読んで しまい ましたが、 

「おやおや、 高山で 火事に 遭って、 お雪ち やん は 身の 

まわりの もの そつ くり を 焼いて しまい ましたね」 


「いやもう、 飛んだ 災難で、 あなた 方に お 暇乞い もせ 

ず、 逃げる ように ここ を 出て 行きました くせに、 今更 

こんな こと を 手紙で あなた 方へ 申し上げられる 義理で 

は ございま せんが、 全く 旅先で、 身 一 つで 焼け出され、 

九死 一 生と いう つら さが 身に こたえました」 

「君、 何 だってお 雪ち やん はまた、 ここ を 逃げ出した 

んだ」 

堤 一郎が 不審が る。 なるほど、 誰もお 雪ち やん を 邪 

魔に する 者 はなし、 迫害す る 者 はなし、 いたずら をす 

る 者 もな し、 のみならず、 すべての 敬愛の 的と なり、 

ほんとう にこの 雪の 白骨の 中に、 不断の 花の 一輪の 紅 


であった のに、 いったい 何が 不足で、 ここ を 夜逃げ を 

したの だ …… という ことが、 今以て 一座の 疑問で は あ 

るので す。 

二 

ちく い ち 

お雪 ちゃんの 手紙 を 逐一 読んで しまった 北 原 賢 次 は、 

慨然と して、 

「だから 言わぬ 事 じ やない」 

とつぶ やきました。 だが、 慨然と して 眩いた だけで 

はいられない、 事 急に 迫って、 轍 鮒の ような 境涯に 置 


かれて いるお 雪 ちゃんの 叫び を 聞く と、 まず、 為さね 

は 

ばなら ぬ こと は、 走せ てこれ に 赴く という ことです。 

北 原 は、 忙しく 手紙 を 巻きな がらこう 言いました、 

「今晩と いう わけに もい くまいから、 明 早朝、 拙者 は 

高山まで 行って 来る よ。 まあ、 万事 は 向う へ 行っての 

相談 だが、 僕の 考えで は、 どうしても、 もう 一 べんお 

雪 ちゃんと その 一 行 を ここへ 連れ戻す の だな、 そうし 

て 予定通り 一 冬 を この 地で 越させて、 春に なつてから 

の ことにする さ …… とにかく、 僕 は 明 早朝、 お雪ち や 

んを 救うべく 高山まで 出張す る ことにし ますから、 皆 

さんよろ しく I 


北 原が 手紙の 要領 を 話した 後に、 進んで こういって 

提言した ものです から、 誰あって 異議 を 唱える もの も 

あろう はずはありません。 

「御苦労 さま だね、 北 原 君、 この 雪 だからね え、 誰か 

一 緒に 行って もらわねば なるまい」 

池 田 良 斎が、 ねぎらいながら 言う と、 誰よりも 先に 

口 を 切った の は、 黒 部 平の 品 右衛門 爺さんで ありまし 

た。 

「わし も、 平 湯から 船津へ 越さ ざ あなら ねえから、 一 

緒に 高山までお ともをしても いいで がんす」 

「品 右衛門 爺さんが 同行して くれれば 大丈夫、 金の 脇 


差」 

と 山の 案内 者が 言いました。 

「有難い、 品 右衛門 爺さんが 行って くれる、 ではなに 

ぶん 頼みます よ」 

北 原 も 品 右衛門の 名 を よろこびました。 事実、 山と 

谷との 権威者で ある、 このお 爺さんが 同行 すれば、 山 

神 鬼 童 も 三 舎 を 避ける に違いないと 思われます。 

そうでなくて さえ も、 品 右衛門 爺さんに 先 を 越され 

て、 やむなく 口 を噤ん でいた 一座の 甲乙が、 この 時 一 

くちばし 

時に 嘴 を 揃えて、 

あぽう とうげ 

「北 原 君 …… 拙者 も 連れて行って くれない か、 安房 峠 


の 雪 はいいだろう、 それに 飛 驛の平 湯が また ここと は 

違った 歓楽 郷だ という こと だし、 高山 も 山間に 珍しい 

風情の ある 都会 だとい うこと だから、 この 機会に、 僕 

も 一 つ 同行 を 願って、 観光の 列に 加わりた いもの だ」 

「冗談 じ やない、 物見遊山に 行 くんじ やない ぞ、 まさ 

にお 雪 ちゃんの 危急存亡の 場合なん だ —— ところで、 

品 右衛門 爺さん を 先導 且つ 監督と して、 拙者が 正使に 

当り、 久 助さん だけ は 当然 介 添と して 行かに やなる ま 

いから、 同行 三人 —— それで 明 早朝の 約束と いう こと 

に 決めて しまいましょう、 ねえ、 池 田 先生」 

「それが よろしい でしよう、 御苦労ながら 頼みます、 


頼みます」 

北 原と 良 斎と は 相 顧みて こう 言って、 もはや 緩慢な 

志願者の 介入 を 許さない ことにな つてし まって、 一座 

もまた この 際、 それに 黙従の 形と なって、 火 は 相 変ら 

ず 燃えて いるのに、 一座が なんとなく、 しんみりして 

きた 時、 

「え、 え、 皆様、 本来なら ば この 際、 私が 進んで 御 同 

行 を 願わねば ならない のです が …… 」 

と、 この 時 膝 を 進めた の は 弁 信で ありました。 

本来、 あのお 喋りが、 ここのと ころで、 ここまで 沈 

黙し ていたの は、 不思議と い えば 不思議 であります。 


縁故の 遠い 甲乙まで が、 自分の 好奇の ために も、 お雪 

くちばし 

ちゃんの 救急の ために も、 嘴 を 揃えて 同行 を 申し出 

なじみ 

でた 際、 それより はもつ とずつ と 馴染の 深い 弁 信が、 

あの 柔軟な 舌 を 動かさず にいた という ことが 変で、 ま 

もの  け 

た、 話が こんなに 進んで 来た 場合に、 今まで 物の怪で 

はない かとさえ 驚異の 的と されて いた この 小 法師が、 

たとえ 僅かの 間な りと も、 一座から 存在 を 忘れられて 

いたと いう こと も、 不思議な 呼吸で なければ なり ませ 

ん。 

ところが、 この 際 突然と して また しゃべり 出た もの 

ですから、 忘れられ ていた 存在が また 浮き出し たと 同 


時に、 一 座が なんとなく 水 を かけられ たような 気持に 

なって、 神秘と も、 幻怪と も、 奇妙と も、 ちょっと 名 

のつ けられない 小坊主の、 平々 洒々 として まくし 立て 

る 弁 説の 程に、 なんとなく おそれ を 抱かせられ でもし 

たもの のよう です。 こんな 気配に はいつ こう 頓着の な 

い 弁 信 は、 一 膝 進ませて、 例の 柔長舌 を ひろげ はじめ 

た、 

「皆様が、 こう もお 気 を 揃えて、 あのお 雪 ちゃんとい 

う 子の ために 尽 して 下さる 御 親切 を またとな く 有難い 

ことに 存じます。 本当なら ば、 皆様 をお 煩わせ 申す 

ことなしに、 真 先に この わたくし という ものが、 あの 


子 を 訪ねて、 そうして 尽 すだけ の 介抱 も尽 して あげな 

ければ ならない はずな のに、 今の わたくし では、 それ 

がで きないと 感じました から、 やむ を 得ず さいぜん か 

はな は わがまま 

ら差 控えて おりました。 と 申します の は、 甚だ 我儘 

の 次第で ございま すが、 実のところ、 わたくしの 身体 

は 只今、 疲れ切って いるので ございます、 それに、 こ 

こに 落着きまして、 結構な 天然のお 湯に 温められ まし 

てから、 その 疲れが 一度に 出て しまった ような 次第で 

ございまして、 たとえ、 お雪 ちゃんと いう 子が 山 一重 

あなたに おりましても、 今の わたくし のこの 身体で は 

その 山 一 つ を 越す のが 堪えられます まいと 案じられる 


ので ございます。 こんなに 申します と、 弁 信、 お前 は 

げんじょうさん ぞう 

口 ほどに もない 意気地な しだな、 さきほど 玄奘 三蔵 

渡 天の 苦しみが どうの、 な あに、 同じ 日本の 国の 信 濃 

の 国内が ど う の と 広言 を 吐 いた それが どうしたと、 

かよう  こうむ 

斯様に お叱り を 蒙る かも 知れません が、 それ は それ 

で ございまして、 お湯に つかりまして から、 わたくし 

が、 全く ぐったりと 疲れが 一時に 出て まいりました こ 

と は 事実で ございます。 だが、 御 安心 下さい ませ、 こ 

の 疲れ は 困憊の 疲れと いう わけで は ございません、 安 

息の 疲れな ので ございます。 わたくし は 行こうと 思い 

ますと、 いかに 病身の 身で も 行く ベ き路を さらさら L 默 


いは 致しません けれど、 今 は 休みたい ので ございます。 

お雪 ちゃんの 身が どうありましょう とも、 皆様 を 先立 

て、 わたくしが 控えて おりまして、 お 義理 を 欠こうと 

も 欠きますまい とも、 わたくし は 今日は 休みたい ので 

ございます、 明日 もこ こ で 休ん でいたい ので ございま 

す。 あさっての ところ はどうなる かわかり ません が I 

I 今の わたくしの 気持 は、 何事 を 措いても、 ここで 暫 

く 休ませて 置いて いただきたい ことのほかに は ござい 

ません。 隣国と 申しましても、 飛驛の 高山まで はかな 

りの 道で ございましよう、 まして， J の 大雪で) J ざ いま 

す、 それ は 品 右衛門 爺さんが 案内 をし、 屈強な 北 原 さ 


んと、 お 気の 練れた 久 助さん とがお 道連れで すから、 

少しも 心配 はない ような ものの、 それでも 時候外れの 

今の 時に、 人の 通わぬ 山路 を 御 出立な さるの はなん ぼ 

う 御苦労な ことで ございま しょうか。 それ を わたくし 

らが ここにいて 充分に 休みたい なん ぞとは 申し上げら 

れた 義理で はない ので ございま すが、 なぜか わたくし 

はこ こで 思う存分、 三日の 間 休ませて いただきた い 気 

分が してな り ませぬ。 北 原 様、 品 右衛門 爺 様 —— それ 

あ 

と久 助さん、 どうか 右のと ころ を 悪しからず 御 承知く 

ださい ませ。 ではお 頼み 申します、 ずいぶん 御 無事に、 

わたくしが 念じお ります」 


一 息に これ だけの こと を 言いました から、 一 座が ま 

た 口 を あいてし まいました。 なんという おしやべ リ坊 

主、 なんとい うませた 口上の 利きぶ りだろう と  弁 

信の 顔 を 見た ままで いると、 北 原 賢 次 も 笑って いいの 

か、 ひやかし ていいの かわからない 気持に なって、 

「御 心配な さるな、 弁 信さん、 誰も お前さんに 行って 

もらおうと は 言わない、 お雪ち やんだ つて、 その 姿で 

弁 信さん が 来て くれなかった といつ て 恨む ような こと 

もないでしょう —— お望み 通り 三日の 間、 ここで ゆつ 

くり 休息なさい、 休息 しないと いったって、 我々 の 方 

でお 前 さ んを 休息 さ せない では 置かれな いでしょう」 


「そうお つ しゃ つ ていた だくの が 何よりで ございます、 

お雪 ちゃんに もよ ろしく お伝え 下さい ませ、 そうして、 

もし あの 子が ここへ 戻って 来る と 言いましたら、 お 連 

れ 申せる ものなら ば 一緒にお 連れ 下さい ませ、 また、 

あの 子に 戻る ことので きな い 事情が ござ いましたなら、 

あの 子の ためにし かるべく 取 計らって やって いただき 

たい もので ございます。 弁 信さん はどうし たと お雪 

ちゃんが 尋ねました 時には、 弁 信 は 白骨に 助けられて 

来て いるが、 意地に も 我慢に も 疲れが 出て、 休みた がつ 

ている から 置いて 来たと、 そうお 伝え 下さい ませ。 こ 

こまで 来ながら どうして 一緒に 来なかった、 一緒にお 


連れ 下さらなかった とお 雪ち やん は怨 むか も 知れ ませ 

んが、 怨 まれても 仕方が ございま せんが、 私に 会うた 

めに お雪 ちゃんが、 これへ 戻って 来る こと はよ ろしく 

ありません —— 私の 方から 尋ねて 行く までお 待ちな さ 

るよう に、 お申し 伝え 下さい ませ」 

「万事 承知 承知」 

「では、 その 方 は それと 一決して、 あらためて 日課の 

輪講に 移りましょう、 当番 は …… 」 

「堤 君で はない か」 

「時に …… 久 助さん もお 疲れでしょう、 いつもの 部屋 

でお 休み 下さい、 それと 品 右衛門 爺さん も、 我々 の 輪 


講が はじまります からお 休みなさい」 

弁 信の こと は、 行けと も 行くな とも 誰も 言いません 

でした。 

良 斎 先生の 「万 葉」、 柳 水 宗匠の 「七 部 集」 宗舟 画伯 

の 「四条 派に 就て」 というよ うな 輪講が 一通り 終って 

後の 炉辺の 余談が、 ついに 弁 信 法師の 上に 落ちて 来 ま 

した。 

「どうです、 あの 弁 信なる もの は」 


「驚き入った ものです ね、 あれ はまた 何とい う 喋り 

方です」 

「ああなる と、 手の つけよう も、 足の つけよう も あり 

まぜ 

ません ね、 さすが の 北 原 君で も 交 つ 返す 隙が 無 いじ や 

ありま せんか」 

「喋らしたら、 しまいまで 聞いて いなけり やなり ませ 

ん、 そうかといって、 喋らせな いように 警戒して いる 

わけに もい かないし、 聞いて いても、 そう 耳 ざ わりに 

なる わけで はない が …… 」 

お お さむ - ^ さむ 

「かなわない、 何しろ 大寒 小寒の 時 は、 山から 小僧が 

飛んで 来る ことにな つてい るの が、 反対に 里から 小僧 


が 飛んで 来たの だから、 まさに 天変地異 だね」 

「雪の 白骨 へ 今冬 は、 かなり 変 つ た 客人が 見えな い で 

はない が、 あんなの は 絶品 だね」 

「絶品 だ、 全くよ く 喋る にも 驚かされ るが、 勘の いい 

のに も 度胆を抜かれ るよ」 

「久助 君が 来たの を、 その 足音 もしない うちから 感づ 

わき 

いている の だから、 我々 なん ぞ はもう 腋の 下の 毛穴 ま 

で 数えられ ている かも 知れない」 

「なんだか 少し 怖い ね」 

事実、 さしもの いかもの 揃いで あるら しい この 座の 

一 行 も、 弁 B のこと を 考えます と、 お ぞけを 振う らし 


レ 

ちみもう リ よう 

そうかといって、 魑魅魍魎 でない ことの 証拠に は、 

お喋り こそす る けれども、 このお 喋りに は 条理、 いや、 

時と すると 条理 以上の 何物 かが あるよう に 聞え る —— 

そこで、 お ぞけを 振いながら、 妖怪変化の ^なりと 断 

ずる わけに は ゆかない のです。 

そこで、 一座が 弁 信なる ものの、 正体に 全く 無気味 

な もてあまし を 感じ 出した 時、 中ロ 佐吉が 言いました、 

「な あに、 それほど 驚く こと もないで すね、 どうかす 

ると、 盲人に は あんな ふうに 勘の 働く ものが ある もの 

です よ。 仕 立師の 名人で ね、 晚 年に 失明し ましたが、 


どこへ 出る にも 不自由の くせに、 物差 を 取らせる と、 

分厘まで も 違わず ピ タリと 差す 老人 を 拙者 は 知つ て い 

ますが ね」 

「そう 言われて みると、 思い当った ことがあります、 

西 鶴の 中に あります よ、 皆さんお 読みです か、 井原 西 

しょこくば なし 

鶴の 書いた 『諸国 咄』 という 本の 中に、 不思議の 盲人 

のこと が 書いて あるの を 思い出しました」 

「どんな 話です か」 

「ちょうど、 よい 機会です から、 お話し 申しましょう」 

と 言 つ た の は 俳諧師 の 柳 水 宗匠 で す。 

「京の 伏 見の 豊後 橋の 片 蔭に 笹垣を 結び、 心 を 行く 水 


の 如くに して 世を暮 しぬ る 一 人の 盲人 ありけ りと 思 召 

せ …… 」 

「なるほど」 

「ある 時、 問屋 町の 北国 屋の 二階 座敷で、 二 十三夜の 

ひとよぎ リ 

晚 …… 客の 所望に よって 一節 切の 『吉野 山』 を 吹いて 

いますと ね、 お茶の 通い をす る 小坊主が 箱 階 子 を トン 

トンと 上って 来る 足音 を 聞いて、 ああ 油 を こぼす よと 

言う 途端、 立て かけて 置いた 板戸が たおれて、 小坊主 

は 怪我 をした 上に、 手に 持って いた 油 差の 油 を こぼし 

てし まった という 話。 やがて 笛 を 止めて 一座が、 この 

てすり 

盲人の 勘 をた めすた めに、 二階の 欄のと ころから、 い 


ま 大道 を 通る 人 は 何者と 尋ねて みると、 盲人 は 足音の 

調子に 耳 傾けて いたが、 これ は 婆さんの 手 を 一人の 男 

きぜゎ 

が曳 いて 行く 足音 で ) /ざい ま すが 、 男の 方 は 何 か気忙 

しい 心配が あるら しい 顔色、 足 どり の 忙し さで よく 分 

ります、 してみ ると、 多分、 女の 方 は 取上げ 婆さんで 

ございましよう …… という 返事、 人 をつ けて 見る と、 

手を曳 いた 男が 言う ことに は、 しきりが 参りましたら、 

腰 はわし でも 抱きます が、 とてもの ことに 男 を 生んで 

くりや あ 有難い …… と 言った ので、 大笑いして 引返す。 

さて その 次に 通る 者 は …… はは あ、 これ は 二人 だが 足 

音 は 一 人と 盲人が 言う、 見れば 下女が 小娘 を 背負って 


行く のであった。 さて その 次に 通る の は …… これ は 鳥 

類 だが 自分の 身 を 大事が る、 なんという 鳥 か 名 は 知れ 

ぎょう にん とリ あし  は 

ない が …… と言う、 見る と 行人 が 鳥 足の 高 足駄 を 穿 

いて 行く のであった、 という 調子で、 当らぬ の は 一 つ 

もない。 そのうちに、 初夜の 鐘の 鳴り渡る 時分 —— 下 

リ 舟に 乗り遅れ まいとして 急ぐ 旅人の 姿が 二階の 灯に 

うつって 見える、 一人 は 刀 脇差 を さして 黒い 羽織に 菅 

はさみば こ 

笠 を かぶり、 もう 一人 は 挟 箱に 酒樽 をつ けて 後に つ 

づく 同行 二人 …… あれ はと 盲人に たずねる と、 その 盲 

人、 前と 同じく 耳 を 傾けながら、 同行 二人連れで ござ 

るが 一 人 は 女、 一 人 は 男 …… と言う。 ああ 宵のう ちか 


ら、 これば つかり は 見損ない ：：： ではない 勘違い、 二 

人と も 男で、 しかも 一人 は 大小まで 差した 侍 衆 じ やと 

一 座から 言われて、 盲人が、 そんな はずはありません、 

それ は あなた 方の 見損ない では ございま せんかな …… 

そこで、 念のために 人 を やって 右の 二人の 同行の 後 を 

つけさせて みると、 大小 差した 男が 樽 を 持った 下男に 

向って ささやく に は、 夜船で、 その 樽 をよ く 気をつけ 

ておいで、 中の は 酒で はない、 みんなお 金なん だよ と 

いう 声が まさしく 女、 よくよく 聞いて みると、 この 侍 

と 見た の は 五条の 『おたか 米屋』 であった そうな」 

「そうして みると、 やっぱり 眼 あきはめ くらに 如かず 


…… 墒 検校にから かわれる の もやむ を 得ない」 

「事実、 目で 見る よりも 勘で 行く 方が 確かな のか も 知 

れ ません な」 

「してみ ると、 眼で 見る 奴の 前で は 隠す ことができる 

が、 勘で 来る 奴に は 隠し だて はで きないの だね、 そう 

いう 奴が 近所へ 来た 時には、 何 か 勘 避けの 方法 を 講じ 

てお かんと、 安心して 生活 はでき ない」 

「それから、 今の その 西 鶴の 盲人 咄 の 最後の 『おたか 

米屋』 というの は、 いったい どんな 米屋なん です か」 

「さあ  」 

それに は、 柳 水 宗匠 も、 ちょっと 註釈に 困った よう 


でした が、 

「とにかく、 男 まさりで、 女手で 切って 廻す 米屋の 女 

あるじで、 相当の 評判 者なる こと は 確か だが、 戸籍の 

謄本 は ここにありません」 

「つま リ、 飛驛の 高山の 穀屋 の、 ィャ なおば さんと いつ 

たような タイプだろう」 

「は、 は、 は、 まず、 そんな もの かね」 

ともかく、 一座の 散会が この 笑いに 落ちる ことにな 

リ ました。 


弁 信が、 その 輪講の 席 を 辞した の は、 講義 半ばの 時 

分で あつたか、 その 終りに 近づいた 頃で あつたか、 但 

しょ つ まな 

し はの つけに 輪講の 初 端、 品 右衛門 爺さん や 久助さ 

んが、 好意的 退席 を 勧告され た 時分に、 一 緒に 身 を 引 

いた もの か、 そのこと は 誰も 気の ついた もの はあり ま 

せんでした けれど、 弁 信が 自分の 部屋と して あてがわ 

れた 三階の 源氏 香の 一 間に 来て、 夜具の 傍らに ホッと 

息をつい たの は、 この 夜も闌 わなる ある 時刻の 後で 

ありました。 

この 源氏 香の 間と いうの が、 偶然に も —— 実は 偶然 
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でもなんでも なく、 竜 之 助が 引 籠って いた その 部屋で、 

お雪ち やん も その 次の 座敷に いて、 絶えず 往来して い 

たのです。 そこが 手つ かず、 あの ままで 人 を 泊める に 

いいよう になって いたから、 少し 遠い にも拘らず、 皆 

の 者が 弁 信に この 部屋 を あてがった ものです。 

あてがわれた 弁 信 は、 一 議に 及ばず その 好意 を 受け 

てし まった が、 遠くて 不自由 だろうと 思いやりながら、 

ものお 

ここへ 弁 信 を 導いて 来た 人が、 かえって、 弁 信の 物 怖 

じ を しないのに 舌 を 捲いた ような あんばいです。 のみ 

ならず、 普通の 人よりも いっそう 都合の よい こと は、 

てしょく ちょうちん 

遠い 廊下 道 や 梯子段 を、 手燭 も 提灯 もな くして 平気 


で 歩いて 行ける から、 座敷 さえ 教え込んで しまえば、 

まう 

抛り 出して 置いて 手数の かからな いこと 無類です。 

さきほど、 たった 一人で、 長い 廊下 を 伝って 二重の 

段 梯子 を 上り、 間違いな く、 この 源氏 香の 間に 迪リ着 

いた 弁 信。 

夜具の 前にち よこん と 落着いて、 そうして お祈り を 

しました。 

それ は、 お祈りと いうべき もの か、 念仏と いうべき 

もの か、 或いは、 かりそめに 無念無想の 境 を 作ろうと 

している のか、 とにもかくにも 暫くの 間、 黙 坐 をして 

いた 弁 信 は、 やがて 帯 を 解き、 緇办を 解いて か 桁に か 


け、 それから さぐり さぐりに、 夜具に 向って 合掌した 

後に、 軽やかに、 その 中に くるまって、 左の 脇 を 下に 

して 横にな り、 その 法然頭 をく くり 枕の 上に 落し まし 

た。 

そうして、 彼 は 今、 すやすやと 思い入りの 快眠に 耽 

ろうとして いるので す。 弁 信の 言う ところに よると、 

今夜 ここに 寝 通す のみならず、 明日 も、 明後日 も  

少なくとも 三日の 間 はわた くし を 起さないで、 寝かせ 

て 置いて 下さい、 湯水のお 世話 もな にも 要りません、 

おぼしめ 

三日の 間 は 死んだ ものと 思 召して、 ぐっすりと 休ませ 

ていた だきます  というよ うな こと を、 さいぜん も 


言って いたから、 これから 有らん限りの もの を 忘れて 

ざん まい 

の 眠り 三昧の 境地に 入ろうと している その 瞬間です、 

悪い 奴が 出て 来ました。 

「弁 信さん、 よくお いでなさい ました、 ほんとうに、 

お待ち 申して いました よ、 寒く は ございま せんか、 さ 

とぎ 

だめて お 退屈 だろうと 思いまして、 お 伽に あがり まし 

たよ、 わたしで すよ」 

弁 信の ために は 必要で はない が、 部屋の 調度の 均整 

かくあんどん 

のために は、 ぜひなくて はならない、 例の 角行 燈のほ 

くち 箱の 中から 出て 来た ものが あります。 

「どなたで すか」 


「はい、 わたしで すよ、 ピグミ ー でございますよ」 

ああ、 ピグミ —だ、 こんな 奴 は 出て 来なくても いい 

ので ある。 誰し も 出て 来ない 方 を 希望す るのに 拘ら ず、 

目の 見えない 人 か、 目 は 見えても 眠って いる 人のと こ 

ろへ は、 必ず なれなれしく 出て 来る。 

「ピ グミ— さんです か」 

「はい、 ピグミ —でございます、 いつぞや は 失礼いた 

しました、 今晩は あなたが また、 これへ おいでな さる 

こと を 知って おりました から、 ちょっと 先 廻りして、 

ほくち 箱の 中へ と 身 を 忍ばせて お待ち 申して おり まし 

たと ころです、 お 寒く も あり、 おさびし くも あろうと 


存じまして、 お 伽に まいりました、 今晩は 夜つ ぴ てお 

話 をしょう じゃありません か、 あなた もお 喋りが お 

好きで いらっしゃ るが、 わたくし だって その 気になれ 

ば、 ずいぶんお 相手が できよう という ものです —— 今 

晚は ゆっくり 話しましょう、 夜つ ぴて お話しし ましよ 

う」 

「いけません、 今晩は、 わたし は 休む のです」 

「そんな こと を おっしゃつ ちゃい けません よ、 ピグ 

ミ— に 恥 を かかせる ものじゃありません」 

「今晩はお 相手に なれません」 

「意地の 悪い こと をお つし やる 弁 信さん。 実はね え、 


あなたの ために、 お 淋し かろうと 思って お 伽に 出た の 

なんのと いうの は、 お 為 ごかし なんでして、 本当のと 

ころ は、 こっちが 淋しくて たまらな いんです よ、 お 察 

ふゆ ごも 

し 下さい。 この 白骨の 温泉の 冬籠りで、 誰が わたしの 

相手に なって くれます、 炉辺 閑話の 席な どへ 寄りつ こ 

たち ま 

う ものなら、 忽ち あの人た ちに とっつかまって 火の 

中へ くべ られつち まいます。 お雪 ちゃんと いう 子 を 

と つ つかまえて 相手に しょうと 思いました けれども、 

あの 子 は あんまり 正直 過ぎて 歯 ごた えがありません ね、 

ところが どうです、 いい 相手が 見つかりました ぜ、 つ 

いこの 間までお 雪 ちゃんが 侍 いて 来た あの 盲目の 剣 


客、 ことに 先方 も、 たあいない お雪 ちゃんの ほかに は 

骨つ ぼい 話 相手と いう ものが 更に 無い という 場合なん 

くっきょう 

でしよう、 こいつ 願ったり叶ったり、 究竟 の 

はなしが たき ござん 

話 敵 御 参 なれと、 こそこそと 近づき を 試みて みまし 

たが、 なんだか 物凄くて うつか リ 近寄れません。 そこ 

であの 天井の 節 板の 上 や、 この 畳の めど や、 屏風の 背 

後 や、 例の ほくち 箱の 中なん ぞに 潜んで、 隙 を 見て は 

この 話 敵 を 取って 押えようと しました が、 なかなかい 

けません、 今日は 御機嫌が いいよう だと 思って 来て 見 

ると、 不意に あの 短 笛です、 例の 『鈴 慕』 です ね。 あ 

い つ を 聞かせられ ると、 ピグミ —はこの 頭が ハネ 切れ 


てし まいそうです。 そこで その 夜 もび つく リ 敗亡、 す 

ごす ごと 引返す こと 幾夜。 そのうちに、 或る 晚 のこと、 

珍しく この 行 燈へ火 を 入れ ましてね、 ここで 刀の 磨き 

を かけて いました よ。 その 時ば かに 御機嫌が よくって、 

^ J の 行燈 の 火影で 見える 横顔な んぞ が、 美しい ほど 凄 

く 見えた ものです から、 大将 今晚 こそ は 本当の 御機嫌 

だな と、 そっと それ、 あの 衣桁の 背後から 怖る 怖る 這 

い 出して、 まず 刀の 目き きから おべ ん ちゃら を 並べ て 

みました ところが 図に 当り ましたね。 人間、 好きに は 

落ちる ものです よ。 五郎 入道 正宗じゃありません か、 

違います か、 では 松 倉郷、 それ もい けません かなん ぞ 


と 言って いるう ちに、 とにかく いい 刀でした からつ い 

増長して、 その 棟の 上への ぼって えっさ えっさ をして 

見せます と、 それが いけな かったんで すね、 一 振リ軽 

く 振られ たんです が、 何しろ 手が 冴えて います からた 

まりません、 ホンの 軽い 一 振りで、 わつ しの 身体 は 胴 

から 一 一 つに な つ て あの 壁へ やもりの ようにへば りつい 

てし ま つたと いう みじめな 次第 —— いや どうも 危な い 

ものです。 そこで こんど は 河岸 を かえて お浜さん へ 取 

まおとこ 

りつき ましたね。 いい 女でした ね、 姦通 をす るく らい 

の 女です から、 美しい 女で は あるが、 どこかき ついと 

ころが ありまし たね。 それ もと どのつ まり は 『騒々 し 


いねえ』 といって お浜さん の 手に 持った 物差で なぐら 

れ ちまい ました。 どっちへ 廻っても この ピグミ ー、 い 

たく 器量 を 下げち まい、 その後 今晩まで 閉門 を 食った 

ような もので、 この 天井の 蜘蛛の巣の 中に、 よろしく 

時節 を 相 待って いたの は、 弁 信さん、 あなた を 待って 

いたよう な ものです よ。 弁 信さん ならば、 二 尺 ニ寸五 

かたぎ リ はおお きっさき  わざもの  ひらめ 

分 相 州 伝、 片切刃 大切 先と いうよう な 業物 を 閃かす 

リ ゆうび 

気づかい はありません。 柳眉 を キリ キリと 釣り上げて 

きょ うしん 

『騒々 しいね え』 と嬌瞋 をいた だく わけの もので もな 

し、 人間 は 至極 柔和に 出来て いらっしゃ るに、 無類の 

お 話 好きと おいでな さる。 こうくれば ピグミ —にと つ 


て も 食物に 不足 は ございません、 さあ 相手に なり ま 

しょう、 夜つ ぴて そのお 喋り 比べと いうと ころ を 一 

つ 願 おうじゃ > /ざいません か。 それにして も 火が 無く 

ちゃ 景気が 悪いです、 先の お客様 や、 弁 信さん なん ぞ 

はなわ ほき 

は、 墒保己 ちゃんの 流儀で、 目 あきは 不自由 だなん ぞ 

と 洒落 飛ばしな さるに しても、 ピグミ —の 身に なって 

みます と、 これで も 物の 光と いう やつが 恋し いんです 

からね、 ひとつ 火 を 入れましょう。 この 多年 冷遇され 

閑却され た 行燈に 向って、 一陽来復の 火の 色 を 恵む の 

も 仁で は ございま せんか —— どれ、 ひとつ、 永らく 失 

業の ほくち 箱に 就職の 機会 を 与えて、 カチ、 カチ、 力 


チ、 カチ」 

それ は燧 をき つた 音で あるか、 ピグミ —の 軽薄な 

口拍子で あるか 知れない が、 とにかく 行燈に 火が 入り 

ました。 

「さあ、 弁 信さん、 今晩は 寝かしません よ、 人の 期待 

そむ 

に 反いて おいて、 自分 だけが 平和の 安眠と、 極楽の 甘 

むさぼ 

睡とを 貪ろうと しても、 それ は 許されません」 

ピグミ —は、 小さい 胡 坐 を 一 つ 組んで、 両手で もつ 

ずね 

て その 向う 脛と 足首のと ころ を 抱え込んで、 ならず者 

が 居催促に 来たよう な 恰好 をして、 寝入りば なの 弁 信 

のつ ぴき 

に 退 引 させまい との 構えです。 


「いけません、 今晩はお 前さん の 相手に はなれません 

よ」 

「意地の 悪い こと を おっしゃる ものじゃありません よ、 

弁 信さん らしく もない」 

「いいえ、 わたくし は 今晩は、 何とい つても 相手に な 

りません、 しかし、 お前さんが 話したい という 気持と、 

わたし を 寝かすまい という 圧迫に、 わたし は 干渉 をし 

ようと は 思いません から、 話した ければ お前さん ひと 

りで、 そこでお 話しなさい、 わたし はまた ひとりで、 

眠れる だけ 眠ります から、 そこ はおた がいの 留保と し 

て、 では、 わたし はこれ から 眠ります、 お前さん は 勝 


手に 話しな と 何な となさい —— さめる まで、 わたし は 

御 返事 を 致しません」 

「 これ は 御 挨拶です ね、 そう 言われて みれば 仕方がな 

い、 先方が こっちの 自由と 勝手と を 尊重して 下さる こ 

とに 対して、 こちら も 先方の 安眠と 甘睡を 妨害すべき 

理由 を 見出す ことができません からね。 では 弁 信さん、 

わたし はこ こに 失礼 さしてい ただいた ままで、 喋れる 

だけ 喋らしても らいます からね。 お 江戸の 辻 芸人に は 

ひと  ずもう 

独り 角力と いうの が ありまし たが、 わつ しゃこれ から 

一人で 二人前の かけあい 話 を やります よ。 時に、 ねえ、 

弁 信さん」 


「  」 

ここに 至って、 もはや 弁 信の 返事はありません。 つ 

まり 相手に ならない のです。 ピグミ ー を 相手に せず、 

さりと て、 これに 退却 を 命ずる ので もな く、 彼 は 彼の 

為さん とすると ころに 任せ、 我 は 我の 為さん とする 眠 

りに 深く 落ちて 行きました。 

五 

それから 暫くの 間、 この 座敷が ひっそりして しまい 

ました。 


なるほど、 森閑とした この 源氏 香の 間に は、 す やす 

やとした 弁 信の 軽い 寝息の ほかに 何物 もありません。 

やくざが 居催促の 形で、 胡 坐 を 組んで 反り返つ ていた 

ピグミ ー の 姿 は どこに も 無い。 さて は、 口 ほどに もな 

い ピグミ ー の 奴、 弁 信に 相手に されない もの だから、 

さすがに テレ きって、 ひとりで は 持ち きれず、 目に 立 

たぬ ように こっそりと、 この 場 を 退却して しまった も 

のらし い。 さりと は、 いよいよ 以て 器量の 悪い ビグ 

ミ—。 

さりながら、 ピグミ —の 長所 はし つ つ こいとい うと 

ころに ある。 ピグミ —に 向って 勇断と 果 決と、 威厳と 


雅量 を 望む こと は 注文が 無理 だけれ ども、 小細工と、 

しつつ こい ことと、 こうる さいこと にかけ て は、 けだ 

どくせん 

し ピグミ —の 独 擅であります。 

果して、 あれ だけで 引 揚げる ような ピグミ ー では 決 

びょうぶ 

してない。 音 も 立てずに 例の 屏風の 蔭から こっそりと 

再び 姿 を 現わして、 赤い 舌 を 吐き、 にったり と 笑った、 

それが すなわち 今の しつつ こい 業物です。 につたり と 

笑いながら、 以前の ように、 むん ずと 弁 信の 枕許に 於 

て、 ちつ ぼけな 膝 を 悪態に 気取って 組みながら、 同時 

あんどん 

に 左手の 方に 置き換え たもの は、 銅の 行燈の 油壷です。 

それと 同時に 一 方、 右の 手 を 懐中に 差し込ん だと 見る 


ろうそく 

間に 取り出し たの は、 一本の 蠟燭 —— 

はは あ、 さて は 今 ちょっと 外出と 見えた の は、 部屋 

部屋 を 通つ てこの 蠟燭 を搔き 集めん との 目当て。 

はなしが たき 

「とかく、 話 敵の 席に も、 やはり 兵糧と いう ものの 

用意が 要ります よ、 腹が減って はお 相手 もな りかね ま 

すから、 この 通り 食糧 を搔き 集めて 参りました、 これ 

さえ あり や あ  」 

と 言って ピグミ —は、 一 本の 蠟燭を カリカリと 嚙 みは 

じめ、 そうして 一 方に は、 油 壺の油 を 注 口から ガ ブガ 

ブと 飲み、 

「ピ グミ— だって、 あなた、 時々 は 油つ こい もの を 食 


ベない と、 身体が バ サバサ にな つ て 骨ば なれが してし 

まいます。 ああ、 結構 結構、 こうして 養い をして おき 

さえ すれば、 矢で も 鉄砲で も —— 松 倉郷の 名刀で も、 

乃." 至 弁 信さん の、 のべ つ 幕な しの 舌鋒で も、 何でも 持つ 

てい らっしゃい、 さあ、 いらっしゃい」 

酔つ ぱ らいが 管を卷 くように、 この ピグミ —は 油に 

酔つ ばらった らしい。 

こうして 挑み かけた けれども、 弁 信の ス ヤス ャ とし 

た 寝息 は 更に 変り ません。 

「よろしい —— 弁 信さん は 弁 信さん として、 存分にお 

眠りなさい、 わつ し はわつ しとして、 勝手に 熱 を 吹い 


てよ ろしい というお 約束で したな。 では、 第一 伺い ま 

すがね、 弁 信さん、 お前さん は あのお 雪 ちゃんと いう 

おぼしめ 

子 を ど う 思 召します ね、 それから またお 雪 ちゃんが 

侍 いていた あの 気持の 悪い 盲目の 剣客 —— あの人 を 

い つたい 何 だと 思います」 

「  」 

「お雪 ちゃんと いう 子 は、 あり や あれで 存外の 食わせ 

ものです ぜ」 

「  」 

「それから、 あの 竜 之 助って 奴、 あれ はま あ、 一 口に 

いえば 色魔なん だね」 


「  」 

「わつ しの 見る ところでは、 お雪 ちゃんの 妊娠 は 事実 

まら 

だと 思 うんです よ、 あの 子 はま さに 孕んで るんで さあ 

ね」 

「  」 

「それが お前さん、 いつ 孕ませられ たか、 どうして 身 

持に なった か、 御 当人が わからな いって 騒いで いると 

ころが 乙じゃありません か。 小娘と いう もの は、 そう 

いう ものなん です ね、 介抱して いると 思って いるう ち 

に 介抱され ちま うんです から、 変な ものです。 そこへ 

行く つてえ と …… 功 を 経た 奴に やかない ません。 早い 


話 力  」 

むほうず 

一 方が 絶対に 無 反抗の 沈黙 だから、 一 方 も 無 方図の 

出 鳕目を 並べる ことになる。 そこに 何 か 無形の 警 察 が 

あって 弁士に 中止 を 命ずる か、 不文の 法律が あって 発 

言 を 禁止させる かしない 限リ、 こういう 席で は、 

のほうず 

野 方図の 限り を尽 せば 尽 せる ような もの だが、 この 世 

の 中に も 世の 外に も、 必ず 無制限 力 を 制する 制限 力が、 

眼に 見えたり 見えな か つ たりす ると ころに 存 する もの 

で、 ひとり ピグミ —風情に だけ、 こんな 野 方図が 許さ 

れる わけの もので はない。 また 油壷 を 取り上げて 舌な 

のぞ 

めず り をしながら、 弁 信の 寝顔 を視き 込んで 話題 を 続 


けようと する 時、 

「おい、 ピグ ミ—、 ピグ ミ—」 

と、 隣り 座敷から 不意に 呼びかけた ものが あつたに は、 

ピグミ ー もび つくり 仰天して、 思わず 手に 持てる 銅壺 

を 取 落そうと しました。 

「な、 な、 なんです か、 そちらで 拙者 をお 呼びになる 

の は、 どなたで ございま すか」 

「そこへ 行くて えと …… 功 を 経た 奴に やかな わない と、 

お前い ま 言った ね、 その 功 を 経た 奴と いうの はいった 

い、 誰の ことなん だえ、 さあ、 それ を 言って ごらん」 

隣リ 座敷から 聞え た その 声 は、 やや 年 を 食った 女の 


声で、 最初から ピグミ ー を 呼びかけ たのが 高圧的で あ 

り、 二度目に 言い かけた の は、 まさに 手づ めの 詰問で、 

その 調子 はもう 一 言いって ごらん、 返答に よって は 只 

は 置かな いよとい う、 強い 威嚇 を 含んで 響いて 来た も 

のです から、 おぞまし くも ピグミ ー が慄ぇ 上って し 

まった の は、 単に 不意 を 打 たれた ばかりで はない、 こ 

の 女の 声の 主に 対して、 何 か 若干の 弱み を 感じて いる 

者で なければ、 こうは ならない はず。 そこで、 ピ グミ— 

はシ ドロ モド 口で、 

「いいえ、 決して あなたの こと を 言った ので は ござい 

ません、 いや、 ただ 世間に はそう した 奴 も あると いう 


例え を 引こうと 思った だけで、 ィャ なおば さん、 あな 

うわさ  ふリょ うけん 

たの 噂なん ぞ 言い出そうと いうよう な不 了見で は ご 

ざ いませんで したから、 どうぞ ごかんべ ん ください」 

「知らないよ、 お前 は、 あたしの こと を 言おうと した 

にき まっている、 ピグミ —のく せに 生意気な、 はじめ 

ての 人様に、 わたしの 棚卸しなん ぞを すると 承知し な 

いよ」 

「はいはい、 決して あなた 様の 棚卸しなん ぞを、 どう 

いたしまして」 

「そんなら、 いいから こっちへ おいで」 

「はい」 


「こっちへ おいでなさい、 何も 慾 得 を 忘れて 眠って い 

る 人の 傍に いて、 ィャ がらせ を 言わなくて もい いじ や 

ないか、 相手が 欲しければ、 わたしが いくらでも 相手 

になって あげる から、 こっちへ おいで」 

「はい、 有難う ございま すがね、 ィャ なおば さん …… 」 

「何 だい」 

「あの …… 」 

「何が あの —— だい。 お前、 いま、 赤い 舌 を 出した ね、 

わたしに 見えない と 思って。 そうして、 ィャ なおば さ 

ん じゃあ、 いくら 傍へ 寄れと 言っても、 うんざり する 

—— と 口の 中で 言った ね、 覚えて おいで」 


「ト、 ト、 とんでもない …… 」 

「じ や、 こっちへ おいで、 わたし こそ、 人が 欲しく つ 

て 弱り切つ ている ところなん だから、 ピグミ ー だろう 

が、 折 助だろう が、 誰でも 相手に なって あげる よ、 さ 

あ、 おいで」 

「弱り ましたね」 

「弱る こと はない よ、 ひも じい 時の まずい ものな しだ 

から、 いくらでも お前 を 可愛がつ てあげる から、 こつ 

ちへ おいで」 

「ィャ なおば さん、 お 言葉で は ございま すがね、 そつ 

ちへ あがる と、 わつ し はおば さんに 食われて しまい そ 


うな 気がして、 怖く つてた まりません から …… なんな 

らこ つちへ おいで 下さい ましな、 食物 も ございます、 

明り もつ いてお ります よ、 こっちで、 ゆっくりお 話 を 

伺おう じゃありません か」 

「弱虫 だね え。 だが、 わたし やそつ ちへ 行けない から、 

お前、 こっちへ おいで」 

「どうしてで ございます、 ィャ なおば さん」 

「だ つて、 そ つちに は 見ず知らずの お客様が 寝て いる」 

「見ず知らずと おっしゃ つたって、 ちつ ぼけな 坊さん 

です、 その 坊さん も、 死んだ ように 寝て いるんで すか 

ら、 差支え は ございません」 


「さしつかえ はな かろうが、 わたし は 坊主 は 嫌いなん 

だよ」 

「これ は 恐れ入りました、 坊主と 申しました ところで 

三つ 目の ある 入道で はなし、 あなた ほどの 豪の者が、 

坊さん を 怖がる と は 不思議で すね」 

「何だか 知らないが、 わたし は 坊主と さつ ま 芋 は 虫が 

好かない のさ、 それば かりじ やない、 いま 動け ない わ 

けが あるから、 ちょっと こっちへ おいで …… 」 


「お前が どうしても 出向いて こなければ、 こっちから 

出向いて 行く よ」 

「わ あつ！」 

ピグ ミ— が 大声 あげ て 泣き出し た に拘ら ず、 次の間、 

つまり、 先頃まで はお 雪 ちゃんの 部屋であった ところ 

の 柳の 間の 隔ての 襖が サラリ と あいて、 そこから 

有無 を 言わさず 乗 込ん で 来た ものが あるので、 ビグ 

ミ— は 逃げよう としても 逃げられない。 

「泣く こと はない じ やない か、 取って 食おうと もなん 

とも 言 やしないよ、 お前と 一 緒に 遊んで あげたい から 

来たん じ やない の」 


しかも、 乗 込んで 来た その 主の 乗物と いうの は、 一 

肩の 釣 台でした。 

戸板へ 畳 を 載せて、 その上へ 荒菰を 敷いた ばかりの 

釣 台の 上への せられながら、 口 を 利いて いるの が、 ィ 

ャ なおば さんと いうんで しょう。 だが、 釣 台 を 担ぎ込 

ん だの は 誰 だか、 駕籠 屋も いないし、 親類 組合の 衆 も 

附 添うて いると いう わけで はない、 隔ての 襖が ひとり 

でに あいて、 その 間から、 す ー つと ひとりでに 釣 台が 

流れ込んで 来たよう な ものです。 

この 釣 台の 乗 込みに よって、 極度の 恐怖に おびえ 

き つ た ピグミ ー は、 


「わ あつ！ おばさん、 来たね、 おばさん、 裸 じ やな 

いの、 この 寒い のに、 どうして 裸で 来たの、 驚いた ね」 

泣き わめきながら ピグミ —は 釣 台の 上 を 見る と、 ま 

さに その 通り、 釣 台の 上に のせられた ィャ なおば さん 

は、 一糸 もっけぬ 素 裸です。 あの デブ デブ 肥った 肉体 

が、 いまだに 生ける 時の ように ブョ プヨして いる。 そ 

の 色が 以前より は 白くな つたよう に 見える だけで、 ブ 

ヨブ ョ した 肉体 はち つ とも 変リ がない らしい。 

「裸 じ や 悪かった かい」 

「だって、 おばさん、 裸で 人前へ 出る なんて …… 第一、 

寒い じゃありません か」 


「寒かろう と、 寒 かるまい と、 わたし や 着物が 無い か 

ら、 裸で いるんだ よ」 

「着物が 無い —— そ リゃ噓 でしよう、 おばさん は あの 

通り 衣裳 持ちじゃありません か」 

「でも、 無い から、 こうして いるの さ」 

「どうし たんです、 そら、 あの、 若くて 気がさす のな 

ん のとお つし やって おいでだった が、 まんざら でもな 

かりそう な、 あの 小紋の 重ねなん ぞは、 どうなさい ま 

したね」 

「あれ かね、 あれ は 人に 取られち まった よ」 

「人に 取られた？ おばさん ほどに もない。 いったい、 


誰に 取られ たんです」 

「きいて おくれよ、 憎らしい じ やない か、 あのお 雪ち や 

ん という 子、 あの 子に 取られて しまったん だよ」 

「お雪 ちゃんに …… これ は 驚き ましたね、 あの 子 は 人 

様の ものなん ぞに手 を かける 子じゃなかった はずです 

がね」 

「あの 子が 取つ たんじ やない けれど、 取って あの 子に 

着せた 奴が あるんだ から 憎い じ やない か」 

「憎い、 憎い、 そんな 奴 は 憎い、 拙者が 行って 取 戻し 

て 上げましょう か」 

「遠い よ」 


「遠い つたって、 どこです」 

「飛驛 の 高山 だよ」 

「飛驛 の 高山 …… そいつ あ、 ちっと 困り ましたね、 行つ 

て 行けない こと はない が、 行って 来る 間に、 おばさん 

が 凍え死ん じ や つまりません からね」 

「誰も 行って おくれと 頼み やしない、 その 親切が ある 

なら、 もっと 近いと ころに あるじ やない か」 

「近いと ころって、 ドコ です、 近いと ころに や 古着 屋 

はありません ぜ、 おばさんの 着る 着物 を 都合す るよう 

な 店 は、 当今の 白骨に は ございま せんよ」 

「ない ことがある もの か」 


「ありま せんよ」 

くめん 

「あるよ、 あるから そこへ 行って 工面して おいで」 

「弱りました ねえ、 どこ を 探したら、 おばさんに 着せ 

る 着物が あるんで すか」 

「お浜さん のと ころへ 行って 借りて おいでよ、 あの人 

は、 ほら、 幾 枚 も 幾 枚 も、 畳み きれない ほど 持って い 

たじ やない か」 

「え ッ！」 

泣きじゃく りながら 応対して いた ピグミ ー は、 この 

時、 しゃくり の 止まる ほどの 声で、 

「あれ はいけ ません」 


「どうして」 

「何枚 あっても、 あり やみん な 血が ついてい ますから、 

一 枚 だって 着られる のはありません よ」 

七 

仰向けに 釣 台の 上に 裸で 寝かされ ている ィャ なおば 

さん は、 別段に 寒い とも 言わない のに、 ピグミ —がし 

きりに 節介 を 焼きたがる。 

「それじゃ、 どうしても 飛驛の 高山へ 行って、 あの 小 

紋を取 戻して 来る より ほかはありません、 僕が 行って 


来ます」 

「よけいな こと をお しでない、 あの 着物 は あの 子に 着 

せて おいて やります、 そうして、 わたしの あとつぎに 

する つもり だよ」 

あと つぎ 

「え、 お雪ち やん をおば さんの 後嗣に です か」 

「そうだと も、 いまに 見て いて ごらん、 あの 子 を 立派 

な 男たら しにして みせて やる から」 

「えつ、 あのお 雪ち やん を、 おばさんの ような 助平に 

しょうと いうので すか」 

ピグミ —が 飛び 上る の を、 

「気をつけて 口 をお 利き、 出放題 を 言う と 承知し ない 


よ」 

「畏まりました、 それで は 高山へ 行く の は 見合せ に 

するとし ましても です ね、 現在、 そうして 裸 じ や いら 

れ ません ね。 といって、 着物の 工面 はなし …… ああ、 

いい ことがある、 あんまり いいこと でもない けれど、 

背に 腹 は 換えられません や、 こいつ をお 召しな さつ 

ちゃどうです、 当座の 凌ぎに、 この 弁 信の やつ を 引つ 

かけて おいでな すつ ちゃ あ」 

あか つき 

「いけない、 いけない、 そんな 坊主の 垢附 なん ぞが着 

られる もの か」 

「これ もい けません か —— じゃあ、 全く 着る ものが 無 


い」 

「無くた つてい いじ やない か、 誰が お前に 着物 を 着せ 

て くれと 頼んだ」 

「そり や、 頼まれず とも、 人様の 裸になって いるの を 

見る に 見兼ねる のが ピグミ —の 気性で してね、 やつば 

り 一走り 行って 来ます よ、 それに 越した こと は ござん 

せんから」 

「どこへ 行く の」 

「飛驛 の 高山まで 行って、 お雪 ちゃんの 取った あの 小 

紋を取 返して 来て 上げます」 

と 言った が 早い か、 ク ルリと 身 を 翻した ピグミ —は、 


天井の 節穴へ 向って 飛びつ いたかと 見る と、 忽ち 吸 

い 込まれた ように 姿が 消えて しまいました。 

あとに 残された ィャ なおば さん —— と いう けれども 

先程から さんざん ピグミ ー を 相手に 話 をして いるもの 

の、 釣 台の 上へ 裸で 仰向けに なった ところの 身体 をビ 

ク とも 動かさず、 眼 をつ ぶった ままで、 一度 も 開いた 

こと はない のです が、 ピグミ —が 行って しまった 後で 

も、 やはり 同様の 姿勢で その上に いる、 いると いうよ 

リは、 安置され たといった 方が よいでしょう。 

弁 信の 安眠 を 続けて いる こと も、 最初と 少しも 変り 

がありません が、 この 時、 うつつの 境に もの 悲しい 泣 


き 声 を 耳に しました。 

それ は、 若い 詩人な どが よく 言う、 魂のう めきと か、 

すすり泣きと でもい つた もの か、 世に も 悲しい、 細い、 

あいそ きんきゅう 

それで 魂の 中から 哀訴※ 泣 〔# 「りっしん べん + 瑾 のつ 

く リ」、 320-3U して 来る ような 声であります。 

おかしい ことに は、 それが よそから 来る のでな く、 

釣 台の 上に 横臥 安置せ しめられ ている ィャ なおば さん 

の 身体から 起る のであります。 たとえ 裸に された から 

といって、 ィャ なおば さんと も あるべき ものが、 若い 

うな 

詩人の する ような 唸り 声で 魂 をう めら かすなん ぞは、 

外聞に もよ くないと 思われる が、 それ にも拘らず、 魂 


のうめ きを、 この ィャ なおば さんの 肉体が しきりに 発 

散 させて いるので す。 といっても、 ィャ なおば さんの 

身体 そのもの は、 それが ために 少しも 輾転 反側す る わ 

けで はなく、 以前と 同様の 安静と、 無表情と、 微動 だ 

もしない 死 そのものの 中から 起って 来る のです から、 

特に このおば さんが 苦しが つ て、 魂のう めき を 立てて 

いる わけで はない のです。 

して みれば、 おばさんの 寝かされ ている 下の 釣 台の 

中 か、 或いは その 下の 畳の あたりで、 この 魂のう めき 

が 起る としか 思われな いのです。 この 魂のう めきと て 

も、 事実、 弁 信の 耳に 入った か 入らない かそれ さえ 疑 


問で、 弁 信の 安眠に 落ちて いる こと も 以前と 少しも 変 

らな いのに、 よし、 たった今 この 魂のう めき を 聞いた 

からと て、 その 起る 源 を 確め ようとして 起き直って 来 

る 形勢 は 少しもない からであります。 

また、 かりに 弁 信が、 それ を 聞き とがめた としてみ 

れば、 起き 上って、 その 源 を 確め に 来る 前に、 あのお 

喋りの こと だから 口から さきに 起き 出して、 「たれで 

すか、 そこに 魂のう めき を 立てて いらっしゃ るの は。 

ピグミ —さん は、 ィャ なおば さんと いう 名前 をし きり 

に 呼びかけた ようです けれど、 わたくし はま だ その ィ 

ャ なおば さんなる ものに おつき 合い を 願った こと は更 


にご ざいません が、 たとえ、 おつき 合い こそ 致し ませ 

ん でも …… 」 なんかんと、 語り 出す に 相違ない の だが、 

そんなお 喋り も 聞えない ところ を 以て 見れば、 弁 信 は 

この 魂のう めきに 目を覚まして いない こと は 明らかで 

弁 信が それ を 聞いて いると いないと に拘ら ず、 魂の 

うめき はいよ いよ 盛んであって、 それ はどうしても ィ 

ャ なおば さんの 身体 か、 その 真下から 起らねば ならな 

いこと になり ました。 

おや！ ごらんなさい、 じっと 安置され ていたおば 

ふ る 

さんの 身体が 少し 動きました ぜ、 慄ぇ 出しました ぜ、 


さすがに 裸 じ や 寒いで しょう。 おやおや 慄 えてい るん 

じゃありません、 動き 出した のです よ。 オヤ、 おば さ 

んの 身体 中の 毛の 穴が、 ゾ ックリ とふく らんで きまし 

たよ。 おやおや 毛の 穴が 動き 出した と 思ったら 噓 でし 

た、 虫です、 虫です、 虫に なりました。 まあい やな、 

幾千 万と ない 真白な 女子 蛆！ おばさんの 身体が、 

そっくりと 真白な 女子 蛆 にな つ てし まい ましたよ  

まあ、 あとからあとから あの 通リ、 蛆が うずうず とし 

て 頭 を 出して います。 あの 蛆が我 さきに 頭 を 出そうと 

して 泣いて いるので すよ、 魂のう めきじゃありません 

でした、 蛆の ひしめき 合いです、 ぞ つくりと おばさん 


の、 あれ、 面 も、 首 も、 腹 も、 手 も、 足 も —— ぞ つく 

リと首 を 出した 目鼻の ない 蛆、 頭 を うごめかして 先 を 

争って 這い 出そうと しても 這い 出せない、 蛆の頭 だけ 

が ああして、 ぞ つくり 苦しがつ ている  あのうめ き 

をお 聞きなさい、 魂のう めきなん てし やれた もの じ や 

ありません、 女子 蛆の うめき なんです よ —— 何 万 匹 何 

千万 匹！ まあ あの 数 は …… 

いんちゅう 

驚く こと はない よ、 あれが 八 億 四千の 陰 虫と いう 

もの だよ。 

まあ、 八 億 四千！ 

そうだよ、 女と いう ものの 五体の 中には、 すべてみ 


んな、 あの 陰 虫が 巣 を 喰って いる！ 

おばさんの は、 それが 外へ 頭 を 出した だけなん だ。 

その 時、 天井の 節穴から、 あわただしく 走せ 戻って 

来た ピグ ミ—、 

「おばさん、 おばさん」 

「何 だえ」 

「飛驛 の 高山へ 行って まいりました がね、 着物 は 持つ 

て こられませんで したよ」 

「そうかい」 

「わざわざ 行って、 手 ぶら で 帰るな んぞは 子供の 使の 

ようで 面目 も ございま せんが、 あの 着物 は、 ちゃんと 


お雪 ちゃんが 着込んで しまって ますから、 手 をつ ける 

わけに いきませんでした」 

「だから、 そうして お置きと 言つ たんだ。 そうしてな 

にかい、 お雪ち やん は 無事 かえ」 

「無事に や、 無事です けれどね …… 」 

「あの 眼の 悪い お客さん はどう だい」 

「元気で、 夜遊びまで しています ぜ。 何しろ、 壺の底 

のよう な 白骨と ちがって、 高山へ 出る と、 ずっと 天地 

が 広いです からね」 

「そうかい、 二人 は 仲がいい かい」 

「いい か、 悪い か、 そんな こと は 知りません がね、 お 


雪 ちゃんの 身の上に 一 大事が 起り そうな の を、 ちゃん 

と 見届けて 来ました ぜ」 

「何 だね、 いまさら 一 大事と は」 

「ほ かじゃ ございま せんが、 お雪 ちゃんに 悪い 虫が 附 

きました」 

「悪い 虫、 悪い にもい いに も、 離れられない 人 だから 

世話 はない さ、 遠い 上野 原と いうと ころから 介抱して、 

この 白骨まで、 心中 立て を 見せに 来た 人 だから、 言う 

が もの はない さ、 あれで いいんだ ろうさ」 

「そのこと じ や ございません、 そんな ことなら、 憚り 

ながら ピグミ ー の 方が、 おととい 先に この 節穴から 委 


細 を 御存じ なんだ。 こんど 高山へ 出て、 別に また 悪い 

虫が 一 つお 雪 ちゃんに 取つつ いたの か、 取つつ きかけ 

たの かしてい るから 危ない もの だと、 それ を 言った の 

さ」 

「へえ、 高山に、 お雪ち やん を 食おう なんてい う 悪い 

虫が いたかえ」 

「そり や、 高山の 土地つ 子じゃありません がね、 よそ 

からの 風 来 者なん です がね」 

「若い 人 かい、 年寄 かい」 

「そうです ね、 まあ、 若い といった 分で しょうよ」 

「それじゃ、 あの 宇津木 兵馬と いう 前髪だろう」 


「違います よ」 

「仏 頂寺弥 助かい」 

「違います よ」 

くるみざわ 

「じ や、 この w J ろ 来た 新お 代官の 胡 見 沢と か い う のが 

あくしょ う 

悪性で、 女と 見たら 手 を 出さずに は 置かない という 

話 だから、 そんなのに 見込まれ でもした のかい」 

「それ も 違います」 

く ど  き 

「高山に、 あの 子 を 口説いて みょう なんて 気の利いた 

の は、 いない はず だが ねえ」 

「がんりきの 百です よ」 

「がんりきの 百？」 


「そうです よ、 あの やくざ 野郎です よ」 

「そんな 人 を わたし は 知らないが、 なに かい、 この 夏、 

白骨に いたの かい」 

「いや、 そいつ はま だ、 白骨なん ぞへ 来た こと は ござ 

いません が、 何 かの 拍子で、 名古屋 方面から 高山へ 舞 

い 込ん だんです ね」 

「いい 男 かい」 

いき 

r ィャに 粋がった、 やくざ 野郎の 小 悪党です がね、 ど 

うした 拍子 か、 焼け出されて 隠れて いたお 雪ち やん を 

見つけち やつたん だね、 そうして、 やつ、 一生懸命で 

お雪ち やん を 物にしよ うとして 覘っ てい るんで す」 


「お雪ち やんだ つて、 なかなか しっかり 者 だよ、 やく 

ざ 野郎のお つちよ こちよい なん ぞに、 そう 手 もな くも 

のにされ てた まる もの かね」 

「ところがね、 その 百の 野郎と きた 日に や、 しつつ こ 

いこと この 上な し、 いったん 目 をつ ける と、 腕の 一本 

や 二 本 なくなす こと は 平気で かかる 奴なん だからね、 

ずいぶん あぶない ものなん です ぜ」 

「ちえ ッ、 いやな 奴 だね え」 

「おばさんなら、 あんな 奴 を 手 もな くこな しちやう で 

しょうが、 お雪 ちゃんが、 あんなのに ひっかかつ ちゃ 

たまらない」 


「お前、 何とかして 追 払って やる わけに はいかな いか 

え」 

ひそ 

「そり や、 わたしが 天井裏 かなん かに 潜んで いり や、 

まさかの 用心に はなる かも 知れません がね、 わたし も 

実 あ、 お雪 ちゃんの 傍に いるの が 怖 いんです」 

「どうして」 

「だって、 それ、 相 州 伝の 長い やつ を 持った 人が、 お 

雪 ちゃんの 傍に は附 いています からね、 へたに 間違う 

と、 またい つかの ように 二つに なって、 やもりの よう 

にあの 壁へ へ バリつ かなけり やなりません」 

「そんな 人が いるんだ から、 がんりきと やらが 覘 つた 


ところで、 お雪 ちゃんの 身の上 も 心配な しじ やない か」 

「そう 言えば そうです がね、 がんりきと いう 奴 は それ 

を 覚悟で、 お雪ち やん を ねらって いるら しいです、 つ 

まり、 相 州 伝で 二つに される か、 但し はお 雪ち やん を 

ものにす るか、 二つに 一 つの 度胸 を 据えて かかって い 

るら しいから、 それで 心配なん です」 

「困った ねえ」 

「おばさん も、 お雪 ちゃんと いう 子 は 嫌い じ やな いん 

でしよう、 ずいぶん 可愛が つてお ゃリ のよう でした し、 

お雪 ちゃんの 方で もまた、 ィャ なおば さん、 必ずしも 

ィャ なおば さんで なく、 そのうちに 愛すべき 人間性の 


ある こと を 認めて いたよう ですから、 おばさんに とつ 

え やす 

て も 得 易から ぬ 知己で したね」 

「生意気な こと をお 言いで ない よ。 だが、 そう 聞いて 

みれば、 わたし もみす みす、 そんな やくざ 野郎の 手に 

あの 子 を 渡したくない」 

「では、 高山へ 参ります か」 

「行きましょう よ、 お前 も 一 緒に 行って おくれだろう 

ね」 

「行きます ともさ、 僕 だって 意地で さあ、 がんりきの 

やくざ 野郎に、 お雪 ちゃんなん ぞを 取られて たまる も 

のか。 あの 野郎の こと だから、 手に入れる とさん ざん 


見せびらかした 上、 年 いっぱいに 叩き 売る にき まって 

いますから、 そう 話が きまれば 善 は 急げ、 一 刻 も 早く 

行つ て やりましょう」 

「そうしょうよ」 

釣 台が、 その 時、 以前の 通り、 担ぐ もの もない のに、 

ふわりと 動き 出して、 裸体で、 無表情で、 そうして 魂 

のうめ きを 続けて いると ころの 肉体 を 載せた こと は 前 

の 如く、 す— つと この 場 を 流動して しまいます。 

口 を あいて それ を 見送って いた ピグミ —は、 存外 あ 

せらず、 例の 角行 燈の 前に 小さい 膝をド カリと 組んで、 

油 差の 油 を ゴクリ と 飲み、 小憎らしい 落着き を 弁 信の 


方に 見せ、 

「どうです、 弁 信さん、 これで もま だ 起きられません 

か。 あの ィャ なおば さんさえ、 お雪 ちゃんの ために 

じっとして いられな いと 言って、 飛驛の 高山へ 向けて 

先発し ました ぜ、 それに 何ぞ や、 弁 信さん ともあろう 

ものが、 まだ 悠々 とお 休みです か。 それ も 御 無理で は 

J ざいません、 弁 信さん は 疲れて いら つ しゃる  ま 

あ、 ごゆつ くりとお 休みなさい、 僕 はこれ から、 ィャ 

なおば さんの あと を 慕って、 お雪 ちゃんの いる、 飛驛 

の 高山まで 急ぎます …… 」 


八 

その 翌日のお 正午 少し 前、 池 田 良 斎 は、 俳諧師の 柳 

水と 共に 浴槽の 中に つかつ ておりました。 

「外 は 雪で 埋もれた 山 また 山の 中 も、 こうして 湯気の 

中に 天井から 明るい 日の 光 を 受けて いますと、 極楽 世 

界 ですな、 それにつ けても、 北 原さん —— の 一行 はこ 

の 雪の 中 を 御苦労 さまです」 

柳 水が 言う と、 良 斎 は、 

「な あに、 外へ 出れば 出た で また 気が かわり ますから 

ね、 血気 壮んな 者に はかえ つて 偷决 でしよう、 まあ、 


天気が よくって 仕 合せです ね」 

「でも、 飛驛の 高山 はかなり の 道です から、 途中 御 無 

事であります ように」 

ふぶき 

「平 湯まで 出る 途中、 多少 難所が ある けれど、 吹雪に 

でもなら なければ 心配 は 要りません よ —— 」 

「それにしても、 ところがと ころです から、 雪見に 転 

ぶと ころまで という わけに も 参りません、 この 深山 険 

路の 山で 転んで しま つ たらお しまいで すね」 

「風流 も 程度問題で すよ。 だが、 こうして、 どこ を 雪 

が 降る といった 気分で、 温泉に つかって いると 天上 天 

下の 太平楽です、 一 句 浮びません か」 


「さよう  」 

「古人の 句で、 こういった 気分 を 詠んだ、 面白 いのは 

ありま せんか」 

「さよう  」 

俳諧師 柳 水 は、 仔細ら しく 頭 を ひねって、 

「あらたの し 冬 まつ 窓 の 釜の 音 —— と いうの はどうで 

す、 鬼 貫の 句です がね」 

「なるほど、 温泉と いう こと は 言って ない が、 冬日の 

温か 味 は 出て いますね」 

ひ うらら  おきな 

「我がた めに 日 麗 なり 冬の 空 —— これ は 翁 の 句です 

が、 空気の 温か 味 はあり ますが、 水の 温か 味 はうた つ 


てありません。 おもしろし 雪に やならん 冬の 雨 —— 」 

「やはり、 あらたの しとい うのが、 この 場の 気分に は 

合って いるよう です」 

「和歌の 方で はどうでしょう、 こういつ たような 気分 

と 情味 を 現わした ものが ございま しょうか」 

「これ は 和歌の ものじゃありません ね、 やっぱり、 山 

の 宿の 温泉と いうよう な もの は 俳諧の ものです よ」 

「 一 茶の 句に、 我が家 はまる めた 雪のう しろ かな —— 

というの がー 茶ら しくって、 いかにも 面白い が、 拙者 

はこのう しろ かな を、 後ろ 側と したら、 いっそう 実感 

的で 面白い と 思 うんで がすよ」 


「そうか 知らん な」 

「蕪 村の は 一 句 一 句が みんな 絵に なって いますが —— 

宿 かせと 刀 投げ出す 吹雪 かな —— なぞ は 実景です ね、 

ことに この 白骨の 冬籠りの 宿を預 つてい る われわれに 

してみ ると、 絵で も あり、 実感で もあります、 ついこ 

の 間の 仏 頂 寺な にがしと 名乗る さむらいなん ぞは、 ま 

さに それでし たね」 

「なるほど  どうも 気紛れな もので してな、 こんな 

山奥の 冬籠りへ、 まさかと 思って いると、 入り かわり 

立ち かわり 相応の 客が 来る のが 不思議 です よ。 これが 

平常通り 十一月で 釘 を 打って しまえば、 狐狸 もお かす 


まいが、 人が 籠って いると、 また 期せず して 人が 集まつ 

て 来る ものです。 知る と 知らざる とに 拘ら ず、 人間の 

住む ところに は 人気が 立て こめて、 おのずから 人の 心 

を惹 くように な つ ている のか も 知れません —— 予期せ 

ざる 人の 出入 リを 調べて みても、 一人、 二人、 三人 I 

むなざんよう 

I ちょ つ と 胸算用に 余る ところが あります ね」 

「面白いです。 それが、 あなた 方 を はじめ、 みんな 相 

当に 一 風流の ある 人 だけが 集まって 来る ような 気配 も 

面白いで はありません か。 尤も、 一風 流で もなかつ 

た 日に は、 雪の 山 坂 を 分けて、 これまで 来られる はず 

は ございま すまいが …… 」 


こんな こと を 良 斎と 柳 水と が 語り合つ ている 時に、 

浴室の 戸が ガタリと あいて、 

「お早う ございます」 

「いや、 これ は宗舟 画伯」 

と、 二人が 新来の 裸虫 を 歓迎し ました、 見れば これ は 

絵師の 宗 舟でした。 

「両 先生お 揃いで …… 」 

「いや、 いい 心 持で 今、 歌と 俳諧と を 論じて いたと こ 

ろです」 

「どこ を 雪が 降る と 温泉に ぬくもりながら、 詩歌 を 論 

ずるなん ぞは虱 流 の 至りです」 


「それ を 今 も 言つ ていたと ころです よ」 

「どうです、 宗舟 先生、 この 温泉 気分 は 絵に なり ませ 

ん 力な」 

「ならない どころ です か —— 絶好の 画材です よ」 

「南画です か」 

「いや、 南画と も 違います ね」 

「では、 呉春 張りの 四条 風に でも 写します かね」 

「あれより、 もう 一層、 軽い ところが いいです ね」 

「では 近代の 鳥 羽 絵」 

「ああな つても 少し ふざけ 過ぎます、 まあ、 夜半 亭と 

大雅 堂の 合の 子と いったよ うなと ころで、 軽く 刷いて 


みて おります がね」 

「おやおや、 もう 制作に おかかりで すか」 

「もう 最初から とりかかって おります よ、 白骨 絵巻と 

ち <  ろ 

いったよ うな もの を 目論んで おり ましてな、 この 宿の 

冬籠りの 皆さん を 中心に、 白骨の 内外 を取リ まぜて、 

一巻の 絵巻物に しつらえようと、 実は ひそかに 下絵に 

取り かかって おりました」 

「それ は それ は、 お 手 廻し の 早い ことで …… さだめて 

結構な 土産 物が 出来ましょう」 

「只今、 暇 を 見て は 下図 調べに かかって おります が、 

いよいよ 本 図に かかりましたら、 良 斎 先生に ひとつ 序 


文 を 願って、 柳 水 宗匠に 跋句を 書いて いただき、 それ 

から 皆さん 方に 一 筆ず っ賛 をのせ ていた だきたい と、 

こう 思 つ ております」 

「はは あ、 それ は 至極 好 記念で ございま すが、 また 一 

方から 申します と、 宗舟 画伯 きわめてお 人が 悪い、 さ 

ぎょうじゅうざが 

だめて 我々 が 行住坐臥の だら しのない ところ を、 いち 

いち 実写に とどめて、 後世にまで 抜き差しの ならない 

ことにた くんで お置きな さる、 我々 はいつ のまに か宗 

舟 画伯に 生 捕られて、 画伯の 名 を 成す ために、 後世に 

恥 をの こさねば ならぬ」 

「いや、 どういたしまして、 あなた 方の 超凡な お 動静 


に、 朝夕 親炙いた して おれば、 宗舟 平凡 画師 も、 大家 

、かんぽん 

の 企て 及ばぬ 自然の 粉本 を 与えられ るの 光栄に 接した 

という ものです、 筆 は からっぺた でも、 白骨 絵巻 その 

ものの 名が 妙 じ や ごわ せんか」 

「妙、 妙、 白骨 絵巻 一 巻、 t 古え の 餓鬼 草紙 あたりと 並 

んで 後世に 残りましょう。 今 も 言つ ていたと ころです 

思わない ところで、 思いがけない 人が 集まる もので、 

集まる ほどの 者が いずれも 一 風流で ござんす から、 願 

わくば 洩 るる ことなく 筆に 残して 置いて いただきたい 

めん 

ものです、 面 は みんな 揃ってお りましょう な、 着到洩 

れは ござんす まいな」 


「ええ、 その 以前 は 知らず、 やつ がれが ここへ 加入 さ 

せて いただい てから 以来の 面 ぶれ は、 一 つと して 逃し 

は 致さぬ つもりで ございます」 

ちょうじ ようちよ うじょう 

「重畳 重 畳 —— では、 良 斎 はじめ 我々 一 座の 面ぶ 

れは 勿論の こと、 あの 一座の 花と 呼ばれた お雪ち やん 

も」 

「もとよりです、 あの 子の 立ち姿から、 坐った ところ、 

火熨斗 を 持って 梯子段の のぼ リ 下り —— 浴槽の 中 だけ 

は 遠慮し まして、 ちょっと 帯 を 解いて、 この 浴室の 戸 

を あけた 瞬間の 姿 はと つ てあります」 

「なるほど —— では、 あの 仏 頂 寺な にがし、 丸 山な に 


がしと いった ほどの 浪人 も」 

「えええ え、 傍若無人に 炉辺に わ だか まった ところ を 

描いて あります」 

「 そ の 最後 に 姿 を 見せた、 前髪 立 ちの 若い さむらい も 

…：- J 

はな  わらじ 

「あの方の は、 上り 端で 草鞋 を 取って おります ところ 

と、 病気で 行燈の 下に 休んで いると ころと を 取り まし 

た、 それから 昨日 は、 品 右衛門 爺さんが 薔麦餅 を 食べ 

て いると ころ を …… 」 

「素早い もんで ございますな。 では、 あの、 何て 言い 

ました か、 昨今 見えた あの、 そうそう 弁 信さん、 あの 


お喋りの 達者な 坊さん も …… 」 

「それです よ、 それだけが まだ 描いて な いんです、 あ 

ん まり 不思議な 人物です から、 描きたい ところが 多く 

て、 横にな つてい ると ころ を 描こう か、 縦に なって い 

ると ころに しょうか、 それとも あの 通り、 のべつ に 喋つ 

ている ところがい いか、 黙って 控えて 沈みき つて 首 低 

れた ところ をつ かまえて やろうかと、 構図に 苦心して 

いるう ちに、 とうとう 機会 を 逸して、 まだ 着手いた し 

ません」 

「まだ、 当分 こっちに いるでしょう から、 機会 はこの 

さきい くら もありましょう」 


「それともう 一 つ、 お雪 ちゃんと いう 子に 連れの 兄 さ 

んが 一 人い ると か 聞き ましたが、 病気で ちっとも 顔 を 

見せない ものです から、 これ もとう とううつ し 損ねて 

しまいました。 弁 信さん の 方 はまた 機会が ありまし よ 

うが、 あのお 雪 ちゃんの お連れの 人 は、 もう 永久に 写 

生の 機会 を 逸して しまった かと 思う と 残念に 堪えられ 

ません」 

「北 原 君が 会って いる はずです から、 あの人に 聞いて 

写して みて ごらんなさい」 

「そうで もしようかと 思 つてい ると ころです」 

三人が こんな 問答 をして いる 時に、 一方の 明 リ取リ 


の 窓に 張った 紙の 破れのと ころが、 急に すさまじい 音 

を 立てて、 バタ バタした ものです から、 三人 は 驚いて、 

その 明り 取りの 高い 窓 を 仰ぐ 途端に、 パッと 眼前に 飛 

び 下りて 浴槽の 隅に 羽ばたき をした ものが あります。 

それ は 雪に 食 を 奪われた 野鳥 山禽の 類が 紛れ込んだ 

かと 見る と、 そうで はなく、 一  目 見て 三人が、 

「鳩 だ、 北 原 君 愛育の 伝書鳩 だ」 

と 気がつきました。 

「だが、 少しお かしい」 

特に 念入りに、 その 見知り越しの 鳩に 注意の 眼 を 注 

いだの は 池 田 良 斎でした。 


「宗 舟さん、 済みませんが、 その 鳩 を ちょっと 見て 下 

さい」 

「どうしました か」 

「あなた は 御 職業 柄、 観察が 細かい に 相違ない、 北 原 

君 愛育の 鳩に ついても、 特別に 見覚えがなければ なら 

ない」 

「よく 見て おります よ」 

「たしか、 五 羽い ましたね」 

「ええ、 五 羽でした」 

「その 五 羽のう ち を、 今朝 出立に あたり、 北 原 君が 二 

羽 だけ 懐中して 行った はずです」 


「その 通りです、 高山に 着いたなら、 早速に 手紙 をつ 

けて 放ち 返す からと おっしゃ いました」 

「そうして あとの 三 羽 は、 村 田 君が 北 原 君に 代って 監 

督 していた はずです」 

「それに 違いありません、 一号と 二号 だけ を 北 原さん 

が 持って行きました から、 三、 四、 五が こちらに 残つ 

て 、> るまず です」 

「仕方がな いな、 村 田 君、 頼まれ もの だから 一層 用意 

周到に 監督 すれば いいのに、 こんなと ころに 舞い込ま 

せる ようで は、 あと を 猫 か、 いたちに 御馳走して しま 

わねば いいが」 


「そわ もそう です ね」 

こう 言いながら 宗舟 は、 手拭 片手で 流しの 隅つ こ へ 

行って、 無雑 作に その 鳩 を 取 捕まえて、 ちょっと 仔細 

に 眺めて いたが、 面の 色 を 曇らせ、 

「おかしいで すよ」 

「どうして」 

「良 斎 先生、 これ はたし かに、 北 原さん が 今朝 持って 

出た 第 一 号の 鳩です ぜ」 

「え」 

「どうして それが 分ります」 

良 斎と 柳 水と が 声 を 合わせて こちら を 向く。 


「どうして といって、 あなた、 この 鳩に は、 北 原さん 

から 頼まれて 私が いちいち 足のと ころへ 銘を 打ち まし 

た、 銘を 打た なくと も、 羽と 毛の 特徴と、 気分で、 私 

に はよ くわ かります。 これ はたし かに 今朝、 北 原さん 

が 持って 出た 第 一 号に 相違ありません」 

「してみ ると、 北 原 君が まだ 高山へ 着いて いる はず は 

ない の だから、 途中から 放して 返した の だな」 

「そうか も 知れません」 

「そうだと すれば、 何 か 便りが 書いて あるだろう」 

「私 も、 そう 思って 見ました が、 文箱が ありません、 

どこに も 合図ら しい ものが 認 めて はありません」 


「してみ ると、 北 原 君が 承知で 放した ので はなく、 鳩 

が 勝手に 放れて 戻って 来たので すな」 

「そうとし か 思われません が、 そうだと すれば いよい 

よ 変です、 無意味に 鳩 を 逃す 北 原 君で はなし、 鳩 もま 

た、 勝手に 馴れた 人の 手から 逃げたがる はず はない の 

ですから …… 」 

かお  ひらめ 

その 時に、 三人の 面に 三 筋の 不安な 色が 同時に 閃 

いたの は、 もしゃ！ 途中の 変事、 北 原が この 鳩に 合 

いとま 

図 をす る遑 もな く、 鳩 もまた 合図 を 待つ の 余裕 を 与 

えられざる ほどに きわど い 場合。 それ を 想像 せられな 

いで はない。 


池 田 良 斎 は 浴槽から 飛び 上って、 そうして、 あわた 

だしく 身体 を 拭い はじめました。 

良 斎 も、 柳 水 も、 宗舟 も、 相次いで 浴槽 を 出て、 そ 

れ から 急に 炉辺 閑話の 席に 非常召集が 行われて みると、 

案の 如く、 残された 三 羽 は 村 田の 手で 安全に 籠の 中に 

保護され ていて、 浴室へ 紛れ込んだ それ は、 まさに 北 

原が 今朝 持参して 出て、 おおよそ 三日の 後に 手紙 をつ 

けて 送リ かえす といった それに 相違ない、 五 羽のう ち 

の 第 一 号です。 

当然、 良 斎が 懸念した と 同様の 不安が、 北 原 はじめ 

一 行の 上に かけられなければ なりません。 その また 当 


然の 行動と して、 直ちに、 その 不安 を 確め るた めの 特 

使が、 この 一 座の なかから 選定せられ なければ ならな 

いはず です。 否、 選定され るまで もな く、 我も我もと 

志願す る ものが 出て 来ました。 

まもなく、 山の 案内の 茂 八 を 先導に、 堤、 町 田の 三 

人のう ち、 町 田 は 残る ことにして、 獵師の 十 太が 加わ 

るの 一行が 早く も 結束して、 この 宿 を 発足し ました。 

この場合に、 やはり、 普通なら ば、 弁 信 も 閑却され 

て はならない のです。 北 原 一行の 安否 こころもとなし 

という ことの 知らせ は、 弁 信へ も 一応、 報告が なけれ 

ばなら ない はずで したが、 どういう もの か、 この 人た 


ちの ために 全く 忘れられて いました。 忘れられ ている 

ほどに よく 眠って いたのです。 あれから ずっと 眠リ続 

け、 最初の 報告 通り、 三日間 は 恩 暇で 寝 通す という こ 

とが、 誰に 向っても 諒解 を 得て いるので すから、 それ 

は 差支えな いが、 とにもかくにも、 この場合の 不安と 

憂慮と を、 弁 信に 向っても 頒 たなければ ならない はず 

なのが 忘れられて いました。 

九 

熱 田の 明 神の 参宮 表 道路の 方面 は、 あんなよ うに 大 


混乱でした けれども、 その 裏の 方、 南の 海へ 向った 方 

面 は、 打って 変って 静かな ものです。 

それと いうの は、 海が 見と おせる からの ことで、 見 

渡す 限り の 海の いずれ にも 黒船 を 想わせる 黒点 は 無く、 

夜 も 眠られな いという 蒸気船の 影なん ぞは 更に 見えな 

いで、 寝 覚の里 も、 七 里の 渡し も、 旭ぎ 渡った 海気で 

みなぎ 

漲り、 驚こうと しても、 驚くべき まぼろしが 無い ので 

ひょうひょう 

この 時し も、 お 銀 様は飄 々として 寝覚の 里の あた 

り を そぞろ 歩いて おりました。 お高祖頭巾に すらりと 

した 後ろ姿。 悠揚と して 東海、 東 山の 要路 を 兼ねた 寝 


覚の 里の、 旅路の 人の 多い 中 を 行く 女 一人 を 見て、 通 

リ すがる 人が ひとたび は 振 返らぬ はありません。 

それ は、 お 銀 様の 立ち姿が すぐれて 美しかった から 

でしよう。 ことに その後ろ 影 は、 すらりと して 鷹揚で、 

なかなか 気品が あって、 物に 動じない 落着き もあって、 

こんなと ころ を ともを も 連れな いで そぞろ歩き すると 

ころに、 田の 面 か 松原に 鶴が 一羽 降りて 来たよう な 

風情がない でもありません。 

年増の 女房た ち も、 若い 娘た ち も、 ひとたび は 振 返つ 

てお 銀 様の 立ち姿 を 見ない ものはありません。 見て、 

せんぼう 

そうして 羨望の 色 を 現わさな いものはありません。 


女の 美し さ を 知る の は やっぱり 女で あるよう に、 女 

a  -こ 

が 心から 嫉みを 感ずる の もや はリ 女であります。 本来、 

女が 男を嫉 むと いう こと は、 有り得べ からざる ことな 

んで すが、 そういう ことがあ るの は、 男と 女との 間に 

また 一 個の 女が はさまる からです。 女 は 女 をと おして 

でなければ 男を嫉 むと いう こと はない のです けれども、 

女 は 女に 対しての みは、 全くの 直接です。 

お 銀 様の 歩み 行く 後ろ姿 を 見て 振 返る 女た ちの 視線 

に は、 みんな 多少と もに、 羨望と 嫉妬と を 含まない の 

はありません。 それよりも なお 憎 いのは、 この 人が、 

さほどの 羨望と 嫉妬 を 浴せられ ながら、 なお 冷々 然と 


して、 むしろ、 そういった 同性た ち を 冷笑し つくす か 

のように、 澄まして 取合わない 高慢な 態度で ありまし 

た。 

他より 羨まれ、 或いは 嫉 まれた 時に、 幾分な りと も、 

得意な リ、 慢心な りの 色が あるう ち はま だしお らしい。 

羨まれ、 嫉 まれながら、 それ を 冷 倒す る やからに 至つ 

て は、 全く 度し難い ものです。 重ねて 言えば、 人間 は 

きりょう 

縹緻を 鼻に かける うち は、 まだ 可愛らし いもの だが、 

それ を 頭から 抹殺して かかる 奴に 至って は、 悪魔で も 

誘惑の しょうがない。 

お 銀 様の 態度が それです。 おそらくお 銀 様と いえ ど 


も、 人の 羨望と 嫉視の 的になる 地位と 空気と を、 自分 

が 感づかな いはず はない のです が、 それ を 刎ね 返して 

進む 自分と いう もの を も、 自覚して いない はず はあり 

ますまい。 寝覚の 里の 渡 頭の 高燈 籠の 下まで 来て、 そ 

こに 立って つくづくと 海 を 眺めた お 銀 様の 眼に は 怒り 

が ありました。 

寝 覚の里 は、 すなわち 七 里の 渡しの 渡 頭であります。 

七 里の 渡しと いうの は、 この 尾 張の 国の 熱 田から 伊勢 

いにし  まどお 

の 桑 名の 浜まで 着く ところ、 古え の いわゆる 「間遠の 

渡し」 であります。 上古 は 畏くも 天武 天皇が 大友皇 

あずま 

子の 乱 を 避けて 東に 下り 給いし 時、 伊勢より 尾 張へ 


この 海 を 渡られた が、 岸の 遠き を 思い わび 給い、 間遠 

なりと 仰せられた ところから、 この 名が 起った という _ 

近世に は、 弥次 氏と 同行 喜 多 君が、 ここに 火 吹 竹の 

失態 を 演じた という 名残り も ある。 

数日 以前に は、 宇治山 田の 米 友が、 ここで 足ず り を 

して、 俊 寛の 故事 を 学んだ こと も あるので あります。 

たか どうろう 

今し、 お 銀 様 は 鳥居 前の 高燈 籠の 下にと どまって、 

じっと 海 を 遥かに、 出船 入船の 賑わい を 近く 眺めて 立 

ちつく していました。 

お 銀 様と して は、 最初から ここへ 来る つもりで はな 

かった のです —— 熱 田の 明 神へ 参詣して、 ずん とお 角 


を 出し抜いて、 ひとり 境内 を 外れて しまったの は、 例 

によつ ての やんちゃな 驕慢 心が させた のみで はなく、 

お 銀 様と して は、 お 角な どの 予想の つかない 目的 を 

持って いた もので、 実は この 熱 田の 宫の 附近に、 源 頼 

朝の 生れた ところが ある、 そこが 尼寺に なって いる I 

I という 知識 を 得た ものです から、 その 尼寺へ 行って 

見たい という 気が きざして いた ものです —— なお、 そ 

の 尼寺に 行く という こと も、 女性 特有の 嘉遯 心の ひら 

わざ 

めきが させた 業で はなく、 ある 機会から、 お 銀 様の 悪 

女性 を そそる ところの 一 つの 物語 を 聞き込んで いたか 

ら のこと で、 そこで、 この 人 は 名所 歴訪の 意味で なく、 


悪女 性の 痛快 癖から、 ひとつ その物 語の ある 尼寺と い 

うやつ を 見て やりたい —— こんな 気勢が、 熱 田の 明 神 

の 社頭から、 お 角さん を 蒔いて しまう という 結果と な 

かんしゃくだま 

り、 ついに はとうとう 先方の 癇癩玉 を 破裂 させて、 お 

角さん だけ はお 先へ 御免 蒙って、 名 古屋へ 乗りつ けて 

しまう という 結果にまで 立 至らせた のです。 

だが、 どちらに しても、 このい きさつ はもう 先が 見 

えてい るので、 熱 田へ 来れば、 名 古屋へ 来た も 同様で 

ぁリ、 名 古屋へ 来れば 落着く 宿 はちゃん と 打合せ も 準 

備も 出来て いるの だから、 お 角さん が 癇癩を 起して み 

たと ころで、 ただ 一足お 先へ という だけの もの、 お 銀 


様が 迷子に なって みたところで、 迷子 札の 文字 を 読み 

きってい る こと はお 角さん 以上で あり、 ことに、 お 角 

さん は癇癩 こそ 起した けれども、 お 銀 様に 対して は 一 

目 も 二目 も 置いて かからなければ、 どうに も 太刀打ち 

のでき ない 相手 だとい うこと をよ く 心得き つてい るか 

ら、 そこ は なかなか 食えない もので、 癇癩を 起して 先 

発する 途端に、 庄公 という 若い 衆に 堪忍 役 を 申し 含め 

て、 お 銀 様の 行方 を 追わせて いるから、 どう 間違って 

も、 この 迷子 はつれ 戻し 先の わかって いる 迷子です I 

I そうして かく あるう ちに、 不幸に して そのたず ぬる 

物語の ある 頼 朝 公の 尼寺と いうの を 探し 当てる 以前に、 


例の 宫前 の 黒船 騒ぎ の 波動が、 お 銀 様 をして 前方へ 進 

はば 

むこと を 阻みました から、 そこ は 気随の ままに 反対の 

方角へ 足 を 向けて 来ました。 

足の 向いた 方、 土の 調子が、 この 向いた 足の 歩み 加 

減に 叶う 方向へ と、 そぞろ歩き をして 来る うちに、 こ 

の 寝覚の 里、 すなわち 七 里の 渡しの 渡 頭へ 出て しまつ 

たのです。 

土地 を 踏む 前に、 その 予備知識の 吸収に 怠りの な 

まどお 

いお 銀 様が、 七 里の 渡しの 名、 間遠の 故事 を 知らない 

はず はあります まい。 

表面 は 目的の 変更から、 そぞろ歩きの まぐれ 当りに 


この 七 里の 渡 頭へ 来て しまった ものの ようです が、 事 

実 これ は 予定の 行動で、 問題の 物語の 尼寺 を ひやかし 

た 後 は、 当然 ここ をと ぶらい 来るべき 段取りであった 

かも 知れません。 

来て 見れば、 名所 絵の 示す 通りの 七 里の 渡し、 寝覚 

の 里 —— 

ごう ど 

神 戸の 通り を 真直ぐ に 左に 海中へ 突出した 東 御殿、 

右 は 奉行 屋敷へ 続く 西 御殿、 石 を もって 掘 割の ように 

築き 成した 波止場 伝い、 その 間に もやって いる 異種 異 

ゆきき 

様の 船々、 往来の 荷船、 物売り 船 —— 本船 は 遠く 帆 を 

あげて こちらへ 着こうと している、 海岸 波止場 一帯の 


にぎ 

賑わい、 ことに 何物よりも、 七 里の 浜 そのもの を 表示 

する あの 大 鳥居と 高 燈籠。 

この 大 鳥居 は、 熱 田 神宮へ 海から する 一 の 鳥居で あ 

るか、 或いは また 特に 海 を 祭る 神への 供え か、 それ は 

お 銀 様に もちよつ とわから ない が、 あの 高燈籠 こそ は、 

なる せ はやとの しょう 

寛 永の 昔 成 瀬 隼 人 正が 父の 遺命に よ つ て 建立の 永代 

「浜の 常 夜 燈」。 滄 海の あなたに 出船 入船の すべてに 

くどく 

とって、 闇夜の 指針と なるべき 功徳。 

この 大 鳥居と、 あの 高燈 籠、 海岸線 を 引いて この 二 

つ を 描き さえ すれば、 誰が 見ても 七 里の 渡船場 —— 寝 

覚の 里に な つ てし まう。 


お 銀 様 は 故人の 軒下に でもた たずむ ような、 何 かし 

ら 懐かしい 心で その 高燈 籠の 下に 立って、 渡 頭と、 そ 

うして 海 を 眺める —— 

海の 彼方 は 伊勢の 国、 波の 末に かすかに かかる 

あさま  だけ 

朝熊ケ 岳。 

十 

東海道 を 上る ほどの 人で、 「伊勢の 国」 に 有終の 関係 

を 持たぬ 者 は 極めて 少数で ある。 

道中 は、 委細 道中 気分で 我 を 忘れて ふざけき つてい 


た 旅人が、 七 里の 渡しに 来て、 はじめて 本来の エルザ 

レム 「伊勢の 国」 を 感得す る。 但し この エルサレム は、 

巡礼者の 心 をして 厳粛 清 冷なる 神気 を 感ぜし むる 先に、 

華やかに して 豊かなる 伊勢 情調が、 人 を 魅 殺 心酔せ し 

める こと を 常と する。 そうして 七 里の 渡しの 岸頭から、 

あい やま 

伊勢の 国 をな がむ る 人の 心 は、 間の 山の 賑やかな 駅路 

ふるいち  ともし 

と、 古市の 明るい 燈に 躍る ので ある。 

神 を 尊敬す る 日本人に は、 神 を 楽しむ という 裏面が 

ある。 清麗 にして 快活 を 好む 日本人 は、 大 神の 存 する 

ところ を、 厳粛に して 深刻なる 修道の 根 原 地と したが 

ら ないで、 その 祭りの 庭 を 賑やかに し、 その 風情に 遊 


興の 色 を 加える こと を 忘れない。 伊勢へ 行く という こ 

と は、 日本人に とって は 罪の 懺悔に 行く ので もない、 

道の 修練に 行く ので もない、 一 種の 包容 ゆたかなる 遊 

楽の 気分 を 持って行 くので ある。 そこに 日本人が 神 を 

慕う 特殊の 心情と 行動と が ある。 伊勢参りの 憧れ は、 

すべての 日本人に と つ て 明るい。 

けれどもお 銀 様 は、 その 日本人の 普通の 人が 持つ よ 

うな、 軽快な 気性 を 以て 育てられて はいませんでした。 

今し、 その 憧れの 伊勢の 国 を ながめて いる、 というよ 

り は 睨んで いるので すが、 それ は 今に はじまつ たこと 

ではありません。 お 銀 様 は、 いつでも 物 を 見る という 


こと はなく、 物 を 睨める ことのほかに は 為し 得ない 人 

ですから、 当然 その 眼が 伊勢の 国へ 向いて いる 時 は、 

その 心が 伊勢の 国 を 怒って いる 時で なければ なり ませ 

ん。 だが、 お 銀 様と して、 何 を 伊勢の 国に 向って 怒ら 

ねばならぬ ものが あります か。 

しろもの 

数日 前、 宇治山 田の 米 友と いう 代物が、 ここと 同じ 

ところに いて、 出て 行く 船と 伊勢の 国 を ながめて 

ちゅうしん 

衷心から 憤って いた はずです が、 それに は 充分に 憤 

るべき 理由が あり、 また 憤りに 同情すべき 充分の 事情 

が ありました。 いまだ 伊勢の 国の 土 を 踏んだ ことのな 

いお 銀 様に は、 そういう 理由 も、 事情 も、 一 切 無い は 


ずです。 ただ、 こうして 海 を 眺めて いたいの でしよう _ 

山国に 育って、 山に のみ 護ら れ ていたお 銀 様に とって 

は、 このたびの 旅行に 於て、 海と いう ものが 最も 驚異 

の 対象と な つ ている こと は 事実の ようです。 

機会が ある ごとに、 海 を 見た がりました。 されば こ 

そ 古鳴海の 海 を もとめて、 もとめ あぐみ、 桑田 変ずる 

の 現実 味 を しみじみと 味わわされて、 それでも むり や 

リに その 望み を 遂げた ほどの 執拗 性が ここ へ 来ても 

やっぱり 海 を 見たい —— 単に 見たい ので はない、 見て 

かお  まみ 

やりたい、 どんな 面 をして わたしに 見える か 見て やり 

たい —— といった 気分が させる 業で、 もとより 七 里の 


渡しに も、 伊勢の 国に も、 恩 も 怨み も 微塵 ある わけで 

はない が、 ただ 海 を 見て やりたい —— それだけの 気紛 

れ なんでし ようよ。 

幸いに して 海 はいくら 見ても いや だと は 言わない、 

見た ければ まだまだ 奥が あります、 際限な くごらん 下 

さい、 とお 銀 様 を さえ 軽く あしらつ ている。 山 はそう 

ではない、 我が 故郷の 国 をめ ぐる 山々、 富士を 除いた 

山々 は、 みんな、 こんなと ぼけた 面 をして わたし を 見 

る こと はない。 奥 白 根で も、 蔵 王、 鳳凰、 地蔵 岳、 金 

峯 山の 山々 でも、 時に より、 ところに よって、 おのお 

の峻 峭な表 晴 をして 見せる のに 比べる と、 海と いう 


もの はさつ ぱリ張 合いがない —— 

こうして、 お 銀 様の 頭が 故郷の 山川に 向った 折 柄、 

不意に、 天来の 響が その 頭上に 下る の 思い をし ました。 

「ぉ孃 様、 お 嬢 様」 

朗 かな 声で 二 声まで 続いて 聞え たの は、 わが 名 を 呼 

、<7 もの 

それ は、 海の あなたの 伊勢の 山河から 来る 声で もな 

く、 後ろから 我 を 追手の 呼びかける 声で もない、 そう 

よびつぎ ほし ざき 

かとい つて 西の 出 崎の 松、 東、 呼続、 星 崎の 海から 来 

る 声であろう はず もありません。 

その 声 はま さに、 うらら かと も 言って よい、 わが 頭 


みょう かく 

の 青天の 上から、 妙 楽の 如く 落ちて 来た ものである 

こと は、 お 銀 様 自身が よく 心得て いました。 ですから、 

「な あに」 

と、 天 を 仰いで それ を 受けと めなければ ならない ほど 

の 現実性 を もって、 鼓膜に こたえた ものです。 

「お 嬢 様、 いったい あなた は どちらへ いらっしゃる 目 

的なん でございます か」 

その 声が また 言いました。 

「わたし は 知らない」 

お 銀 様 は、 またしても、 ついつ いこう あしらわねば 

ならな くされました。 


「おわかりで ございま すか、 わたし は 弁 信で ございま 

すよ、 わたくしの 声 はよ くお 分りに なりましょうと 存 

じます が、 今、 わたくしが どこに いるかと いう こと は、 

到底、 あなたに もお わかりに なりますまい」 

「わたし は 知らない」 

この 瞬間、 確かにお 銀 様 は 弁 信の 呼びかけた 声 を 聞 

いたのです。 だが、 それが 東西南北の いずれから 呼び 

かけた かとい うこと は 問題ではありません。 お 銀 様 は 

青天 碧 落の 上 を、 やや 昂奮の 気持で 眺めて おりました。 

その 時に、 お 銀 様の 眼の 中に ありあり と 浮び 出で た 

の は、 トボト ボと有 野 村 を 立ち 出で て 行く ところの、 


弁 信の 憐れな 姿で なければ なりません。 

かの 如くして、 我と 行 を 共に し、 縁 を 同じう し、 つ 

いに は 家 を 同じう し、 ついに は 心 も 行動 も 投げ出して 

見せる ほどの 間柄に なりながら、 最後の 対面の 後、 あ 

の 弁 信 を 送り出す 我が 眼の 中に 一 滴の 涙 もなかつ たこ 

と を、 いまさら 不思議に 感じ 出した もので もあります 

一一、 ヽ o 

,3 レ 

甲 州 一 番の 自分の 家 を 焼き 亡ぼしても 悔いない お 銀 

様です。 肉 身 を 呪い 滅ぼして かえって 痛快 を 叫びたい 

お 銀 様が、 どうして、 弁 信 一人ぐ らいが、 つこうと も、 

離れよう とも、 心に かける はずがない。 


それが この 時、 弁 信の 姿 を 思い起した。 誰も 見送る 

人 もな く、 どこ を 当てと いう こ ともなく、 災 後の 有 野 

の 家 を、 ひと リトボ トボと 出た 弁 信の 姿 だけ を、 まざ 

まざと お 銀 様 は 天の 一 方で 見出した ものです。 

ああ 弁 信！ この 時 はじめてお 銀 様 は、 弁 信と いう 

ものの 存在が、 自分の 生涯の 上に 不思議の 存在で ある 

という こと を 感じた ようです。 なぜならば、 今日まで 

自分の 眼に 触れ、 耳に 聞いて いると ころの 人間と いう 

人間 は、 二つの 種類し かなかった のです。 それ は、 愛 

する 者と、 憎む 者の 二つし か、 お 銀 様 は 人間 を 見る こ 

とがで きませんでした。 愛せん として 愛し 得ざる こと 


故に、 すべての 人間が みんな 憎しみに 変って しまった 

ような もので ありました。 

ところが、 弁 信 はどうです。 お 銀 様 自身 は、 弁 信 を 

愛して いると は 思わない。 弁 信が いる ことによって、 

特に 愛着と 煩累と を 感じた こと もない が、 弁 信が いな 

いこと によっても、 なんら 自分の 愛の 生命の 一片 を 裂 

かれた と 感じた こと はない。 そうかといって、 彼 を 憎 

んで いない 証拠に は、 自分の 家へ 連れて来て、 永らく 

生活 を 共に していながら、 つい ぞ 彼のお 喋りに 干渉 

を 試みた こと もない し、 彼 を わずらわしく 感じた こと 

もない ので 知れる。 すでに 愛しても いないし、 また 憎 


ん でもい ない とすれば、 いったいお 銀 様 は 今まで、 弁 

信に 対しての み、 どんな 待遇 を 与えて いたの か。 

自分ながら それが 今にな つ て わからな くな つてい る 

のです。 淡い こと 水の 如き 存在、 薄い こと 煙の 如き 存 

在が、 今、 鉄の 如くお 銀 様の 胸に 落ちて 来ようと しま 

した。 

なぜ 自分 は、 あんなに 無雑 作に あの 小 法師 を 逃がし 

てし まった のか、 あのお 喋り 坊主 は 真 そこ、 わたしと 

いう ものに 愛想 を 尽かして 出て 行った もの か、 但し は、 

自分の 仕打ちが 誰に もす る 例によって、 自然、 出て 行 

けがしに なって、 ついに 居た たまれずに、 あの 可 隣な 


小坊主 を さえ 追い立てて しまった のか。 

なぜに 弁 信 は 出て 行って しまった のか、 また、 どう 

して 自分が ああ も 無雑 作に 弁 信 を 出して しまった のか、 

その 差別が 今のお 銀 様に はわから なくな つ てし まい ま 

した。 

きた 

思い 去り、 思い 来る と、 いよいよ 彼の 存在が 不思議 

でた まりません。 今日まで かの 小坊主の 如く、 自分に 

向つ て 真正面に 抗弁 をし きった 者 は 曾てない のです。 

親と いえ ども 一 目 を 置いて いる この わたしと いう もの 

に 向って、 たとえ 上長たり とも、 一言半句、 批判の 余 

地と 圧迫の 行動 を 許した こと はない のに、 ひとり あの 


お喋り 坊主の みは、 わたしに 対して 無 際限の 減らず口 

を 叩いた、 あの 小坊主の 信じて いると ころ はいちい ち 

わたしに 真 反対で ありながら、 そうして 事毎に 論争 を 

闘わしながら、 それで、 曾て あの 小坊主に 対して、 一 

微塵 ほど も わたし は 敵意 を 抱いた という ことがない の 

は、 今にな つて 考える と、 深 重 以上の 不思議で はない 

いま かつ 

か。 といって、 未だ 曾て あのお 喋りに、 わたしと いう 

ものが 言い負かされ たと 感じた こと もな い。 もとより 

そう 感じなければ こそ、 彼の 上に 暴威 を 振舞う の 理窟 

がなかった の だけれ ど —— そうかといって、 また 向う 

ォカ まま 

が 自分の 我儘に 屈服した と はどうしても 感ずる ことが 


たたます ます 

できない、 のみならず、 彼のお 喋り は 多々 益々 弁じて、 

こちらが 反感 を 起さない と 同様に、 彼の 論難に も 曾て、 

反感と 激昂の 調 を 覚えた こと はない。 

それが、 実は、 今のお 銀 様の ゆゆしき 不思議な 存在 

でた まら なくなりました。 

嫉妬、 排擠、 呪詛、 抗争 は、 いずれ 相手が あっての 

仕事で ある。 

強かろう とも、 弱かろう とも、 相手 は 相手で ある。 

勝とうと も、 負けよう とも、 相撲に もしょう とし、 相 

撲 にもなる と 思えば こそで ある。 比較 を 絶す る 大きな 

存在に 向って は、 嫉妬の 施しよう がないで はない か。 


排擠の 手の つけよう がないで はない か。 呪詛 の、 呪文 

の 書きよう がないで はない か。 抗争の 足場の 試みよう 

もない。 

今やお 銀 様 は、 弁 信と いう 存在が 愛すべき もので あ 

る や、 憎むべき ものである や、 自分 はまた 彼 を 愛しつ 

つ 来たので あろう か、 憎んで 来たので あろう か、 とい 

う 差別 も わから なくなって くると 同様に、 彼の 存在が、 

徹頭徹尾、 自分の 相手でなかった という こと を 感ぜず 

に はおられませんでした。 彼が 無辺際に 大きく して、 

自分が 相手に されなかった とすれば 業腹で ある。 そう 

ではない、 彼が あんまり 小さく して 弱い もの だから、 


自分の 感情の 中へ 繰 込む に 足らなかった の だ。 

可憐なる 存在 物！ その 名 は 弁 信。 暴君と してのお 

銀 様 は、 こう も 評価して 弁 信 を 軽く 見よう としたけれ 

ど、 召使の 女の 返答ぶ りに さえ 動揺す る 自分と して、 

弁 信 をのみ 左様に 小さく して、 自分が 左様に 大器で あ 

る ことに 見る の は、 常識が 許しません。 

彼が 無制限に 喋 り 捨て をした 冗談 漫 語の 中には、 

思い返せば、 幾多の 明珠 があった ので はない か。 いや 

いや、 その 全部が、 或いは 及び もっかぬ 偉大なる 説教 

になって いたので はない か。 自分 は それ を 極めて 無雑 

作に 取扱って いたまで ではない か。 極楽 世界に 棲む 子 


るり ほうじ ゆ 

供に は、 瑠璃 宝珠が 門前の 砂と なって いる。 

彼のお 喋りの 中に、 こんな ことの 覚えが ある —— す 

ベて 感激に 価す る こと は、 さほど 大 いなる ことで は あ 

りません。 我々 生きと し 生ける ものの 一刻 も 無 かるべ 

からざる 太陽の 光、 出で 入る 息の この 大気、 無限に 流 

るる この 水  こういう ものに 対して、 その 恩恵 を 誰 

も 感謝す る もの はない のに、 一紙半銭の 値に は 涙 を 流 

して よろこぶ。 

偉大なる 徳は 忘れられる ところに 存 する  と いう 

ような こと を、 あのお 喋りが 喋って 聞かせた ことがあ 

る。 


十日 飢えて 一 椀の 飯の 有難 さ を 感ずる 心 を 以て、 こ 

の大千 世界の 恩恵に 泣ける ようになって、 はじめて 人 

間の 魂が 生き返る！ 

というよ うな こと を あのお 喋りが 言つ ていた。 忘れ 

なければ いけない、 忘れられなければ いけない、 忘れ 

ると ころに 総ての 徳が 育ち、 忘れられる ところに すべ 

ての 徳が 実る の だ —— 

こんな こと を、 あのお 喋りが よく 言い 言いした もの 

だ。 

もし、 そうだと すれば、 今まで わたしに、 一 別 来の 

安否 を も 存亡 を も 忘れさせ ていた あのお 喋り 坊主の 存 


在 は、 わたしの 触れて 来た 人間のう ちの、 最も 偉大な 

る ものではなかった か？ 

そんな ことで ありよう はずがない、 そうだと すれば、 

最も 忘れ 得られない 存在 は、 最も 下等な ものと なる の 

ではない か。 

わたしに は それが あるの よ —— I 憚 りながら ここに 

至って、 お 銀 様 はまた 冷笑 を 以て 答えようと しました。 

淡き こと は 水の 如く、 薄き こと は 煙の 如き 存在に 比 

ベて、 熱い こと は 湯の ように、 重い こと は 鉛の ように、 

さか  うしお 

濃い こと は 血の ように、 旺ん なること は 潮の ように、 

今 もこう して わたしの 身 肉に 食い入って、 わたし を こ 


ん なに 浮動 させて いる 悩ましい この 存在 を、 お前 は 知 

らな いの？ 

あの人の 身 は 冷たい けれども、 骨 は 赤い 焼け 爛れた 

鉄の ようです。 あの 熱 鉄が、 ひた ひたと この 肌に 触れ、 

この 身内が その 時に 焼かれる、 あの 濫悩、 この 黒髪が 

どろどろの 湯に なって 溶ける 悩 楽 を 知るまい。 幸 内が 

好きだつ たの は、 どうに でも こちらの 自由にな るから 

好きだつ たの だ。 あの人の はそう ではない。 あの人 は 

もて あそ 

わたし をな ぶリ 殺しに する つもりで、 わたし を 弄 ぶ 

から、 それで 好きな の だ。 だから、 わたし も その 気に 

なって、 あの人の 骨身 を 湯の ように 溶き 崩して やる つ 


もりで あの人と 取組んだ。 弁 信さん —— お前なん ぞが 

知った ことじ やない よ。 

どこへ 行こうと わたしの 勝手 じ やない か。 わたしの 

方で もまた、 弁 信、 お前なん ぞが 出ようと も、 留まろ 

うと も 問題に はして いないが、 あの人に は 逢いたい よ、 

あの人ば つかり は 放せない、 目の 見えない 人が 好きな 

の だよ、 わたし は …… 

お 銀 様の 眼 は、 やはり 天の 一 方 を 睨めながら、 冷然 

として、 こういって 言い返して やった つもり だが、 昂 

奮が おのずから 形に 現われて、 お高祖頭巾 がわな わな 

ふる 

と糜 えて いるの を 見る。 


その 時に、 お 銀 様の 頭脳 いっぱいに 燃えた つたの は、 

つつじ  さき 

躑躅 ケ 崎の あの 九死一生の 場面と、 染 井の 化物 屋敷で 

どろどろ にもつれ 合った あの 重苦しい 爛酔、 瞑 眩、 悩 

乱、 初恋 は 魂と 魂と が 萌ぇ 出づ る もの だそう だけれ ど 

も、 魂と 魂と が 腐れ 合って、 そこから 醱酵 する 快楽！ 

それが 忘れられない。 

弁 信さん、 せっかく だけれ ども、 わたし はお 前さん 

のこと を 考えて いるので はない、 あの人の こと を 忘れ 

られ ないで いるの よ。 お前さん は どこへ 行って、 これ 

からまた 何 をお 喋りして 歩こうと も、 わたし は 妨げな 

い、 わたし はわた しとして、 好きな 道 を 行 くんだ から、 


いいのよ。 

だが、 それにして は、 いったい、 今度の 旅 は 何 だろ 

て つ かもの  く ど 

う。 あのお 角と いう 鉄火 者が、 父 を 口説き 落した その 

口車に 自分 も 乗せられて、 つい 引 張り出された だけの 

旅で はない か。 

あの 鉄火 者が、 果して どこへ わたし を 連れて行こう 

というの だ。 あの 女に 導かれて いい 気になって いるつ 

もり はない が、 やっぱり 行く先の 目的 —— 名所 古蹟が 

何です、 それ をたず ねて 生字引になる はずで もないで 

しょう。 山 や 水が ちょっと ばかり 取りす まして 見せた 

ところで、 それが 何です。 英雄 だと か、 豪傑 だと かい 


う 片輪 者が、 臍 を 曲げた とか、 腰 を かけた とかいう 名 

所 古蹟なん ていう もの を 見て 歩いて どうなる のです。 

変った 人間の 顔 を 見たい のなら、 二十 五 座の 神 楽師に 

めん ぞろ 

面 揃い を させて 見た 方が よっぽど 手間が かからない I 

I こんな 無意味な 旅行 を、 あんな 頭の 空っぽな 女親 方 

を 案内に して 歩いて、 それで 自分と いう ものが 慰めら 

れ ている ほど、 わたしと いう もの は お人好し なのかし 

ら。 ああ、 つまらない！ ああ、 無意味と 索漠 を 極め 

た 旅と いう ものよ！ 

わたし は、 極暑の うん 気の 中に、 巣 鴨の 伝 中の 化物 

屋敷の 古 土蔵の 中 を 閉めき つて、 針で 指を剌 した あの 


どろどろの 生活が いいの だが、 ああ、 その 相手が いな 

ゆくえ 

い、 その 人 は 今 どこへ 行って いる、 その 行方 を 誰が 知つ 

ている？ 

わたし は 今、 引返して、 その 人 をたず ねて、 あの 苦 

しみ を 取 戻さねば ならない、 それにして は 出立が 違つ 

ていた、 もう 一足 も、 こんな 旅 は 続けられない。 

お 銀 様の 悩乱と 昂奮 は、 ついに ここまで 到着し まし 

たけれ ど、 お 銀 様 は 米 友ではありません。 来 友なら ば、 

昂奮した 時が すなわち 行動に 移る の 時で ある けれども、 

さすがに お 銀 様に は その 余地が あります —— 

き ひ 

ただ、 旅行と いう もの を 極度に 忌避す る 一 念が こう 


まで 昂 上して みれば、 今後の こと は 時間の問題 のみで 

あります。 熱 火に 溶け 行く ような 胸と 腹 を 抑えつつ も 

つとめて 冷然と 立って いるの がお 銀 様の 一 つの 習い 性 

でなければ なりません。 

十 一 

そうして いるお 銀 様の 足 許へ、 その 腰の あたりまで 

しかない 一 つの 小さい 物体が 現われました。 

「モシ、 桑 名からの 二番 船 はま だ 着きませんで すか」 

「え」 


思い を 天上に のみ 走せ ていたお 銀 様が、 ぎょっとし 

て 眼 を 地上に おろす と、 これ はまた、 天上に 空なる 今 

しょ ラ 

の 弁 信の 生の 姿が、 現実に ここへ 落ちて 来た かと 思 

われる ばかり —— よく 見れば もとより 違います。 弁 信 

より は、 もう 少し 稚 さい、 十一 二 歳で もあろう か、 やつ 

まと 

ばり 弁 信と 同じ ことに 頭 を 円め て、 身に 法衣 を 纏って 

いるが、 弁 信と 根本的に 相違して いるの は、 あれ は あ 

れ でも 男 僧の 身でした が、 これ は 女の 法 体、 一 口に 言つ 

てし まえば 尼さん です。 そうして 弁 信の ように、 永久 

むみょう 

に その 眼 を 無明の 闇に 向けられて いると いうよう な不 

幸な 運命に 置かれて いないで、 比較的 利口そう な、 そ 


うして ぱっちりした 眼 を もった、 世の常な らば、 美し 

いといった 方の 女の子で あるが、 頭上から 奪い 去った 

黒い ものと、 身に 纏わされた 黒い ものと が、 少女と し 

ての 華やか さ を すべてに わたって 塗りつぶして、 その 

小さい 手に 持ち 添えた 数珠まで が 哀れ を 添える。 

この 小 尼 は、 こんど は 海の 方 を 眺めながら、 再びお 

銀 様に 問い かけました、 

「桑 名からの 二番 船が まだ 着きませんで すか」 

いけす 

「まだ 着かないでしょう、 ほら、 あの 生簀の 向う に大 

きな 帆が 見える、 あれが それなん でしよう」 

「そうで ございま すか、 では、 程なく これへ 着きます 


な あ」 

「風が 追手 だから、 まもなく 着きます よ」 

「左様で ござ います か」 

小 尼 はおとな しく、 入船の 白帆 を まともに 眺めて 

待って いる。 

お 銀 様 は そこで ちょっと 頭脳 を 転換 させられ たけれ 

ども、 ただなん となく、 急に 立 去り 難い ものが ある。 

せめて、 あの 船の 着く の を 見て いて やりたい ような 気 

分から、 傍え の 小 尼 を 相手に 暫くの 間 —— 

「お前さん、 あの 船で 来る 人 を 待って いるの？」 

「はい、 お父さんが、 たぶん あの 船で いらっしゃる だ 


ろうと 思います」 

「そう  」 

お 銀 様 はな にげなく 受けた けれども、 この 小 尼が 

言 つたお 父さんと いう 言葉が 、 異様な 感 じ を もって 聞 

えました。 

いとけ ない のに 尼さん にされ る ほどの 運命 を 持った 

人の子と いう ものに は、 どうせ 温かい 親と いう ものの 

観念から は 遠かろう と 思われる のに、 父 を 待ち こがれ 

るら しい この 子の そぶり を 異様に 感じながら、 お 銀 様 

は 桑 名 戻りの 船 を 見て いる。 小 尼 もまた 同じよう にし 

て、 お 銀 様の 傍 を 離れようと はしない。 船 はよう やく 


近づいて 来る。 船が 着く と、 河岸 一帯が どよめい てく 

る。 お 銀 様 は、 乗 込みの 先 を 争う わけで はなく、 到着 

の 人 を 待ち受ける わけで はない けれども、 それでも そ 

の 動揺の 空気に つれて、 なんとな くわが 心 もどよ めい 

てく る 心地が する。 

その 時、 固唾をのん でいた 小 尼が、 お 銀 様の 面 を 見 

上げる ように 言いました、 

「モシ、 わたしのお 父さんが 通りましたら、 お知らせ 

下さい ましな、 ツイ、 わたしが 見 はぐれる といけ ませ 

ん から、 どうぞ あなた 様に もお 願いいた します」 

「でも、 わたし はお 前のお 父 様 を 知りません よ」 


と、 お 銀 様が 正面 を 切りながら 答えた の は 当然でした。 

「わたしの お父さん は、 色が 黒い 方で、 背 は 低い 方で、 

身体 も 痩せて いますが、 ただ、 この 額のと ころから 頰 

きず 

のと ころへ かけて、 大きな 創が ございます、 若い 時に、 

木 を 伐リに 行って 怪我 をした 大きな 創が ございます」 

数珠で 自分の 額 を 撫で、 こう 言いながら、 またお 銀 

様の 面 を 見上げました。 その 時に お 銀 様 は、 自分の 面 

を そむける ような 形で、 

「では、 お前さんの 方で 気がつかな いうちに、 お 父 さ 

んが お前さん を 見つける でしよう」 

「いいえ、 お父さん は、 わたしが 迎えに 来て いると い 


うこと を 知らな いでしょう」 

「それで は、 大きな 声で 呼んで ごらんなさい」 

「でも …… 」 

くちごも 

小さな 尼 は 口籠って、 

「でも、 お父さん を 呼びかける ことが、 あの人の 為め 

ごしょう 

にならない かも 知れません …… どうぞ 後生です から、 

小柄な、 面の 黒い、 そうして 額際から 頰へ かけて 大き 

な 創の ある 人に お気がつきましたら、 おっしゃって 下 

さい、 わたし も 一 生 懸命 見て いますから」 

お 銀 様 は、 小さな 尼の 頼みと、 その 口から 父の 人相 

の 説明 を 聞いて、 なんとなく 刺される ような もの を感 


ぜ ずに はおられませんでした。 

ことに、 顔面に 大きな 創 を 持った 小柄の 色の 黒い 男 

—— 小柄の 色の 黒い 男 だけで はたず ね 人の 目安に なら 

ない が、 額から 頰 にかけ て 大きな 創 を 持った という 男 

は、 そう ザラ にある もので はない、 それ は 見違えよう 

としても 見違えられない 特徴。 

人に 顔 を 見られる こと を 厭う お 銀 様 は、 同時に 人の 

顔 を 見る こと を も 嫌いました けれど、 この 偶然の 場合 

では、 頼み を 聞いて やる やらない に拘ら ず、 ここに 立つ 

ている 以上 は、 人の 顔 を 注視して あらためなければ な 

らぬ 役目 を遁 れられ ない ものの ようになる。 


船 は 確実に 到着して、 甲板の 拍子木、 やがてお もちや 

箱 を ひっくり返し たような 人出、 波止場 を 上る 東海道 

中 諸国 往来 風俗 図 絵 —— 

薬籠 を 一 僕に 荷 わせた お 医者。 

二 枚 肩の 長 持。 

両 がけの 油簞。 

つま 

箱屋 を 連れた 芸妓が 築地の 楼 へ 棲 を 取つ て 行く。 

ごぜん かご 

御 膳 籠に つき 当りそう な 按摩さん。 

こうがけ わらじ 

一 文字 笠に 二本差した 甲掛 草鞋の 旅の 武士。 

槍 持に 槍 を 持たせて 従者 あまた 引 連れた しかるべき 

身分の 老士。 


鉄鉢の 坊さんが 二人 づれ。 

油屋の 小僧が 火と 共に 一 散に 走る。 

杖に 笠の 伊勢 詣 りたく さん。 

気の 抜けたぬ け 参り の 戻り。 

角兵衛 獅子の 一 隊 テレン テン ック。 

てんびん 

盤台 を 天秤に して 勢いよ く 河岸へ 走る 土地の 勇み。 

犬が 盛んに 走る。 

十二 

お 銀 様 も そぞろに 人 を 見る ことの 興味に かられて い 


たが、 その 前後に、 どちら 附 かずの 妙な 旅人が 二人 三 

たか どうろう 

人ず つ、 この 高燈 籠の 下へ 寄って 来て、 今やお 銀 様と 

小さい 尼が 一 心に 前面の 人 を 見て いる その 背後の あた 

り、 しきりに この 高燈 籠の 構造 を 評判して おりました。 

「この 高燈籠 は、 犬 山の 成 瀬 様が お建てに なった の だ 

が、 昔 はこの 燈 籠のお かげで 出船 入船が 助かりました 

が、 今 は 功徳の しるし だけで、 実際に 用いません」 

「はは あ、 これが 名代の 成 瀬 様の 高燈籠 …… 」 

はやとの しょうさ ま  まさな リ こう 

「二 代の 隼 人 正 様が 正 成 公の 御 遺命に よ つ てお 建て 

になった のです、 寛 永 二 年の 昔」 

おぼしめ  いわ 

「なんにしても 結構な 思 召し だ、 ここに その 謂れが 刻 


ん である、 依 一一 于 亡父 成 瀬 隼 人 正 藤 原 正 成 遺命 一而 正 

房 所 一一 営 建 一也、 幷寄 一一 五十 畝 之 田地 於 太子 堂 一 以為 一一 

膏 油之資 一、 と 読みます かな」 

「その 通り、 燈明 料と して は 須賀の 浦の 太子 堂へ 田地 

ごう どまち 

を 御 寄附に なった が、 今 は それが 神 戸町の 宝 勝 院の方 

へ 引 移されて いる」 

こんな 会話 を 交わしながら、 古 碑で も 探る 気持で、 

燈 台の 石垣 を 撫で まわして いるの が、 この 際、 お 銀 様 

みみ ざ わ 

の 耳障りに なりました。 

桑 名 戻りの 船が 着いた とあって みれば、 今 も 言う 通 

り、 乗 込み を 争う わけで もな く、 到着 を 待ちわびる 人 


でなくても、 下船して 来る 旅人の 上陸ぶ りに 好奇の 目 

を 向けて 見る のが 通常の 人情で あるのに、 この やから 

は 一向 その 方に 頓着な しに、 燈 籠の ある 部分 を 撫でて 

しさ 

みて は 頻りに その 故事来歴なん ぞを 説明して いる こと 

がキザ だと、 お 銀 様の カンに さわった のでしょう。 そ 

の 途端の こと、 

「あ、 お父さん！」 

と 小さ い 尼が 叫びました。 狂喜 の 声の うちに も 高 い 叫 

び を 慎んだ ものの ようです が、 その 声で お 銀 様も改 

めて 人混みの 中 を 見渡した けれども、 急に それらし い 

もの を 認める ことができませんでした。 


何となら ば、 唯一 の 目標と する の は、 その 顔面の 大 

きず 

きな 創で はありと いえ、 それほどの 創 を 持つ 人が、 自 

慢で 見せて 歩く とも 思われない、 よし 自慢に すべき 向 

う 創で あっても、 そこ は 道中の こと、 笠 も あれば、 頭 

巾 もあろう という もの、 どれ を それと 小さな 尼が 呼ん 

だの か、 お 銀 様に は 分りませんで したが、 心 走りに 走 

り 出した 小さな 尼が、 

「お父さん —— 」 

ついに 一 人の 男の人 を この 子が とらえて しまい まし 

た。 見れば、 なるほど、 小柄で、 そうして 背が低いに 

からだ  とうゆ  かっぱ 

は 違いない が、 その 身体 は 桐油の 合羽で キリリと 包ん 


でい るし、 質素な 竹の 笠 を かぶり、 尋常な 足 ごしら え 

せんて 

をして いるもの ですから、 お 銀 様に 先手の 打てよう は 

ずがありませんでした。 

しかし、 この 幼 尼から とらえられた 時に、 笠と 合羽 

の 主 は、 ハツと 物に 打 たれた ように 向き 直って 見た 瞬 

間、 お 銀 様 も、 確かに、 その 人相 を 見て とりました。 

厳しい 顔で あると 思いました。 厳しい というの は、 そ 

の 尋常な 田舎 老爺と しての こしらえに 比較して みて 言 

しゃくどう い ろ 

うこと で、 なるほど、 赤銅色に 黒ずんだ 顔面の 皮膚の 

下の 筋肉 は 鋭い ほどに 引締 つてい る。 同時に その 金 看 

板で あると ころの、 額から 頰へ かけての 創が 稲妻の よ 


うな 鋭い ひらめき を 見せないで はいない。 

その 瞬間 —— お 銀 様 は、 この 創 は 決して、 若い 時に 

木 を 伐り に 行つ て 受けた 創で はない という こと を 直覚 

しました。 第一、 この 隙間の ない 小柄な 男が、 木 を 伐つ 

て、 その 伐ら れた 木に 仕返し をされ るまで、 便々 と 待つ 

ている ような 男で あり 得る はずがない。 

こう、 直覚的にお 銀 様の 眼に 映った 時に、 一方、 そ 

の 機会に、 ふつつ りと、 今まで 自分の 背後に ペチ ャク 

さえず 

チヤと 燈 籠の 故事来歴 を 囀 つていた キ ザな 声が 止ん 

でし まった こと も、 かえって 耳障りでした。 

さいぜんの 悠長 さで は、 この 燈 籠の 台石の 分析から、 


石工の 詮議まで もし かねないと 見えた のに、 ここに 

至って ふつ つ リとぺ チヤ クチャが 中絶され てし まった 

の は、 ぺ チヤ クチャと 囀って いる 以上に 耳 ざ わりに 

なった ものです から、 前の を 一太 刀 受けて、 直ぐに 後 

ろへ 切り返す ような 心 持に せかれて お 銀 様が、 ふと こ 

の 背後 を 振 返って 見る と、 今まで 漠 たる ペチ ャ クチャ 

を 囀って いた 旅の 者 —— 誰が 見ても 通常の 東海 筋の 伊 

勢 参りと しか 見えなかった 二人の 者が、 同時に その 

被って いた 笠 を 払い 落した 途端で、 そうして 同時に キ 

ラリと 懐中から 光り 出した もの は、 一房の 附 いた 十手と 

いう ものである こと を、 お 銀 様の 鋭敏なる 眼に 認めら 


れて しまいました。 

はやぶさ 

この 二つの 十手 は、 お 銀 様の 目の前 を かすめて 隼 

のように 飛んだ と 見れば、 今し、 父と 呼び かけられて、 

す 力 

いじらしい 小さな 尼に 鎚られ た 当の 男、 すなわち 顔面 

黒くして、 額から 頰 にかけ て、 決して 伐り 倒した 木の 

ために 復謦 された のでない ところの 金看板 を 有する 右 

の 男に、 左右から のしかかって 飛びつ いた ことです。 

「あつ！」 

その 時、 左の 方から 飛び かかった 十手が、 あばらの 

あたり を 抑えて うしろ へ のけぞ つ てし まいました。 

けれども、 右の 方の 十手に よって、 被った 笠が 叩き 


落されて、 その 利 腕 を 取られて いたのです。 

が、 その 利 腕 を ひっぱず すと 共に、 十手 を 突き倒し 

ておいて 一 目 散に 逃げ出しました。 

この、 ほんの 一瞬間の 出来事の 顚末を 最もよ く 見た 

たち ま 

もの はお 銀 様で ありまし たが、 忽ち その 波紋が 拡大 

すると、 波止場の 全体 を ひっくり返す だけの 力が あり 

ました。 

その 群衆の 間 を、 隼の ようにく ぐり 抜けて 走る 笠 無 

きず 

しの 創の 男 —— それ は 同時に 西 浜 御殿の 塀の 下にいた 

同じような 伊勢参りの いでたちが、 笠 を かなぐり 捨て 

て、 形の 如く 十手 を 取り出して 立ち ふさがる と、 また 


一方、 海岸に いた 巡礼 六部 姿の やから までが 皆、 懐中 

から 十手 を 取って、 その 仮装 を かなぐり 捨てた の は、 

キン キンと 音の する 捕手の 腕利きに 違いない。 同時に 

まと いもち 

また、 いつのまにか、 火 消、 纏 持が、 すべての 非常 道 

具 を 持ち出して、 町角 辻々 を 固めて しまう。 

ここで 全く 右の 小柄の 男 を 袋の 鼠に して、 この 築地 

海岸 一 帯 を 場面と しての 大 捕物が はじまる ことと なる。 

群衆の 沸騰と 興味 は 思い やる ばかりです。 相当の 距 

けんけんごうごう 

離に 立ちの いて、 暄々 囂々 の 弥次 を 飛ばす ところ を 聞 

いている と、 

あじま  こてつ 

「あり や、 味 婉の子 鉄です ぜ」 


「ああ、 子 鉄 もい よいよ 年 貫の 納め 時 か」 

「こう 囲まれち や、 もう 仕方が お ま へんな  こうな 

ると 子 鉄 も、 哀れな もん やな あ」 

「だが、 子 鉄 は 腕が 利い とります からな、 お 手先の 旦 

那方 も、 只 じゃあ、 あの 鼠 は 捕れません や」 

「ごらん、 はじめに 子 鉄 を 抑えた 旦那が、 ああして 苦 

しんで おいでな さる、 はっと 飛び かかった 時に、 子 鉄 

ひじ 

の 右の 臂で あばらへ あてられ たんです」 

「子 鉄 も 子 鉄 だが、 あんなのに かかつ ちゃ 旦那 方 もつ 

らい」 

子 鉄、 子 鉄と 呼ぶ、 あの 男が 子 鉄と いう ものである 


こと は、 土地 ツ子の 証明に よって、 もう 間違いの ない 

ところ だが、 子 鉄の 何もので あるか を 説明して いる 場 

合で ない と 見え、 その 性質 は 旅の 人に は 分らない。 

無論、 お 銀 様に も わからない。 

十三 

すじよ-つ 

これ を 知らない ものの ために、 一応 その 素姓 を 物 

語って みると、 ここに 子 鉄と 呼ばれて いる 当人 は、 有 

もちろん 

名なる 俠客、 会 津の小 鉄で ない こと は 勿論 だが、 さり 

とて、 会 津の小 鉄 を 向う に 廻しても 名前 負けの する 男 


ではな か つたので す。 

あじま むら 

生れ は 城外、 味婉 村の 者で、 その 名 は 鉄 五郎 II 父 

も 鉄 五郎と いったから、 そこで 子 鉄が 通称と なって い 

る。 

名古屋 城外で 窃盗 を 働いて、 敲 きの 上、 領内 を 追わ 

れ たの を 皮切りと して、 捕まって また 敲 きの 上に 追放 

—— その 間に 同類 を こしらえ、 ある 時 は 一 人、 ある 時 

は 同類と、 諸方 を 荒し 廻って いるう ちに、 好んで 尼寺 

を 犯した という こと だ。 金品の 被害の ほかに、 こいつ 

リ ようじょく 

の 凌 辱 を 蒙った 無惨な 尼た ちが 幾人 あるか 知れない 

—— そのうちに、 露見し、 捕手 二人 を 傷つけ たが、 つ 


いに 搦め 取られて 入牢の 身と なった のが、 安政 年間 だ 

とかいう こと。 

き 

牢内 では 牢名主 をつ とめて、 幅 を 利かして いたが、 

やがて 獄門に かかるべき 斬罪 を 予期し、 某月 某日の 夜、 

きょかい 

子 鉄が 巨魁と なって 破牢 を 企てた。 その 党に 加わる も 

の 三十 人、 かねがね 牢番 を 欺いて 用意して 置いた、 鑿、 

緦 梯子、 丸に 八の字の 目印と、 町 役所と 認 めた それ ぞ 

れの弓 張 提灯 を 携え、 衣類、 十手、 早 網まで 取 揃え、 

牢を 破って 乗越え た 上に、 これらの 道具立てで、 捕手 

の 役人に なりすまし、 大手 を 振って 逃げの びて、 その 

夜、 堀川 通りの 小 寺 宇右衛門 ほか 二 力 所の 屋敷 を 襲う 


て、 金銀、 衣類、 刀剣 を 奪い取り、 そうして、 おのお 

の 思い思いに 高飛び をした という。 

それが、 今日まで 厳密なる 探索の 手に かからず、 全 

く 消息 を 絶って いた。 ある 時 は 遠 州 秋 葉 山の 下で 見た 

おき つ 

者が あると 言い、 ある 時は駿 河の 興津に 現われた なん 

ぞと 噂に は 出た が、 かいもく 行方が 知れなかった。 

その 兇賊が、 今日と いう 今日、 網の 目に ひっかかった 

の だ。 

という わけです から、 盗賊 も 尋常 一 様の 盗賊と は 違 

しょうどう 

い、 土地の人 気を聳 動させる だけの 価値 は ある。 自然、 

捕 方の 役人た ちの、 ここにいた るまでの 苦心 惨 儋も思 


いやら るると 共に、 ここにい たっても、 なお 且つ 安心 

せられざる ものが 多分に あると 言わなければ ならぬ。 

どのみ ち、 こうまで 袋の 鼠と してし まった 以上 は、 ど 

う 間違っても 逃しつ こ はない の だが、 とどめ を剌 すま 

でに は 相当の 犠牲 を 思わねば ならぬ。 なるべく 最小の 

犠牲 を もってし たいこと は 卑怯の 心で はない、 自然、 

最初 は 劇しい かけ 声と 共に、 遠巻きに 巻いて 圧迫 を 試 

みて 行く だけの 戦略です が、 囲む 者 も、 囲まれる もの 

まっさお 

も、 また それ を眺 むる もの も、 真 蒼です。 

笠の 台 だけ を 残して、 それ を まだ 解き 捨てる 余裕の 

ない 創 男の 兇賊 子 鉄の 頭 は、 常なら ばいい 笑い物です 


けれども、 笑う ものな ど は 一人 もない、 捕 方 も、 見る 

かお まっさお 

者 も、 眼が 釣 上り、 面が 真 蒼に なって、 息が はずんで 

いるば かりです。 

お 銀 様 は、 囲まれた 子 鉄の 面 を、 真正面 からま ざま 

ざ と 見る ことが で きました。 

不思議な ことに は、 この 時、 群衆の 中に 起った 一種 

あじま 

の 同情が、 捕 方の 上より は、 むしろ 囲み を 受けた 味婉 

の 子 鉄の 上に 注がれて 来たよう です。 

直接、 間接に、 名古屋 城下が この 一 兇賊の ために、 

どのくらいの 恐怖と 迷惑と を 蒙らせられた かわから な 

いのに、 こうな つてみ ると、 子 鉄 も 憐れな もの だ！ 


と、 一 種の 同情心の ような ものが 湧く の を 如何と もす 

る ァ ，- とが で きな いようです。 

しゃくど ういろ 

赤銅色に 黒ずんだ 面に、 額から 頰 までの 大創を 浮 

ばせ、 それに、 笠 を 飛ばされて 台ば かり 紐で 結えた 面 

構え。 誰も 笑う 者 はない が、 自分が 一種 名状す ベから 

ざる 皮肉の 色 をた たえて、 ニヤ ニヤと 笑って いる。 

笑って いるので はな かろうが、 笑って いるよう に 見え 

る。 

その 間に、 ジリ ジリと 押す 捕 方の すべて は、 いよい 

もと ゆ い  は 

よ 真 蒼に な つ て、 髪の 元 結が 刎ね 切れた もの さえ ある 

ようです。 


手に 汗 を 握り、 固 唾 を 呑んで この 活劇 を 見物して い 

る 群衆 さえ、 今 は 緊張の 極に なって、 泣き出し そうに 

なって いる 切羽に、 子 鉄の 両手が、 今まで 手 をつ ける 

余裕 さえなかった、 例の 笠の 台 だけ を 結んだ 紐のと こ 

ろへ かかる と共に、 

「恐れ入りました、 味 蜿の子 鉄の 年貢の 納め 時で ござ 

います、 お 手 向い は 致し ませぬ、 神妙に ぉ繩を 頂戴い 

たします」 

早く も 笠の 台 を 引っぱず して、 後ろに 投げ捨て ると 

共に、 バッ タリと 大地に かしこまって、 丁寧に 両手 を 

ついて 頭 を 下げた ものです。 


この 光景が、 すべての 緊張し きった 空気 を 一 時に 抜 

いてし まいました。 前面に 向った 捕 方のう ち、 卒倒し 

たもの があります —— 観衆 は 暫くして みんな 一 時に 声 

を あげ、 なかには 声 を 放って 泣く 者 さえ ありました。 

けれども 捕 方 は、 まだ 軽々 しく 近づく こと をし ませ 

ん でした。 子 鉄 ほどの 者 だから、 息の根 を 止めて か 

か つ て も 油断 はなら な い —— 

大地へ 両手 を 突いて、 頭 を 下げた 子 鉄 は、 その 時に 

懐中へ 手 を 入れて 取り出して、 二三 間ば かリ 向う へ投 

ひと ふリ 

げ 出した のが  一 口の 短刀です。 

「因果 は 争われな いもので ございます、 尼に された 我 


おとり 

が 子の 囵で、 子 鉄が ぉ緦を 受ける ことにな つたの が 

運の 尽きで ございます、 今まで 子 鉄の した 悪事と いう 

悪事のう ち、 仏に 仕える 尼さん を いじめた、 それが い 

ちばん 悪う ) /さんした —— 仏 罰 で ) j ざん す、 全く 恐 れ 

入りました」 

はんめん 

そうして 両手 を 突いた 中へ 瘢面 をつ き 込んで、 下 を 

向いた きりです。 

立往生 をして しま つ た 弁慶で さえ 怖くて ちかよれな 

いの だから、 恐れ入つ たと は 言いながら、 生きて 手足 

も 動かせる ようになつ ている この 男の 傍へ、 誰も 暫く 

の 間 は 近づけなかった の も 無理 はない が、 やがて 圧倒 


的に 抑えて みると、 この 兇賊 は、 ほんとうに たあいな 

く繩 にか か つ てし まいました。 

この場合、 たあいな く緦 にかかった という ことが、 

見て いる 人の 総て を また 圧倒的に してし まいました。 

こうして 兇賊が 引き立てられ、 場面が 整理され、 群 

と  たか どうろう 

集が 堵に 着いた 時分、 例の 高燈 籠の 下で 小さな 尼 を 介 

抱して いると ころのお 銀 様 を 見ました。 

そうして いる 時に、 ハツ ハツと 息 を 切った 声で、 

「お 嬢 様 じ や ございま せんか、 いやはや、 お探し 申し 

ました ぜ、 表通り は あの 騒ぎで ござんしょう、 裏へ 来 

て 見る とまた 捕物 騒ぎ、 気が 気 じ や ございません」 


ハツ ハツと 息をついて、 しきりに 腰 を かがめて いる 

の は、 お 角が おともに つれて 来た 庄 公です。 

十四 

道 庵 先生 も、 人間 は 引 揚げ 時が 肝腎 だ、 ぐらいの こ 

と はよ く 知って おりました。 

名 古屋に 於け る 自分と いう もの は、 時間に 於ても、 

行動に 於ても、 もう、 かなりの 分量に なって いる こと 

を 知り、 待遇に 於ても、 名声に 於ても、 むしろ 過ぎた 

りと も 及ばざる のお それな きこと をたん のうした から 


な ご  めいて つ  ゆえん 

もうこの 辺で 名残り を 惜しむ 方が、 明哲 気 を 保つ 所以 

だと 気がつかなくて はならない はずです。 

そこで、 来 友に 向っても 出立の 宣告 をして おいて、 

今日明日 という ことにな つて、 計らず も 一 大事 件が 突 

発して、 道 庵 をして 引く に 引かれぬ 羽目に 置き、 更に 

若干、 出発の こと を 延期 させねば ならない ことに 立 至 

りました。 

というの は、 医学 館の 書生で 津田 というの が、 この 

ごろ、 飛行機の 発明に 凝り 出して、 もう ほとんど 九分 

八 厘まで 仕上げた から、 この 際 ぜひ ひとつ その 完成 を 

道 庵 先生に 見届けて もらい、 且つ その 試験飛行の 際に 


は 同乗が 叶わなければ、 せめて 式場へ 参列な リ として 

いただきた いという、 切なる 希望 を 申し出で たからで 

あります。 

この 津田生 は、 どうした もの か、 医学 館の 講演 以来、 

ほとんど 崇拝 的に 道 庵 先生に 傾倒して 来た ものです か 

ら、 道 庵 も 可愛 ゆくな り、 ことに その 熱心な 科学的 研 

究心 に対して、 どうしても、 道 庵 先生の 気象と して、 

その 希望 を 刎ねつ ける わけに は ゆかなかった のです。 

で、 いよいよ 明日 あたり は 出発と いう 時に、 またまた 

数日の 延期 を 宣告して、 せっかく 旅装の 宇治山 田の 来 

友 を 苦笑 させました。 


この 当時に 於て、 飛行機の 研究 及び 製作と いう こと 

は、 いかにも 突飛の ようであります けれども、 突飛で 

も、 空想で もな く、 実際に 道 庵 先生 を 首肯せ しむる だ 

けの 科学 及び 技術 上の 根拠 を 持って いるので した。 

津田生 は、 どこから この 発明の 技術 を 伝習した か、 

とにかく、 製作に 於て は、 或る 先人の 設計 を 土台と し 

それに 幾多の 創意 を 加え、 工夫 を 凝らして、 工場 を自 

邸内に 設け、 ほとんど 寝食 を 忘れて それに 尽 してお り 

ました。 

そもそも、 津田 生が 飛行機の 発明 を 企てる に 至った 

最初の 動機と いう もの は、 例の 柿の 木金 助が 珮に 乗つ 


しゃち ほこ 

て、 名古屋 城の 天守の 金の 鱸 を 盗みに 行った とい 

う 物語から 起って いると いう ことです。 事実の 有無 は 

わからな いながら、 幼な 物語に 柿の 木金 助の  一く だり 

とぎばなし 

を 聞いたり、 夢想 兵衛 のお 伽噺を 吹き込まれ たりし 

ている うちに、 人間 は 機械 を 用いさえ すれば、 空中の 

飛行 も 決し て 空想で はない とい う 信念 を 立 てるに 至り 

ました。 

そうして、 医学 館に 通って 解剖 を 研究す るう ちに、 

どうしても 飛行機の 標準 は、 鳥類の 骨格 を 研究す る こ 

とから 始めなければ ならぬ と 覚りました。 そうして、 

船 はいかに 進歩しても 魚の 形 を 出づる こと はでき ない 


ように、 鳥の 形 を 無視して は 飛行機の 実現 は 覚束ない 

つま 

もの だとい う 原則 を 摘み 出しました。 

かんさ ざん おう 

そのうちに、 ふと 菅茶山 翁の 「筆の す さび」 という 

書物 を 見る と、 こんな ことが 見出されました  

「備前 岡 山 表具師 幸吉 とい ふ もの、 一 鳩 を とらへ て 

其 身の 軽重、 羽翼の 長短 を 計り、 我 身の 重さ を かけ 

くらべ、 自ら 羽翼 を 製し、 機 を 設けて 胸の 前にて 繰 

り搏 つて 飛行す、 地より 直ぐに 颺る こと あた はず、 

屋上より はう ちて 出づ。 ある 夜、 郊外 を かけ 廻りて、 

一 所 野 宴す る を 下に 視て、 もし 知れる 人に やと 近よ 

リ 見ん とする に、 地に 近づけば 風力よ わくな りて 思 


はず 落ちたり ければ、 その 男女 驚き 叫びて にげはし 

リ ける。 あとに は 酒肴 さはに 残りた る を、 幸 吉飽く 

まで 飲食 ひして また 飛ばん とする に、 地より はたち 

颺リ がた き 故、 羽翼 を を さめ 歩して 帰りけ る。 後に 

しゐん 

この 事 あら はれ、 巿 尹の 庁に よび 出され、 人の せぬ 

こと をす る はなぐ さみと いへ ども 一 罪な リ とて、 両 

ちまた 

翼 をと りあげ その 住 巷 を 追放 せられて、 他の 巷に 

わら ひぐ さ 

うつし か へられけ る。 一時の 笑 柄の みなりし かど、 

珍しき ことなれば しるす、 寛 政の 前の ことな リ」 

と ある。 これ を 仮り に 寛 政の はじめ (西暦 一七 八 九 年) 

と 見れば、 道 庵 現在の 時より 約 八十 年の 昔の ことで、 


西洋で はじめて グラ イダ— を 作った 独逸 人 オット— - 

リ リエ ンタ— ルの 発明が 一 八 八 九 年と すれば、 それ は 

日本の 明治 二十 二 年に 当る から、 これより 先、 徳川十 

一 代の 将軍家 斉の寛 政の はじめ、 一 七 八 九 年に、 すで 

に 日本の 岡 山に グラ イダ ー を 作って 成功した 人が あつ 

たという 事実 は、 驚異すべき ものに 相違ない。 日本の 

鎖国の 泰平が、 斯様に、 無名の 科学的 天才 も 圧殺して 

しま つ た 例 は 他に も 少なくな い と考えられる。 

岡 山の幸 吉の 事績に よって、 津田生 は、 金 助 や、 弓 

張 月 や、 夢想 兵衛の ロマンスと 違った、 科学的 技術者 

が 日本に 厳存して いた こと を 知る と共に、 苦心 惨瞻し 


て、 すでに 没収され、 湮滅 せられた 幸吉の あと を 探つ 

たものと 見えます。 

幸いな ことに は、 津田生 は 父祖 伝来の 家産 を 豊かに 

持って いたから、 研究費に は 差支える こと は 免れた が、 

不幸な ことに は、 この 熱心な 発明 慾が 周囲の 誰に も 

リ ようかい  こうば 

諒解され ない のみならず、 それに 冷笑と 詬罵 とが 注 

がれた こと は、 古今東西の 発明家が 味わった 運命と 同 

じこと でありました。 

しかし、 それらの 誤解と、 冷笑と、 詬 罵の 間に、 津 

田 生が 超然と して 発明 製作の 実行に 精進して いた こと 

は、 少なくとも 古今東西の 発明家の 持つ 態度と 同じ も 


ので ありました。 

しかし、 こういう 意味の 孤立 も、 孤立 は やっぱり 孤 

立 だから、 知己の ない という こと を 津田生 も 相当に 淋 

しく 感じて いた ことに 相違ない。 ところが、 このたび 

江戸から 流入して 来た 先生、 賢愚 不肖と も 名状す ベ か 

ら ざる 狂 想 を 演じつつ ある 先生 だが、 ドコ かに 津田生 

が 惚れ込み、 ある 席上で この 話 を 持ち出して みると、 

皆まで 聞か ず 道 庵が 双手 を 挙げ て 賛成して しまい まし 

た。 

えらい！ 日本に もそう いう 若い のが 出な けり や あ 

ならね えと 承 和の 昔から、 道 庵が 待ち望んで いたのが 


それ だ、 万物の霊長 たる 人間が、 鳥類の やる ことが 出 

来ね えとい う ことがある もの か、 異国 を 見ね え、 第一 

はやとり う つ 

あの 黒船 を 見ね え、 鉄砲 を 見ね え、 早 撮 写しの 機械 を 

見る がいい、 切支丹の 魔術で もなんでも ねえんだ、 み 

んな 理窟から 組み立てて 行って、 理詰めに して 編み出 

した 仕事なん だ、 荘周ゃ 馬 琴なん ぞは 甘め えもので、 

あり やお 前、 頭の てつ べんから 出た うわごとに 過ぎね 

えが、 異国の やつらと きた 日に や、 いちいち 物 を理詰 

めに 見て 行く からかな わね え、 お前た ち は 知る めえ が、 

(その実、 先生 もどう だか) このごろ 異国の やつら は 蒸 

おかじょうき 

気 車と いう やつ を こしらえ やが つた ぜ、 つまり 陸蒸気 


さ —— 黒船 を 陸 へ 上げて 蒸気 の 力で 車 を 走らせようと 

いうんだ から 変つ てら あな、 只 は 動かね えよ、 陸の 上 

へ 鉄の 棒 を 二 本し いて、 その上 を コロコ ロッと 転がす 

まばた 

んだ、 そうすると 瞬き をす る 間に 千里 も 向う へ 突つ 

ぱ しって ポ— ッと笛 を 鳴らす という 仕掛なん だぜ、 そ 

リゃ お前、 途中の 山 だって、 川 だって、 その 勢いで み 

んな 突き抜いて 通 るんだ ぜ。 

だから、 お前、 その 伝で 理詰めに 機械 さえ 出来 リゃ 

空が 飛べね えとい う 話が ある もの か、 海の 上 だって あ 

あして 黒船が 突っ走る じ やねえ か、 陸の 上 だって、 山 

のド テツ 腹 を 蹴破って 陸蒸気が 通ら あな、 水 も 山 もね 


え 空の 上 を 走るな んぞは 朝飯前の 仕事で なけり や あな 

ら ねえの を、 人間と いう やつ、 何 か 落ちて や あしね え 

かと 下ば つかり 見て 歩く もんだ から、 今もって 鳥獣の 

ま ね 

真似 もで きね えんだ、 津田 君が そこ を 見て とって、 一 

番、 新手 を 出して くれよう というの は、 いいと ころに 

しゃち ほこ 

気がつい たもの だ、 さすが 金の 鱸 が 空の 上へ 吊し 

上 つ ている 名 古 屋ッ児 だけ ある。 

こういう ような 趣意で 激励す るの みならず、 道 庵が 

津田 生の 私設 工場へ 飛んで 来て、 実際 を 検分し、 その 

器械の 要所要所の 説明 を 聞きながら、 同時に 忠告 を 加 

える 要点に、 侮リ 易から ざる ものが ありました。 あん 


まり ふざけき つ て、 子供 だましの ような 激励に は 恐れ 

入らざる を 得なかった が、 実際、 機械 を 見せて 批評と 

技術の 講釈に 至って 見る と、 津田生 も 舌 を 捲く ような 

痛い ところ を 道 庵が いちいち 利かせて くれる ものです 

から、 道 庵 先生に 対する 興味と 尊敬 をい よいよ 加えて 

くると 共に、 世上す ベて 無理解の 中に あって、 かり そ 

めに もこう いう 知己 を 得た という ことが、 百万の 味方 

を 得た と 同様な 勇気に なって、 いちいち 先生 先生と 道 

庵の 意見 を 仰いだ ものです から、 いったん 引下った 道 

庵の 熱が また 増長して しまい、 このごろ では、 もはや 

夜 も 昼 も 津田式 飛行機 製作所に 入 浸りの 有様で、 この 


分で は 飛行機が 完成され ない 限り、 道 庵の 旅行 は 無期 

中止と いう 結果になる かも 知れない のです。 

十五 

津田 生の 満足 は、 たとう るに 物 もない 有様 だが、 い 

い 面の 皮な の は 宇治山 田の 来 友です。 

くじ 

せっかく 意気込んだ 出鼻 を これに 挫かれた のみなら 

ず、 更に 幾日 かかる か測リ 知られな いこの 無期延期の 

期間 中 は、 津田 生の 製作所に 入り浸つ ている 道 庵 先生 

のために、 毎日 一 度ず つ 弁当 を 運ばねば ならぬ 役目 ま 


で 背負わされて しまいました。 

しかし、 また 一方に は、 この 来 友の 不運 を 緩和す る 

に 足る 一 つの 有力なる 事情 も ありました。 

それと いうの は、 例の 親の 毛皮 を 慕う 小 熊 を、 首尾 

よく 自分の 所有と する ことができ たので、 これに 就い 

て はお 角さん が 香具師の 方へ よく 渡り をつ けて くれ、 

道 庵 先生が 大 奮発で、 なけなしの 財布 を 逆さに してく 

れ たれば こそで、 この 点に 於て は 米 友 も、 親方と して 

のお 角さん に 頭の 上らない こと 以前の 如く、 恩師と し 

ての 道 庵に 一 層の 感謝 を 捧げなければ ならない ことに 

なり、 斯様な 独断な、 乱暴な 無期延期 を 申し渡されて 


も、 その 不平が 幾分 か 緩和され て、 

「ちえ ッ、 やん なつち や あな」 

と 舌打ち をしながら も、 熊 を 入れた 鉄の 檻の 前に ど つ 

かと 坐り こんで、 熊に 餌 を やりながら、 御機嫌 斜めな 

らぬ ものが あります。 

「それ、 何でも 好きな もの を 食いな、 遠慮 は 要らね え 

よ、 お前 は 今日から おいらの 子分なん だ —— いい かい 

おいら はお 前 をムク しゅうの 身代り だと 思って 大切に 

してやる から、 お前 もムク だけの エラ 物に なりな。 実 

際 ムクは エラかった ぜ、 あのく らいの 犬 は 人間に だつ 

て あり やしね え や」 


せんべ い 

と、 来 友 は 檻の 前へ、 勝 栗 だの、 煎餅 だの、 甘藷 だの、 

にんじん、 ごぼう だのと、 八百屋 店の ように 押 並べて、 

片っ端から それ を 与え つ つ 訓戒 を 加える ので ありまし 

た。 この 小 熊に 向って 訓戒 を 加える 時には、 いつも そ 

のお 手本に 出される のが、 ムク 犬の ことであります。 

「ムク を 見な！」 

事実、 来 友 は 心から この 子 熊 をムク 犬の ように 仕 立 

てたい のでありましょう。 そうしてお 君 もい ないし、 

ゆくえ 

ムクも 行方が わからない 今日 このごろ は、 せめて この 

小 熊の 成人 —— 熊 —— によ つ て、 自ら を 慰めよう とす 

る 切なる 心 もないで はない のです。 


ところが —— 熊 は 熊で あっても、 猛獣と して は 日本 

第一で あり、 犬よりも 段違いで あると ころの 熊で こそ 

あっても、 その 素質と して は、 どうも 来 友の 期待す る 

ようにば かり は ゆかぬ と 見え、 せっかく 来 友が 訓戒 を 

加えて いる 時に、 そつ ぼ を 向いて 取合わなかったり、 

どうかす ると、 しゃあしゃあ として 放尿 を やら かした 

りする かと 見れば、 食物 を あてがう と 遠慮なく 手を延 

ばして 来る。 

「やい やい、 ムク はそんな じゃなかった ぜ、 ガ ッガッ 

するな よ、 お 行儀よ くして ろ、 お前に やる とい つ て 持つ 

て 来た もの だから、 誰に もやり やしね え。 やい、 手前、 


ほんとうに 行儀 を 知らね え 奴 だな、 ムクは そうじゃな 

かった ぜ、 てめ え 食えと 言わな けり や、 お 日 待の 御馳 

走 を 眼の 前に 置いた つて 手 をつ け るん じ やねえ や、 身 

じんまく だって、 いつ、 どこへ 行って どうして 始末 を 

して 来た か、 ちっとも わからね えく らいの もの だ。 そ 

れに 手前と きた 日 にゃあ …… 」 

あき  かんしゃく 

米 友 はこう 言って 呆れ返 リ ながら、 それでも 癇癩 

を 起さず、 

「まあ、 仕方が ねえ や、 ムク なんて 犬 は 広い 世間に 二 

つと ある 犬 じ やなし、 それにもう 年 を 食って るから な 

物事 を 心得て いら あな。 手前 はま だ 若い から 無理 もね 


えとい えば 無理 もね えの さ」 

来 友と して は、 つとめて 気 を 練らして、 食物 を 与え 

る ことから、 おしめの 世話まで して 育てて やる ことに 

している。 

米 友の この 稀 有なる 心づ くしが 少しも わからない 子 

熊 は、 食物 を あてがわれる 時の ほか、 恩人 を 眼中に 置 

かず、 排泄の 世話まで 米 友に 焼かせて いるく せに、 

ちょっと 眼 を はなせば 脱走 を 試みたがって 油断 もスキ 

もなら ない。 先日、 道 庵の 講演の 席を滅 茶に したの も、 

実は 来 友と して、 熊の 素質 を ムクを 標準 に 信じ 過ぎ た 

もの だから、 あんな 結果に なった。 


米 友と して は、 檻 を 出して、 座敷へ も、 庭へ も、 連 

れ 出して 遊ばせて やりた くも あるし、 また 足 柄 山の 金 

すもう 

太郎 は、 絶えず 熊と 角力 をと つて 戯れて いたと いう こ 

とだから、 子 熊で はあって も、 熊と いう やつが どのく 

らいの 力 を 持って いるもの だか、 自分の 手で ひとつ 験 

してみ て やりたい と 思う の は 山々 だが、 それが できな 

いという こと を 感じ、 こうして 檻から ちょっと も 外へ 

出さないで 置く だけに、 いっそう 骨 も 折れる。 

すべてに 於て ムク なん ぞとは 比較に ならない、 訓練 

しろもの 

の 欠けた 代物で は ある けれど、 ただ 一 つ 感心な の は、 

親 熊の 毛皮 を 忘れない という こと だけで、 ためしに ほ 


かの 毛皮 を 投げ込んで やっても、 それ は 見向き もせず 

に、 親の 毛皮 をのみ 後生大事に 守り、 それに じゃれつ 

いて 喜んでい る。 

その 点 だけが、 ただ 来 友 を、 眼 を 円く して 唸らせる 

だけの ものでした。 

一 通り 熊の 世話を焼い てし まって みると、 さあ 

じぶん ど き 

時分時 だ —— これから ひとつ 道 庵 先生の ために、 弁当 

を 運ばねば ならぬ 時 だと 思い出して きました。 

発明 製作 に 没頭して いると いえば、 感心な よう だが、 

弁当 を わざ わざ 遠方から 運ば せて まで も、 没頭し な け 

れ ばなら ない ほどの 多忙が どこに あるか、 その 理由 は 


わからな いながら、 とにかく、 毎日、 この 時間に、 こ 

のく らいの 弁当 を 持って来な、 と 言いつけられ ている 

通り を、 来 友の 責任 観念が なおざりに せしめて はお か 

ない のです。 

ひそ 

しかるべき 重箱の 中に 詰めた 弁当が、 例によって 窃 

かに 風呂敷に 包んだ まま 差 廻され ている の を、 米 友 は 

無雑 作に 首 根 つ 子へ 結びつけ、 

「じゃあ 熊 公、 行って 来る ぜ、 おとなしく してな」 

こう 言つ て 縁側へ 出て 用意の 杖 槍 をと ると、 沓 ぬぎ 

の 草履 を 突 つかけ たもので す。 


十六 

かくして 来 友 は、 富士見 原まで やって来ました。 

津田 生の 発明 室 は、 ここから 遠から ぬ大 井町に ある 

のです。 

富士見 原へ 来て 見る と、 今や 大きな 小屋が けの 足場 

を 組んで いると ころでした。 

何 か 町が 立つ の だな、 芝居 か、 軽業 か、 そうだそう 

だ、 この間、 鳴 海の 方から 相撲 連が たくさん 繰 込んで 

来たから、 多分 この 小屋が けで 晴天 何日 かの 大相撲が 

興行され るんだ な。 


米 友 もそう 合点して、 富 士見原 を 東へ 通り、 大 井町 

へ 出て 津 田の 別荘 を 叩きました。 ここが すなわち 津田 

生と 道 庵と が、 飛行機の 製作に 夢中に なって いると こ 

ろ。 

例の 通り、 弁当 を 投げ出して、 弁当 ガラを 受取り、 

それ を また 前の 風呂敷に 包み直して、 首 根っ子へ 結び 

つけて、 さっさと 帰る。 

かばやき 

帰り道に は、 蒲 焼の 方に いる 親方のお 角さん をたず 

ねて、 御機嫌 を 伺って 行こうと 思いました。 

お 角さん の 宿へ 来て 見る と、 いやもう、 雑多な 客で 

にぎ 

賑わって いる。 


来 友 は、 ちょっと 縁側から 挨拶 をして 行こうと する 

と、 お 角さん が、 

「友さん、 御飯で も 食べて いっち やどう だい、 蒲 焼で 

もお ごって あげよう か、 お前の 好きな 団子 も あるよ」 

芝居の 太夫 元で でも あるら しいお 客 を 相手に しなが 

ら、 こちら を 向いて 来 友 を 呼びかける。 

「おいら は 腹が くちい から …… 」 

とびぐ る ま 

「先生に も 困った ものだね、 何 か 飛車 を こしらえる 

ことに 夢中に なって ると いう じ やない か」 

「うん」 

「で、 お前、 いつ 立つ の」 


「いつ だか わから なくなつ ちゃった」 

「いい 酔 興 だね え —— そう して 友さん、 熊 は どんな だ 

え」 

「おかげで ピン ピンして いますよ」 

「それ はま あ、 よかった ね」 

「さよなら」 

「もう 帰る の？」 

「うん」 

らくがん 

「じ や、 またお い で —— 誰か 友 兄い に 落雁 をお やりよ」 

「はい、 友さん」 

「いや、 どうも有難う」 


「名物 だから、 持って行って 食べて ごらん」 

「こんなに は 要らね え」 

「お前、 食べ きれな けり や 熊に おやり、 ちょうど いい 

から、 首 根っ子に 背負って いるの が 先生のお 弁当 がら 

だろう、 それへ 入れて 持って おいでよ」 

こうして 夥 しい 落雁 を 背負わされた 米 友 は、 つい 

順路 を 間違えて、 あらぬ 町々 を うろつきながら 宿へ 

帰って来て 見る と、 庭に 大きな 引 札が 落ちて いる。 取 

リ 上げて 見る と、 上の 方に は 人の 首 を 二つ、 大きく 丸 

の 中へ 入れて 刷り出し、 その 下に は 太く、 

「当地 初お 目 見得 


日本 武芸 総本家 

安直 先生 

金 茶 金 十郎」 

その 翌日 もまた、 米 友 は 例によって 弁当 背負い。 町 

を 通って みると、 辻々 に 人だかりが ある。 

のぞ  すてき 

視 いて 見る と 素敵 もな く 大きい 辻 ビラ —— 昨日の 引 

札と 同じ ことの 日本 武芸の 総本家。 

次の 人だかり も、 うっかり 誘われて 視き 込む とやつ 

ぱり 同じ もの  ず い ぶん 思 い 切つ て 豊富に ビ ラをま 

き やが つたな、 ビラで おどかそう というの だろう、 ビ 


ラ なん ぞ にこつ ちゃ 驚かね えが、 日本 武芸 総本家の 文 

字が 目ざわり だ。 

と 見る と、 「当所 初お 目 見得」 の 文字の 横に 「当る 三 

日より 富 士見原 広場に 於て 晴天 十日 興行」 と 記して あ 

る。 

「はは あ、 なんだ、 あれ だよ、 昨日 見た 大きな 小屋が 

け か、 あれが、 その 武芸 総本家の 見世物なん だよ」 

笑わし やがら あ …… 

米 友が こう 言つ て あざ笑つ ている うちに、 早く も そ 

の 富士見 原に 着いて しまった のです。 

よしず  むしろ  ぱ 

着いて 見る と、 工事の 早い こと、 葭簀と 蓆 つ 張りで 


は あるが、 もう 出来 上って 装飾に とりかかつ ている、 

当る 三日と いえば 明日の こと だ —— 昨日 小屋が け をし 

て、 きのうの うちに 宣伝 ビラ を 廻し  明日の 興行に 

差支えない までにし ている。 安直 普請と はいえ、 油断 

がなら ない —— 一方に は、 まだ 初日の出ない 興行 場 を 

見物に 来た 人が、 原の 四方 を 鹿の子 まだらに 埋める ほ 

どに なって いる。 それにしても —— もしゃ、 この 興行 

主 は、 親方のお 角さん じゃある めえ か。 

違う —— お 角さん は 今度 は、 小屋 を 打ちに 来たん 

じ やねえ、 それに、 や るん なら 同じ 山かんでも、 もつ 

と 貫禄の あると ころ を やら あな。 小屋 だってお 前、 こ 


んな 安直 普請 をし なくたって、 お 角さん の 面で 行けば、 

当地 第 一 等の 常設 を 借り切って 江戸前の 腕 を 見せら あ 

な —— おいらのお 角 親方 は、 こんな ァク 抜けの しねえ 

こと はやらね え、 いったい、 どんな 奴が、 何 を やら か 

すの だ。 

米 友 は 前へ 廻って 木戸 口 を 見る と、 入口に は 大須観 

ちょうちん 

音の 提灯 そこの けの、 でっかい 看板が あがって いる。 

それ を 読んで みると、 来 友の 眼が まるくなる。 

日本 武芸 十八 般 総本家 

囲碁 将棋 南京 バ クチ 元締 


安直 先生 

大日 本剣聖 国侍 無双 

金 茶 金十郎 

右 晴天 十日 興行 

飛 入 勝手次第 

景品 沢山 福引 品々 

勧進元 みその 浦な め 六 

後見 壺ロ 小羊 軒 入道 砂 翁 

木口 勘 兵 衛源丁 馬 


それ を 読み 了った 来 友が、 無性に 大きな くしゃみ を 

一 つして しまいました。 

「笑わし やがら あ！」 

いくら 名 古 屋がォ キヤ ァセ にした ところで、 こんな 

いかさまに ひつ かかる タヮケ も あるまい と 思われる が 

あの 辻 ビラのお どかしと 言い、 今日の この 小屋の 前景 

気と 言い、 万一 こんな ョタ 者に も 相当に 名 を 成させて 

帰す かも 知れね え —— 

来 友が 例によって、 持 前の 義憤 を そろそろと 起し は 

じめ ました。 

このごろ では 来 友 も 大分、 人間が 出来て、 そうむ や 


みに 腹 を 立てない ように もな リ、 また 腹 を 立てさせよ 

うと 企んで 来ても、 笑い飛ばして しまう ほど 腹の 修行 

も 多少 は 出来た ものの、 こう 露骨に なって みると、 自 

分が 侮辱され たという より は、 金の 鱸 城下の 面目の た 

きた  いかん 

めに、 義憤 を 湧かせ 来る という 意気込み を 如何と もす 

る ことができない らしい。 

ばかにして やがら！ 

いったい、 ここ を どこ だと 心得て るんだ よ、 瘠せて 

も 枯れても 尾州徳 川の 城下なん だぜ —— 

おいら も、 この 隣り の 伊勢の 国に 生れた から、 尾 州 

城下の 威勢なん ぞは 子供のう ちから 聞いて 知つ てら あ 


第一、 ここに は 柳 生 様が いら あ —— 

尾 州の 柳 生 様 は、 江戸の 本家の 柳 生 様より 術の 方で 

は 上で、 本家の 柳 生 様に ねえと ころの 秘法が、 この 尾 

州の 柳 生 様に 伝わって いると いう こと だ、 だから 剣法 

にかけ ちゃ あ 日本一と 言った ところで、 まあ 文句 はつ 

かねえ わけ だが、 その 柳 生 様が おいでな さる 尾 張 名 古 

屋 のお 城の 下で、 どこの 馬の骨 だか わからね え 安直 野 

郎が 日本 総本家た あ、 どうした もんだ。 

それから お前、 宮本武 蔵が ここへ 来て、 柳 生 兵 庫と 

相 並んで 円 明 流 を ひろめて いるんだ ぜ —— 


それから またお 前、 知って るだろう、 弓に かけち や、 

この 名 古屋が 竹林 派の 本場で、 天下 第一だろう じ やね 

え か。 知らな けり や、 言って 聞かせて やろう か。 

三 家 三 勇士の 講釈で も 聞いて るだろう、 星 野 勘左衛 

門が 京都の 三十 三 間 堂で、 寛 文の 二 年に 一 万 二十 五本 

そう やかず 

の 総 矢 数のう ち、 六 千 六 百 六十 六本の 通し矢 を 取って 

天下 第一 の 名 を 取った が、 それでも 足りね えと、 同じ 

年の 九 年 三月に、 今度 は 一万 五 百 四十 二 本の 矢のう ち 

から 八 千 本の 通し矢 を 取って、 二度と もに 天下一の 額 

を あげた もんだ。 

江戸の 三十 三 間 堂に も 九 千 百 五十 本のう ち、 五 千 三 


百 六十 本の 通し矢 を 取って 江戸 一 の 名 を 挙げたの は、 

やっぱり 名 古 屋の杉 立 正 俊と いう 先生なん だ。 

馬術に かけて は 細 野 一 雲と いう 名人が あり、 槍に か 

けち や 近 藤 元高 は、 やっぱり その 時代の 天下一 を 呼ば 

われた もんだ。 

鉄砲で は 御 流儀と いうと、 稲富 流が あるし、 軍学に 

は信玄 流、 謙 信 流、 長 沼 流 —— このほかに まだ 大した 

名人が 古今に うようよ している。 棒に かけても 尾 張が 

独得で、 近頃で は 高 葉 流の 近 藤さん なん ぞも、 そう あ 

しろもの 

ちらに もこ ちらに も 転が つ ている 代物 じゃあね えぞ。 

よし、 よそなら とにかく、 この 尾 張 名 古屋へ 来て、 


いくら 大道 折 助で、 識者 は 相手に しねえ とはいえ、 こ 

の 看板 は、 フザケ 過ぎ て ら あ —— ここに 米 友の 素質が 

爆発して、 肩に していた 杖 槍の 手が ヮナ ヮナと 震え出 

しました。 

よし！ 明日 はこ こへ ねじ 込んで、 安直と、 金 茶 金 

十郎 なる ものの 面の 皮を剝 いで やら あ、 そうする のが 

ぼ ラと< 

名古屋 人への 面目の ためで ぁリ、 武術の 神聖 を 冒瀆す 

る やからへの 見せしめ であると、 米 友 は、 ここに 覚悟 

ま It 

の 臍 を 固め ましたが、 その 文字の 上に 現わされた 似顔 

絵 を 見る と、 米 友が 泣いて いい か、 怒って いいかわ か 

ら ない 心 持に なった の も 無理はありません。 


「な あんだ、 ら つきよう か」 

十七 

その 翌日、 来 友 は 例によって 弁当 を 背負い 込み、 富 

士見原 は 目をつぶって 素通りして、 津 田の 別荘へ 馳け 

込んで、 実の ある 弁当 を 抛り 込み、 カラに なった やつ 

を その 風呂敷に 引 包んで 帰ろうと する 挙動が、 いつも 

より は あわただしい ものです。 

それ はすな わち、 今日は ひとつ あの 武芸 大会の 小屋 

へね じ 込んで、 安直と、 金 十 郎らに 目に 物見せ て くれ 


ようとの 決心が あるから です。 

その物 音 を 聞きつ けて、 今まで は、 発明の 補導に 熱 

中して いた 道 庵が、 今日は 珍しく 面 を 出して、 

「おいおい、 友 兄い や」 

「うむ」 

「うむ —— はいけ ねえよ、 あいと かはいと か 言いな。 

それから 友 様、 今日は ゆっくりし ておいで、 いい もの 

を 見せて あげる からな」 

「あつ！」 

と 米 友が 舌 を 捲き ました。 毎日こう して 弁当 を 運ぶ の 

に 御苦労 さま 一 つ 言い もしない くせに、 今日に 限って 


あまのじゃく 

よけいの こと を 言う の は 天 邪鬼が のり 移った の だ！ 

と 来 友が 舌 を 捲いた にか かわらず、 その 辺に 一向 御 推 

察の ない 道 庵 先生、 

「今日はな、 友 様、 気晴らしに 面白い もの を 見せて 進 

ぜ るから、 ゆっくり しな」 

「あつ！」 

「何 だい、 そり や、 めだかが 麩 を かじる ように、 あつ！ 

あつ！」 

ま ね 

道 庵が、 米 友の 迷惑が る 表情の 真似 をし ました。 

「先生、 今日は …… 」 

「今日は、 どうし たんだい、 いつもお 前に 弁当 を 運ば 


せてば つかりいて 気の毒 だから、 今日は わしが ォゴる 

ん だよ」 

「先生、 ォゴ つても らうの は 有難え が、 明日に しても 

らう わけに はいかね え かね」 

「おや、 せっかく 人が ォゴ ると いうのに、 一日 延期 を 

申し入れる というの はどうし たもんだ」 

「先生、 今日はお いらの 方に も 少し 都合が あるんで ね」 

「お前の 都合なん ざ あ、 どうで もい いよ、 こっちに は 

ちゃんとお 約束が あるんだ から」 

「だって …… 」 

r グ ズグズ 言うな ッ …… 」 


道 庵 先生が 大喝 一声し ました。 来 友が 眼 を 円く して 

いると、 

「まあ 驚くな、 実は 友 様、 こういう わけなんだ、 つい 

この 隣 地の 富士見 原と いうと ころへ、 こんど 天下無双 

の 武芸者が 乗 込んだ の だよ —— そいつ を ひとつお 前 を 

つれて、 見物に 行こうと、 津田 君と 二人で、 もうち や 

んと 打合せ をして、 桟敷が 取って あるんだ から、 いや 

のおう の は 言わせね え」 

「有難え、 そこ だ、 先生」 

米 友が 急 に ハズン だので、 道 庵が 我が 意 を 得たり と 

喜びました。 


「どう だ、 武芸と 聞い ちゃ、 こて えられめ え」 

「本当の こと は、 先生、 おいら も 一人で、 これから 見 

に 行こうと 思 つたの だ」 

「そうだろう  は、 は、 は- 

道 庵が 得意に なって ャニ さがって いるが、 米 友と し 

て は 偶然、 この 人た ちと 一緒に 席 を 取って 見物 させて 

もらう の はいいが、 それにしても 少々 気が かりなの は、 

この 先生が 武芸 見物 中、 どう 気が立って 脱線し ない も 

ので もない、 感激 性の 強い わが 道 庵 先生 は、 軽 井沢で 

当り を 取って 以来、 いい 気になって 武芸者に なりすま 

し、 その後 松 本で は 百姓に 限る といって 頭髪 を 下ろし 


て 百姓に なって しまい、 今 は 後悔し きってい るで はな 

いか、 今度 また、 あんな イカ モノ を 見せた 日に は、 何 

をされ るか 知れた もので はない、 という 心配が 湧いて 

来たから です。 

しかし また、 この 先生 は、 脱線 もす るに はする けれ 

ども、 物 を 見破る に は 妙 を 得て いると ころの 先生で あ 

る。 もとより、 人の 病気 を 見破る 商売 をして いるの だ 

から 不思議 はない が、 それにしても 見破る こと は 名人 

だ。 早い話が、 自分が 両国 橋で 黒ん坊に されて、 江戸 

中の 人気 を 集めて いた 時分、 誰 ひとり それ を 怪しむ も 

のはなかった のに、 この 先生 だけに は 立派に 見破られ 


てし ま つ た。 

脱線 はこ わい が、 イカ モノ 退治に は、 こういう 見破 

りの 上手な 先生と 一緒に 行って もらった 方が、 たしか 

に 利益に 相違ない という こと を、 この 際、 米 友が 気が 

つ いた ものです から、 

「まあ、 いいや」 

と 言いました。 

そこで、 道 庵と 米 友と、 新しく 別に 研究生の 津田生 

が 加わって 三人、 程遠から ぬと ころの 富士見 原の 評判 

の 武芸 大会なる もの を 見物に 出かけました。 

ほどなく その 場に 着いて 見る と、 人 は 多く 集まって 


いるが、 なんだか その 空気が 変です。 

あの 前景気で 行く と、 今日の 初日 は、 もっと 緊張し 

た 人気が なければ ならない と 思われる にも拘らず、 あ 

たりの 空気が なんとな くだらし がない ので、 変に 思い 

ながら 表へ 廻って 見る と、 幾多の 人が あんぐり と 口 を 

あ いて 見上げて いる 大きな 貼 札 —— - 

「お 差 止に より 興行 中止 仕 候」 

さすがの 道 庵 も、 米 友 も、 津田生 も、 あいた 口が ふ 

さがらない。 

「ョタ 者 は 承知で 来て みたが、 お 差 止めに は 口 あんぐ 

り だ」 


と 言いながら、 道 庵はヮ ザと 大きな 口 を あんぐり と あ 

いて、 看板の 上 を 見つめて いたが、 犬に でも 喰いつ か 

れ たように、 

「あつ！ ら つきよう だ、 ら つきよ、 ら つきよ、 らっ 

きょ の味嗜 漬！」 

と、 目の色 を 変えて 叫びました。 

十八 

神 尾 主 膳が 書道に 凝って いると いう こと は、 前に も 

述べた ことの ある 通りで、 閑居して 不善ば かり は 為し 


ていない という、 これが 唯一の 証拠 かも 知れません。 

日和の いい 時、 気分の 晴れた 時には、 日当り のい い 

書斎の、 窓の 明るい、 机の きれいな 上に、 佐理、 行成 

ぎし  けんし 

だの、 弘法 大師 だの、 或いは また 義之、 献之 だの を師 

友と している ところ を 見れば、 彼 も 生れな がらの 悪人 

ではない と 思わずに はいられません。 

今日し も、 珍しく その 当日で ありました せいか、 右 

の 通りに して 字 を 書いて、 ひと リ 楽しむ ことに 余念が 

ありませんでした。 

お 絹と いう 女 は、 今日は いないの です。 

この頃 中、 あの 女 は ほとんど 家 を 外にして 楽しんで 


いるの だから、 それ はもうな れっこに なって、 特に 気 

がかり にもなら ない のでしょう。 それに、 世話の 焼き 

だて をした 日に は 際限ない ものと、 ほぼ 見切り をつ け 

て いるので しょう。 

それでも、 時あって か、 あの 女の ことに 就いて 何 か 

はな は  かん さわ 

甚だしく 癇に 障って、 むらむらと 不快の 気分に 襲わ 

れる こと も あるに は あるが、 面 を 合わせて みると 大抵 

まるめられて しまって、 お 絹に 対して だけ は、 いまだ 

暴行に 及んだ というた めし を 聞かない のです。 

お 絹と いう 女 は、 先代の 神 尾の 愛妾で ありました。 

今の 神 尾なん ぞは、 事実、 子供扱い にして 来たので す 


から、 苦 もな くまる めて しまう のでしょう。 また 主 膳 

の 方で も、 まるめられ るの を 知りながら、 それなりで 

納まって しまう の は、 あながち 役者が ちがう せいで は 

ない のです。 

主 膳と して は 今朝 はそんな ことの 一 切 を 忘れて、 書 

道 を 楽しむ ことができて いると、 庭に、 がやがやと 子 

供の 声です。 

子供 を 愛する という こと も、 このごろ は 主 膳の 閑居 

のうちの 一 つの 仕事で ありました けれども、 これ は 書 

道 を 楽しむ ほど 純な もので はなく、 子供 を 愛する とい 

ひまつぶ  もて あそ 

うより は、 子供 を 暇潰しのお もちやと して 弄 ぶに 過 


ぎない、 と 言った 方が 適当で ある こと は、 前に も 申し 

た 通りです。 

子供ら の 方で は、 最初 見た、 目の 三つ ある 怖い おじ 

さんが、 必ずしも 怖い おじさん ではなく、 ずいぶん 屋 

敷 も 開放して くれたり、 おいらた ちと 遊び もして くれ 

たりす る、 気の いいお じさんで あると ころも あるの を 

看て 取って、 門が 開けっ放 しにされ ている 限り は、 無 

遠慮に 入って 来て、 庭 や 屋敷の 中 を 遊び場と する こと 

になれ ています。 

主 膳 は 書道 を 楽しみながら、 子供た ちの ガヤ ガヤ を 

聞く と、 また やって来 たなと 思いながら も、 慣れて い 


る こと だから、 彼等が 相当に 騒ごうと も、 こっちの 書 

ざん まい 

道 三昧に あまり 妨げと ならな いこと を 知 つ て います。 

遊ぶ だけ 遊ばして おいて、 うるさく なった 時 は 追 払え 

ばよ い、 いけな いと 言えば 彼等 も 素直に 出て 行く よう 

にな つてい る。 

そこで 主 膳 は、 子供た ちに は 取合わないで、 相 変ら 

ず 書道に 凝って いたが、 そのうち、 外で遊ん でいた 子 

供ら が、 座敷へ 上って 来たよう です。 それ も、 彼等の 

ために 開放すべき 座敷 は 開放す るよう に、 区別して あ 

るから、 隠れん坊 をしょう とも、 鬼ごっこ をしょう と 

も、 「ここ は どこの 細道 じ や」 をしょう とも、 あてがわ 


れた 座敷 以外に ハミ 出さない ことに は、 あえて 干渉 を 

加えない ことにな つてい るから 心配 はない。 

こうして 暫くの 間、 子供ら の 遊ぶ がま まに 任せ、 自 

分 は 自分の 好む ところに 耽って いると、 そのうち バタ 

バタと、 つい 机の 先の 縁側で 足音が したに は、 さすが 

ざん まい 

に 主 膳が 書道 三昧 を 破られました。 

断 わって あるのに、 こっちへ 来て はいけ ない、 子供 

たちの 遊ぶべき 場所 は、 遊ぶべき 場所と して 仕切って 

あるの を、 よく 納得 させて あるのに、 それ を 破って 来 

た 奴が あるな、 こいつ は ひとつ 叱って やらなければ な 

るまい —— と、 主 膳が 筆 を さし 置いて いると、 廊下 を 


踏んだ 足音が、 一層 近くに 迫って 来たの みならず、 日 

当りの いい 障子 を 挨拶 もな く 引き あけて、 中へ 飛び込 

んで 来たの が あるから 主 膳 も 面 喰わざる を 得 なくなり 

ました。 

「いけない、 いけない」 

と 言った けれども、 その 飛び込んで 来た 奴 は、 無神経 

か、 一 生 懸命 か、 主人の 制止なん ぞは 耳に も 入れず、 

案内 もな く 居間へ 飛び込んだ 上に、 主人の 坐って いる 

その そばまで 転がって 来て、 そうして 主人、 すなわち 

わき  かが 

主 膳の 左の 腋の 下と 机の 間へ 丸くなって 屈んで、 隠れ 

てし まいました。 


しかも これ は 女の子です。 その 女の子 を 見る と、 主 

膳 は 直ちに、 これ は 少し 低能な 奴 だな と 知りました。 

じょうれん 

い つも 遊びに 来る 定連 の 中の 一 人に は 相違ない が、 

年 はなに しろ 子供だろう が、 肉体 はいちばん 発達して 

いる、 顔に 少し 抜けた ところ は ある けれども、 色 は 白 

いし、 がかいが 大きい から 十四 五 〔# 「十四 五」 は 底本 

では 二 四 五 匕 に は 見える けれど、 本当 は それより 下 

か 上 かさえ わからな いが、 がかいに 比べて 幾分の 低能 

であって、 ここへ 来る もっと 小さい 年下の 子供の いい 

ようにされ ている 奴 だ —— という こと を、 主 膳が 直ち 

に 知って 苦りき りました。 それ、 この間 吉原 遊びと い 


うの を させられて、 こい つがお いらん に 仕立てられ、 

お前、 廻し を 取 るんだ よと 言われて、 その 言いつけ 通 

りに やつ て の， h た议 だ。 

「おい、 お前、 こんなと ころへ 来て はいけ ない の だ」 

あき 

と、 主 膳が 呆れ返って ダメを 押す と、 この 女の子 は、 

妙な 上目使いで 吒る主 膳の 面 を 見ながら、 片手 を 振つ 

しぐさ 

て 見せました。 つまり、 その 仕草で 見る と、 いま 隠れ 

ん坊を はじめて、 わたし はこ こへ 来て 隠れた のです か 

ら、 そんな こと を 言わないで、 少しの 間、 隠して 置い 

て 頂戴な  という 頼みで ある こと 言うまでもな い。 

ほかの 子供なら、 いくら わからずや でも、 いくぶん 


心得が あって、 こっちへ 来て はならない こと を 知って 

いる。 知らなくても、 主人の 居間 を 隠れん ぼの グラウ 

ンド にす るなん ていう ことの 見境 は あるの だが、 そこ 

に 頓着の ない ところに この 低能 さ 加減が ある。 

主 膳 は それ を 知って 呆れ返って しまったから、 ツマ 

ミ出 すわけ にも ゆかず、 沈黙して いると、 い い 気にな つ 

て 低能 娘 は、 主 膳の 膝と 机との 間 を 潜伏 天地と 心得て、 

息 を こらして 突 臥して しまった のです。 

全く 呆れて、 その為す ままに 任せて いるより ほか は 

ない が、 主 膳 は 自分の 傍らに うずくまった 低能 娘の、 

身体の 発育の 存外な こと を 感ぜずに はおられません。 


自分の 膝に 接触す る 温か 味から 見ても、 こいつ はもう 

成人した 娘 だ わい、 頭 こそ 少々 低能で は あるが、 肉体 

は 出来過ぎる ほど 出来て いる、 厄介な 奴 だと 思い まし 

た。 

らんらん 

そう 思って 見る と、 上の 方から 三つの 眼で 爛々 と 見 

つめる ところの 肥った 首筋に、 髪の毛が ほ つれている、 

その 首の 色が また 乳色 をして、 ばかに 白い。 袖附 のと 

ころから 見る と、 腋の 下の 肉附が やっぱり 肥え太って 

白く、 肉の 発達 を 示して いる。 

あき 

厄介 千万な 低能め II と 呆れ返つ ていた 主 膳の 眼が、 

こ o 

その 白い 太った 肉附の 一部 を 見せられ ると、 俄かに そ 


まばた 

の 三つの 眼が、 あわただしく 瞬き をし ました。 書道 

を 楽しんで いた 時の 眼の 色で はない、 無邪気 だと 苦り 

切った 迷惑 千万の 色で もない のです —— よく 現われた 

どんらん  せんお 

ところの 貪婪なる 染 汚の 色が、 三 つの 眼い つ ぱいに 

みなぎ 

漲って 来たので す。 そうして、 年に 増して 全体に 成 

人し きってい る 小娘の 肉体の 張り切った 曲線 を、 衣服 

の 上から 透して 見る のみならず、 その 張り切った 肉体 

が 呼吸で むくむ くと 動き、 その 中の 一片、 襟足 だの、 

腋の下 だのが 外れて、 惜気 もな く 投げ出されて あるの 

を、 食い入る ように 見つめて しまいました。 

「あら、 いや だ」 


その 時、 低能 娘が、 ちょっと 首 を あげて 主 膳の 面 を 

仰ぎ、 ながし 目に 見て 睨む ような 眼つ きをし ました。 

主 膳 は、 今、 ほとんど 自分の した こと を 忘れた よう 

に 無言 でした が、 実は その 指先で この 低能 娘の 腋の下 

を、 ちょっと 突いて みたので す。 それ は 本能 的で あり 

ました。 いたずら をす るつ もりで も、 からかって やる 

つもりで もな く、 主 膳と して は、 その ハミ 出した 肉の 

一片が、 硬い か、 やわらか いか を 試みて みなければ、 

この 食指が 承知し ないような 慾 求に 駆られた ものです 

から、 全く 本能 的に、 指先が そこへ 触れた か、 触れな 

いか、 自分で さえ も わからなかった 時に、 低能 娘が そ 


の 点 は 存外 鋭敏で、 「あら、 いや だ」 と言われて、 はじ 

めて 主 膳と しても、 何 だ 大人げない、 という 気になつ 

たのです が、 自分 を 見上げて ながし 目に 睨んだ 低能 娘 

の 眼 を 見て 驚きました。 何とい うい やな 色つ ぼい 目 を 

しゃがる、 馬鹿の くせに！ 

主 膳 は、 こいつ 憎い 奴 だと 思い、 よし、 その 儀なら 

ば、 もう 少し こつび どく 退治して やろうと 怒った 時に、 

「あつ！」 

今度 は 主 膳が 全く 圧倒され てし まった ので、 仕置 を 

仕直して やろうと 思つ ている 当の 小娘から 先手を打た 

れて しまったの は、 返す返す も 意外な 事でした。 


「あつ！」 と 言った の は 低能 娘で はなく、 三ッ目 入道 

の 神 尾 主 膳で、 その 時、 主 膳 は 屈んで いた 低能 娘の た 

ふともも  つね 

めに、 自分の 太腿 を、 いやというほど 下から 抓り 上げ 

られ てし ま つたので す。 

といった ところで、 女の子の する 力 だから、 主 膳 ほ 

ど の 者が 悲鳴 を 揚げる ほど のこと はない はず だが、 実 

どうてん 

は動顚 させられて しまったので …… こい つ は 怖い とい 

うこと を 知らない、 知らないの ではない、 本来、 怖い 

もの 以上に 出来て いる 奴 だ、 世に 馬鹿 ほど 怖い もの は 

ない と はよ く 言った。 それにして もこの 馬鹿に、 誰が 

こういう 手筋 を 教えた の だ。 


主 膳が この 時に 舌 を 捲いた と共に、 この 無意識な 挑 

戦に 対して は、 その 教育 上の 鎂の 上から 目に 物見せ 

て やらなければ ならない と、 覚悟 を 決め、 右の 手を延 

ばして、 当る ところ を 幸いに 折檻 を 加えて やろうと し 

た 途端に、 

「よしんべ えがい ねえよ」 

「よつ ちゃんが 迷子に なって しまった わ」 

「神隠しに 会った のか も 知れない わ」 

「隠れん ぼして、 ばかされ ると、 神隠しに された つき 

り 出て こな いんです とさ」 

「よしんべ え は 少しお 馬鹿 だから、 天狗 様に さらわれ 


たか も 知れない」 

「よしんべ え」 

「よ つ ちゃんよう」 

「早く 出て おいでよう」 

「もう 代りよ、 たんこよ」 

「早く 出て おいで」 

「のがして おしまいよう」 

「来ない とおいて け ぼり にして、 みんなで 帰って しま 

うよ」 

こんな 声が 庭の 方で、 子供の 口々 に 叫ばれる のが、 

よくこ こまで 聞え る。 それ は、 主 膳の 滂らに 隠れが を 


求めて いる 低能 娘 ひとり を 当てに 叫ばる る 声に 相違な 

いけれ ども、 さすがに、 この 奥まで 入り込んで いると 

は、 子供た ち も 考えて いないと 見えて、 その 持 場の 許 

された 場面 だけに 物色 の 叫び を あげて いるら しい。 

その 声々 ははつ きリ ここまで 聞え る けれども、 この 低 

能 娘 はお どり 出して、 「あいよ」 ともなん とも 存在 を 示 

さない し、 なおさら それが 聞え ている はずの 神 尾 主 膳 

が、 早く 追い立て も、 追い出し もして やらない。 

子供た ち は、 呼び 疲れ、 探し あぐんで、 やがて 忘れ 

たもの のように 静かに なって しまったの は、 その へん 

あきら  か し 

で 諦めて、 こんど は 河岸 を かえて 遊ぶべく、 この 屋敷 


を みんな 出て 行って しまった ものに 相違ありません。 

十九 

それから 後、 この 低能 娘 も、 よく 遊びに 来る こと は 

あっても、 主 膳の 居間へ 闖入す るよう な こと はあり 

ませんで したが、 それでも 仲間と 遊んで いると ころへ、 

主 膳が 通りかか ると、 ぼ ー ッと面 を 赤く して 妙に 色つ 

ぼい 目 をして 見せる、 と、 主 膳 は それ を ひつ さらうよ 

うにして 自分の 居間へ 連れ込んで しまう こ ともあれば、 

いなくな つたと 思って いた その 娘が、 主 膳の 居間から、 


そっと 廊下 伝いに 出て 来たと ころ を 見た というよ うな 

わけで、 子供た ちが 納まら なくなりました。 

子供た ちと はいう けれども、 これ は、 育ちが いいと 

いった 者の みで はない から、 気 を 廻す ことに かけて は、 

へ たな 大人より ませた ものが いくら もい る。 

「おかしい な あ、 殿様と よしんべ えとお かしい よ」 

という 評判が 立って しまったの は 是非 もない ことで、 

「まあ、 いやな よつ ちゃん、 殿様のお かみさんになる 

の？」 といった ようない やみ はま だ 罪がない 分と して、 

ひわい 

なかには、 思い切った 露骨な、 卑猥な 文句 を 浴せ かけ 

たり、 楽 書 をしたり する 者が 出来て きたが、 当人の 低 


能 娘 はい つ こう 平気な もので、 なぶられる こと を 誇り 

ともしな いが、 苦痛と もしない。 いわば しゃあしゃあ 

とした もので、 でも、 主 膳が 出て 行く と、 子供た ち は 

怖がって、 表立って 悪口 は 言わない が、 眼 を 見合わせ 

ぎリ 

て 三ッ眼 錐の 殿様と 低能 娘と を 見比べた りなん ぞ する。 

しかし、 それ も その 当座 だけの ことで、 主 膳が 低能 

娘 を 始終 引きつけ ている という わけで はなし、 低能 娘 

もまた 殿様 だけに じゃれつ いている という わけで もな 

し、 やっぱり 以前の ように 子供た ち 共有のお もちやに 

なって、 おいらんに なれと 言えば おいらん になり、 

よたか  ま ね 

夜鷹 の 真似 をし なさい と 言えば 教え られた 通りに して 


逆らわな いもの だから、 殿様との 相合傘 も いつしか 消 

えてし まっている。 主 膳に しても、 いかに 好奇と はい 

え、 まさか あんな 馬鹿 娘に、 しっこく 手出し をして い 

ると は 思われない —— 

しかし、 この 二三 日、 どうも あの 馬鹿 娘の 姿が 見え 

ないよう だ。 子供た ちの 家に 来る こと は 以前と 変ら な 

いから、 主 膳が それとなく 行って 見ても、 どの 組に も 

低能 娘が いない。 こうな つてみ ると、 主 膳が なんだか 

手のう ちの もの を 取られた ような 淋し さ を 感じないで 

もない。 

低能で は ある けれども、 あの 色つ ぼい 眼つ きが どう 


しゅくばく 

も 忘れられない。 低能と はいう けれども、 菽麦を 弁 

じない という わけで はなく、 お感じが 鈍い というに と 

どまり、 まだ 知恵が 出 きらないの かも 知れない、 もう 

少し 発達 すれば 人並みになる のだろう、 まるっきり 馬 

鹿 扱いに はで きないの だ。 或る 点に 於て は 馬鹿 どころ 

ではない、 主 膳に 舌 を 捲 かせる ほどの 離れ 業 を 見せて 

いるの だが、 それ は 天性、 その 部分が 発達し 過ぎて い 

ると いう わけで はなく、 そういう 家庭 や 周囲の 中で 

育った から、 色つ ぼい 眼 をつ かったり、 人の 太腿 を 抓つ 

たりす る こと は、 あたりまえの 挨拶と 心得て いるに 過 

ぎない、 下町の 棟 割の 社会な どに は、 こんな こと は ざ 


ら にある、 すなわち、 親爺 や 兄貴な どから、 そんな 挨 

拶の 仕様 を 仕込まれ ている こと さえ 多い の だ。 

あいつ は 必ずしも 低能じゃないだろう、 そうしてい 

るう ちに、 普通の 女と して 発達す るの だろう。 発達す 

る、 俗に 色気が 出る という 時分に なれば、 かえって あ 

んな こと はしなくなる もの だ。 

だが、 この 二三 日、 姿 を 見せな いのは、 なんとなく 

淋しい な、 ほんとうに 物足りない。 お 絹と いう 奴に も、 

ずいぶん 淋しい 思い を させられ たが、 このごろ は慣 

れっこに なって しまった のか、 今日 このごろ は、 あの 

低能の 来ない ことが、 いっそう 自分の 心 を 空虚に して 


いる、 心と いう もの は 変な もの だ、 神 尾 はこうい つた 

ような 不満 を 感じて、 

「よし 坊は、 どうしたの だ、 今日は 来ない のか」 

こう 言つ て 子供た ちに 鎌 を かけて みると、 

「ああ、 殿様、 よしんべ ェ はお 女郎に 売られ たんだよ」 

「え ッ」 

どぎ も 

神 尾が ここで もまた、 子供た ちに 度胆を抜かれ たと 

いう 始末です。 

「よしんべ ェ はねえ、 吉原 へお 女郎に 売られたん だか 

ら、 殿様、 買いに 行って おやりよ」 

神 尾が 第二 発の 爆弾 を 子供から ぶつつ けられて、 へ 


トへト になり ました。 それでも 足りない 子供た ち は、 

「あたい も、 いまに 稼いで、 お金 を 貯めて、 お 女郎 買 

いに 行く の、 よしんべ ェを 買いに 行って やら あ」 

彼等 は、 自分の 家の 製造 物が 問屋へ 仕切られ たよう 

な 気持で、 友達の 売られた こと を 語り、 お 小 1 を 貰つ 

てお でん を 食いに 行く と 同じ 気持で、 その 遊び 友達で 

あった 異性 を 買いに 行く こと を 約束して いる。 

さすがの 神 尾 も、 子供た ちから 続け ざまの 巨弾 を 三 

発まで 浴せられ て、 のけ 反って いるの を 見向き もしな 

い 子供た ち は、 

おんどら、 どら、 どら 


どら 猫さん、 きじ 猫さん 

お前と わたしと 龃 落しよ 

ヒ しぼ 

吉原 田圃の 真中で 

小間物 店で も 出し ましよ か 

一 い、 一一う、 三い、 四う 

五つ、 六う、 七、 八 あ 

九の、 十 

唐から 渡った 唐の 芋 

お 芋 は 一 升い くらだね 

三十 一 一文で ござります 

もうち とま かろ か 


ちゃ 力ら 力 ほ/ < 

おまえの ことなら 

負けて やろ 

ざる 

笊 をお 出し 

ます 

升 をお 出し 

ほうちょう まないた 

庖丁、 俎板 出し かけて 

頭 を 切る のが 唐の 芋 

尻尾 を 切る のが 八つ 頭 

向う のおば さん 

ちょ つ とおいで 

お 芋の 煮 ころばし 


お茶 上れ …… 

二十 

その 翌日、 主 膳が 外出した 後の 居間へ、 お 絹が 入つ 

て 来ました。 

今日は 在宅の はず だが、 おとなし いのは、 書に 凝つ 

ている からだろうと、 来て 見る ともう いません。 よつ 

て、 お 絹 は 手 持 無沙汰に、 何かと 室内 を 取片附 けて み 

るう ちに、 床の間のお 花が しなびて いるの を 目につけ 

て、 これ は ひとつ、 活け 換えて 置かねば ならぬ と 考え 


たのです。 

わざわざ 使 を 花屋まで 走らす までの こと はなし、 庭 

を 探して 何 か 有 合せの もので、 趣向 を 凝らそうと 思い 

ました。 

しろうとげ い 

主 膳の 書と 違って、 お 絹の 花 は 素人芸で はなく、 こ 

れで 充分 食べ て 行かれる 腕 は あるので すが、 近来、 めつ 

きり 腕 を 遊ばせて 置いた から、 今日は ひとつ、 うんと 

腕に より を かけて やろうと いう 気になりました。 

そこで 庭へ 下りて、 残菊に しょうか、 柳に しょうか、 

それとも 冬至 梅 か、 万年青 かなん ぞと、 あちらこちら 

を あさった 揚句、 結局、 万年青が 無事で、 そうして 豊 


富で よかろうと いうよう な 選定から、 座敷へ 戻つ てし 

はさみ  さんまい 

きりに 鋏 を 入れて いるう ちに、 これ も いつしか 三昧 

という 気持に 返って、 お 花の 会の 主席 を 取る ような 意 

気 込みに もな り、 ああで もない、 こうで もない、 この 

葉ぶ リも 面白くない、 ではもう 一 べん 庭 を あさって、 

おもしろ いの を 見つけ 出して 来ようと いう 気にな つ て 

いると、 折し も、 前の 庭の 垣の 外、 いつぞや 子供た ち 

が W を あげて、 ひっから ませた あたりの ところで、 し 

きりに 呼び声が しました。 

最初のう ち は、 豆腐屋 か、 御用 聞が、 近所の 台所 を 

叩いて いるの だろうと 気に もとめなかった が、 そうで 


もな く、 その 声 はこの 屋敷の 廻り だけ を うろつき なが 

ら、 当ても なく 呼びかけて いるよう な 声で ありました _ 

「四 谷の 大番町 様のお 屋敷 は、 この辺で ございましよ 

うか」 

根 岸 くんだり へ 来て、 四 谷と か、 番町 様と か 言って 

とんま 

たずねて いる。 お 絹 は 頓馬な たずね 方 をす る 御用 聞 も 

ある もの だな と 聞き流しながら、 鉄 を 持って 再び 庭へ 

下りて 来る と、 

「もし、 ちょっと 承りとう ございま すが、 この辺に 四 

谷 の 大番町 様の お 下屋敷が) J ざいますまい か」 

くれたけ  おぎよう 

やっぱり ぐれて いる、 ここ は 呉竹の 根 岸の 里の 御行 


の 松、 番町 だの、 四 谷 だの、 何 を 言って いるの だ、 そ 

んな ことで 訪ね 先が わかる もの か、 もっと 要領の よい 

名 ざしが ありそうな もの だと、 お 絹 は 心の中で それ を 

たど 

あざけりながら、 庭を迪 つて、 いっそ 万年青 をよ して 

柳に してみ ようかと いうよう な 気に もな り、 木々 の 枝 

ぶり を 物色して、 ちょうど 先日、 神 尾が、 砜を 飛ばし 

た 子供ら のために 入場 を 許した 裏木戸の ところで 立ち 

止まる と、 ついその 外で、 

「もし、 あの、 この辺に 四 谷の 大番町 様のお 控え 屋敷 

がご ざいましょう か」 

外から、 自分の いる 気配 を 見て取って 問い かけたら 


しいから、 お 絹 は 無愛想に、 

「存じません よ、 よそ をたず ねて ごらんなさい」 

ごしん さま 

「その 声 は、 もしゃ 御 新 様で は ございま せんか」 

「おや？」 

同時にお 絹 も、 聞いた ような 声 だと 思いました。 

それにしても、 やっぱり まだ あんな 黄い ろい 声で、 

御用 聞 程度の ほかの もので はない と 思 つ ている から、 

聞いた ような 声で は あるが、 誰が どうと も 見当が つか 

ないで いると、 

「神 尾 様の 御 新 様、 お 絹 さまで は ございま せんか、 わ 

たくし は忠 作で ございま すが」 


「あつ」 

お 絹 は、 なぜ、 今まで、 それならそうと 気がつかな 

かった かと 思いました。 

忠作、 忠作！ 最初から ちっとも 違って いなかった 

の だ。 

「まあ、 忠 どんかい」 

「どうも 御無沙汰 を 致しました」 

裏木戸 は 苦 もな く 開放され て、 

「どうして、 ここが わかった の」 

「築地の 異人 館で 聞いて まいりました」 

「異人 館で …… 」 


さすがのお 絹 も、 忠 作の たずねて 来た ことが、 あま 

めんくら 

りに 意外であった もの だから、 全く 面 食って しまった 

ようでした。 

「まあ、 ともかく、 こっちへ お入り」 

「御免下さい まし」 

ちぐさ 

郡 内の 太 織 かなん ぞに紺 博 多の 帯、 紺の 前垂、 千 種 

ももひき すき 

の 股引、 隙の ない 商人 風で 固めた 上に、 羽織と も、 

合羽と もっかない あっしの つ つ つぼ を 着込んで 雪駄ば 

き —— やがて 風呂敷 を かかえ 込んで、 お 絹に 案内され、 

お 花 を 活け かけて いる 主 膳の 居間へ 通され、 きちんと 

かしこまった ところ は、 以前より はまた いっぱし ませ 


ている。 

お 絹 は、 この 少年と も、 少しの 間、 生活 を 共に した 

こと は あるので す。 

この 抜け目の ない 金 掘 少年 を徳間 峠の 下から そその 

かして 連れ出した。 そうして 二人が 神 田の ある 所で 寄 

合 世帯 を 持った の も、 そんな 遠い昔の ことで はない の 

こうか つ 

だが、 それ はおた がいに 利用し 合う という 狡猾な 腹 か 

ら出 たの だから、 むろん 浮気つ ぼい 後家さん が、 子供 

俳優 を 可愛がろうと いうよう な 気分であろう はず もな 

く、 お 絹 は、 この 目から 鼻へ 抜ける 山出しの 少年 を 利 

用して、 自分の 番頭 兼 事務員と しょうと もくろみ、 忠 


作の 方で はまた、 お 絹の 持って いる 小金 を やりくりし 

て 自分の 足場に しょうとの 腹でした から、 二人の 生活 

は 飽き飽きし ていたの だから、 貧窮 組の 騒ぎ や、 浪士 

の 掠奪 で 破壊され るの を 待つ までの こと はない ので 

した。 

その後 はおた がいに 何の わ だか まりもな く、 消息 も 

無かった のが、 今日に なって、 わざわざ 先方から 探し 

当てて 来たの も 思いがけな いもの だが、 本来、 浮気 そ 

の もののお 絹 は、 年下の 若い のに わざわざ 訪ねて 来ら 

れて みると、 金と 算盤の ほかに は 目の 無い 若造 だと 知 

りつつ も、 悪い 気持 はしないで、 かえって また、 多少 


の 昔 懐かしい もの さえ 湧いて 来て 歓迎す る。 

「よく、 ここが わかった ねえ」 

「実は 御 新 様、 あなたが、 築地の 異人 館に おいでな さ 

る こと をね、 お見かけ 申し ましてね、 あなたが 異人 さ 

ん たちと 深く 懇意に していら つ しゃる 御 様子です から、 

それで 一 つ、 お頼みが あって あがった ような わけなん 

です 力」 

と忠作 は、 一別 来の 挨拶の 後に こう 言って、 用件の 前 

置 をし ました。 

無論、 この 少年の こと だから、 単に 昔の 人 を 懐かし 

がって、 御無沙汰 お詫びに 来たので はない、 来る に は 


来る で、 何 かっか まえ どころ がなければ わざわざ やつ 

て 来る はず はない。 つかまえ どころ というの は、 何 か 

この 機会に 自分の 得になる ような き つ かけ を摑 みた い 

から、 やって来る ものである こと は 疑いない の だが、 

それが こっち も  一 口 乗って いいこと か、 悪い 無心 か、 

その 辺 は 多少 無気味で ある。 

「何です か、 言って ごらんなさい」 

「異人 館の 番頭さん に、 わたし を ひとつ、 御 紹介して 

いただきた いんです」 

「へえ、 そうして、 どうしょうと 言 うんです」 

「実はね …… 御 新 様、 これからの 商売 は 異人 相手で な 


ければ 駄目です」 

そら 来た、 この 若造、 どのみ ち 商売に 利用の 意味で 

なければ、 得の 立たない ところへ 御無沙汰 廻り なぞす 

る 男で はない。 

そこ を 忠作は 透かさず、 次のように 説きた てて しま 

いました。 

自分 も、 いろいろ 商売に 目 をつ けて いるが、 どうし 

て もこれ から は 異人 相手で なければ、 大きな 仕事 はで 

きないと いう こと を つくづく 悟りました。 

今、 日本の 国の 諸 大名が、 大き いのは 大きい ように、 

小さ いのは 小さい ように、 みんな 鉄砲 を 買いたがって 


いるが、 その 鉄砲 も 異人から 買わなければ ならない、 

私 も 一 つ その 取引 を やって いるが、 なにぶん 仲買の よ 

うな もので、 自分が 直接に 異人と 取組め ない のが 残念 

でた まらない。 

ところで、 日本の 国が 今、 西になる か、 東になる か、 

外国に 取られる か、 取られな いかの 境 だとい うが、 異 

人さん の 方の 説で は、 な あに 異人 だって、 日本の 国 を 

取ろうと いうつ もり はない そうで、 日本の 国と 商売が 

できさえ すれば いいんだ から、 異人 も 相談して、 なる 

ベ く 日本の 国 を 乱さない ように 骨 を 折つ て いると いう 

こと だ。 


そこで、 日本の 国の 政治が どっちへ どうな ろうと も、 

やがて 落着けば、 一 切、 異人 相手の 仕事と いう ことに 

なる はき まっている。 だから、 もう 自分 は 将来、 専ら 

異人 向きの 商売 をと 決心して しまいました。 

その 商売のう ちに も、 鉄砲 や 軍艦ば かり、 売ったり 

買ったり している のが 商売で はない、 ゆくゆく は、 向 

うに 無い 品物と、 こ つちに 有り余る 品物との 交易が、 

盛んになる にき まっている、 そこが 目の つけどころな 

ん です。 

現に 異人 は シルク、 シルクと 言って、 日本の 絹 をば 

かに 好 くんです ね、 そこで わたし は、 日本中の 絹と 生 


糸 を 買い占めて、 異人に 売り込んだら、 ずいぶん 大仕 

事が できる と 見込み ましたよ。 幸い、 わたしの 生れた 

甲 州 や、 その 隣り の 信 州なん ぞ では、 田舎家で 一 軒と 

して 蚕 を 飼つ て 糸 を とらない ところはありません から 

うち  きょ う 

ね、 島 田 糸なん ぞ にして 家で 着用に したり、 その 残り 

はたば しょ 

は 八 王子 だと か、 上 州 だと か、 機 場所へ 売り出 すんで 

すが、 あれ を 買い占めて 浜から 異国へ 積 出 すんで すね。 

これ は 確かに 儲かります ぜ。 私 は それ を やって みた 

くて たまらな いが、 差 当ってい ちばん 困る の は 異人 さ 

んに 信用がない ことです。 異人と いう やつ は、 信用す 

れば どこまでも 信用す るし、 信 弔し なければ、 てんで 


相手に しないん ですから、 どうしたら その 異人に 取 

入って 信用が とれる か、 それに 一生懸命 苦心して、 こ 

の ごろ はしょつ ちゅう 築地の 異人 館 附近に 立 廻って い 

るが、 言葉 はわから ないし、 ひきはなし、 どうしても 

異人 へ 信用 を売リ つける ことが むずかし いと 苦心し 

切って いたと ころへ、 偶然 あなたのお 姿 を 異人 館で 見 

かけました。 

しかも、 あなたの 異人さん との 交際ぶ りが、 ずい ぶ 

ん 親密な 御 様子です から、 こいつ 占めた！ と 思い ま 

した。 

御 新 様の 前です けれど、 異人 は、 女に のろい もので 


すね、 男 は 滅多に 信用し ません けれど、 女 だとい うと 

直ぐ 参つ ちまい ます。 それ もそう です、 男に は 例の 尊 

王 攘夷で 異人さん の 首 を 狙う のが うんと います けれど、 

女に はそんな のはありません からね、 そこで 異人 は 日 

本の 女を大 へん 好 くんです …… ところが、 日本の 女 は 

慾が 無 いんです ね、 そこへ つけ 込んで うまく 異人に 取 

入れば いいのに、 日本の 女に は それだけの 腹が ある 奴 

がありません、 降る アメリカ だのなん だの 見識ば つて 


というよ うな 減らず口から 進んで、 どうかお 絹の 手 

で、 自分 をし つかりと 大 資本の 異人さん に 紹介しても 


らいたい、 いったん 異人さん に 紹介して もらい さえす 

れば、 それから 以後 はこつ ちに も 自信が ある、 腕 を 見 

せての 上で、 信用 を 博して みせる こと は 請 合い、 ぜひ 

ひとつ、 この 紹介 を 頼みたい という 要領 を、 かなり 能 

弁で 説き 立てました。 

聞いて いたお 絹 は、 相 変らず 一分の 隙 もない 慾 得 一 

点 張りの 註文 だが、 これ はこの 若造と して 壺を 行って 

いる 註文であって、 自分と しても、 叶えて やっても 損 

にならない 性質の もの だと 思いました。 

単に 手引 をして やり さえ すれば、 事実 それから 先 は、 

どれほど のこと をす るか わからな いと 思わせられます。 


もう 一 べん この 若造と 組んで、 これ を 手代と して 仕事 

を やらせれば、 こんど は 以前の ような 日 済 貸しと 違い、 

もとで 

七兵衛 のように 資本な しでかき 集めて 来る のと も 違い、 

もっと 明るく、 おおつ ぴ らに大 儲けが できる の だ。 次 

第に よって はこん なのが、 三 井 や 鴻池を 凌ぐ 分限に 

ならない とも 限らない、 全く 金で 固まった 面白く もな 

い 若造 だけれ ども、 こんなの を こっちの ものにして 置 

くの も 不為め ではない。 

むかしなじみ 

そこでお 絹 は、 一 も 二 もな く、 この 昔 馴染の 若造 を、 

異人に うんと よく 売りつ けて やろうと いう 気にな つ て、 

快く 頼み を 引受けた 上に、 うんと 御馳走 をして 帰して 


やりました。 

二十 一 

い くたろう 

与 八と 郁太郎 を 除いた 武州沢 井の 机の 家の 留守の 同 

すの さき 

勢 は、 あれから 七 兵衛の 案内で、 無事に 洲 崎の 駒 井の 

根拠へ 落着く ことができました。 

その 道程 は、 江戸まで は 普通の 道、 江戸 橋から 曾て 

お 角さん も 行き、 田 山 白雲 も 行った 通りの 船路 をと つ 

たもので、 天候 も 無事であった 上に、 同勢の 健康に も 

変り はありませんでした。 


駒 井 もこの 一行の 来て くれた こと を、 無上の 悦びと 

ひとつぶだね 

も、 満足と も、 思い設けぬ 自分の 一粒種の 登と いう も 

の を 見る と、 今まで 曾て 経験し なかった、 現在、 血 を 

しんみ 

わけた 親身と いう ものの 情愛 を 思い知る と共に、 この 

子の 母と してのお 君と いう 薄命な 女の ために、 新たな 

き ず  さ 

る 創痍 を 胸の 中に 呼び 醒 まされて 涙 を 呑みました。 

お 松と いう 子の 珍しい 殊勝な 性格が、 駒 井 を 感服せ 

しめたの も、 久しい 後の ことではありません。 

こうな つてみ ると、 一日 も 早く この 一行 を 収容して 

別な 天地に 向って 乗 出して みたく も あるし、 また 周囲 

の 事情が それ を 急がせ もす る —— というの は、 例の 誤 


解 やら、 圧迫 やらが、 一 旦は 退いたり とも、 その後、 

いよいよ 醞醸を 深く している こと は 確かで、 その 辺 

の 空気が 緩和す るに は、 ともかくも 一 刻 も 早く この 所 

を 撤退す る を もって 最も 賢明と する こと は、 何人より 

も 駒 井が よく 心得て いる。 

そうして 船 そのもの も、 動かす 分に はもう すべてに 

差支えが 無くなつ ている。 動かして 近海 を 航海す る 能 

力に も 自信 を 持ち 得る ようになって いるし、 問題 はた 

だ 大砲 だけの もの だが、 あれ は 有っても よし、 無くて 

もよ い。 むしろ 自分た ちの 理想の ために は 無い 方が い 

いような もの だが、 それでも 万一 の 備えと 工夫して い 


た あれ も、 九分 通り は 出来 上って いるが、 試射と、 据 

附け とが 残されて いる、 もう 一週間 もしたら、 万事 解 

決する だろう。 

乗組 人員と して は、 さし 当り 自分の ほかに は、 

画家、 田 山 白雲 

七兵衛 

お 松 

登 

清澄の 茂太郎 

兵 部の 娘 

支那 少年 金椎 


マドロス 

乳母 

このほか、 機関 方、 船大工と して 造船所の 方に、 

松吉 

九 一 

十 蔵 

の 三人が 残して ある。 なお 漁師の 太 造と いう 老人と そ 

の 孫が 一人、 行きたがって いるから、 それ も 予定のう 

ちに 加えて ある。 

これで 都合 十五 名の 乗組になる が、 ゆくゆく、 都合 

次第で はこの 倍数 を 収容す る 設備 は 充分に 整って いる。 


そこで、 この 以前から、 船 内の 設備 や、 食料品の 積 

込み はすつ か リ手を 廻して、 いずれも 出帆ので きる よ 

うにな つてい るが、 人事 方面で ただ 一 つの 心が かりな 

の は 田 山 白雲 の 消息 で す。 

香 取、 鹿 島 だけで 帰る という こと だから、 もう 帰つ 

ていなければ ならない のに、 杳 として その 便りが 無い 

の は、 心配と いえば 心配 だが、 あの 先生の こと だから、 

ま PH* つ 

途中、 何 か 遊 意 勃々 として 湧く ものが あって 道 を かえ 

たの か、 そうでなければ、 会心の 写生に 熱中して 帰る 

こと を 忘れて いるの だろう  

ゆくえ — 

とにかく、 自分と して は、 このまま 船 を 行方 も 知ら 


ぬ 外洋へ 向けて 出発せ しめんと する ので はなく、 ひと 

いしの まき 

まず 陸 前の 石卷へ 回航 させて、 かの 地 を 第二の 根拠 

として、 なお 修復と 改良 を 加えてから のこと だから、 

仮に 先発して みたところで、 石 巻へ 同志 を 呼び集める 

の は 至難の ことで はない。 

そう 思い立つ と、 駒 井 は 一 日 も 早く 出帆す るに 越し 

たこと はない という 気分に 迫られ、 乗組 一同 もまた、 

喜んで 出帆の 一 日 も 早 からん こと をせ がんで いる くら 

いです。 それと 一方、 毎日 毎日、 番所 や 造船所 を 三々 

五々 として うろつく ならず者 や、 土地の 住民ら の 目つ 

き、 風つ きの 険しくなる のとに 迫られ、 天候 も 見定め 


たし、 そこで 駒 井 も、 いよいよ 明 早朝に 出帆の こと を 

一 同に 申し渡し、 そうして 今晚 はこの 番所で、 立 退き 

の 記念の 意味での 晩餐会 を 開く ことにな りました。 

そこで、 今晩の 晩餐の 席 は 甚だ 賑やかで、 楽しい も 

ので ありました。 料理 主任の 金椎は 一 世 一 代の 腕 を 振 

うと ころへ、 マドロスが 船 房 仕込みの 西洋 味 を 加えよ 

りさ 

うと 力んで いる。 

お 松と も ゆる 女と は、 それぞれ たしな みの 身 じまい 

をして 席の 斡旋 役に 廻る し、 乳母 は 登 を 椅子に 安定 さ 

せて 置いて、 自分 は 給仕に 奔走す る。 

清澄の 茂太郎 は、 登に 対して 兄さん 気取りで 子守 役 


に 当り、 やたらに 得意の 出鳕目 をうた つて 聞かせる。 

きもい リ やく 

七 兵衛は その 間に 立 廻っての 肝 煎 役 —— それから 駒 井 

を 真中に、 一同が 食卓に ついてから その 賑やか さとい 

う もの は、 今宵 限り 立って 行く 名残りの こと も、 明日 

は 海 を 渡って 見知らぬ 遠方に 行く という 念 慮 も、 すつ 

うまず め 

かり 忘れて しまって、 石 女 も 舞い、 木 人 も 歌い、 水 入 

ら ずの 極楽 天地であります。 

こうして、 すべてが 泰平の 和楽に 我 を 忘れて 興じ 

合って いるの を 見て、 当然 これに 捲き 込まれた 七兵衛 

が、 急に なんだか 物悲しくな つてた まら なくなり まし 

た。 この 老幼 男女が 打 群れて、 興がよう やく 乗って き 


た 時に、 七 兵衛の 頭の 中に ポ カリと 穴が あいて、 そこ 

+P- つ +P う 

からなん ともた まらない 悲しみの 風が 濛々 とこみ 上げ 

てきました。 

七兵衛 自身で も 何が 今、 自分 を こんなに 悲しい もの 

にした のか、 ちっとも 分りません が、 ひとりでに 悲し 

くな つて、 悲しくな つて、 もう とめどなく 涙が こぼれ 

返って 来て、 隠そう にも 隠す ことができ なくなつ たか 

ら、 ぜひな くこと にか こつけ てこの 席 を 外し、 そうし 

て 歓楽の 室外へ 一 歩 出て 行って 見ました。 

ひとけ 

どの 室 も 早 やよ く 取片づ いていて、 すべての 人気と 

いう ものが、 あの 晩餐の 席へ 集中され てし まった だけ 


に、 ほかの 部屋の ガランと した 淋し さ、 もうす でに 主 

無き 家と いう 気分が、 ひしひしと 身に 迫る の を 感じて 

みると、 七兵衛 はこ こで もた まら なくなって、 ほ とん 

ど 声 を あげて 泣こうと して 僅かに それ を嚙み 殺して し 

まって、 我知らず 馳 込んだ の は、 駒 井の 常に 研究室と 

すると ころの 部屋であります。 

さいぜんまで は 守護 不入 になって いた この 研究室 も、 

明日 立つ ことにな つて みれば、 すっかり 開放され てい 

る。 その 中に 走り込んだ 七兵衛 は、 いつも 駒 井が 研究 

に 疲れた 眼 を 放っと ころの 窓に 来て、 そこにし がみつ 

きました。 


何だか 知れない が、 涙 だ、 涙 だ。 こんなめ でたい 鹿 

島 立ちの 席に、 みんなが 無邪気に 興が 乗れば のる ほど 

悲しくな つて、 どうしても 意地が 張り きれな いのは、 

自分ながら どうした もの だ。 

ああ、 たまらない。 

二十 二 

だが、 七 兵衛は 泣いて いる わけで はない のです。 た 

だ、 無限に 悲しい 思いが する だけで、 それが、 何の 理 

由に 出で るか、 よく わからない のみです から、 すべて 


に 於て 取 乱す というよ うな ことはありません。 

「ああ、 忘れられた 奴が まだ 一 つ ある わい」 

もの  け 

今、 七 兵衛は ムクの 物の 気 を 感じた のです。 ムクは 

ほ 

ないた わけで も、 吠えた ので もない けれども、 この 窓 

うな 

の 下へ 歩み寄って 唸つ ている の は ムクだ —— という こ 

と を 七 兵衛が 感得し ました。 

「ム ク！」 

この 犬が、 この頃に 至って、 自分と いう ものに 対す 

る 敵意 をす つかり 取 払って くれた こと は、 七 兵衛に 

と つ て 驚異で なければ ならない。 

今晚、 この 犬 は 忘れられ ていたの だな。 本来なら ば、 


この 犬に も 今晩の 食卓の 一 席 を 与えて しかるべ きもの 

であった。 誰も ムク をと 言う もの もなかつ たの は、 ム 

クを 忘れた ので はない、 忘れねば こそと いう わけなん 

だろう。 七兵衛 は、 今まで あけなかった 窓 を 開いて 見 

ると、 果して 巨大なる ムク 犬が 前面 を 過ぎて 行く の を 

見ます。 窓 を あけられた 途端に ちょっと こっち を 振 

返って 挨拶 をした ままで、 また、 の そりの そりと 暗い 

ところ を あちらへ 向けて 歩んで 行く、 その 体 を 見る と 

忘れられよう とも、 忘れられまい とも、 この 番所の 夜 

を 守る 責任 はか か つ て 我に あるの だ  <  を 心 置きな 

く 楽しませる ために は、 自分が 間断な き 警戒 を 必要と 


するとい う 忠実なる 番犬の 心 と言うより は、 名将 は士 

ほしよ う 

卒の 眠って いる 間、 自身 微行して 歩哨の 戒厳 を 試む る 

こと あると いうに も 似て いる。 

とうと 

七 兵衛は それ を 見る と、 尊 いような 気がしました。 

内で、 一切 を 忘れて 清らかな 興に 耽って いる 人た ち も 

尊い が、 こうして 忘れられながら 夜 を 守って いる 犬 も 

尊い。 どちらも 尊い が、 自分 だけが、 どちらに も 一 方 

になり きれない こと を、 また ひとしお 悲しく 思われな 

いで もありません。 

こうして ムクの 歩み 行く 方向 を 見る と、 暗い 中で も 

物 を 見る に 慣らされた 眼が、 ハツ キリと、 自分の こし 


いくた  へい  つ  さかもぎ 

ら えた 生 田の 森の 塀と、 それから 築き 出した 逆茂木へ 

と 続いて 行きました。 

今まで こみ上げて 来た 感情の ために、 それが うつら 

なかった。 人が いる、 人が いる。 先日 来、 大挙して 騒々 

しく 示威運動 を 海辺で 試みて いたのが、 この 二三 日、 

ばつたり 止まった の もお かしい と 思った。 見れば、 自 

分が 引いた その 逆茂木の 下 を、 幾多の 人 間が 腹 這 い に 

なって いる、 それから あの 石垣のと ころに も、 たしか 

に 人が ぴったり ひつ ついている。 

おお、 おお、 一人 や 二人の 人 じ やない、 ほとんど 物 

蔭と いう 物 蔭に は、 みんな 人が へばりついて 忍んで い 


る。 ああ、 今晚、 合図 を 待って、 一度に 攻め寄せる 手 

害に なって いるの だ。 

それ を 気取った 時に 七兵衛 は、 駒 井に 注進 をしょう 

ノ  J ぅぜ ん 

と あわただしく 窓の 戸 をと ざす 瞬間、 下 で 轟然た る 音 

がする と共に、 その 戸 をめ ざして 一 つの 火の玉が 飛ん 

で 来ました。 

火の玉と いうより ほか はない、 七 兵衛は 危なく 身 を 

かわした けれども、 火の玉 は 室内へ 落ちて パッと 燃え 

ひろがりました。 幸い、 七 兵衛は 自分の 身に なんらの 

異常 を 覚えなかった から、 その 爆発した 火 を 飛び越え 

て 廊下へ 出て しまいました。 


この 出来事 を、 興 半ばなる 一 座の 者 を 驚かせず して、 

駒 井 だけに 注進す る わけに は ゆきませんでした。 仰天 

する 一 座 を 一 室に かたまらせて 置いて、 七 兵 衛は駒 井 

を 案内して、 以前の 爆発の 場所へ 連れて来ました。 

えんしょう 

その あたり は、 一 面に 煙硝 の 臭気 はする が、 火 は 消 

ちんにゅう 

えてし まっている。 外部から も なんら 闖入の 気色 は 

と +P 

ない。 提灯 を 点して 用意 深く 検分した 結果 は、 七兵衛 

を 驚かした 火の玉なる もの は、 大砲 を 打ち込んだ わけ 

でもなければ、 爆弾 を 投げた ので もな く、 この辺で よ 

くやる 花火の 筒 を こちらへ 向けて 打ち こんだ の だから、 

どう 間違っても、 ボャ か、 火傷 以上の 害 を 加える もの 


でない という こと を 駒 井 は 見届けた けれども、 その 時 

さかもぎ 

石垣の 下から、 塀、 逆茂木から 海辺へ かけての 生 田の 

森が、 ヮッと 喚声で わき 上った ことです。 同時に、 一 

帯が うすら 明るくなる と共に、 二 発、 三 発と 続いて 轟 

然 たる 爆発の 音が 起り ました。 

ズド ー ン 

ズド— ン 

といっても、 本来 はコケ おどしで、 海岸で 急に 花火 

を 揚げ出し たまでの ことです が、 その 花火 も 示威 脅迫 

もちろん 

の 音 を 含んで いる こと は 勿論で、 今の 二三 発 は 確かに 

上へ 向けて 放った が、 やがて その 次 は、 また 最初の よ 


うに こちらへ 向けて 飛び込ませな いと は 限らない。 

この 分で は、 今夜 こそ 彼等 は、 焼 打ち を はじめる か 

も 知れない、 こちら を 焼 打ちす る くらいだ から、 船の 

方 も あの ままで 置く はずがない、 双方 取 囲まれてから 

では 遅い から、 今のう ち 御 一同 は 船へ お 引 揚げなさい。 

この 連中 を 相手に 応戦す る ことの 無益な の は 勿論 だ 

から、 七 兵衛の 提議で、 こういう ことにな りました。 

殿様 はじめ 一同 は、 一刻も早く 船へ 避難な すった 方が 

よい、 あとのと ころ は、 私が どのように でも 引受ける。 

今のう ち、 同勢に ムクを 護衛と して 船まで 御 避難な 

さる 分に は 何でもない、 あと は 私が 喰い 止められる だ 


からみ 

け 喰い 止めて、 それから 単身で お 船へ 馳 けつけ ます。 

な あに、 私の 身の上なら 御 心配に は 及びません、 こん 

な 連中に 囲まれよう とも、 追い かけられよう とも、 そ 

れを 抜け出す 分に は 何でもありません から、 私の 方 は 

御 心配な く。 あなた 様 はじめ 女子供た ち、 それの 避難 

が 何よりの 急で ござります。 万一、 私が 後から 馳 けつ 

ける のに 手間が とれ、 悪い 奴が お 船の 方 を 囲む ような 

ことにで もな りましたら、 私に おかまいなくお 船 を 海 

へ 出して おしまい 下さい。 

再々 申し上げる 通り、 私の 方 はどうに でもなります、 

うまく こいつら が 退却 すれば、 ここに 踏み止まって 田 


山 先生のお 帰り を 待って、 あとから お 船 をお 慕い 申し 

て、 陸路 を その 奥州の 石 巻と やらまで 走せ 参 じても よ 

ろしう〜 j ざり ます。 

その 辺 は 一 切、 御 心配な く、 どうか 一 刻 も 早く この 

場 を 御 避難 下さる ように。 

七兵衛 のい うと ころに 理が あるの みならず、 こうし 

て 立ち話 をして いる 間に も、 寄 手の 人数が 続々 と 増し 

て 来る の は 明らかで、 今まで なるべく 暗く していた の 

が、 爆竹の ように 焚火 を はじめた かと 思う と、 また 轟 

然 たる 響、 大砲で はない、 花火 を またしても 打ち込ん 

で、 物置の 裏 あたりへ 来て 爆発 させた ものの ようです。 


同時に、 今まで 声を立てなかった ムクの 凄まじい 吠 

え 声が 起り ました。 その 声 は、 攻めて いいの か、 守つ 

ていいの か、 大将の 命令 を 促す 吠え声な のです。 つま 

り、 群がる 寄 手の 中へ 走り込んで 戦うべき であるか、 

或いは 主従 この 場 をお 立 退きなら ば、 不肖ながら 拙者 

がその 先導な り、 殿 なり 勤めます る、 いずれに して 

も 猶予 は 禁物 —— との 陣 触れ を、 七 兵衛と 呼応して 促 

す ものに ちがいありません から、 駒 井 も 決心し ました _ 

まもなく、 七 兵衛の 献策 通り、 ムクを 先導に、 駒 井 

と マドロス とが 前後に 警衛と な つ て、 楽しい 晩餐の 席 

の 女子供の すべてが、 造船所へ 向って 闇の 中 を 急ぐ の 


を 見ました。 同時に、 番所に 踏み止まった 七兵衛 は、 

どういう 了見 か、 今まで 暗く してあった 大手の 方へ 

向いた 番所の 室々 へす つかり 明り を 点けて 明るく して 

しまい、 自分 は その 部屋 部屋 を 走せ 廻って、 処分の 残 

る もの はない か、 大切の 品で あるべく して 置き忘れた 

もの はない か —— その 辺の 検べを はじめました。 

番所の 中が 一時に 明るくな つたと 見る と、 外の 寄 手 

は 一時、 鳴り を 沈めて いたよう でした が、 やがて 山の 

崩れる ような トキの 声 を 一 つ あげました。 

>  J ぅぜ ん 

それと 共に また 轟然た る 一 発、 物置の 屋根へ 落ちて 

そこへ 火が ついた の を 窓越しに 見た 七兵衛 —— 奴等、 


最初のう ち は、 奴等の ィ カサマ 大砲と 違った すばらし 

い 洋式の 本物が こっちに あって、 そいつの 仕返し を 怖 

れ ていたに 違いない が、 こっちが 相手に ならない と 見 

て、 コケ嚇 し を 打ち出し たな。 

おやおや、 この 部屋 は 田 山 先生のお 部屋 だな、 ほか 

の 部屋 部屋 は 残りな く 船の 方へ 移されて いる けれども、 

このお 部屋 だけ は そっくり だ、 失礼 だが、 たいして 金 

目の もの は 無 かりそう だが、 お描きに なった ものがた 

くさん ある、 他人に は 分らない が、 御 当人に はずい ぶ 

ん 丹念な 種本 かも 知れない、 これ を 暴民 共に 滅茶滅茶 

にさせて はお 気の毒 だ、 ひとつ 搔き 集めて この 袋に 入 


れて、 ともかくもお 船へ 移して 置いて あげよう。 

外で は、 大砲で はない 花火の 筒 を 横にした のが、 

二 発、 

三 発、 

轟々  

台所の あたり、 たった今の 晩餐の 食堂の あた リも急 

に 明るくな つた。 さあ、 からめ 手へ 火が 廻った。 

七兵衛 も、 有 合わす 麻袋へ 田 山 白雲の 作物 や 画 具 を 

手当り 次第に 投げ込んで、 それ を 荷って、 もうこれ ま 

おど 

でと 庭へ 躍り 出した 時に、 

「そうれ、 魔物が いた、 切支丹の マドロスが、 袋 を 担 


いで そっちへ 逃げた」 

七 兵 衛の姿 を 認めた 寄 手の 叫び 声。 

「今、 袋 を 背負った 魔物が 向う へ龃 けて 行った、 早い 

のなん の、 飛ぶ ように 龃 けて 行った、 船の 方へ 逃げた 

に 違えね え、 それ、 造船所へ 押し かけろ、 船 をぶ ち 壊 

てんちゅう 

して 魔物 を 生 捕れ！ 一人 も 逃がさず、 国賊に 天誅 

を 加えろ！」 

口々 におめ き 叫んで、 造船所 をめ がけて なだれ か 

かった のです。 

「天誅！」 

「切支丹 パテレン！」 


「国賊、 毛唐、 マドロス、 ウス ノロ！」 

やがて、 造船所の 界隈が 群集の 暴動と 焼 打ちの 的に 

なり ましたが、 建物と 違い、 船 は 動く ように 出来て あ 

りました。 

ろうぜき  こうむ 

群集の 狼藉 を 蒙る 以前に、 船 は ゆらり ゆらり と 

船渠 を 出て しまいました。 

花火 大砲 も 届かず、 悪 口 雑言 も 響 かぬ ところに、 悠々 

として、 にり 出して しまった 船の 形が、 闇の 波の 中に 

くろがね 

鉄 の 橋 を 架けた ように 浮き 進んで いるの を、 暴民ら 

は 如何と もす る ことができず、 手 を 振り、 足 を 踏んで、 

徒らに 叫び わめく のみで ありました。 


二十 三 

郁太郎 を 背負うた 与 八が、 大 菩薩 峠を越え たの は あ 

れ から 三日 目。 峠の 上に は 雪が ありました。 

ここに は 自分の 建てた 地蔵 菩薩、 その 台座の あと さ 

なでしこ  か 

きに 植えた 撫子 も 雪に 埋れ たの を搔き 起して、 あたり 

隈なく 箒 を あて、 持って来た 香と 花と を 手 向ける。 

幼き もの を 御衣の、 もすその 中に 搔き 抱き 給うな る 

おんまえ 

大慈大悲 の 御前、 一 一 一 千 世界 のい ずれのと ころ か 菩薩 捨 

身の 地なら ざる はなし、 と 教えられながら も、 特に こ 


の 地点が 与 八の ために は 忘れられな いものに もな り、 

立 去り 難い ものに もなる が、 何 をい うに も 六 千 尺の 峠、 

時 は 初冬、 天候の 程 も 測りが たない、 背に 負うた 幼な 

児 の 上 を 思うて も 下り を 急ぐ に 如かず と 思い 直しな が 

ら、 なお 立 去り 難い この 地点に、 地蔵 様 をう しろに し 

て 暫く 立って 眺 むる こし 方の 武州 路。 

ここ を 下れば、 もう その 武 蔵の 国の 山 は 見納めと い 

な ご 

うこと になる の だ、 と 思えば 尽きせ ぬ 名残り は あるけ 

れど、 見返る こと は 徒らに、 無益の 涙 を 流して 愛慾の 

葛藤 を 増す ばかり。 

「さあ、 お 地蔵 様、 お 大，， 切に ござらつ しゃれ ませ —— 


いつまた わしら は 帰って来られ るか、 来られね え か、 

そのこと はわから ねえで ござんす が、 それでも、 諸国 

修行の ことが 無事に 済みました 暁 は、 また ここの 地点 

でお 目に かかり まする。 わしら の 故郷と いって は、 ど 

こが ど うだかわから ねえで ございま すから、 無事に 諸 

国 修行が 済みましたら、 東西南北 を 合わせて、 わしら 

くさ  いお リ 

は ひとっこの 峠に 草の 庵と いうよう な もの を 建て、 

この 世の 安楽と 後生の 追善の ために、 ここでお 地蔵 様 

のお 守 をして 一 生を暮 したい もんだ と 心がけて はおり 

ますが ねえ …… 」 

ひざまず 

与 八 は 再び 跪いて、 自分の こしらえた 地蔵 菩薩に 


お 暇乞い を 申し上げ、 

なむき みょうちょうら い 

「南無 帰 命 頂 礼 地蔵 菩薩 —— お別れの ついでに この 笠 

を さし 上げましょう、 峠の 上 は 下界よ リ 嵐が ひどい こ 

あめつゆ 

とで ござり ますから、 たとえ 一 晚で もこの 笠で 雨露お 

凌ぎ 下さい まし」 

すげがさ  よ 

自分の 持って来た 菅笠 を、 台座に 攀じ 上って 地蔵 菩 

おんか しら 

薩の 御 頭 の 上に 捧げ 奉る。 

姫の 井の 道、 見返りが ちなる 大 菩薩 峠の 辻 —— 木の 

間 枝の はずれから、 いつまでも 見える あの 笠。 菩薩 も 

笠 を 傾けて 送り 給う と 見 ゆる。 

姫の 井の 道 を、 左に 広 やかな かやの を 見て 歩いて 行 


くと まもなく 大 菩薩 西の 峠の 萩原の 小 平。 珍 しゃこ こ 

に まだ 新しい 山小屋が 一軒、 その 以前に 見かけな かつ 

たもの だが、 獵師 か、 山番の 小屋 か、 立 寄って 見る と 

締め切った 入口に 札が かけて ある。 

「長 兵衛 小屋 

大 菩薩 峠 ノ道ヲ 通 ル旅ノ 人、 往々 魔風 二 苦シメ ラル 

ルコト ァリ、 依ッテ ココニ 茅屋 ヲ造リ 報謝 ノ意ヲ 表 

スル モノ ナリ、 貴賤 道俗 トナ ク、 叩ィ テ以テ 一夜 ノ 

主ナル コトヲ 妨ゲズ 

年月日 

嶺麓 大藤 村有 志」 


さて は 奇特の 人 ありけ り、 これ もこれ 艱み 多き 世路 

をす くわん 菩提心の 一 つ、 暫く 御 報謝に ありつ かんと、 

たやす 

与 八 は 戸 を 押してみ ると、 容易く あいた。 中に 入って 

しろうと 

見る と、 素人 手づ くりの 山小屋と はいえ、 相当に 入念 

の 木口 —— 炉も 切って あれば、 鉄瓶、 手桶、 水 注、 流 

し 元、 食器の 類 も 一 通り は 取 揃えて ある。 

では、 せっかくの ことに、 今晩は ここで 一夜 を 明か 

さしても らうべ え かな。 

峠の 上 は 寒い とはいえ、 この 固め 切った 屋内で、 こ 

の 炉 の 中に 夜 もす が ら火を 焚いて 置けば 、 夜具 蒲団 は 

無くと もけ つこう 夜 を 過ごせる、 一 歩 外へ 出れば 焚 物 


に 不足 はなし、 外へ 出る まで もない、 炉辺に は、 もう 

夥 しい 薪が、 しかも 程よ く割リ 揃えて 山の ように 積 

みこまれて いるで はない か。 

おお、 この 戸棚 を あけて 見る と、 薄いながら も 夜具 

が 一 組、 や あ、 こちらに は 来 も、 塩 も、 醬 油まで が 使 

い 残されて いる。 

与 八 は、 この 小屋 を 建てて、 普く 道行の 人に 施さん 

とする 有志の 功徳の 親切なる こと を、 世に も 有難く 思 

い、 行き暮れた 旅人が、 これによ つて、 どのくらい 救 

われた かの 記念 を、 さまざまの 壁 書に 見ました。 

それ は、 まだ 新しい 板張りの 壁に、 ほとんど 隙間の 


ない くらいに 楽 書が 書かれて ある。 かなりの 長い 文句 

を 書いた の も ある、 歌 や、 発句の たぐい を 書いた の も 

ある、 単に 何月 何日 同行 何人と、 その 名前 だけ を 記し 

て いるの も ある。 

与 八 は 浅から ぬ 興味 を もって、 その 長短 錯 落した 楽 

書 を、 次から 次へ と 読んで 行き ましたが、 ここ は 相当 

に 教養の ある 人 も 通る と 見え、 与 八の 学問で は 読み 抜 

き 難い 文字 も 多い けれども、 あと を迪 つて 見る と、 

「われら 二人、 やみ 難き 悩みより 峠を越え て 江戸へ 

落ち行きます、 江戸で 一生懸命 働いて、 皆様に 御 恩 

返し をす る つもりで) J ざいます。 


月日 

あやめ 

大吉」 

と 書いた の は 戯れと は 思われない。 この 文面で 見る と、 

女の 筆で 現わされ ている。 して みれば、 若い 夫婦 か、 

恋人 同士が、 家庭の 折 合いつ かず、 やみ 難き 悩みのう 

ちに 相 携えて 江戸へ 走る ために、 国 を 去る の 恨み をと 

どめた 心 持が わかる と共に、 この 若 女房と 思われる 人 

の 才気の ほど も 思われない ではない。 


菩薩 未成 道 時 以 菩提 為 煩悩 

菩薩 既成 道 時 以 煩悩 為 菩提 

と 達筆で 認めた の は 与 八の 学問に は 余る。 

力な 

蓮の 花 少し 曲る も 浮世 哉 

と、 古句 か 近 句 か 知らないの を 認め っぱなしで 年月 も 

ところ も 入れて ない。 

失恋 ノ悩 ミニ 堪へ 兼ネテ 今月 今日 此ノ処 二 来 レリ 

と、 若い 男の 筆で 書いて ある。 

来て みれば さほどで もな し大 菩薩 

とぶ つ つけたの も ある。 

我慢 大 天狗 


邪慢大 天狗 

打倒 大 天狗 

と 走らせた の も ある。 

借金 スルノ ハツ ライ モノ 

鍋釜 マ デモ ミンナ 取 ラレ テ 

スッ テン テン 

と、 途方もない 自暴 を 飛ばした の も ある。 そうかと 見 

れば、 また 一方に やさしい 女文字、 

「三寸の 筆に 本来の 数寄 を尽 して 人に 尊 まれ、 身に 

きら を 飾り、 上 も 無き 職業 かなと 思 ひし 愚 さよ —— 

我 も 昔 は 思 は ざ りし この あさまし き 文学者、 家に 帰 


きた 

りし 時 は、 餅 も 共に 来りぬ、 酒 も 来りぬ、 醤油 も 一 

樽 来りぬ、 払 ひ は 出来たり、 和風 家の 内に 吹く こと 

さても はかなき  」 

何の 意味と も 知れない が、 その 筆つ き 優に やさしく、 

前の 大吉、 あやめの 二人 名の 女文字に なんとなく 通う 

ものが ありと すれば ありと 見られ、 その 筆の あとに 血 

が 滲んで いると 見れば 見られて たまらない。 

転じて、 西に 向いた 方 を 見る と、 

r 最モ 美シィ 芸術 ホド、 自分 ノ最 モ悪ィ コトヲ 自覚 

シ テヰル 人間 ノ作 ニ成ル モノ デ アル」 

と 焼 筆で 走らせた もの も ある。 その 次に は、 


大魚上 化 為 竜 上 不得獣 額 流血 水 為 舟 

これ も 与 八に は ちんぷんかん。 

更に 一 方の 上 壇、 白檀 張りの 床の間と も 見える 板の 

表に は、 

平等 大慧 音声 法 門 

八 風 之中大 須弥山 

五 濁 之世大 明法炬 

ふ る 

いと も おごそかに 筆が 揮われて いるの を 見る。 

二十 四 


かくて、 七 里 村 恵 林 寺へ 着いた 与 八。 折よ く 慢心 和 

尚 は 在 庵で、 与 八 を 見て 悦 ぶこと 一方ならず、 ここに 

また 当分の 足 を 留める 与 八。 

昼 は、 与 八 は 寺男の する 寺の 内外の 雑役の 一 切 を 手 

伝った 上に、 寺 所有の 山へ も、 畑へ も 行く。 随所に 郁 

太郎を 連れて行って、 しかるべき ところへ ひとり 遊び 

を させて 置く が、 郁太郎 は 極めてお となし い。 

夜になる と、 与 八 独特の 彫刻 をす る。 寺男と して は 

二人前 も 三人 前 もらく に 働き、 彫刻師と して は、 稚拙 

極まる 菩薩 を 素材の 中から 湧出せ しめて、 欣 求の 志 を 

あら 

顕 わす。 


かくて 菩薩 像の 一 軀が 成れる 後、 それ を 和尚に 献じ 

いとま ご 

て はや 出立の 暇乞い。 

和尚 も 志に 任せて 強いて は 留めず、 

「与 八、 お前に 餞別 を やる」 

と 言って、 合掌の 印 を 結ぶ こと を 与 八に 教えました。 

合掌の 印と いっても、 別段、 慢心 和尚 独特の 結び 方 

が ある わけで はなし、 自分の 手 を 胸で 合わせて 見せて、 

物 を 拝む に はこう 拝む もの だとして 見せた だけの もの。 

与 八 は それ を 見て、 有難い 拝み 方 だと 思いました。 

拝む のに 有難くない 拝み 方と いう もの も あるまい が、 

あの 和尚 様の ように、 ああす ると、 形 そのもの からま 


た 別に 有難 味が 湧いて 来る、 わし も ああして 拝む ベえ 

ま ね 

…… 与 八 は、 和尚の 合掌 を 真似て みせる と、 

「おお、 それでよ しょし、 これが わしから お前への 餞 

別 じ や。 道中、 いかなる 難儀が あろうと も、 その 合掌 

一 つで 切り払え。 およそい かなる 賊 であろう とも、 そ 

の 合掌で 退 治られぬ 賊 という もの はない、 いかなる 魔 

であろう とも、 その 合掌で 切り払えない 魔と いう もの 

は ある もので はない。 一 寸なリ とも 刃物 を 持つな、 一 

指たり とも 力 を 現わすな よ、 われと 我が 胸へ 合わす る 

この 合掌が、 十 方 世界 縦横 無礙、 天下 太平 海陸 安穏の 

護符 だよ」 


与 八 は それ を、 なるほどと 信じました。 

それから 和尚 は、 更に 老婆心 を尽 して 言う ことに は、 

「これから 先、 どこへ 行こうと も、 縁 あると ころがす 

なわち お前の 道場 じ や。 わし は 指図 をす る わけで はな 

いが、 お前、 気があったら、 これから 有 野 村の 藤 原と 

いうお 屋敷へ 行って みろ。 そこで は 先日、 家が 焼けて、 

再建の 普請の 最中 だから、 お前の その 力で 働いて やれ 

ば、 本当の 建 直しが できよう という もの だ、 行って み 

る 気があるなら 行 つてみ ろ」 

こう 言われて、 与 八 は それ こそ、 また 時に 取っての 

縁 —— ともあれ、 その 有 野 村の 藤 原 家と いうのへ 踏 出 


しの 縁 を 置いて みょうと いう 気になって、 ここ を 出立 

しました。 

その 道中 —— といっても 五 里から 十 里までの 道、 同 

じ 甲斐の 国中の 有 野 村の ことです けれど、 与 八と して 

は、 ここまで は 知己 をた よるとい うこと もあった けれ 

ど、 これから 先 は 何も 無い —— 本当の 見知らぬ 旅の 気 

持に なりました。 

二十 五 

無心で 通り 過した 甲府の 城下 —— その 昔、 ここで、 


自分た ちに 縁 を 引いた それぞれの 人た ちが、 腥風血 雨 

をく ぐリ 歩いた 昔話 も、 与 八 は 一 切 知らぬ が 仏 —— こ 

んな 山国の 中に、 またたい そう 賑やかな ところが あつ 

たもの。 郁太郎の ためにお もちやと 菓子と を 買い 与え、 

自分 は 茶屋へ 寄って 弁当で 腹 を こしらえて、 いざ 出立。 

無心 で 来て 無心 で 過ぎて しまった 甲府の 城下。 

ぞうむ いちぜん 

やがて 釜 無の 川原 —— 弁 信 法師が 曾 無 一善の 身に、 

また 、J を かけられた ところ。 琵琶が 虐殺され て、 

肝 脳 を 吐いて いたと ころ。 与 八の ために は 遮る もの も、 

おびやか 

脅 す もの もな にも 無い。 竜王 川原 を 越 ゆれば 有 野 村。 


村へ 入る と、 もう 問わで もしる き 藤 原 家の 大 普請。 

きやり 

木 遣の 声、 建前の 音で はや 一村が 沸いて いる。 

慢心 和尚の 紹介 は 地頭の 手形よりも 有効で、 与 八 は 

直ちに この 工事の 手伝 役に ありつく。 

与 八の 体格の 肥大で ある ことと、 子持ちの 労働 夫と 

いう ことが、 工事 仲間の 眼を惹 いた けれども、 それ も 

つか ま 

束の間、 やがて 与 八 は、 この 多数の 工事 人夫の 間に 没 

入して しまう、 没入して 現われない ほどに よく 働いた 

が、 どうして もまた 浮び 上らなければ ならない。 それ 

は、 第一 によく 働く こと、 第二に は 総てに 親切な こと 

—— 珍しい 稼ぎ人が 来た もの だとい う 評判が、 それ か 


ら それと 伝わって、 彼の 現われる ところ、 おのずから 

薫風の 生ずる 有様 を 如何と もす る - J とがで きません で 

した。 

あまだれ 

ある 日、 この 工事が、 本邸の 雨滴の 境に 据える とこ 

ばんじゃく 

ろの 磐石 の 選定に 苦しみました。 

石 は 多い けれども、 大きく して、 そうして 雨滴の 下 

に 用うる 風雅と 実用と を 兼ねた 石が、 かねて 寄せられ 

たもの のうちに 急に 見つからなかった ために、 石 探し 

の 一 隊が 組織され ました。 

一隊の 者が、 ここへ 据える 石 を、 この 近所から 物色 

して 来る ために 派遣され るよう になって、 与 八 も その 


一 隊の 中へ 加えられる ことにな つたので す。 

といっても 境 外へ 出る 必要 はなく、 この 広大な 屋敷 

のうち を 物色す る ことによって、 適当の ものが 見つか 

ひ る 

るべき はずで ある。 この 一隊が、 お 正午 休み を 利用し 

て その 目的の ために、 ブラ ブラと 出かける に は 出かけ 

たが、 さて 探す となれば、 やっぱり 有る ようで 無い も 

の、 大きさに おいて 適当と 見れば 形に 於て 整わず、 形 

において 面白い と 見れば 容積が 足らず、 あれ か、 これ 

かと 評議しながら 一 行が ゆく リな くも やって来 たの は、 

悪女 塚の 下です。 

この 悪女 塚 を 築いた 当の 暴君 は、 ただいま 旅行 中で 


ある こと 申す まで もない が、 与 八と して は、 その 施主 

が 旅行 中であった にしても、 ない にしても やむ を 得な 

しろうと 

いが、 同行の 一 隊の 者が 全く 素人であった ことが 悲し 

いこと でした。 ここに 来合わせた 者が、 悪女 塚の 悪女 

塚た る 因縁 を 全く 知らない 者ば かりでした。 

そうでしょう、 お 銀 様の いる 時には、 気持 を 悪が つ 

てこん なと ころへ 近づく 者 はない くらいで すから、 施 

主が いなくな つて みれば 顧みる 人 すらない。 あの 当座、 

知っている 者 だけが 知っていて、 知らない もの はてん 

で 知らなかった のです から、 ここへ 来合わせた 者が す 

ベて 偶然の ような 工合で、 「妙な もの」 が ある こと を、 


この 時 はじめて 発見せ しめられた 者の みでした。 

そこで 一同 は、 この 異様な グロテスク を 怪訝な 面 を 

して 右見 左 見して いたが、 本来の 目的 はこの グロ テス 

あまだれいし 

クを眺 むる ことで はなく、 単純に 雨滴 石 を 求めん がた 

めで ありました。 ところが、 偶然に も、 この グロ テス 

クの 下に 於て、 ほぼ 理想に 近い 石 を 発見し 得た ことで 

れんげ 

あの 土台の 下にな つた 蓮華の ような 形 をした 一 枚 石 

—— あれが いかにも、 おれたちの 求める ものに ふさ わ 

しい もので はない か、 あれ を 持って行けば 棟梁に も ほ 

めら れる、 大旦那の 御機嫌に も 叶う に 相違ない、 あれ 


め き 

が 適当 だ —— という 目利き だけ は、 すべての 者が 一致 

したよう です。 

ところで、 繰返して 言うよう だが、 このな かに、 悪 

女 塚の 悪女 塚た る 所以 を、 ほんの 露 ほどで も 知ってい 

た 者が あるならば、 口 を 抑えて 手 を 振った ことで しょ 

うが、 いずれも 知らぬ が 仏でした。 

塚に さしひびかな いように 取 除くならば、 あの 一 枚 

を 引抜いても よかろう ではない か、 その あとへ、 別の 

しかるべ きの を 見つ くろ つ て 嵌め込んで 置き さえ すれ 

ば、 差支え はなかろう ではない か —— という ことに 一 

同が 一 致して しまいました。 


そこで、 手 もな くその 一枚 だけ を 悪女 塚の 台下から 

抜き取る という ことに 意見 も 一致 すれば、 手 も 揃って 

しまいました。 

まことに 景気の いい 音頭で、 悪女 塚の 台石 一 枚 を 抜 

き 取りに かかった の は 是非 もない ことです。 

だが、 無雑 作に 抜き取れる だろうと 思った それ は、 

存外、 念入りの 工事の ために、 なかなか 思うよう に 外 

せない こと を 発見し ました。 それが ために、 よほど 周 

囲 を 掘り ひろげ、 隣 石と 隣 石との 間 を こじ あけな けれ 

ばなら ない こと を 覚りました。 しかし、 本来、 幅 も 行 

きも 知れた 石 だから、 結局 は 努力の 問題 だけ だとい う 


見と おしで、 かなり 無理 をして こじた けれども、 石の 

食い合せ に ドコか 執念深い ところが あると 見えて、 よ 

うやく 困難 を 感じて、 一 同 暫く 息 を 入れない ことに は 

一 気に はやれな いこと を覚 つた ものです。 

郁太郎 を 背負って この 一 行に 加わって いた 与 八 は、 

離れて その 掘返し を 見て いたのです。 

それ は、 自分が 手 を 出す までの こと はな かろうと 思 

うし、 また 郁太郎 も 背中に ある こと だし、 第一 それに 

与 八 は、 心して 力 を 出すまい と 念じて いる ことがある 

いまし 

のです。 それ は 慢心 和尚に 戒められ たからと いう わ 

けで はない が、 自分の 馬鹿力 を 出す こと は、 t 徒らに 人 


の 驚異と 好奇 を惹 くの みで、 その 結果の よくなかった 

という こと を 自覚せ しめられて いる ことが 多い から、 

道中で は 人並みの 仕事 をし、 力 を 出さねば ならぬ 時に 

は、 人に 隠れた 場所に 限る というよ うな 戒め を 持って 

いたから、 それで、 強いて 手出し をし なかった のです 

が、 ここで みんなが もてあまし 出した の を 見る と、 気 

の 毒に なりました。 

なるほど、 見たところ では、 さほど 苦しまずに 抜き 

出せそう であるが、 中の 食い合せ がしぶ といに 違いな 

い、 無理 はいけ ない な、 と 思って いるう ちに、 やつば 

リ 無理 をした がります。 無理 引き をしたり、 無理押し 


をしたり している うちに、 周囲に わたっての 土台が 非 

常に 痛んで ゆく こと を 見ない わけに は ゆきません。 そ 

れに、 こんな ことで は、 この 石 一枚 を 外す のに 半日 か 

かる かも 知れない。 これで は、 せっかく 棟梁に 賞 めら 

れ ようと 思って した 仕事が、 叱られる 様子になる の も 

かわい そうだ。 

そこで 与 八 は、 ついつ い 手 を 出して やる 気になり ま 

した。 

「わしが ひとつきり やって みます から、 皆さん 退いて 

いて ごらんなさい」 

一 同 は、 思わず 手 を 明けて 与 八 を 見る と、 無雑 作に 


寄って 来た 与 八 は、 郁太郎 を 背負った ままで、 軽く 両 

手 を その 一枚 石に かけた ものです。 その 時に、 右の 一 

枚 石が 与 八の 手に かかって、 ほとんど 篩 を 廻す よう 

な 軽み で 左右に 揺れ 出した のに は、 一 同が 舌 を 捲かず 

に はおられませんでした。 

腕に 覚えの ある 屈強な のが 十 人 近く も かか つて こじ 

れ なかった の を、 あの 無雑 作な 動かし 方 はどう だ。 こ 

こへ 来て 与 八の 力量の 一 端が 認められ たの は、 この 時 

が 初めてで ありました けれども、 不幸に して、 それ は、 

徒らに 驚異と 喝采 だけで 納まる 場合ではありませんで 

した。 


こうして、 与 八の 手で 無雑 作に、 三つ 四つ 左右に 揺 

られた 石 は、 もはや 抜き取れ たと 同様の 位置に なり、 

ひきだし 

それが 抽斗 を 抜く ように 抜き出される 瞬間に、 グッ 

グッと 周囲が 鳴り 出した の は、 最初の 事情から 見れば、 

あながち 無理と は 言えなかった のです。 

最初の 石の 食 合せ 方が 執拗であった ところで、 それ 

をコジ るた めに、 かなり 無理 をして いると ころへ、 予 

らち 

想 外の 大力で 一 度に ガタリと 埒が あいた ものです から、 

周囲の 土石 も 一層、 狼 1 の 度が 強かった に 違い ありま 

せん。 

与 八 も 飛び退きました、 立って 舌 を 捲いて いた 連中 


も 一 時に 飛び退きました から、 幸いに 人間 は 怪我 をし 

ませんで した けれども、 その 石の 四方の 腰が グタ グタ 

に 砕ける と、 塚の 頭に 立た せ 給う グロテスクが、 す さ 

まじい 権 幕で、 もん どり 打って 下へ 落ち ころがつ てし 

まった のです。 

この場合、 人間に 怪我の なかった ことが 何よりと し 

て、 一同 は ホッと 息をつきながら 崩壊の 箇所へ 戻って 

来て 見る と、 塚の 上から まっさかさまに 落ちた グロ テ 

スク は、 与 八の 手に よって 抜き出された 一枚 石の 角へ 

頭の 頂 天 をぶ つつけ たと 見え、 その 脳天の 中央へ 一 つ 

の 穴が あいた ままで、 仰向けに ひっくり返され ている 


形相、 知らぬ 者で も 一時 は 身の 毛が よだつ ほどで し 

たが、 

「まあ、 それでも よかった、 人間の 代りに これ 見ろ、 

しょ うづか 

生 塚 の 婆 様が 脳天へ 怪我 をして 身代りに 立って おく 

ん なさった、 まあよ かった！」 

口々 にこう 言って 胸 を 撫で下ろした けれども、 何が 

まあよ かった！ の だ。 

まあよ かった の 言葉が、 この 塚の 施主から 出たなら 

ば、 それ こそ 本当に まあよ かった の だが！ その 施主 

なる もの は 旅 中で 不在と はいえ、 やがて 戻って 来な け 

れ ばなら ない 運命の 人な の だ。 


この 人の 築いた 悪女 塚 を ひっくり返し ておいて、 ま 

あよかった とホ ザく 百姓 ばら を、 それで 許して 置く 人 

であるか、 ないか  そのこと を 知り、 その 場合 を 想 

像した 者が、 このな かに 一人 もい なかった ことが、 幸 

か 不幸 かそれ は 分らない が、 知っている 者が 一人で も 

いたならば、 この 態 を 見て 色 を 失い、 為さん 術 を 忘れ 

そうして ここにい る 総ての 奴等が、 この 石で 圧殺され 

てし まおうと も、 グロテスクの 頂 天へ 穴 を 明けな かつ 

た 方が、 どのくらい 幸福で あつたか 知れない という こ 

とに、 身 も 魂 も わななかされて しまったに 相違ない が 


ことに、 この 下手人の 筆頭 は、 何も 知らない 好人物 

まぬ か 

の 他国者、 与 八で ある ことの、 免れん としても 免れら 

れ ない 運命の ほど を、 この 男の ために 悲しみ、 かの 旅 

行中の 暴君の ために 怖れる こと は 想像に も 堪えられな 

いはず なのに …… 

ここの 一同 は 存外 平気で、 あと は あとのよ うに 相当 

かんじん 

に 修理し、 肝腎の 悪女 様 は、 手つ とり 早く 元の 座に 直 

すと いう わけに は ゆかない から、 単に 起して、 土台石 

の 一 つへ 立て かけて 置き、 そうして 自分た ち は、 ほぼ 

理想 通りの 石が 得られた ことの 満足で、 他の すべて を 

自分から 帳消しに してし ま つ て いる ほど 好人物 揃いで 


した。 

二十 六 

飛驛の 高山 も、 今日は チラ チラと 雪が 降り出し まし 

た。 

相応 院の 一 間に、 お雪ち やん は 炬鐽を こしらえ、 

きんびょうぶ 

金屏風 を 立て 廻して、 そこに 所在 を 求めながら、 考え 

る ともなし に 考えさせられ ています。 

白骨へ やった 久 助さん も、 今日 あたり はどうしても 

帰って来なければ ならない のに、 今以て 音沙汰がない、 


まだ 一 ニニ 日 はどうに か 過せ る ものの、 この 一 一三 日が 過 

ぎれば、 そ れ - J そ 本当の 絶体絶命 だ という ことに 思い 

廻らされなければ なりません。 

生活 問題と いう こと を、 今日まで 真剣に お雪ち やん 

は 考えさせられ たこと はない のです。 こうして お雪 

ちゃん は、 炬鐽に 屈託しながら、 ぼんやりと 金屏風 を 

ながめて いました。 

やせ じょたい 

この 痩 所帯に 金屏風 だけが 光って いる、 これ はお 寺 

じゅうもつ  ろくしょう 

の 什物の 一つ を 貸して くれた もので、 緑青の 濃い の 

かんつばき 

で、 青竹が すくす くと 立って いる 間に 寒椿が 咲いて 

いる、 年代 も 相当に 古びが ついて、 絵 も 落着いた 筆で 


ある。 

この 金屏風の 金と、 竹の 緑青と、 椿の 赤い の を 見て 

いると、 屈託した お雪 ちゃんの 心 も 落着いて くる。 

「お雪ち やん」 

そこへ、 屛 風の 蔭から 竜 之 助が 刀 を 提げて 歩いて 来 

ました。 

「まあ、 先生」 

「あんまり 静かに している から、 心配に なって 見に 来 

ました」 

と 竜 之 助が 言いました。 

「いいえ、 いい 心 持で 屏風の 絵 を 見て いました のよ」 


「何の 絵が 描いて あるので す」 

「竹に 寒椿、 ほんとう にこの 青い 竹が、 すっきり とし 

て、 その 中に 椿が 咲いて いると ころが 何とも 言われ ま 

せん」 

「それでお となし かったなら いいが、 わたし はまた、 

お前が 何 か 思いつめて いるので はない かとい う 気がし 

ました」 

「そんな こと は ございません。 まあ、 お入り あそばせ 

おこたが よく 出来て おります から」 

お雪 ちゃんが 立ち上って、 竜 之 助 を 誘おうと する 時 

に、 もう 竜 之 助 は 金屏風の 中へ 廻って 刀 を 置き、 お雪 


ちゃんと 向い合せ の 炬鐽の 蒲団に 手 を かけて いました。 

「寒い ね」 

「高山 も 雪で ございます、 でも、 たいした こと は ござ 

レ ます ま レ 」 

「久 助さん から 便りが ありまし たか」 

「いいえ、 まだ、 何しろ、 途中が 途中で ございま すか 

らね」 

竜 之 助 は 炬燧に 添うて 横にな りました。 頭 はちょう 

ひじまくら 

ど 寒椿の 葉の 下にな つてい る、 そこへ 肱 枕で、 いつも 

する ような うたた 寝の 姿勢 をと りました。 

お雪ち やん は、 じっと その 様子 を ながめた だけで 何 


とも 言わず、 ただ 深々 と 櫓の 下に 手 を 差込んで 首 を 

投げる ばかりで ありました。 

竜 之 助 もまた、 それより 押して は 何とも 言いません 

でした。 

それでも、 竜 之 助と して は、 何 かお 雪 ちゃんの 心配 

事 を 察し て、 それ を 慰める ために わざわざ 奥から ここ 

まで 出て 来た ものの ように も 思われます。 さりと て、 

押しつけ がましい 気休め を 言う ので もない。 お雪ち や 

んは、 そうして うたた 寝 をして いる 竜 之 助の 横顔 を 見 

ると、 この 人 は かわいそうな 人 だとい う 思いが 込み 上 

げて 来る の を 抑える こと はでき ませんで した。 


どこから 見ても、 いじらしい 人 だと 思わずに はおら 

れ ません。 わたしの 姉さん はこの 人が 好きで あつたと 

いうが、 わたし はこの 人が 好きな の だか、 好かれて い 

るの だか、 そんな こと はわから ない が、 どうも こんな 

気の毒な 人 はない、 ほんとう にこの かわいそうな 人の 

ために は、 どんなに 尽 して 上げても いいと いう 心 持で 

い つ ぱいに なつ てし まいます。 

そう 思って、 炬燧の 櫓 越しに じっと その 顔 を 見つめ 

ると、 今日は この 人の 髪の毛が、 男に は 珍しい 黒い 毛 

である ことに 感心して しまいました。 

面が やつれて、 一層に 青白く 見える の は、 この 髪の 


毛が 黒い せいだろうと いう こと を 認めずに はおられ ま 

せん。 眉毛が 迫って、 目の 切れが 長く 流れて いる。 あ 

の 眼が 涼しく 明いて いたら、 どんな 光が さした ことか 

とも 思われずに はおられません。 あの 黒い 髪の毛が、 

痩せた 首筋に ほ つれている、 凄い ほどの 美人の 年増の 

奥様と いったよ うな 魅力が あるので はない か。 キッと 

結んだ 口 もとに は、 意地の 悪い 深いお とし 穴が ある。 

あの 強い 腕に しっかりと 抑えられて、 あの おろちの 

ような 唇が 開いた 時、 あの 黒い 髪の毛の ほ つれが 頰に 

あおじろ  ろう 

さわる、 近く 寄る と あの 蒼白い 顔の 色が 蠟 のように 冷 

たくな つてい る、 けれども、 蠟 よりも 滑らかに なって 


いるのに、 あの 唇から は 火の ような 毒。 

ああ、 かわいそうな 人 —— 心からいた わって やりた 

い。 こうして いるう ちに も 飛びつ いて、 「ああ、 先生、 

わたし は 本当に あなたが 好きでした」 と、 あの 冷たい 

頰に、 温い 血 をの ぼらせ てあげたい。 あたしの 姉さん 

はこの 人に 殺された ような 気がする けれども、 でも 憎 

めない。 わたし だって 殺されて あげたって いいこと よ。 

ほんとうに どうして、 この 人の ために、 こんなに 尽し 

てあげなければ ならない のか、 わたし はこうして うか 

うかと、 一生 を 誤ってし まってい るので は あるまい か、 

それ も 誰の ためだと 思います。 


ほんとうに、 先生、 これからの わたし を、 どうして 

下さる の …… 

お雪ち やん は、 竜 之 助の 面 を 見て いるう ちに、 何と 

もい えない 物狂おしい 心 持でから だのう ちがわき 立つ 

てきました。 

その 時に、 外で、 

フ J ん にち は  」 

おとなし やかに おとなう 人の 声。 

「どなた」 

ふとん 

お雪ち やん はま だ 蒲団 を 離れないで 返事 をし ます。 

「鶴 寿 堂で) J ざ います、 貸本屋で) J ざ い ます」 


「貸本屋さん —— 」 

お雪 は 立ち上りました。 

立って 障子 を あけた 時分に は、 貸本屋の 番頭、 一目 

おとこめ かけ 

見たところで、 それ はィャ なおば さんの 男妾と して 

知られた 浅吉 さんの 生れ かわりで はない か —— 誰も 驚 

もえ ぎ い ろ 

かされる ほどよく 似た 若い 番頭 風の 男、 萌黄色の 箱 風 

呂敷を 手に 提げて、 もう 縁 を 上って、 座敷へ 廻って し 

まいました。 ぜひな くお 雪ち やん は、 

「こっちへ おいでなさい まし」 

「はい、 御免下さい まし」 

「雪に なり ましたね」 


「はい、 たいした こと は ございますまい」 

「鶴 寿 堂さん、 この間の 義士 伝 はたい そう 面白う ござ 

いました」 

「お 気に 召しまして 有難う 存じます、 今日は また 新し 

ご ひ いき 

いの を 持って 参りました から、 御 貝顯展 をお 願いいた し 

とうご ざいます」 

と 言って、 もう 番頭 は 包み を 解き かける。 お雪ち やん 

は炬燧 のと ころへ 戻って、 その 間に は 金屏風が さし 出 

ている から、 番頭 は その外に、 竜 之 助 は 全く 金屏風の 

竹と 椿の 中に 没入して しま つ ていて 見られません。 

包み を 解いて 取り出した 貸本の 二 冊、 三 冊 —— 


「花が たみ —— この 方 は 人情本で ございます、 これ は 

琴 声 美人 録 —— 、 馬 琴の 美少年 録を もじ つ たような 作 

とよく に 

でございます、 絵は豊 国で ございます」 

「まあ、 こちらの 方 は みんな 筆で 書いた ものです ね」 

「ええ、 先日 も 申し上げました 通り、 あらかた 焼け ま 

した もので ございま すから —— 残って いる 分 や、 借 出 

した 分 を 残らず 筆記に 廻 させて おります が、 借り手 は 

たくさんに ございま すから、 書き手が 足りませんで 

困つ ております」 

「でも、 よく まあ、 こう 丹念に 書け ますね」 

しろうと 

「な あに、 素人で ございま すがね、 原本 を 写して 書き 


ますと、 誰に もやれ る ことなんで すが、 さて、 なかな 

かありません でね」 

火事で 蔵本が 焼けて しまって、 補欠の ために 筆写 を 

させて、 それ を 借 方へ 廻して いると いう こと はこの 前 

に 聞いた が、 その 筆耕が 足りない こと を 本屋が こぼし 

ている。 お雪ち やん は その 書き 本 を 手に 取って めくつ 

ていたが、 なるほど、 丹念に は 写した よう だが、 素人 

が やった と 見えて、 見れば 見る ほど 不器用な ところが 

多い。 

でも、 こういう 際に は、 これでけ つこう 役に立ち、 

ちょ うほう 

読む 人に 相当の 慰めが 与えられ るの も 重宝 だと 思い 


ました。 

みょうみ ようぐる ま 

「まだ ほかに 妙 々 車と いう 近刊 物で、 たいそう 面 

白い のが 一 組 だけ 出ました が、 誰か それ を 写して くれ 

る 人 はない かとしき りに 探して おります が、 見つかり 

ませんで 困って おります、 素人で 少し 絵心の ある 人な 

ら たれで もい いと 思います がね、 二通り、 三 通り 写し 

て 置けば 商売に もな り、 この 際、 焼け出された 人の 人 

助けに もなる ので ございま すが、 なかなか 人が ござい 

ません」 

こう 言つ て、 貸本屋の 番頭が 繰返して こぼす の を、 

とが 

ふ と 聞き咎め たお 雪ち やん は、 急に 口が どもる ような 


気がして、 

「あの、 本屋さん …… 」 

「はい」 

しろうと 

「それ はなん なの、 素人で も 丹念に やり さえ すれば い 

い 仕事な の？」 

「ええ、 もう、 こんな 際です から、 本職よう の 註文な 

ど をして はおられません、 少し 絵心の ある 人で、 見た 

眼の 感じが よく さえ あれば 充分で ございます、 原本が 

たしかで すから、 透き うつしが 利きます し、 案外 骨の 

折れない 仕事で) y ざ います」 

「では、 本屋さん、 ぶしつけです けれども、 その 仕事 


を わたしに やらせて 下さらない？」 

「え、 あなた 様が …… 」 

「わたしで よろし か つ たらば …… その 写本に ある くら 

いのこと はやれましょうと 思います」 

「それ はほんと うに 願 つた リ 叶ったり でございます、 

あなた 様なら ば  」 

貸本屋が 乗り気に なりました。 

お雪 ちゃんとして は、 いい 機会 を 捉えた もので、 生 

活の 真剣な 苦しい 思いが、 お雪ち やん をして、 このい 

い 機会 を摑 ませる ようにお し 進めた とも 見られないで 

はありません。 


事実、 お雪 ちゃんの 年なら ば、 ここにい ま 持参して 

来た 本ぐ らいの こと は、 充分に 自信が ある、 そういう 

写し ものの 仕事が あるならば、 それ こそ 時に とっての 

生活 を 救う 無上の 内職で あると、 勇み をな さずに はお 

られ ません。 

「でございますが、 お礼と い つ て は ホンの 少しば かり 

で、 お気の毒で ございま すが」 

と 番頭 は 入念につ け 加えた ことが、 かえ つ てお 雪ち や 

んに 安心 を 与える ような もので、 

「ええ、 いくらでも かまいません のよ、 わたしに まあ 

試しに 一 冊 だけ を やらせて みて 頂戴」 


「では、 明日 持って あがります」 

貸本屋 を 帰して しまった 後で、 お雪ち やん はなん と 

なく 心の 勇む の を 覚えました。 そして、 身に 何 かの 力 

が つ いたよう に 思われて きました。 

先日、 あの 貸本屋が 最初に 見えた 時、 この 際、 貸本 

でも あるまい と 思い返して もみた こと だが、 自分 はと 

にかく、 竜 之 助 を 慰む るた めに は、 何でも 軽い 読物が 

第一で なければ ならぬ という こと を 考え、 このな かか 

ら 五六 冊 借りて みた ことが 縁で ありました。 

その 奇縁が、 今日は 先方から こういう 仕事 を 持ち込 

んで 来る、 この 際、 自分の 腕で、 たとえ 少しな りと も 


働き 出して みせる と いう 機会 を 与えられた ことが、 

やっぱり お雪 ちゃんに とつ て、 言い知れぬ 力と ならず 

に はおられません。 

二十 七 

その 翌日に なると、 果して 鶴 寿 堂が、 原本 はもと よ 

リ、 紙 も、 墨 も、 筆 も、 硯 まで 整えて お雪 ちゃんのと 

ころへ 持って来ました。 

その 原本と いうの は 「妙々 車」 と 題した 草双紙で し 

たけれ ども、 お雪 ちゃんに は 草双紙が 光 を 放つ かとば 


かり 尊く 見えました。 

番頭が 帰る 早々、 机 を 据えて その 写し ものに かかり 

ました。 

お雪ち やん は、 本来こう いう ことが 好きな のです。 

好きな ところへ 生活の 圧迫が させる のです から、 その 

熱心 さ 加減と いう ものはありませんでした。 全く 集中 

した 興味で、 一気に 一枚 二 枚 を 写し 取って、 その 出来 

栄え を 見直す と、 自分な がらそう 拙い もの だとば かり 

は 思われませんでした。 

現に 見本と して、 誰が 書いた かわからない が、 昨日 

しろ. I つと 

借りて 置いた 素人 うつしの 一 冊 「花が たみ」 というの 


から 比べる と、 自慢で はない が、 自分の 方がず つと 出 

来が よい、 絵 をう つす にしても、 本文 を 頭に 入れて 置 

いて かかる から、 作 中の 人々 の 気持が 多少 乗り移る よ 

うに 感じて なりません。 

それに 本文 は、 筆写に かかわる 必要 はない から、 す 

ら すらと 自分 流に、 画面に も 合うよう に 筆 を 走らせる 

から 進み も 早く、 その 日のう ちに、 十 余 枚の 一 冊 を 苦 

もな く 仕上げて しまいました。 この 分なら、 慣れさえ 

すれば 一 日に 二 冊 は 間違いな いと 思いました。 

異常な 興味と 勇気と を もって、 それの 初 冊 を 仕上げ 

てし まった お雪ち やん は、 その 夜 右の 一冊 を 手に 持つ 


まくらもと 

て、 竜 之 助の 枕許に 来て、 

「先生、 ほんとう にょい 仕事 をし ました、 骨の 折れる 

どころ じゃあり ません、 わたしの 大好きの 仕事です か 

ら、 仕事と いうより は、 楽しみで ございま すわ、 まあ、 

ごらん 下さい、 これで も 本屋さん は 何と言う かしら」 

初 仕事の 出来栄え を、 見えない 人に 見ても らいたい 

ほど、 お雪ち やん は 自分の 仕事 を 珍重して います。 

「何 だね、 何 をう つし たんだえ」 

と 竜 之 助が 尋ねました。 

ごうかん もの 

「『妙々 車』 という 合 巻物で ございます、 春 馬 作、 国貞 

画と あります が、 まあ、 わたしの 書いた ところ を はじ 


めから 読んで お聞かせ 申しましょう、 なかなか 面白い 

お 話です けれど、 話に して あげる よりも、 わたしの 書 

いた 通り 読んで お聞かせし ましょう」 

と 言って、 お雪ち やん は、 自分の 作った もの を、 自分 

で 朗読で もして 聞かせる かの ような 意気 組みで …… 

「中古の ころな リ けん、 ゑち ごの 国、 う をぬ まの こ 

はっかい ざん  いかづち むら 

ほり、 八 海山の ふもとなる 雷 村と いふと ころに 度 

九郎 とよぶ かりうど ぁリ けリ、 そのつ ま は荒栲 とて、 

どんよく じゃけん 

ふうふと もう まれ つき、 貪您 邪慳 かぎり もな くよ か 

らぬ わざの み 働く 故、 近き あたりの 村里に 誰 ありて、 

彼等め うとに 親しみむ つぶ ものな く、 ある 年、 冬の 


末つ かた、 荒 栲は織 上げし 縮 を 山の 一 つ あなたな 

こし ぢ 

る 里に 持 行き 売ら ん とする に、 越路 の 空の 習 ひに て、 

まなく ときな く 降る 雪の、 いささかなる 小 やみ を 見 

かんじき  は 

合 はせ、 橇 とて 深雪の 上 を わたるべき 具 を 足に 穿 

き、 八 海山の 峰つ づき、 牛ケ 岳の 裾 山 を 過ぎる に、 

身重に あれば 歩む さへ、 おのれが 思 ふに まかせ ざり 

けん、 その あたりに 足踏み すべらし、 谷間へ 深く 落 

ちい りしが、 不思議に 身 持 を 破ら ざれば、 いかにも 

して 登らば やと、 打 仰ぎて 上 を 見る に、 四方に 岩の 

覆 ひ 重なり、 昼な ほ 暗き 深 谷の 底、 ことに は 雪の 降 

しき 

り うづみ、 更に 登らん よしなければ 頻りに 悲しみ も 


だえ つつ、 ここ かしこ 見 ま はせば、 横の 方に 大洞ぁ 

リて、 奥より 出で 来る もの 見えた リ、 荒栲 ふたたび 

驚き 怖れ、 ひとみ を 定めて これ を 見る と、 丈 抜群の 

熊な りければ、 さて わが 身 はこれ がた めに、 命 を 取 

ら るる ものよ と 思へ ど、 いかにも せんすべなければ、 

心のう ちに 思案な し、 けもの は 人の 物言 ふ を わき ま 

へべき やう はな けれど、 懐妊の 身の かかる 難儀 を告 

げて命 を 乞うて みば や、 その上に て 聞き わけず ば そ 

ひざ まづ 

れ までよ と 思 ひさ だめ、 進み 近づく 熊の 前に 跪 き、 

涙 を 流して、 かかる ところに 落ちい りし は、 わが 身 

のな せし あやまち なれば、 よしや そなたに 嚙 まるる 


とも、 恨む 心 はさら さらな けれど、 ただ 恐ろしき は 

みごもりて 早 や 五月になる 身 故、 宿せし みづ 子の あ 

さまし や、 この 世に出 づる日 も あらで …… 」 

「ここで 次へ となって おります のよ。 この 文章の 間に 

絵が ぁリ ますの、 わたしの 描いた 絵 を 見せて あげたい 

けれど、 口で 言って みます と、 左の 方に 獵師の 度九郎 

ちぢみ  あらたえ 

が炉へ 焚火 をしながら、 縮 を 売り に 行く 女房 の 荒栲 

こわき 

を 見返って おります のよ。 女房の 荒栲 は、 縮 を 小腋に 

当てて、 右の 手に は 竹 笠 を 持って、 蓑 を 着て 外へ 出て 

行こうと している ところ を 描いて あります。 住居 は 越 

後の 山の 中の 獵師 です ね、 壁に は 鼬 鼠の ような のが 一 


匹と、 狸 かなに かの 剝 いだ 皮が 吊して あります、 鉄砲 

も 一 梃 立て かけて あります —— この 二人の 夫婦の 悪党 

が、 それからが 大変な のです」 

この 仕事 は、 実にお 雪 ちゃんの ために も、 二重に も 

三重に も 興味と 実益と を 与えた ものでした。 

第一、 お雪ち やん は、 これによ つて、 生活と 関連し 

た 仕事の 興味 を 覚える と共に、 仕事 そのものが 自分の 

好きな 道と ぴったり 来て いる ことの 興味が 集中し、 そ 

れ から 仕上げた 仕事 を 竜 之 助に 報告し、 その 内容 を 読 

んで 聞かせたり、 話に したりす る ことによって、 自分 

も 満足 を 感じ、 相手 を 慰め 得る ことに もなる、 すべて 


にこん な 異常な 力 を 感じた こと は 近来に 全くない こと 

で、 それが ためにお 雪ち やん は、 久 助さん のこと も、 

北 原 君の こと も、 白骨 谷の こと も、 一 切 忘れ去る ほど 

に 緊張 を 感じて いた こと は 事実です。 

そうして、 翌朝 を 待って いてみ ると、 果して 鶴 寿 堂 

が やって来て、 お雪 ちゃんの 仕事の 成績 を 一 見す る や、 

舌 を 捲いて 喜び 且 つ 賞め あげました。 

それ を 聞く とお 雪ち やん は、 大 試験が 一 番の 成績で 

及第した ほどうれ しく 感じて いると ころへ、 この 出来 

くろうと 

栄えで したら、 玄人 はだしで すから、 この 後 も 続々 仕 

事 を 持ち込みます によって、 欠かさず やって いただき 


ます、 先日 も 申し上げた 通り、 お礼と いう ほどの こと 

はでき ません が、 今までの 例によって、 少々 のと ころ 

明日 改めて 持参いた します から、 何分よ ろしく —— と 

言って、 写し 物の 分 を 持って 帰り、 続いての 仕事の 三 

冊 を 置いて 帰りました。 

これに 一 層の 元気と 自信 を 得た お雪ち やん、 竜 之 助 

に 呼ばれても 返事 を 忘れる ほど、 机に しがみついて 離 

れ ませんで した。 

その 翌日に なると、 鶴 寿 堂 は あとの 仕事 を 持ち込む 

と共に、 金一封 をお 雪 ちゃんの 前に 置き、 一枚に つい 

て 幾らず つの 計算で、 これから 無限に お引受け を 願い 


たいと 言われた 時に、 お雪ち やん は 胸が わくわくして、 

いきなり その 一 封 を 押 戴きたい ほど 嬉しくな りました。 

鶴 寿 堂が 帰った 後、 その 一封の 金 包 を 持って、 転が 

るよう に 竜 之 助の 枕辺に おせつ けたお 雪ち やん、 

「先生、 わたしが 稼ぎました、 生れ 落ちてから、 今日 

という 今日 はじめて、 自分の 腕で お 宝 を 儲ける ことが 

できました。 これ は そのまま じ やおけ ません、 わたし 

はこれ を 神棚へ 捧げます、 そうして これから 買物に 出 

あずき  かしらつ 

かけます、 小豆の 御飯 を 炊いて、 ぉ頭附 きで お祝い を 

しましょう。 わたしの 稼いだ お金で 買って あげな けれ 

ばなら ない。 ですから、 忙しい けれども、 わたし これ 


から 町へ 出て まいります わ、 そうして これで 小豆と お 

頭附 きと、 そのほかに 買える だけの もの を 買って まい 

ります。 あなたの ためにば かりじゃありません、 わた 

しも 自分の ために、 自分のお 宝で 買いたい ものが あり 

ます もの」 

と 言って、 お雪ち やん は 竜 之 助の 枕許で 喜びました。 

「ねえ、 先生、 おとなしく 待って いて 下さい、 わたし 

が、 わたしの 儲けた お金で、 あなた を 喜ばせる おみや 

げを 買って 来て あげます から、 ほんの 少しの 間、 おと 

なしく 待つ てい らっしゃい …… 」 

お雪 は、 竜 之 助に 頰 ずり を しないば かりにして 出て 


行きました。 

竜 之 助 も、 それ を 拒む 由 はない が、 喜んで 出て 行つ 

いち ま つ 

たお 雪の あとに、 一抹の 淋しい ものの 漂う のに 堪えら 

れ ない 気持が しました。 

二十 八 

くるみざわ 

ちょうど その 日、 代官の 屋敷で は 新お 代官の 胡 見 沢 

が、 愛妾のお 蘭の 方と 雪見の 宴 を 催して おりました。 

雪見と いっても、 雪 は 降って いないので すが、 三日 

前、 チラ チラ ふった 雪の 日に、 一杯 飲もうと 言った の 


が、 急の 用件で 延び延びになった ために、 今日 その 雪 

見の 宴 を 開いて、 水 いらずに 楽しんで いると いう 次第 

です。 

そこへ、 女中が 取次に 来ました。 

「あの、 いつも 見えます 鶴 寿 堂が 参りました」 

と、 それ は 主人公の 胡 見 沢に 向っての 注進で はなく、 

お 部屋 様のお 蘭さん の 顔色 をう かが つての 取次でした。 

「政吉 が 来た かい、 政吉 ならこ こへ お通し」 

お 蘭の 方 は、 主人の 同意 を 得る ことなしに、 独断で 

この 席への 出入り を 許した ものです。 

まもなく、 女に 導かれて、 廊下 伝いに この 席へ 現わ 


れ たの は、 相応 院の お雪ち やん をお 得意と する 貸本屋 

鶴 寿 堂の 若い 番頭、 なおく わしく いえば、 白骨へ ィャ 

なおば さんが 同伴して 来た 浅吉 という 男と そ つ くりな 

あれです。 

番頭 は 敷居 外に うずくまって、 額が 畳へ 坦れる ほど 

ご ひいき 

にお 辞儀 をし ました。 いつも 御 貝頭属 にあず かるお 部屋 

様に 対しての 敬意ば かりで はない、 飛驛 一国 を預 るお 

代官の 御 列席へ、 特に 入場 を 許さる る 自分の 待遇に 恐 

れ 入った ものと 見えます。 

「何 ぞ 面白い 本が 出た かえ」 

と、 お 部屋 様のお 蘭が 聞きました。 


「はい、 うつし 本で は ございま すが、 近 ごろ 評判の 新 

刊 物が 出来ました から、 ごらんに 入れたい と 存じ まし 

て 持って 参りました」 

「それ は 御苦労、 ここへ 出して ごらん」 

「はいはい」 

若い 番頭 は、 一層の 恐縮 を もって 風呂敷 を 解いて、 

うすよう つづ 

その 中から 薄葉 綴りの 三 冊 を 取り出して、 

「はい、 ただいま 評判の 種彦 物で ございます、 絵の 方 

も豊 国で ございまして、 なかなか 出来が よろしう ござ 

います、 写し 本で は ございま すが、 原本の 情味が すつ 

かり 出て いるもので ございま すから」 


と 言って、 恐る恐るお 蘭の 方の 前へ 捧げた の は、 赤い 

色 表紙の 美しい 製本に なって いました が、 中身 はこの 

一 一 三日 来、 お雪 ちゃんが 丹精 を こらして 書き上げた 

「妙々 車」 であります。 

「まあ、 ちょ つ とお 見せ」 

女中の 手から お 蘭 は その 冊子 を 取り上げて、 中身 を 

め  <  り、 

「これ は 面白そう だね、 雪国の 話、 大きな 熊が 出て い 

る わ —— 誰が 写した のか 女の手の ようね、 なかなかよ 

く 書いて ある、 絵 も よくうつして ある わね え」 

それが お 目に止ま つたの は、 得たり 賢し というみ え 


で、 番頭が、 

「うつした の は、 いいと ころのお 嬢 様なん です が、 特 

ま つ 

にお 頼みして 書いて いただきました、 その 初お ろし を 

, J ちら 様に 読ん で いただきた いもの で ござ いますから、 

とじめ 

まだ 綴 目 折らず でございます」 

商売柄、 如才ない ところが ある。 なんにしても 初物 

は 気持が 悪くない と 見えて、 お 蘭の 方の 御機嫌 も 斜め 

でな く、 

「では、 ゆっくり 貸して 置いて 下さい、 これん ばつ か 

りじ やないで しょう、 まだ あとが 続 くんだろう ねえ」 

「ええ、 続く どころ では ございません、 まだ あとが 五 


十 冊 も ございます、 一 生 懸命 うつさして おります から、 

追々 と ごらんに 入れます る」 

若い 番頭が また 頭 を こすりつけ ると、 いよいよ 御 機 

嫌の よいお 部屋 様 は、 

「まあ、 政ち やん、 こっちへ 入って、 殿様から 一 つお 

盃を 頂戴な さい、 今日は わたしたちの 雪見 だか ら 無礼 

講ょ」 

「これ は 恐れ入りました」 

「御前 様、 これが あの 鶴 寿 堂の 政吉 でございます」 

「そうか、 入れ 入れ、 今日は 雪 もない のに、 この 女 か 

ら せがまれて 雪見 だ。 貴様、 なかなかの 色男 だとい う 


評判 だが、 何か艷 種が あるなら 語って 聞かせろ。 それ 

—— 」 

これが、 いわゆる 新お 代官の 下し 置かれる お 言葉で、 

そのお 言葉が 終る と、 それと 言って 投げて くれた 盃で 

恐れ入って しまって、 その 受けよう も 知らない でい 

ると、 お 部屋 様が、 

「政 どん、 御前が ああ おっしゃ るから、 御 辞退 は 失礼 

だよ、 遠慮なく こちらへ 入って 頂戴なさい」 

ごリ ようかた 

ぜひな くその 前へ 引き込まれて、 御 両方の 前へ 引据 

えられた という 次第です。 


引 据えられる と共に、 下し 置かれた 盃を 恭 しくい 

ただかねば なりません。 

「ほんとう にこの 政 どん は、 人間が おとなし くって、 

商売に 勉強で、 親切気が あると いって、 お 得意先で 持 

てること、 持てる こと …… 町の 芸妓た ちなん ぞは、 政 

どんから でない と、 本 を 借りない ことにして あるそう 

でございますよ」 

うなず 

とお 部屋 様が はしゃぐ。 新お 代官 は 頷いて、 

「そうか そうか、 色男と いう やつ は 得な もんだ、 拙者 

も あやかりた いもの だ」 

「御前、 この 政 どん は、 一 まきが みんな 色男に 出来て 


ましてね」 

「うむ、 そうか」 

「これの 兄さんなん ぞは、 また どうして …… 」 

お 蘭が、 はしゃぎ ついでに、 何 か 素破抜き を やり 出 

しそうな ので、 周章て て盃を 下に 置いた 若い 番頭 は、 

「ああ、 どうぞもう 御免ください まし、 それ をお つ しゃ 

られ ますと、 消えて しまいとう ございます」 

「何のお 前 …… 」 

とお 蘭さん は、 多少の 御酒 かげんで けっきょく 面白 

がって、 

「何のお 前、 恥 かしい ことがある もの かね、 お前の 兄 


さんなん ぞは、 高山 第一 の穀屋 のお 内儀さん に 惚れら 

れて …… 」 

「どうぞ どうぞ、 御 勘弁く ださい まし」 

「勘弁 どころ か、 お前の 方から 堪忍 分 を 貰いたい くら 

いのもの だよ。 高山 第一 の穀屋 のお 内儀さん に、 この 

人の 兄さんの 浅さん というの が、 すっかり 可愛がられ 

ちまい ましてね、 御前 …… 」 

「もうた くさんで ございます、 もうお ゆるし  」 

政 吉は盃 を 下に 置く と、 身 を 翻え して、 あたふたと 

この 場 を 逃げ出して しまいました。 それ を 抑えよう で 

もな く、 あとで は、 新お 代官と お 部屋 様の 高笑いが ひ 


ときわ 賑わしい。 

二十 九 

これよ リ先、 あんな 喜び 方で、 竜 之 助に しばし の 

いとま ご 

暇乞い をした お雪 は、 自分の 座敷へ 取って返 すと、 同 

時に 気の つ いたの はこの なりで はどうに もなら ない と 

いう ことでした。 内に いる 分に は 何でもい いが、 外へ 

出る に は、 これで は …… と 悄気 返った の も 無理 はあり 

ません。 あれ 以来 今日まで、 まだ 町へ 下りた ことのな 

いのに、 これで は 仕方がない、 ほんとうに 貰い 集め、 


搔 集め 同様の 衣裳で 身 をつ くろって いると いう 有様で 

すから、 全く 出端 を 挫かれて しまいました。 

といって、 買物 を 止める 気に はさら さらなら ない、 

と、 目につい たのが、 衣桁に かけた 例の ィャ なおば さ 

んの 形見の 小紋の 一重ねです。 あれ を 引っかけて 行 こ 

うか 知ら、 あれなら、 どうやら 外聞が 繕える が、 気 恥 

かしい ばかりで はない、 見咎められた 時の 申し わけに 

も 困り はしない か。 

といって、 やっぱり この 場 は、 あれ を 着て 行く より 

ほか はない。 いっそ 晚 にしようかと 思い ましたが、 夜 

は 物騒であって、 とても 一人で 出て 行ける もので はな 


い。 これに ひっかかった お雪ち やん は、 ほとんど 当惑 

に 暮れて しまったが、 ふと、 壁に 寺 用の 雨具の かかつ 

ている の を 認めました。 

雨具と いう けれども、 それ は 雪 具と いった 方が いい 

かも 知れない。 竹の 笠と、 半 合羽と、 カル サンと、 

わらぐつ 

藁沓と い つ たような ものが、 取 揃えられて あるの を 見 

ると、 あれ をお 借りしょう という 気になりました。 

あれです つ かり 身 ごしら え をして 行けば 中身 は 何で 

も かま やしない、 ちょうど あんな ふうに して、 近在 や 

山 方から 出て 来る 娘さんの 姿 をよ く 見かける、 この辺 

では かえって、 あんなに して 出た 方が 目につかなくて 


い いと 思いました。 

まもなく、 笠と、 合羽と、 かるさん で、 町へ 下りて 

行く お雪 ちゃんの 姿 を 見ました。 

なるほど、 こうして 行く 方が この辺で は 目に 立た な 

のぞ 

い、 笠の 中 を わざわざ 靦 いて 見ない 限り、 見咎められ 

る はず はない、 また、 見咎められた とて 必ずしも 暗い 

こと もない けれど、 この 方が 安心 だと、 自分 も 思い、 

周囲のう つり もよ か つたので す。 

そうして、 無事に、 久しぶりに 町へ 出て 見ました が、 

焼 跡の 工事 も かな リ 進んで いる。 どこで どう 買物 をし 


ていい か、 ちょっと 戸惑い をす るが、 ほぼ 勝手 を 知つ 

た宫 川筋 を 上って 行く と、 そこに 一 つの 大きな 小屋が 

立って いて、 その 小屋が 全部、 公設市場の ようになつ 

て いるの を 見ました。 

これ は、 火事 あとへ 直ぐに 出来た 「お救い 米」 の 小 

屋 であった こと をお 雪ち やん も 知っている。 今 は、 「お 

救い 来」 の 時 は 過ぎた が、 その あとが、 白米 を はじめ 

諸 日用品の 廉売 所と な つてい る こと は 今 はじめて 知り 

ました。 

しょし さ 

「お救い 来」 が 済んだ 後で、 諸 色が 高くなる につれ て、 

売惜 み、 買占め をす る 奴が ある、 それ を 制する ために 


お 代官が 建てた もの だとい うことまで は 知らないが、 

ともかく、 この 市場へ 入れば、 大抵の 物 は 買える よう 

め き 

な 組織に な つ ている の だとい う 目利き は 直ぐにつ きま 

した。 そこで、 お雪ち やん は、 遠慮なく この 市場の 中 

へ 入って 行きました。 別段に 恥 かしい 思いなん ぞ はな 

たまもの 

く 進入す る ことので きたの も、 この 臨時の 仮装の 賜物、 

なるほど、 自分 同様の 装束 をした 近在 山里の 女 連が、 

ずいぶん この 中に いますから、 心強い ような ものです。 

お雪 ちゃんの 主なる 目的と して は、 小豆と お 頭附き 

を 買う ことに あるので す。 小豆 は 直ぐに 用が 足りた け 

れ ども、 お 頭 附きは 何 を 買って いい か、 ちょっと 惑わ 


されて、 あれこれと 見つ くろって いる。 

そこへ、 お 代官のお 見廻り が あると いうので、 巿場 

のうちが ざわめいて、 また ひっそり としてし まい まし 

た。 売る 者 も、 買う もの も、 みんな 恐れ入って しまつ 

た。 大抵 は 土下座 をき つて 静まり返って しまいました 

が、 お雪ち やん はどう も 土下座 をす る 気に も なれず、 

そうかといって うろうろしても いられな いから、 乾物 

屋 のうしろ に 小さくな つてい ると、 巡検のお 代官が そ 

の 前へ やって来 たのです。 

新お 代官と いうの は、 赤ら顔の でつ ぷリ 太った 男で、 

きず  らいらく 

向う 創まで あるが、 お 代官と して は 存外、 磊落な 性質 


と 見え、 大声で 附 添の 者と 笑い話 をしながら やって来 

る。 実は この 公設市場 は、 お 代官と して 得意な 施政の 

一 つなので、 この 非常の 際の 買占め、 売 惜みを 防ぐ も 

のに、 衝 早く 官権の 手で 日常 物価の 公平 を 保つ 機関 を 

作り上げた、 成績が なかなかい いという 報告 を 聞いた 

もの だから、 この 際、 実地 検分に 来た ものと 見えます。 

うわさ 

事実、 この 新お 代官なる もの は、 ずいぶんと 悪い 噂 

も あるが、 また なかなかの 苦労人と 思われる ところ も 

あり (前身 はなんでも バ クチ 打ちの 経歴まで あると い 

うこと) したがって 型破りの 手腕 を 見せる ことがない 

ではない。 現に この 公設市場なん ぞは、 たしかに 悪い 


やりかた ではなく、 物価 政策の 機先 を 制した なん ぞは、 

たしかに 月並みのお 代官に は できない 働き だと 賞め る 

者 も ある くら い。 

そこで、 大 得意で 巡検して お雪 ちゃんの いる 乾物屋 

の 前まで 来ました が、 お雪ち やん は 直ちに、 このお 代 

官様 は少々 酔って いらっしゃ ると 感じました。 本来 得 

意のと ころへ、 一杯機嫌で したから、 怖い ものの 元締 

になって いるお 代官が、 開けっ放しの 心安い ものに 見 

えないで はありません。 

笠 は 取りた く はない が、 被って いる わけに は ゆかな 

いから、 取 外して お雪 ちゃんが 頭 を 下げて いると、 そ 


れが 早く もお 代官のお 目に とま つ たようです。 

いったい、 悪い 領主 やお 代官に は、 自分の 女房 や 娘 

は 滅多に 見せる もので はない のです。 慣れた もの は大 

抵 その へんは 心得て いるが、 お雪ち やん は あらかじめ、 

そんな 気兼ね を 置く の 余裕 もな にもな くして 出て 来た 

のです が、 笠で 隠して いれば 何の こと もなかつ たので 

すけれ ど、 こうして 笠 を 取って みると、 その 衣裳と 

おもだ 

面立ちと はどうしても 釣合わない ことが、 この 際、 誰 

にも 認められる ことになるの はやむ を 得ませんでした。 

そこで 新お 代官 は、 お雪 ちゃんの 前で ちょっと 足 を 

止めました。 


「お前 はこの 店の 掛 りかい」 

不意に 言葉 を かけられ たので、 お雪ち やん はう ろた 

* ス 

「いいえ —— 」 

その 返答ぶ りだつて、 近在の 山奥から 出て 来た 娘で 

はない。 

「どこ だい」 

「はい」 

お雪ち やん は 返答に 窮 してし まった が、 折よ くそ こ 

へ 来合わせた 兵隊が 一 人、 

「もはや、 あの 農兵の 組合せが 出来 上りまして、 いつ 


にても 調練の 御 検閲 をお 待ち 申して おります」 

「ああ、 あの 農兵の 調練 か、 この 足で 出向いて 行く、 

御苦労 御苦労」 

お雪ち やん を 見て いた 新お 代官 は、 この 兵隊の 復命 

うなず 

を 聞く と 頷 いて、 前へ 歩み 出し ましたが、 どうも 横目 

でじろ じろ とこ ちら を 見て いられる ようで 気味が 悪い。 

それでも その 場 は それだけで、 何の こだわり もな く、 

巿場は 以前の ような 喧噪と 雑沓に かえり、 お雪ち やん 

は 首尾よく 手頃のお 頭附 きを 買って 家へ 帰りました。 

帰って みると、 何に する ため か、 碁盤 を 前にして、 

紙 を 畳んで は 刻み、 刻んで は 畳んで いると ころの 竜 之 


助 を 見ました。 

お雪ち やん はいそい そとして、 買い 調えた ものの 料 

理に かかり、 それより 適当の 時間に、 やや 早 目な 晚餐 

が 出来 上り、 やがて 睦まじく 膳 を 囲みました。 

お祝いが 済む と、 また 緊張し きった 気持で 新しい 仕 

事に とりかかる 心 持まで、 充実し きってお リ ました。 

しかしお 雪 ちゃんが 立って 行く まもなく、 例の 公設 

巿 場に 一 つの 難題が 起った こと は、 お雪 ちゃんの 知ら 

ない 不祥事でした。 

それ は、 お 代官から 改まって 三 名ば かリ 役人が 見え 


みぎ 

て、 さいぜん、 お 代官が 検分の 砌リ、 この 乾物屋の 附 

近に 立って いた 在郷ら しい 女の子 はいった い あ リゃ何 

せんぎ 

者 だ、 どこの 誰 だか 詮議 をして 申し上げろ という こと 

です。 

そこで、 巿 場の 上下が 総 寄 合の ように 額 を 集めて、 

あれ かこれ かと 詮議 をして みました けれども、 要領 を 

得た ようで 得られな いのは、 本人 はたし かに 見た が、 

その 在所が 一向に わからない ことです。 小豆 を 買い、 

しいたけ かんぴょう 

ぉ頭附 きを 買い、 その他、 椎茸、 干瓢の 類 を 買い込ん 

で 行った こと は 間違いな くわ かりました けれども、 ど 

この 何者か どうしても 分らない のです。 ただ、 言葉つ 


きから 言えば、 決して この 山里から 来た 者で はなく、 

そうかといって、 土地の 者で も、 上方 風の 者で もない 

こと は 明らか だし、 その 風采 や、 品格から 言えば、 な 

かな か 山里 や 在郷の 者で はない が、 いでたち は、 ざら 

にある この辺の 山出しの 娘に ちがいなかった —— とい 

うこと だけ は 誰も 一 致す るので すが、 さて それが 何者 

で、 どこから 来た かとい うこと は 一向 わからない、 そ 

れに、 連れと いって は 一人 も 無く、 たった 一人で 来た 

こと も 間違いな いから、 聞き 合わせる 手がかり もない 

ことです。 

その 旨 をお 代官の 下役に 答える と、 下役の 御機嫌の 


悪い こと。 

こういう 意味で、 あいまい に 復命 すれば、 それ はきつ 

と 隠し立て する ことの 意味の ほかに 取られる はず はな 

こうむ 

い、 もし 身許が わか つ てお 召 出し を 蒙 つた 日に は、 及 

ぼす ところの 迷惑 甚大な ところから、 身許 不明と いう 

ことにさ えして おけば、 まず は 無事  という 算段 か 

ら 出た とお 代官に 睨まれる にき まっている。 お 代官の 

威勢と して、 たった 一 人の 山出しの 娘が 突 留められな 

いとあった 日に は、 自分た ちの 首の 問題で も ある。 そ 

こで 下役 は 自然 市場の 連中に 辛く 当らなければ ならな 

い 段取りになる。 


「そういう あんぼん たんの 行き方で、 商売が なる か！ 

言葉尻 を つかまえて おいても 方角 はわ かりそう な もの 

だ。 貴様た ち、 心 を 合せて かくまい だてす るなら、 そ 

の 了見で ええ、 吾々 にも 了見が ある、 明朝まで にきつ 

と 詮議 をして なにぶんの 返事 をせ い」 

こうい つ て 巿場連 を 威 丈 高に 嚇し 立てた ものです。 

この 嚇しは 利きます。 今晩は 寝ないでも 巿 場の 関係 

人 全体 は 手 を わけても、 その 身許 を 突きと めない 限リ 

けっしょ 

巿場 組合員 は 所払いと なる か、 欠 所と なる か、 そのこ 

と はわ かりません。 


三十 

その 夜の —— 暁 方の ことです。 

ふれが き 

最初 に 宇津木 兵馬が 触 書 を 読 んだ 例の 高札 場のと こ 

ろ。 

歯の 抜けた ような 枝ぶ りの 柳の 大樹。 

がんりきの 百と いう 野郎が、 芝居気 たっぷりで 

おんぎよう 

隠 形 の 印 を 結んだ 木蔭。 

ぶ つ さきば ぉリ 

あそこの ところへ、 また 以前と 同様な 陣笠、 打 裂 羽織、 

御用 提灯の 一 行が、 東と 西と から 出合 頭に かち 合って、 

まず 煙草 を 喫み はじめました。 


東から 五 人、 西から 五 人 —— かなりの 仕出しが、 舞 

台の 中程、 柳の 下へ ずら リと 御用 提灯 を 置き 並べ、 そ 

の 附近の 石と 材木と へ 一 同 ほどよく 腰 を 卸して、 申し 

合わせた ように 煙草 をのみ 出した こと は、 この間の 晚 

と今晚 とに 限った ことで はなく、 いつも ここが 臨時 非 

常 見廻 役の 会所に なって いて、 ここで 落 合って から、 

東の 奉行 は 西へ、 西の 奉行 は 東へ、 肩代り をして 一巡 

した 後に お 役目が 済んで、 おのおのの 塒へ 帰る 順序 

ですから、 ここ は 会所で あると 共に、 交番 所で あり、 

同時に 東 は 東の 動静 を、 西 は 西の 持 分の 動静 を、 おの 

おの 報告し 合って、 役目の 引きつぎ 所と もなる。 


けれども、 会合、 交替、 引きつぎ、 すべ てそう 改まつ 

て 角立った こと はなく、 こうして 三 べん 廻った 煙草の 

うちの、 出放題の 世間話の うちに 含まれて、 そのす ベ 

ての 役目が 果 されて しまう わけです。 

そこで、 先晚 は、 専ら 下 原 宿の 嘉 助の 娘のお 蘭の 出 

世が 話題と なり、 後ろに 聞いて いたがん りきの 百を大 

いに むず が ゆがら せた が、 今晚も あの 調子で、 

あま 

「時に、 巿場 でも 難儀が 降って湧 いてのう、 あの 娘つ 

こ  み じょう 

子、 まだ 身 性が わからん かいのう」 

「まだ わからん ちう がのう、 困った もんじ やのう、 な 

けんじょう 

ん でも 市場の 世話役 は、 勧賞 つきで 沙汰 をし おる ち 


うが、 つきとめた 者に は 二 十両と いう こっち や」 

「二 十両 —— このせ ち 辛い 時節に、 えらい 掘 出し もん 

じ やのう」 

「巿場 連 も、 勧賞と 聞いた 慾の 皮の 薄い わいわい 連 も 

ちまなこ 

血眼 じ やが のう、 明日の 九ッ まで 見つか らんと、 あの 

巿場 総体が 欠 所 を 食う じ やろうて」 

「何しても それ は 気の毒な こ つ ちゃ、 勧賞 はどうで も 

いいが、 巿場連 を 助けて やりてえ もんじ やのう」 

「 一 骨折つ ちゃ、 どうで ごんす」 

「さあ、 当番で なけり や、 何とか 一 肌ぬ いでみ ようが 

もののけ へんげ 

な あ、 いったい、 手がかり は あるの かや、 物怪 変化が、 


木の葉 を もつ て 買いに 来た わけ じゃある まいからの 

う」 

ちょう もく 

「物怪 変化 じ やねえ さ、 ちゃんと 世間並みの 鳥目 を 

払って、 小豆と、 ぉ頭附 きと、 椎茸、 干瓢の 類 を 買つ 

あま  こ 

て 行かれた 清らかな 娘 ツ子 じ やげ な —— 払った お 鳥目 

も、 あとで 木の葉に もなん にもな り やせなん だが な」 

「小豆と、 ぉ頭附 きと、 椎茸、 かんぴょう を 買うて 行つ 

たんや、 何 かお 祝い事 じ やろう」 

「どんな もんじ やろう」 

やまが 

「わしゃ 思いまん な あ、 その 娘 ツ子、 山家 もんじ や ご 

わせんせ」 


「だが、 合羽、 かんじき、 すっかり 山家 者の いでたち 

じ やった という ことじ や」 

「でも、 山家 者な ら 椎茸なん ざ あ 買い やしま せんがな」 

「はてな」 

きじし 

「木地 師の 娘 ツ子 じ や >  J ざらん か」 

「木地 師の娘 ツ子なら、 たんと 連れ 合うて 来る がな、 

一人で 来る という こと は ごわ せん わい、 それに、 木地 

師の娘 ツ子なら お尻が 大き いわいな」 

「土地 ツ子で はなし、 よそから 奉公に 来て いる 娘 ツ子 

という 娘 ツ子 は みんな 人別 を 調べて みたが、 当りが 無 

いという こっち や」 


「何とかな らん もんかな あ」 

「明朝 九ッ までに わからん と、 首と とりかえ せんじゃ 

がな あ」 

「そうじて 泣く 子と 地頭に や 勝たれん わな。 水 戸の 烈 

ごう もの 

公さん なんて、 あれで なかなか 強の 者で いらっしゃつ 

たるそう な」 

「水 戸 様の 奥 向 は 大変な こと だってな あ、 で、 以前 一 

よ つぎ 

ッ橋 様なん ぞ がお 世 継に なろう ものなら、 それ、 あの 

親子して 狒々 のように 大奥 を 荒し 廻る のが 怖ろ しいと、 

将軍 様の 大奥から 故障が 出て、 温 恭院の 御 生母 本寿院 

様な ど は、 慶 喜が 西 丸へ 入れば、 わたし は 自害す ると 


言って、 温恭院 様の 前で お泣きな された そうな」 

「奥 向ば つ かじゃな いな、 御領 内の 女房 狩りで は、 百 

ごちょう あ い 

姓の 女房で もなんでも 御 寵愛な さるそう だげ な、 前 中 

納言 様が …… 」 

時々、 水 戸 家に 関する 有る 事、 ない 事の 浮 評が、 こ 

の 辺、 この 連中にまで 伝わ つ ている と 見え、 消え かかつ 

ろうそく 

た 提灯の 蠟燭 が、 またはず みよく 燃えさ かるので ある。 

ゆうき  お 

「水 戸の 今の 殿様 は、 結 城から 入った 阿い ねとい うの 

を 御 寵愛に な るげ なが、 この 女子 は、 昼 はおす ベら か 

うちかけ  つぶ 

しに 桂 という 御殿 風、 夜になる と 潰し 島 田に 赤い 

てがら  ゆかた  いき 

手 絡、 浴衣が けと いう 粋な 姿で お寝 間 入り をな さる そ 


うな。 それで それ、 こっちの 親玉 (新お 代官) も、 も 

ま ね 

と は 水 戸の 出身 じ やろう、 その 真似 をな さる わけで も 

あるまい が、 あのお 蘭の あまつ 子 も、 夜分に なると、 

潰し 島 田に 赤い 手 絡と い つた 粋な 風俗に 姿 を かえるげ 

な」 

「誰か、 お寝 間の 隙 見 をした ものが あるの かね」 

「いやもう、 その 辺の こと は 格別 —— 水 戸 様ば かり 

すきもの 

じ や ござん せん わい、 わしら が 聞い た 大名 地頭 の 好 者 

に は、 まだまだ 凄い のがたん と ございま すって。 ここ 

のお 代官なん ぞは、 やわい うちで ござんす ベえ」 

「何しても、 泣く 子と 地頭に は 勝たれん、 巿場 連中の 


ために、 その 女子の 心 あたり を、 これから なりと せい 

ぜぃ 頼みます ぞ」 

「はいはい、 他人 事 じ や ごわ せん」 

「じ や、 これで 交替」 

「いや 御苦労 さま」 

「いや 御 同様 さま」 

「どうれ」 

「どっこい」 

「どうれ」 

「どっこい」 

こうして、 東西 五 人ず つの 非常 見廻り の 交替と 引き 


つぎの 事務 は 済んで しまった もので、 おのおの 御用 提 

灯が 右と 左へ 悠長に 揺り 出して 行く。 

マ J の 交替と 引き つ ぎが 済ん でし まった 後、 気のせい 

もののけ 

か、 この間の 晚 のように、 柳の 木蔭に まだ 何 か 物怪が 

残って いるよう です。 

あの 時 は、 がんりきの 百の 野郎が、 あわてて くしゃ 

み を 食い殺して 背の び をした が、 そう 毎晚、 柳の 下に 

が ん りきが い る はず はな いが、 ど う も 非常 見廻り の 連 

中が 去った 後に、 おのずから 人の 気配が 柳の 木蔭から、 

ぼかした ようにう つす りと 現われて、 やがて 影絵の よ 

うな 影が さしました。 


それ は 別人で なく、 この 前の 晚に宮 川の 川原の 

ろい ぼうそう  かん まき 

蘆 葦 茅 草の 中 を、 棺 巻の 着物 を かかえて さまようた 怪 

物、 桜の 馬場で 馬子 を 斬ろうと して 逸走せ しめた あの 

覆面が、 今晚 もまた、 夜遊びに 出た のです。 

何の 目的と いう こ ともなく、 何の 理由と いう こと も 

ない が、 一旦、 夜遊びの 味 を 占める と、 少なくとも 一 

ちまた  さまよ 

晚に 一 度 は 夢 遊の 巷 を 彷徨うて 帰らな いこと に は、 

血が 乾いて 眠られない らしい。 

この 柳の 木蔭に いたの は、 今晚、 この 見廻り の 連中 

を 斬って みょうとの ためで ない こと は、 隠れて いなが 

ら、 少しも 殺気 を 感じなかった ので も わかる が、 ひら 


りと 鱗 を 見せた だけで 高札 場の 後ろに 消えて しま いま 

した。 

そこから は、 加賀の 白山まで 見と おしの 焼 野原 —— 

犬の 遠吠え も 遠の いて、 拍子木の 音 も 白み 渡って、 

あたり 次々 に 鶏の 声が 啼き 渡る。 

三十 一 

その 晚、 相応 院へ 帰って来た 机 竜 之 助 は、 いつも あ 

け.^  、- 

る ベ き 人の 気配が 無 いこと を 直覚し てし まいました。 

その 蒲団の 裾に つまずき 倒れよう として 踏み こたえ 


ながら、 夜具の 中へ 手 を 入れて みたので すけれ ども、 

中 は 冷たく ありました。 

その 面に、 近頃に 見なかった、 すさまじい 色が 颯と 

流れた が、 どうす る 手 だても ない と 見え、 そのまま 刀 

を 提げて、 さっさと 屛 風のう ちに 隠れて しまって、 そ 

の 後の 物音が ありません。 

夜 は 全く 明け 放 たれた けれど、 今日は 早く 起きて 水 

を 汲む 人 もな し、 部屋 を 掃除す る 者 もな し、 膳 を 調え 

て 薦めよう とする 者 もない が、 座敷の 一 方 だけ は あけ 

放された ままです。 だが あけ 放された の は、 その 一方 

だけで、 他の 部分 は、 日脚が 高くな つても 戸 足 は 寂然 


として 動かない のです。 

こうして 日が ようやく 高くな つても、 物の 音 は、 内 

から も 外から も 起り ません。 寺男 夫婦 はこの ごろ、 夜 

の 明けない うちに 山 伐 りに 出かけて しまう の を 例と す 

る。 

日が 高くな つたのに、 いつも あけら るべき はずの 家 

の 戸が あかな いのは 寂しい もの だけれ ども、 その 戸の 

一 枚 だけが あけられて、 他の みんなが 閉 された ままで 

ある こと は、 むしろ 凄い ものです。 最初に そこへ 来 合 

くつぬぎ 

わせた 人 は、 もしゃ 敷居の 溝から 沓 脱に 血が こぼれて 

いはしな いかと 怪しむ でしよう。 


こうして いる 間に、 ずんずん 時が 経ち、 日が のぼ リ 

ます。 矮鶏が 夫婦で 連れ添うて 餌 を あさりに 来た こと 

おとな 

の ほかに は、 いよいよ 訪ぅ ものな しで、 開け放された 

いちいちの 戸が、 啞の 如く 動かないで いるば かりで し 

た。 

けれども、 ようやく 一人の 人が あって、 麓から 登つ 

も えぎ い ろ 

て 来ました。 例によって 背に 負うた 萌黄色の 風呂敷 包 

だけ を 見ても、 これ ぞ 毎日の 日課と してやって 来る 鶴 

寿 堂の 若い 番頭で ある こと は 疑いありません。 

果して、 若い 番頭 は、 えつ ちら、 おつ ちらと やって 

来て、 


「おや —— 」 

とつぶ やきました。 あの こまめな お雪 ちゃんが、 今朝 

はま だ 戸 も あけて いないと いう ことが まず 怪訝の 念 を 

刺激した と 見えます。 それ は 尤もな 怪訝で、 廻って 

見る と 怪訝が 一 種の 恐怖に 近い ものに なり ましたの は、 

あけないなら あけないで いいが、 その 一枚 だけが 確か 

にあ けられて ある こと を 発見した からです。 

おもいもの 

若い 番頭 —— たしか、 新お 代官の 寵 者お 蘭さん の 

言う ところに よると、 浅吉の 弟で 政吉と い つたと 覚え 

ている。 

-ケ る 

政吉は その 時に^え 上りました。 


盗賊？ 人殺し？ 

同時に、 まえ 言った 通リ、 敷居の 溝と 沓 ぬぎの あた 

り 一 面に 血が こぼれて いるので はない かと 打 たれ まし 

た。 

だが、 血 は こぼれて いなかった けれども、 縁の下の 

ところと、 沓 ぬぎと におび ただしい 人の 足跡が ありま 

した。 

「あつ！」 

と 政 吉が慄 え 上って、 中 を視き 込んだ 縁の 内側に はお 

雪 ちゃんの さしていた、 赤い 塗 櫛が 落ちて いるの を認 

めました。 


「もし、 お雪 様、 もし …… 」 

辛うじて 呼んで みたけれ ども、 返事がない のです。 

ない のが あたりまえで、 返事 をす る 者が あるく らいな 

ら、 戸が ポ カンと 口 を あいている はずがない のです。 

政吉は 恐怖に 襲われて、 誰か 人 を 呼んで みょうとし 

たけれ ども、 この あたりに 人 は 無し、 寺男 を 兼ねた 夫 

婦の家 は 少し 下のと ころに あるが、 これ は 毎日、 山 仕 

事に 行って しまって、 夕方で なければ 戻らない こと を 

政吉 がよく 知っている。 

「もし、 お雪 様、 お休みで ございま すか、 鶴 寿 堂で ご 

ざいます が」 


恐る恐る 中を靦 いて 見た が 陰 深と して 暗い。 でも、 

このまま 引返す わけに は ゆかない。 充分、 二の足 も 三 

の 足 も 踏んで みた 末に、 この 若い 番頭 は、 ようよう そ 

の 一枚の 戸口から、 座敷の 上へ 這い 上りました。 

「お 留守で ございま すか」 

駄目 を 押した が、 手答え もな く、 そろそろと 侵入し 

とが 

て みたが 誰も 咎める 者 もない。 

「おやおや、 お雪 様に も 似合わし からぬ、 とりちら か 

して ございますな あ、 何 か 急用で 出て いらし つたの か。 

それにしても …… 」 

蒲団 は 敷き っぱなし であるし、 机の 上 はと 見れば、 


自分の 註文の 仕事が、 やりっぱなしで、 紙が 辛うじて 

ふだんぎ 

文鎮の 先に 食 留められ ている。 平常 着 だけ は 脱いで、 

よそゆきの 着替え をして 行った 形跡 は 充分 あるから、 

それが 若い 番頭に とって は、 せめても の 気休めと なる 

あ. T 」 こビ 

くらいの ものです。 いずれにしても 慌 しい ことの 限 

リ である、 と 番頭 は、 そぞろ 荒涼の 思いに 堪えられな 

かった が、 その 時 自分の 入って 来た 一方 口が 俄かに け 

たたまし くな つたの は、 思いがけない 人が やって来た 

ちゃぼ 

ので はなく、 さきほど 行き過ぎた 矮鶏め が、 何と 思つ 

て か 引返して、 この 入口から 縁の 上へ と 侵入して 来た 

もので ありました。 


し つ 

「叱！ 叱！」 

政吉は 軽く それ を 追い払って、 ともかくも お雪ち や 

んが、 着物 を 着替えて 出て 行った 形跡 だけ は 明らかで 

あるし、 室の 内 も 荒涼と は 言いながら、 何 一 つ 盗まれ 

ている らしい 様子 はない ことから、 少し 待って いる 限 

り、 必ず 戻って 来る に 相違ない ものと 鑑定し ました。 

それまで 待つ ていて みましょう  と いう 気にな つ 

て、 あけ 放された 裏の 方の 一枚 を、 もう 二三 枚 繰って 

明るく し、 あんま リ 出過ぎない 程度で、 室内 を 取片づ 

けて おく こと も、 心安立ての 好意と して 斥けられ は 

しない こと だと 考え、 何かと 取片 づけて いるう ちに、 


どうしても ひとつ、 炬燧の 中へ 火 をお こして 上げる こ 

と が 急務 だ と 考え たのでしょう。 

炬鐽に 火 をお こした 政 どん は、 このへんで 少しい い 

気持に なった ものと 見え、 いつもお 雪 ちゃんが する よ 

うにして、 炬鐽を 前にみ こし を 据えて しまう と、 半ば 

ろくしょう  かん つばき 

折リ めぐらされた 金屏風の 緑青の 青い のと、 寒椿の 

赤 い のが 快く 眼 を 刺激して う つ らうつ らした 気分に 襲 

われた ものです。 浅 公の 弟に しても、 こんな 場合に は 

幾分、 からかい 心 も 出る ものと 見えて、 こうして 炬鐽 

に 納まり 込んで しまって みると、 ここへ 不意にお 雪 

ちゃんが 帰って来た 時、 ただお 帰りなさい では 曲がな 


いと 考えたら しいので す。 一番、 軽い 意味で おどかし 

て やろうと たくらんだ らしく、 屛 風の 蔭、 炬燧の 後ろ 

に ひそみ 隠れて いて、 主が 帰って 度 を 失う 呼吸が 少し 

ばかり 見て やりたい という 気持に なった のでしょう。 

政 どん はこうして、 炬燧の 中に まるくなって いるう 

ち、 やがてう とうとと 眠気 を 催して きたの は、 金屏風 

の 視覚から 来る 快感と、 炬燧の 中の 程よ い 炭火から 起 

る温覚 とが、 知らず 識ら ず、 昨日 来の 商売 疲れ を 揉み 

ほごして 行 つ たものと 見えます。 

あつ！ と、 この 甘睡の 落ち はなが、 何 かの 力に よつ 

て 支えられ たと 覚 つた 時に、 政 公 はう しろから 押し か 


ぶ さる 圧覚 を 感じて、 さて はと 醒めよう とした 時 は 遅 

いのでした。 自分の 首 は 白い 蛇の ような 人間の 腕で、 

うしろ からしつ かりと 抱え込まれて いる こと を さとり 

ました。 

「あ！ お雪ち やん、 じょ、 じょ、 ごじょ …… 」 

と 言った だけで、 あと は 言えない のです。 

おそらく この 男 は、 後ろから 巻きつ いた 白い 蛇の よ 

うな 人間の 腕が、 あまり 白 過ぎた もの だから、 これ は 

お雪 ちゃんの 手で なければ ならぬ と 見た のでしょう。 

自分が うたたねに 落ち かけて いる 時に、 不意に 立 

戻った お雪ち やん は、 こっちのお どかしの 裏 を かいて、 


あべこべ に 自分 をお どかしに おいでな すった ものと、 

目の 醒めた 瞬間に はそう 感じた が、 次の 瞬間に 於て、 

その 白い 蛇の ようにから みついた 人間の 腕と いう もの 

の、 吸い 着いた 力の 予想外に 強大なる ことに 驚愕した 

ものら しい、 その 瞬間に、 もうお 雪 ちゃんの ために 裏 

を かかれた という 幻覚 は 消滅して、 自分の 生命が 脅か 

されて いると いう こと を 自覚した 時にはす でに 遅く、 

じょ、 じょ、 ごじょ …… と 言って 寂滅した の は、 冗談 

 お雪ち やん、 御 冗談 をな すって はいけ ません と、 

言う ベ くして 言い 得な か つ た 言葉尻で あると 見る より 

ほかはありません。 


政 どんの 意識 はもう それでお しまいで、 あと は、 そ 

の 白 蛇の ような 腕が、 ぐったり とした 若者 をズ ルズル 

と 引っぱって 次の間まで 連れて行き、 それから、 これ 

はまた 別の 屏風の 裏の 寝間の 背に なって いる 戸棚の 中 

へ 無雑 作に 投げ込まれて しまった のです。 

つつじ  さき 

甲 州の 躑躅 ケ 崎の 古 屋敷で、 ほぼ これと 同様な 不幸 

あ 

な 目に 遭わされた 一青 年 を 見た ことがあ りました。 そ 

の 時 は、 もっと 念入りに 虐待され て、 戸棚で はない 長 

持の 中に 窮命を させられ ていたと ころの、 幸 内と いう 

者の 運命 を 見ました けれど、 今 は 犠牲者の 取扱いに 於 

て、 それよりも 無雑 作で あるし、 第一、 躑躅 ケ 崎の 時 


は あらかじめ 別の 人が あって、 企んで 長 持へ 入れて 

置いた もの を、 偶然に もこれ と 同一 の 人間が 監視に 

当ってい たような もので したが、 今日の は、 犠牲 を こ 

しらえ た 者 も、 それ を 守る 者 も 同一人で、 かくして 狼 

が 羊 を 取って くわえて 来たよう に、 戸棚の 中に 政 公 を 

投げ込んだ 竜 之 助 は、 最初の 通り その 前の 夜具の 中に 

身 を うずめて 枕 を 高く 寝込んで しまいました。 

ここで、 この 室の 内外 は、 以前あった 通り 寂然たる 

ものに かえって しまったが、 今度 は、 戸 も 表の 方 だけ 

は 一帯に あけ 放して あるし、 室内 も 頼まれ もしない 外 

来 者が 来て、 相当に 取片 づけて おいて くれたから、 こ 


の 分なら 誰が 来て 見ても、 血の あとなん ぞに目 をみ は 

る もの はありますまい。 

こうして、 短い 日はグ ングン はしょられて 行って、 

九ッ、 八ッ、 とうとう 暮六ッ が 鳴った のに、 室の 内外 

きた 

は 日脚の 短 さ 加減の ほかの 何者 も 来りお かす もの はな 
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とうとう 日が 暮れた けれども、 物の 気配が 全く 起リ 

ませんで した。 こうな つてみ ると、 物 は 動かない が、 

象 が 変る の を 如何と もす る こと はでき ません。 

日の カンカン 照って いる 時、 縁に 立てき つた 障子の 

紙の 新し いのは、 人の 心 を壮ん にす る けれども、 日が 


全く 没した 時に、 中に 燈 火の気 配 もな く、 前に 雨戸が 

立て きられる でもな く、 白い 障子紙が そのまま 夜気 を 

受けて さらされ ている 色 は、 また 極めて 陰 深の ものに 

なりました。 

つま リ、 日中 あけられない 戸に 凄い ものが 漂う とす 

れば、 夜分 隠されない 障子の 色 は すさまじ いもので な 

ければ ならぬ。 この すさまじい 障子の 色 は、 ずんずん 

このままで 夜色に 浸つ て ゆく。 

三十 二 


こうして、 夜 はしん しんと 更 くるに 任せて 行く が、 

誰あって 障子の 肌の 夜寒 を憐む もの はない のです。 

無論 あの ままで、 訪ねて 来る 人 も、 出て 行く 人 もな 

かった のです が、 夜 も ほとんど 三更と もい つてよ い 時 

分になる と、 ひそかに その 裏の 縁側の 南天の 蔭が 物音 

を 立て、 そこから 鼠の ようになって^ い 出した 一 つの 

人影 を 見出す —— それ は、 鶴 寿 堂の 若い 番頭 政 吉に相 

違ない。 でもよ かった、 息を吹き返して、 ここまで 逃 

げ 出す ことができた 点に 於て は、 幸 内よりも ズット 

優った 運命 を 恵まれて いる。 やっと 南天の 茂みから 這 

つか  ま 

い 出した 若者の ホッと 安心した の は 束の間 —— かわい 


そうに この 若者の 後ろに は やっぱり のがれられな ぃ緦 

が ついて おりました。 

たど 

その 緦を迪 つて 後ろから 続く 人影 こそ は、 いつもの 

通り、 甲府の 城下で も、 江戸の 本 所で も、 夜な夜な 一 

人 歩きして、 闇 を 喰い、 血 を 吸わねば 生きて おられな 

い 人。 

さきと も 

今晩は 一 人、 お 先 供が あるまでの ものです。 

つまり、 飛驛の 高山の 貸本屋 鶴 寿 堂の 若い 番頭、 な 

おくわし く 言えば、 高山 屈指の 穀屋の 後家さん の 

おとこめ かけ 

男 妾 を 業と していた 浅吉 という 色男の 弟 だと 言われ 

た 同 苗政吉 —— が、 この 怪物の ために 時に 取っての 


お 先 供 を 仰せつか りました。 

政 公の 両腕 は 後ろへ 括り 上げられ ている。 そこから 

長さ 一 丈ば かりになる 一 条の緦 が つづいて、 それが 竜 

之 助の 片手に 取られて いる。 

お 猿が、 めでた やな、 といった ような あんばいに。 

政 公 は 今、 この 一条の 網に よって 殺 活を繫 がれな が 

らお 先 を 打た せられて いる。 腰が 立つ のか、 立たない 

のか、 南天 をく ぐる 時から して こけつ まろびつ してい 

る。 

境内 を 出て、 丘 を 下って 里へ 出る。 

八幡 町、 桜 山、 新 町の 場末 を 透して 加賀の 山々 を 遠 


く 後ろに して 例の 宫 川の 川原  月 も 星 もない 夜で し 

たから、 先日 来の 思い出 も 一 切、 闇の 中に 没入され、 

一 の 町、 二の町、 三の 町に も 人の子 ひとり 通らない。 

但し 犬 は 随時 随所に いて、 遠く 近く 吠えつつ は あるが、 

特に この 二人に からんで 来て 吠えつ くと いう わけで は 

ない。 

こけつ、 まろびつ 八幡 山 を 下りて 来たお 先 供 は、 こ 

の 時分に なって、 存外 落着いて 腰 ものび てきた かの よ 

うに、 すつ くりと 立って は 行く が、 そのす つくりが 

いとろう 

糸蠟 のよう で、 魂の ある ものが 生きて 歩んで 行く と は 

思われない。 


この 若い のの 兄貴と いうの が、 白骨 温泉の 夏場、 ィ 

ャ なおば さんなる ものに さんざん 精 分 を 抜かれて、 

ち よ うど、 ， ，1 んな腕 つきで 引き立てられて 歩 いたの を 

見た 者 も ある。 

ちょうちん 

ああ 人が 来た、 二人、 三人、 四 人、 手に 手に 提灯 を 

提げて いる。 御用 提灯 だ。 御用 提灯と はいえ、 これ は 

臨時 取 立ての 非常 見廻り だ。 警戒に 歩いて いるので は 

ない、 おつとめに 歩いて いるの だから、 そんなに 怖が 

る こと はない、 緦を ひかえて 物 蔭に 立 寄る 間に、 やり 

過す こと は 水を搔 くような ものである。 

糸蠟 のよう なお 先 供 はなん にも 言わない、 御用 提灯 


が 目の前 を 過ぎても、 それ を 呼びと めて 我が身の 危急 

を 訴える こと さえが、 ようで きない。 本来 を 言えば、 

緦 はなく ともよかった ので、 この 若 いのは、 行くべき 

ところまで 行きつ か しめられ るまで は、 この 怪物の 身 

辺から 離れる こと は、 ゆるされな いように 出来て いる _ 

御用 提灯 を やり 過す と、 糸 蠟のフ ラフラ 歩み 行く の 

は宫川 川原 を 下手に 下る ので、 下手と いっても 下流の 

ことで はなく、 川と して は 多分 上流へ 向って 行く ので 

すが、 飛驛の 高山の 町と して は、 ようやく 目ぬ きの 方 

へと 進んで 行く のです が、 まもなく 左 は 今や 焼 野原の 

じぎよ ラ 

あとが、 板が こいと、 建築と、 地形との やりっぱなし 


す さ 

で 荒み きってい る。 

お 先 供 は どこまでも、 宫川 ベリ を のぼりつ くす かと 

見れば、 国分寺 通りの 四角へ 来て、 火の番の 拍子木 を 

聞く と 急に 右へ 折れて 花 岡の 方へ と 真向き に 行く —— 

ここ を ふら つ と 行き 尽 せば 灘 田圃 だ。 

だが、 なにがなんでも 灘 田圃へ 連れて行って、 この 

若者 を 生 埋めに する つもりで も あるまい。 そうかと 

いって、 半ば 失神の この 若い者が、 絶望の あまり 灘田 

園へ 身 を 投げに 迷い込む とも 思われない。 

その 時分、 灘 田圃 三千 石の 夜の 色が いっそう 濃く 

がらん  いら か 

な つ て、 国分寺 伽藍の 甍 も、 大名 田、 花 里の 村々 もす つ 


かり 闇に 包まれて しまい、 二人の 姿 も、 もう 闇のう ち 

に は 認める ことができ なくなりました。 

「道 を 間違いました」 

やっと、 若い ものの 声が 闇の 中から 聞え た、 ところ 

は辻ケ 森。 

ぐじょう かいどう 

それから また ややし ばし、 郡 上 街道の 真只中に その 

姿 を 見せた と 思う まもなく、 三本 松の 夜 明し の あぶれ 

駕き屋 の 小屋へ、 外から 声をかけた 者が ある。 

「これこれ 駕籠 屋」 

「はいはい」 

い つ とき 

「代官 屋敷の 者 だが な、 これから 一時ば かりたつ てで 


よろしい、 二 梃の 早 駕籠 を 東 川の 辻に 待た して 置いて 

くれ」 

「はい 畏まりました、 畏まりました」 

外で 呼びかけ たもの は 内の 者の 面 を も 見ない、 内で 

答えた もの は、 外の 何者か を 考えない が、 代官 屋敷 御 

用の 声に 権威が あって、 仰せ を畏ん で、 眠い 眼 を こす 

りつつ 起き 上った あぶれ 駕籠 屋の 若い者。 

三十 三 

それから、 いくばくもなく、 代官 屋敷の 門前の 松の 


木に 引 据えられて、 縛りつ けられた ところの 貸本屋の 

若者 を 見ました。 

手 は 後ろへ あの ままで、 余れる 緦 でもって グ ルグル 

巻きに 松の 幹へ 結び 捨てられて いるの だが、 口に は 別 

くつ わ 

段に 轡を はめられ ている わけで もない のに、 眼 は ど 

ろり として、 口 は啞の 如く、 助け を 呼ぶ の 気力 さえな 

いようです。 

この 分で は、 夜が 明けき つて、 誰ぞ 通りかかりの 者 

の 助け を 待つ ことのほか、 動きが 取れそう も ありませ 

ん。 ひょっとすると、 舌で も嚙み 切って 事切れて いる 

ので はない かと も 疑われる が、 そうでない 証拠に は、 


どろり と あいた 眼が 時々 は 動いて いるから、 生きて い 

る こと だけ は 確か だが、 ただこう して 夜明けまで 置け 

ば 凍え死ん でしまい はせ ぬかとの おそれが あるば かり 

です。 

かよう 

表に 斯様な 変則 門番の 出来た こと を 知る や 知らず や、 

広い 屋敷の 中の 別邸のお 部屋 を、 しどけ ない 寝卷 姿で、 

そうつ と 抜け出した 潰し 島 田に 赤い 手 がら、 こって り 

した あだ ものの 粋づ くり、 どう 見ても お 屋敷 風で はな 

い、 が これ は 昼の 時の 姿と は 打って 変った お 蘭の 方の 
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閨の 装いでした。 

ちょ うず 

お 手水に 行く つもりだろう が、 途中で 戸惑い をして、 


お 手水 場と は 全く 違った 方向の 廊下 を 忍びやかに 歩い 

て 行く の は、 おかしい ことです。 寝ぼけて 戸惑いす る 

ほどの 年で もな し、 実のところ、 お 蘭さん は 手水に 行 

く ふり をして、 全く はそう ではない のです。 これ は あ 

やす 

けす けに 言って しまった 方が わかり 易い、 お 蘭さん は 

こうして、 客分に なって いる 宇津木 兵馬 を 口説きに 行 

くので す。 口説きに 行く というの が穏 かで なければ、 

からかいに 行く とで も 言いましょう。 

お 蘭さん が 兵馬に 気の あるの は 昨日 や 今日で はない。 

もっと 突きつ めて 言えば、 淫婦と いう ものが 持つ てい 

る 先天の 血潮が、 眼の 前に 写る 年頃の もの を、 すべて 


只で は 置かない という 本能が させる のでしょう。 時に 

ここのお 代官 殿 を 中に、 今の 屋敷 の 近頃 の 空気 その も 

のが、 またお 蘭さん の 行動に 油 を 注ぐ ように 出来て い 

る。 

案の定 —— 兵馬の 客と なって いる 部屋の 外、 それ は 

先日の 晚、 がんりきの 百が 立ち迷つ たと 同じと ころ、 

そこまで 来て お 蘭の 方 は、 障子の桟へ 手 を かけながら、 

そ つ と 内の 寝息 をう かが つ たもので す。 

「宇津木さん」 

ほんとうに 魅惑 的な さ さ やき。 

中で は 返事がない。 


「兵馬さん」 

甘ったるい、 なまめ いた 小声。 

でも 返事がない。 

「入つ て もよ く つ て？」 

コ トコ 卜と 二つば かり、 障子 を 極めて 軽やかに 叩き 

ました。 

でも や つ ぱり 手答えがない。 

「入ります よ」 

障子 を スラリ と 細目に あけて、 まだ 侵入 はしないで 

のぞ 

中 を そ つ と視き 込んだ ものです。 

返事 はない けれども、 中に 人の いる 証拠に は、 有 明 


あんどん  つ 

の 行燈が 細目に 点いて いる。 

が、 その 行燈の 麓は屛 風で 囲まれて いるから、 細目 

にあけ て 見た だけで は、 中の 様子 はいつ こう 知れよう 

はずがない。 

そこで、 今度 は 軽く 廊下で 足踏み を 二つ 三つして み 

せて、 

「今晩は …… 」 

それで、 ようやく 気がついた のか、 中で は 寝返 リを 

ふとん 

する ような 蒲団の 音。 もうた まらず、 

「お 目 ざめ …… 」 

そこでお 蘭さん がず つと 座敷へ 入り こんで しま つ て、 


同時に 手 を 後ろへ 廻して われと 入口の 障子 を閉 してし 

まいました。 

そうして、 さや さやと 衣裳 を 引きずりながら、 立て 

廻した 屛風を 廻り 込んで、 

「御免下さい まし」 

屛風 をめ ぐって 見る と、 果して そこに 宇津木 兵馬が 

いました。 

この間の 晚、 がんりきの 百 はこ こで とんでもない 人 

違い をして 大 失策 を やら かした が、 今晚 のこの 場 は 全 

く 人違いで はありません。 まさに 訪ねようと 求めて 来 

た 人が、 註文 通り そこにお り、 待つ 方の 人 も、 声に よつ 


て 予定通りの 人柄が そこに 現われた のです から、 これ 

からの 行動 も、 註文 通りに はまって 行かねば ならぬ 筋 

合いに なりました。 

しかし、 ここまで 来たお 蘭さん が、 急に テレ 切って 

立場 を 失った 様子 は、 笑止千万と いうより ほか はあり 

ません。 

きまじめ 

宇津木 兵馬が 生真面目に キ チンと 蒲団の 上に 座 を 正 

し、 一 刀 を 膝へ 引 寄せて 待 構えて いる 形 を 見て、 飛び 

つく こと も、 飛びの くこと もで きなかった からです。 

兵馬の 姿勢 は 整然たる ものでした。 もし、 もう 少し 

時間の 余裕が あったら、 袴 を 着けて いたか も 知れ ませ 


ん。 

「お帰りなさい、 一刻お 帰りが 遅ければ、 取 返しの な 

らぬ 疑い を 受けて しまいます」 

「いいえ、 大丈夫」 

と、 お 蘭さん はすました ものです。 

「いけません、 早くお 引取り 下さい、 お引取り 下さら 

りょうけん 

なければ、 こちらに も 了見が ございます ぞ」 

「そんなに 生 一 本に おっしゃる もの じ や ございません 

よ、 もし、 わたしが 帰らない と 言えば、 あなた はどう 

します」 

「お帰り 下さらねば、 声 を あげて 人 を 呼びます、 御主 


人に 訴えます」 

「それ は 駄目です、 こうして 私が ここまで 来て いる 以 

上 は、 人 を 呼べば、 わたしよりも あなたの 方が 困り ま 

しょう、 それに、 今晚 はたれ もこつ ちの 別邸に はい や 

しません よ」 

ぶぜん 

兵馬 は 憮然と して、 この 肉感的の 女のお しの 強いの 

に 驚き、 今まで 出会った もののう ちに、 こうまで 図々 

あき 

しいの は 初めて だと、 呆れない わけに は ゆきません。 

その 間に、 もう 女 はする すると 入って 来て、 火鉢の 

向う側へ だらしなく、 立 膝 式に 座 を 占めて しまい まし 

た。 


「今晚 も、 明日の 晚も、 コレ はやって 来ません よ」 

といって、 図々 しい 女 は、 右の 手の 親指 を 立てて 兵馬 

に 見せました。 

親指が 来ようと 来まい と、 それ は 兵馬の 知った こと 

ではない。 

「ねえ、 宇津木 様、 ゥチの 親玉の 女 狩りに もたいて い 

あき 

呆れる じゃありません か、 きのう、 巿場 でもつ てち よ つ 

と 渋皮の むけた 木地 師の娘 かなに か を 見初めて しまつ 

たんです とさ、 そうして、 草の根 を 分けて、 やっと そ 

の 子 を 掘り出してから という もの は、 今晩から 母屋の 

方で 一生懸命、 口説 落しに かかって いるそう です よ。 


ですから、 こちらなん ぞは 当分の 間、 御用な しさ。 見 

限られた もんです ね」 

しゃあしゃあ としてお 蘭 は、 こんな こと を 兵馬に 言 

いかけました。 

「ねえ、 兵馬さん、 年 をと ると 若い のがよ くなる もの 

と 見えます ね、 いい年をして ゥチの 親玉なん ぞは、 後 

家たら し、 女房たら しも 飽きて、 これから は 若い とこ 

ろに 当り をつ け るんで すと さ。 ところで、 若い 方の 心 

持 は どんな ものでしょう、 大年増に なつてから 若い 男 

を 好く ようになる もの かしら。 昨日 もこの 町の 穀屋の 

ィャ なおば さんと いう 人の 噂が 出まして ね、 わたし 


はい やにな つちまい ましたね、 後家さん になって から、 

家に 置いた 若い の を みんな 撫斬りです つてね。 女 も 

やっぱり 年 をと ると、 若い 男 を 薬 喰いに したくなる も 

のか 知ら。 してみ ると 若い 男た ち は、 また 若い 同士で 

は 食い足りないから、 年上の 水気 たっぷりな のかなん 

かと、 可愛がったり、 可愛がられた リ してみ たくなる 

もの か 知ら。 宇津木 様、 あなたなん ぞ はどうで すか、 

偽りの ない ところ、 かけねの ない ところ をお 聞かせ 下 

さい ましな。 若い者 は 若い者 同士が いい か、 それとも 

年増 —— お婆さん、 ィャ なおば さんみた ような ものに 

いのち 

も、 浅 公と いうの が 生命 を 吸い取られる ほど、 いいと 


ころが ある もの か 知ら …… ねえ、 その 辺の 正直な とこ 

ろ を 聞かして 頂戴よ —— 」 

兵馬 は 呆れ果てて、 この 厚顔無恥なる 女の 底の 知れ 

かお  にら 

ない 図々 しい 面 を、 ゥンと 睨みつ けました。 

神 尾 主 膳の 愛妾で あつたお 絹と いう 女 も、 かなりの 

淫婦に は 相違なかった が、 こうまで 図々 しく、 肉迫 的 

ではなかった。 

ことに こうまで 露骨に 出ながら、 火鉢の 傍に 立 膝の 

形で、 股火に でも あたって いるよう な、 だらしない 形 

 女と いう もの はこうまで 図々 しく なれる もの かと 

兵馬 は 噴 然として、 


「よろしい、 あなたが お引取りな さらなければ、 拙者 

の 方で、 この 場 を 立 退きます」 

と 言って、 兵馬 は 刀 を 提げた まま、 ついと 立って、 一 

方 口から 流れる ように 屛 風の 外へ、 早く も 障子 を あけ 

て 廊下へ 飛び出して しまいました。 

この 早業に おいて は、 さすがの 淫婦 も 如何と もす る 

ことができないで、 

「何とい う 無愛想な お 方 …… 」 

所在な くこう 言って、 兵馬の 起きぬ けの 夜具 蒲団 を 

テレ 隠しに ちょっと つくろい、 自分 も 続いて 廊下へ 出 

てみ ました けれども、 その 時 はも はや、 兵馬の 影 も 形 


も 見えません。 

三十 四 

寝間 を 飛び出した 宇津木 兵馬 は、 そのまま 庭 を 越え 

と. つみよ. つ 

て、 道場へ 入って 神前へ 燈明を かかげ、 道場 備附 けの 

はかま 

袴 を はいて、 居 合 を 三本 抜きました。 

ここで 兵馬 は、 心気が 頓に 爽やかに なり、 今までの 

圧迫が 払われて、 わが 心の 邪道 を 断つ に は 剣 を 揮う に 

越した こと はない と、 いまさらに 喜び を 感じて いると 


一方の 口、 すなわち 本邸から 続いた ところの 入口が、 

ス ー ッと 外から 押し 開かれる。 

執拗 千万な 推参 者、 ここまで 淫魔 めが あと を 追うて 

来お つた か！ 兵馬 は 居 合 腰に 構えた まま、 心の中に 

充分の 怒気 を 含んで おります と、 戸口 をス— ッと あけ 

て 中へ 入る とまた、 つとめて 音の しないよ うに ス ー ッ 

と 締めてし まって、 こっち を 振 向いた の は、 同じよう 

な 寝 まき 姿で ある けれども、 物 そのもの は 全く 違って 

いる。 

すなわち 予期して いた ものの 侵入者 は、 先刻の あの 

むん むと いきれ るよう な 肉の 塊り であった にも拘らず、 


ここへ 姿 を 現わした の は、 まだ 妙齢の 初々 しい 娘の 子 

であった ものです から、 兵馬 は、 怒気 も 悪気 も 消えて、 

今晚 はま あどう して、 こう も 女の 戸惑い をす る晚 だ！ 

あき 

と、 全く 呆れて しまいました。 

その 時に また 外の 庭で、 俄かに 荒ら かな 下駄の 音が 

して、 濁声が 高く 起り ます。 

「これ さ、 悪く とって は 困る よ、 そう やみくもに 逃げ 

出さんでも いい、 じっとして おれば 為め にならぬ よう 

に はせ ぬ もの を、 そうして 一 途に 走り出して は、 人前 

も ある ぞ、 こちの 面 をつ ぶすな よ」 

その 濁声 は、 充分 の 酒気 を 帯び ている この 邸の 主人、 


くるみざわ 

すなわち 新お 代官の 胡 見 沢で ある こと は 申す まで もな 

ヽ o 

レ 

そこで、 兵馬に もい ちいち 合点が ゆく。 あんまり 珍 

しい ことで はない、 先刻 もお 蘭が 言って いた、 ど こぞ 

で 女狩リ をして 来た その 獲物 だ、 本来、 爪に かけた 上 

のつ ぴき 

は 退 引 はさせ ない ことにな つてい るの が、 今晩は 少し 

手違いで、 相手に 甚だしい 拒絶 を 食って 逃げられ たの 

だ、 それ を また 新お 代官が、 酔つ ばらった 足で、 大人 

たち ま 

気な くも 追い かけて 来たの だ。 兵馬 は、 それが 忽ち 

分って みると、 苦々 しさが こみ上げて 来たが、 飛び込 

んで 来た 娘 は 一生懸命で、 その 戸口 をし つかりと 内 か 


ら 抑えた ままです。 つまり、 この 女の子 は、 咄嗟の 間 

に はこ この 枢の かげん も 知らない もの だから、 必死 

にこ こ を 抑え、 この 垣 一重の 内へ は 敵 を 入れまい と努 

力して いる こと は 明らかです。 

そのく らいです から、 こちらに 兵馬が 控えて いる こ 

とに は、 全く 気がついて いないよ うです。 

ところが、 果して 庭下駄の 音 は カラン コロンと こち 

らへ 廻って 来る。 濁声 はろ れつの 廻らない ほどに なり、 

「おいおい、 そこ は 道場 じ やない か、 そんなと ころに 

は 誰もい や せんぞ、 夜分 は 誰もお リ やせん …… そこに 

は 誰もお らん、 いや、 こちらに も 誰もお らん、 おらん、 


お 蘭 —— 」 

かなり 酩酊して いる こと は、 そのろ れつの まわらな 

い 言いぶ リ だけでなく、 駒下駄に 響く カラン コロンの 

乱調子で もよ くわ かります。 

しかし、 その 酔眼で も、 この 道場 近くに 相手が 逃げ 

込んだ という こと だけ は、 どうやら 見当が つ いた もの 

と 見えて、 ようやく 道場へ 近づいて 来て、 その 表の 大 

戸の 方 をし きりに 押してみ ました。 

「あきは せん、 夜分 は 稽古な しじ や、 誰もお らんの だ、 

こんなと ころへ 逃げて はいかん、 逃げる に 致せ、 もつ 

と穏 かなとこ ろへ 逃げる がよ い、 錠が 下りて いる、 あ 


き はせんと いうのに、 おい、 あけない か、 外から は 錠 

がなくて は あかない が、 なかから 外せ、 あけない か」 

しきりに 大戸 をが たがた させながら、 ろれつの 廻ら 

ない こと を 言 つてい る 胡 見 沢 は、 ど う も 相手が はっき 

りこの 中へ 逃げ込ん だもの か、 そうでな いか、 充分に 

観念が あつ てす るので はない らしい。 

娘の 子が 逃げ込んで 来て、 一生懸命に 抑えて いるの 

は、 廊下からの 一方に、 それと は 全く 違った 大 戸の 方 

でしき りに 胡 見 沢 は 騒いで いるの だから、 女の子に 

とって は、 努力 甲斐の ない ことが かえって 幸いでも あ 

る  


それでも、 その 戸口 を 抑えた 手 はちつ とも 放さない 

で、 ようやく こちら を 振 返り 見る の 余裕 だけ を 得 まし 

た。 

お ぼ 

そうすると、 ほとんど 有る か 無き かの 朧 ろな 神前の 

燈 明の 光に かすけ く、 そこに 自分よりも 最初に 立って 

いる 一個の 人影 を 認めました。 しかも その 人影 は、 手 

はくじん  こんしん 

に 白刃 を 提げて 立って いる ことに 渾身から 驚いて、 わ 

ななかずに はおられません。 

娘の 子と して は、 それが 追い かけて 来た 人と は 別人 

である こと は 一見して 分った けれども、 すでに 人が 内 

部に 存在して いる 以上 は、 前 狼 後 虎と いう ものである。 


もう 絶体絶命で、 遁れ ようとしても のがれられる もの 

ではない —— 

南無阿弥陀仏、 女の子 は 目をつぶって、 その 抑えた 

戸口に しがみついて しまいました。 

ところが、 内に は 白刃 を 提げて 立って いる その 人 は 

透かさず 自分に 向って 飛び かかって 来る でもな く、 お 

どかしつ ける でもな く、 何の 音沙汰 もない のに、 一方 

その 大 戸の 方の 戸 をし きりに ガタ つかせて いた 追手の 

胡 見 沢 は、 それ も あぐみ 果てて しまったと 見え、 

「あかない な、 あかなければ あかないで よろしい ぞ、 

離れへ 逃げた な、 たれ もお らん、 おらん と 洒落の めし 


て、 お 蘭の ゆもじの 下へ 逃げ込ん だな、 うまく やった、 

お 蘭が そこにお らんと いう 洒落 は 苦しい ぞ、 だが、 あつ 

ち は 鬼門 じ やて な —— お 蘭め、 さだめて 角 を 生やして 

いる こっち やろう、 こいつ は 一番 兜 を 脱がに やなる 

まい、 明朝に なって では 後手に 廻る おそれが あるから、 

お 蘭が ところへ ひとつ、 このまま おわびと 出かける か 

な」 

こう 言つ て、 胡 見 沢 はまた カラン コ 口 ンと 庭下駄の 

乱調子で 庭 をく ぐリ 歩いて 行く の は、 別邸のお 蘭の 部 

屋を 目指して 行く ものと 見える。 

ろれつの 廻らない 出鳕 目のう ちに も、 ほぼ 本性 は 見 


える。 やっぱり この 娘 を 口説き 損ねて 逃げられ、 逃げ 

た 先 はこの 道場の 中と 思った がそう でな く、 別邸のお 

蘭の 部屋へ 逃げ込ん だの だ、 あそこへ 逃げ込まれて は 

実は 少し 困る の だ。 それ は、 明日に なって お 部屋 様の 

角が 怖い から、 今晩のう ちに 先手を打って、 御機嫌 を 

と つ てお かねば ならぬ という 用心で ある こと は 明らか 

で、 存外 この 男 も、 お 蘭に 対して 弱味 を 抑えられ てい 

る ことが 見えない ではない。 

ほどなく、 戸口に 立ちす くんで しまった 娘の 肩へ 手 

を かけた 兵馬、 

「心配な さるな、 主人 は 行って しまい ましたよ」 


その 声が 存外 若く して、 そうして やさしい のに、 立 

ちす くんだ 女の子 は 息を吹き返さな いという こと は あ 

りません。 

振 返って 見る と、 最初の 印象で は 雲 を 突く ばかりの 

大男が 手に 白刃 を 提げて 迫って いると 見た のが、 こう 

して 見る と、 自分と はいくら も 違わない ところの、 ま 

だ 前髪 立ちの 若い 侍で、 抜き放され ていたと 思 つ た 白 

刃 は、 いつしか 鞘に 納められて、 右の 手に 軽く 提げ、 

その 左の 手で、 和ら かに 自分の 肩 を 叩いて 言葉 を かけ 

たという より は、 慰め を 与えられた といって よい 程に 

物静かな あしらい ですから、 娘の 子 は 全く 生き返った 


思いで こちら を 向いて しまいました。 

あか リ お ぼ 

前にい う 通り、 神前の 燈が朧 ろで、 はっきりと はわ 

からない のです が、 その 輪郭と 言い、 その物 ごしと 言 

い、 いま 受けた 印象 をい よいよ 鮮 かにす るの みで、 微 

塵 も、 敵意と 危険と を 感ぜ しめられない ものです から、 

ホッと 息 を ついて、 

「どうも、 とんだ 失礼 をいた してし まいました」 

こうな つてみ ると、 自分の 寝 まき 姿が 恥 かしい。 

だが、 やっぱり 神前の 薄明り が 幸いして、 取 乱した 

女の 姿 を、 そう 露骨に 見せる という ことはありません 

でした。 


「まあ、 こちらへ いらっしゃい、 まだ、 ここ を 出て は 

いけません —— もう 少し ここに 忍んで いら つ しゃい」 

この 若い、 おだやかな、 敵意と 危険と を 微塵 も 感ぜ 

しめない 人 は、 徹底的に 念の 入った 親切と 用心で、 静 

かに、 道場の 虎 を 描いた 衝立の 方に 娘 を 誘いました。 

三十 五 

こうして 道場の 中 は ひっそり している けれども、 中 

庭 を 歩いて 行く 胡 見 沢 は、 いよいよ 陽気に なって、 何 

かク ドク ドと 口走りながら、 庭 をぐ るぐ る 廻って いる 


ところ を 見る と、 この 男 は 酔う とむ やみに 陽気に なリ 

御機嫌が よくな り、 人が 好くな つてし まう 点 は、 神 尾 

主 膳 あたりと は 全く 酒癖 を 異にして いるら しい。 

やや 暫くして、 例のお 部屋 様の 戸の 外に 立って こと 

ことと 叩き、 

「お 蘭さん、 お 蘭さん、 お 蘭さん はおらん かね、 ちょ つ 

とこ こ を あけて 頂戴」 

人の 好い の を 通り越して、 全 くだらし のない 呼び声 

です。 

でも、 中で はこの だら しのない 呼び声が 聞え ていな 

ければ ならない のに、 いっこう 返事が ありません。 返 


事がない ものです から、 

「お 蘭さん、 お 目 醒めで ないかい、 おらが お 蘭さん は 

おらん のかい」 

何とい う いやらしい 猫 撫声だ 。 

かかあでんか 

これで はまる で、 お人好しの 宿六が、 擤 天下の 御 機 

嫌 をと リに 来たよう な もので はない か、 郡 民 畏怖の 的 

である 新お 代官の 権威の ために 取らない。 

それ にも拘らず、 中で はいつ こう 返事がない。 返事 

がない という こと は、 中に たずねる 人が 存在して いな 

かんむ リ 

いという ことで はなく、 たずねる 人が お 冠 を 曲げて 

お拗ね あそばして いるから、 それで あらた かな 御返し 


がない の だ —— という こと を 誰も 言って は 聞かせない 

が、 本人の 良心に 充分 覚えが あるら しい。 そこで 御 機 

うち  かた  おん おもわく 

嫌 斜めな 内つ 方の 御 思惑 を 察して みると、 お 代官 も 

権柄ず くで はどうに もなら ないから、 下手に 出て その 

雲行き の 和らぎ を 待 つより ほか はない と あきらめ たも 

のらし い。 

甚 だ 器量の 悪い 締 出し を 食つ ている 新お 代官 は、 

しゃれ 

お 蘭さん はおらん かい 程度の 洒落で は 到底、 内なる 人 

の 角 を 折る こと はで きないと 観念した もの か、 やはり 

こういう 時 は 強いて 御機嫌に 逆らうよ リは、 時間に 解 

決させる のがい ちばん 安全に して 賢明なる 手段 だと、 


そこ は 政治家 だけに、 転換の 妙 を 悟った もの か、 いい 

かげんに して また その 開かざる 戸の 外 を 立 去って しま 

いました。 

立 去った とはいえ、 自分の 本宅へ 帰って 眠る という 

わけで はない にき まっている。 よし 中で お 返事がない 

として みたところで、 このお 返事の なかった こと を理 

由と して、 自分が 安眠の 床に 帰って でもし まおう もの 

なら、 明日が 大変で ある。 それほど 薄情な お 方と は 思 

わなかった、 お 暇 を 下さい、 わたしより もっと 若い の 

をたん と 引 入れて 可愛がりなさい だのなん だのと、 矢 

つぎ 早に 射 かけられる のが、 とうて い 受け きれた もの 


でない —— だから 時間に 解決させる とい つたと ころで、 

明朝までと いうよう な 悠長な 時間 を 意味す るので なく、 

もう 一 べん 通 リ庭を 廻って 来て、 また ここに 立とうと 

いう だけの 時間で ある こと、 疑い もありません。 

こうして、 新お 代官 はまた お 庭め ぐり を はじめ だし 

ました。 でも 性癖 はやむ を 得ない もので、 絶えず ニコ 

ニコと 嬉しそうに、 ク ドク ド ととめ どもない こと を 口 

走り、 そうして 植 込から、 泉水の 岸から、 藤棚の 下、 

とうろう 

燈 籠の まわり …… をグル ダルと 廻って います。 

その 新お 代官の 服装 を 見る と、 これ はまた 思いき や 

でしよう。 今晩の 婦人た ち は、 女の くせにた しなみ が 


ない、 みんな だら しのない 寝 まき 姿で、 飛んだり はね 

たりして いる この 深夜に、 さすが この 新お 代官 だけ は、 

きっちりと 武装 をして いるので あります。 武装と いつ 

て も、 まさか 鎧 兜 をつ けて いる わけで はない が、 近頃 

はやる ダンプ クロと いうの を 穿いて、 陣羽織 をつ けて 

いる こと だけ は 確かです。 

して みれば、 この 新お 代官、 昼のう ち 農兵の 調練 を 

検閲に 行った という こと だから、 あの まま 深夜のお 帰 

いとま 

リで、 まだ 衣帯 を 解く 遑も あらせられず、 家庭に 於て 

また この 調練 だ —— という こと も、 ほぼ 想像が つくの 

であります。 


果して 庭 を、 どうどうめぐり する こと 三 べん、 また 

も 以前の 戸口まで 舞い戻って 来て、 

「お 蘭さん —— 」 

だが、 今度 は 意外な 手答えの あるのに 驚かされ てし 

まいました。 

「誰 だい」 

と 言って 戸の 隙間から のぞき 込もうと した 新お 代官 は 

ナ 

それと は 別の 方面で 意外な 物の 気の する の を 感じ まし 

た。 

それ は、 その 辺 一帯の 庭 は 芝生に なって、 その さき 

す はまが た 

は 小 砂利 を洲浜 形と でもい つたよう に 敷いて あつたの 


だが、 その 芝生の 上に、 夫婦に なって 二 本 高く 茂って 

いる 孟宗 竹の 下で、 物影の 動く の を 認めた からです。 

甘い といった つて、 だら しがない といった つて、 そ 

こ は、 新お 代官 をつ とめる ほどの 身 だから、 甘い 人に 

は 甘かろう し、 だらしない 場合に はだら しないだろう 

が、 それが 決して 人格の 全部で はない。 辛い 時には 辛 

さと  こうかつ 

酷 以上に 辛い、 敏ぃ 時には 狡猾 以上に 敏 いところ はな 

ければ ならない から、 この 物影が グッ とこた えた もの 

と 見なければ なりません。 

「誰 だ —— 」 

無論、 返事 はない のです。 返事の ない ことが いよい 


よ 許せな いのは、 内と 外と は 全く 違った もので、 内の 

奴 は 返事の ない ほどこ ちらが 下手に 痛み入る ほか はな 

いが、 この 外の 奴の 返事の な いのは —— これ は 全くよ 

うし やが ならない、 時節柄で はあり、 現に 先日の 夜 も、 

こういう 奴が あって この 屋敷 を 騒がし、 宿直の 宇津木 

と 黒 崎と に 腕 を さすらせ たもので ある。 

「誰 だ、 今 そこへ 動いた の は。 その 竹のう ちに ひそん 

で いるの は 何者 じ や」 

鋭い 声で たしなめ たが、 やっぱり 返事 はない、 内 か 

らも 外力ら も  

そこで 新お 代官が 焦れ 出しました。 


いやし 

苟 くも わが 城郭のう ち を 外より 来って おかす 者が 

ある、 それが、 他人なら ぬ 主人 自身の 眼に 触れた 以上、 

そのまま にして、 今晚 もまた 取 逃しました  では、 

代官の 権威 面目が いずれに ある。 

そういき り 立った 時に、 急に、 腰の さびし さ を 感じ 

ました。 前に 言う 通り 武装 こそして いるが、 腰の物 は 

一切 忘れて いた、 刀 は 持たない まで も、 脇差 も 抛り つ 

ばな しで 出て 来た —— あわただしく 両手 を 振って みた 

えもの 

が、 得物と て はなん にもない、 思わず あたり を 振 向い 

たけれ ども、 暗い 中に 転がって いる 物と て は、 芝生の 

上に 小石 一 つも 目に 入らない。 


「お 蘭 —— 刀 を 出せ、 いや、 鉄砲 を、 いや、 用意の あ 

の 短筒 を 持参いた せ II 」 

今までの、 内に 向いての 言葉 は 拙い 駄洒落で あり、 

歎願であった けれども、 この 時の は 真剣なる 命令で あ 

りました。 

だが、 歎願 も 歎願と とられない 限り、 命令 も 命令と 

しずか ごぜん 

して 徹底 しないの は 是非 もない。 静 御前で もあろう も 

のなら、 言われな いさきに、 逸早く 用意の 武器 を 持ち 

出して 供給す るので すが、 お 蘭さん は、 まだまだ 旦那 

を 焦らし 足りない、 もう 少し 見て いて、 いよいよ 降参 

して 来た 時に、 こちらの 見識 を 見せて やろうと いうつ 


もりで もあろう …… 一 向に 手答えの ない こと 以前の 如 

し。 

そこで、 新お 代官 はついに 両の拳 を 握りました。 こ 

の 場合、 拳 を 握る より ほかに 戦闘 準備の 手はなかった 

ものでしょう。 でも、 格闘の 以前に 威嚇 を もってする 

が 順序 だとい うこと を 忘れなかった と 見え、 

「怪しい 奴、 逃げ隠れた とて、 この 代官の 眼 は 節穴で 

はない ぞ、 闇 を も 見抜く 力が ある ぞ、 たった今、 それ 

へ 忍んで 失せた は 何者 じ や、 これへ 出え、 これへ 出え」 

この 威嚇に 対しても 手答えの ない こと、 内外 共に 同 

じ。 


その 時に 新お 代官 は、 一 種 異常なる 恐怖 を 感じて き 

ました。 

そうして、 この 恐怖のう ちに、 自分が 赤手 空拳で 立つ 

て いると いう こと を 痛感し ました。 

いかに、 この場合、 赤手 空拳が 危険で あるかと いう 

こと を、 ヒタ ヒタと 感じました。 今日、 三 福 寺の 上野 

で 調練の 時、 農兵の 中に 盗賊が いたの を 見つけて、 そ 

れを 広場に 立た せて、 農兵 どもに 一斉射撃 を させて 

帰って来 たこと を、 この 新お 代官 は 妥当に して 且つ 痛 

快な 処罰 法 だと 自分ながら 感心して 帰つ て 来たが、 今 

や、 自分が ちょうど その 射 たれた 農兵と 同じ 立場に 置 


かれて あるよう な 危険 を、 どこから ともなく ひた ひた 

と 感ぜ しめられて しまいました。 

武器 さえ あれば、 自分 とても 腕に 覚えがない ではな 

い、 飛び かかって 手 討に もして くれる の だが、 先方に 

当りの つかない 敵に 向って、 空手で 飛び かかる ような 

こと は、 こちらに 相応の 心得が ある だけに、 決してで 

きる もので はない。 さりと て、 ここで 弱味 を 見せて、 

自分が 引返しで もして、 先方が 得たり 賢し と 逆襲で も 

して 来よう ものなら、 いったい どうす るの だ、 白昼、 

平野の 中で、 鉄砲玉の 一斉射撃の 筒 を 向けられ たのと 

同じ 立場で はない か。 


酔い はすつ かり 冷めた し、 新お 代官の 特別 製の 太い 

,4 る 

だんぶくろが、 こんにゃく のように 慄ぇ 出しました。 

この場合、 最も 応急の 策と して は、 声 を あげて 助け 

を 呼ぶ の ほか はない の だが、 その 声と いう もの は、 い 

くら 張り上げても、 この 際、 茶化されて、 いよいよ 相 

手の 意地悪い 沈黙 を 要求す るより ほかの 効果の ない こ 

とに なって いる。 ならば、 もっとい つそう 大声 を あげ 

て、 ここの 屋敷 近くに は 名に し 負う 宇津木 兵馬 もい る 

こと だし、 黒 崎 その他の 手 だれもい る こと だし、 なお 

本陣の 方に は 幾多の 猛者が 養うて あるの だから、 出合 

え、 出合えと 呼び さえ すれば、 お 代官 自身が 手 を 下す 


まで もない はずに な つ ている のに —— その 声が 出ない。 

「う う う」 

うな 

とお 代官 は、 連続 的に 一 種 異様なる 唸り 声を立て はじ 

めた ものです。 

内なる お 蘭さん は、 この 連続 的な 一 種 異様の 唸り を 

聞く と共に、 腹 を かかえて 笑い こける の を 我慢が しき 

れ なかった に 相違ない、 大将とう とう 泡 を 吹いた。 泡 

を 吹いた に は 違いない が、 まだ 本式の 降参 を 申し入れ 

たので はない。 おれが 悪かった、 済まなかった、 今後 

は 慎し むから、 今晩のと ころ は、 ひとつかん べんして 

やって 下さいと いう 口上が 出て こそ はじめて、 開門 を 


差 許すべき もので、 まだ この辺の 程度で 折れて は、 今 

後の 見せしめ のために も 悪い …… と、 お 蘭 はこん なに 

考えて いるに 相違ない。 

「う う う う I 

連続 的の 泡 吹きが、 なお つづく。 

お 蘭さん はいよ いよお 茶 を 沸かし きれな いの を、 

じ つ と 我慢して いる。 

「う う う う I 

もう 一 息の 辛抱 だ、 もう 一 泡お 吹きなさい、 そうす 

れば 助けて 上げます …… 

「助けて くれ —— 」 


おやおや、 助けて くれ！ は 少し 大仰 だ、 だが、 ま 

だいけ ない、 わしが 悪かった から、 あやまります とい 

う 口上が 出ない 限り は …… 

しかし、 この 「助けて くれ！」 の 絶叫 は、 かなりに 

すさまじく、 そうして 真剣 味 を 以て 響いた もので あり 

ました。 

, 」 の 声 は、 ここ のお 蘭さん のお 茶 沸か しの 燃料 を 加 

えた だけで はなく、 当然、 道場に いた 宇津木 兵馬 あた 

リの 耳に も 入らなければ ならない ほどの 絶叫で したが、 

道場の 方から も、 何の 挨拶 さえ もなかつ たの は、 前 同 

様の 経路で、 ここ 暫く は 知って 知らぬ顔、 聞いて 聞か 


ぬ ふり をして、 気流 を そらす のが 最上の 場合と 兵馬 も 

さとって いるので しょう。 そこで 兵馬 も、 どうしても、 

この 一 場の 酔 興が 幕 を 下ろす まで は、 窮鳥の 懐ろ に 

入った と 同様な、 まだ 知らない この 若い 娘 を 擁して、 

道場の 衝立の 後ろに 息を殺し ている のが、 自他 を 活か 

ゆえん 

す 所以 だと 考えた のでしょう。 

そこで、 いずれから も 反応 もな く、 喝采 もない のに、 

ひと 

ここ、 芝生の 上の 新お 代官の 独り 茶番 は、 極度の 昂奮 

を もつ て 続演せられ ている という わけです。 

「ま  わ  わ あ  J4  わ II 

う、 う、 うとい う、 今まで 連続 的の 母音が、 今度 は、 


あ、 わ、 わ、 わと いう 子音に かわった だけ、 それだけ 

緊張が ゆるんだ とも 聞え るし、 気力が 尽きた の だと 想 

われないで はありません。 

ふる 

どうした もの か、 その 時に なって、 やにわに 拳 を 振つ 

て、 その 夫婦 立って いる 孟宗の 蔭へ、 シャ ニム 二 武者 

振リ ついて 行きました。 武者振り ついて 行った という 

よりも、 孟宗の 蔭に 物が あって、 緊張が ゆるみ 力が 尽 

きた 呼吸 を 見 はからって、 このお 代官 をス ー ッと 吸い 

寄せて しま つたと 見る のが 本当でしょう。 

「だ あ —— 」 

お 芝居 も、 だ あ —— まで 来れば おしまいです。 


夫婦 立ちの 孟宗 竹の 蔭から、 白刃が 突き あがる よう 

に 飛び出して、 飛び かかって 来た 新お 代官の、 胸から 

咽喉へ なぞえ に 突き 上った かと 見る と、 それが うしろ 

ひらめ 

へ 閃いて、 返す 刀に 真黒い 大 玉が 一 つ、 例の 洲浜 形に 

こしらえた 小 砂利の 上へ カツ 飛んだ もの は、 噓も 隠し 

もな く、 そのお 茶番 を 首尾よく 舞い 済ました 新お 代官 

の 生首で ありました。 

そこで、 すべての 空気が すっかり 流れ 去って しまい、 

夫婦 竹の 孟宗の 後ろに は 覆面の 物影が、 竹と 直立 を 争 

う ほど すんなりと 立ち 尽 して いるの を 見れば 見られる 

ま 力 リて す 


お 茶番に しても、 あんまり 身が 入り 過ぎて いる。 こ 

ちら も 少々、 からかい 方の 薬が 強 過ぎた と、 折れて 出 

たのが 内に いたお 蘭の 方です。 

「御前、 いいかげんに あそばせよ」 

と 言つ て、 ここに はじめて 内から カラ リと戸 を あけて、 

同時に、 しどけ ない 自分の 半身 を もこ ちらへ 見せた も 

のです が、 もうお 茶番 はすつ かり 済みました。 

第一、 登場 役者が そこにい ません もの …… お 蘭の 方 

も、 少々 こちらの 薬が 効き 過ぎた こと を 多少 気の毒の 

感に打 たれた 時 …… す— つと 自分の 身が 引き寄せられ、 

夫婦 竹の 中に 吸い こまれた こと を 感じ、 


「あれ —— そんなお 手荒く …… 」 

と 言って みた ものです が、 その 声が フッ とかき 消され 

しひょう  しまうま 

てし まって、 その 身は獅 豹に 捕えられた 斑 馬の ように、 

ずるずると 芝生の 上 を 引きずられて 行く の を 見ます。 

身体が 引きずられて 行く から、 帯 も、 下締 のよう な も 

の も、 一 切が ずるずると 引きずられて、 そうして 植込 

の 茂みの 方へ 消えて 行って しまう のです。 

それつ きりで、 何とも 叫び を 立てない から、 静かな 

こと は 一 層 静かに な つ てし まいました。 


これより 先、 代官 屋敷から は 程遠から ぬ 三本 松の 辻 

に 辻待ち をして いた 二 梃の 駕籠、 都合 四 人の 雲助が、 

客 を 待ち あぐみながら、 こんな 話 をして いました。 

「今日、 三 福 寺の 上野 青ケ 原へ 農兵の 調練 を 見に 行つ 

たかよ。 行かなかった、 行かな くって 仕 合せだった な」 

「それ はまた どうして」 

「どうして つたって、 調練 は 調練で いいが、 見た くも 

ねえ 景物 を 見せられ ちゃ つ て、 胸が 悪くて たまらね え」 

「手前ら しく もね え、 鉄砲の 音で 腰で も 抜かした か」 

「いいに や、 そんな ことじ やねえ」 


「どうした」 

「どうした つたって、 鉄砲で 人間が やられた の を、 今 

日と いう 今日、 眼の 前で 見せられて、 おり や あ 夕飯が 

食えなかった よ」 

「そうか、 何 だって また、 人間が 鉄砲で 打 たれち まつ 

たんだ」 

「それが つまりお 仕置よ。 何 か 手癖が 悪くて 仲間の 物 

を 盗った 奴が あって、 それが 見つかつ たもの だ。 ふだ 

ん ならば、 何とか ごまかしが 利いた かも 知れね えが、 

お 代官が お調べの 調練 だ、 なまぬるい ことじ や 示しに 

ならね えとい うような わけで、 そいつ を 原っぱの 真中 


つ つ さき 

へ 立た せて 置いて、 その 組の 農兵が 三十 人、 銃 先 を 揃 

えて、 打った という わけなんだ」 

「そいつ は 事 だ、 うむ、 泥棒 こそした が、 もとはと い 

えば みんな 知った 顔で、 近所つ き 合い をして いた 農兵 

のこと だ、 どうも 敵 を 打つ 分に は その 気分に なれる が 

仲間 を 一人、 前へ 据えて 置いて、 それ を 打てと 言われ 

たんじ や、 みんな 面 を 見合わせる」 

「人情 はそう した もの だが、 打ち きれな いでいる 組の 

者 を、 お 代官が 目 をむ いて 睨んで、 貴様た ち 打てな け 

り や、 みんな 揃って 立て、 ほかの 組に、 貴様た ち もろ 

とも 打た してやる —— とこう 来た もんだ から、 一 一言 は 


ねえ、 とうとう 目 かくし をして、 原っぱの 真中に 押 立 

てた 奴 を、 三十 人の 同輩が 銃 先 を 揃えて うち 殺して し 

まった もの だ」 

「いやな もの を 見ち まった な」 

「ほんと にい やな もんだ、 泥棒で こそ あれ 組の 者 だか 

らなぁ —— 打った 方 も 面の 色がなかった さ —— J 

「うむ、 そうだろう、 罪な お 仕置 だな あ、 罪 は 盗人に 

あると はいえ、 何とか ほかに 罰の くわせよう も あり そ 

うな もんだ」 

「 お 代官 の 威光 だか ら 仕方が ねえ さ」 

「泣く 子と 地頭に や 勝たれねえ」 


その 時分に、 

「駕籠 屋」 

「はい、 はい」 

「申し 附 けた 通り 来て いるか」 

「はい、 はい、 お申しつ けの 通 リニ 梃 揃えて まいり ま 

した」 

「ここへ 寄せろ、 して、 郡 上 街道 を 南へ 向って、 急げ 

る だけ 急ぐ の だ、 急病人 だからな」 

こわき 

と 言って、 自分の 小腋 にかい こんで 来た 一個の 人間 を、 

ラ しろ 

一 方の 駕籠の 中に 投げ込んで、 さて 自分 は その 背後の 

方へ 乗りました。 


かくして、 二 挺の 駕籠 は、 郡 上 街道 を 南に、 まだ 真 

暗な 暁 を ひた 急ぎに 急が せ る。 単に 郡 上 街道 を 南に 急 

げ と言われた だけで、 その 郡 上 街道の いずれの 地点に 

止まる のか、 そのこと は 駕籠 屋も 聞かず、 乗り手 も教 

えず、 ただ 一 刻 を 争 うげ な 急病人、 ためらおう ものな 

ら 命に かかる、 その 命と いうの は 病人 そのものの 命で 

はない、 今 も 言う 通り 代官の 威光 を 着た 高圧が 自分の 

生命になる、 そこで、 へたな 念 を 押す より は、 言われ 

た 通りに 向 つ て、 とりあえず 急ぎ さえ すれば い い の だ _ 

三十 七 


その 翌 早朝、 飛驛の 高山の 上下 を震紘 させる 一 事件 

が 起った というの は、 中 橋の 真中に 人間の 生首が 一 つ 

転がって いると いう こと を、 朝が けの 棟梁が 弟子 を 引 

連れて 通りが かりに 発見した と いうの が 最初です。 

これが、 京、 大阪、 江戸 あたりの 今日 この頃な らば、 

生首の 二つ や 三つ 転がって いたから とて、 そんなに 驚 

くが もの はない 時節柄で はあります けれど、 何 をい う 

にも ここ は 都麈を 離れた る 天地の、 飛驛の 高山の 真中 

のこと ですから、 その上 下 を 震駭 させて、 凄惨なる 人 

気 を わかして しまったの も 無理はありません。 


右の 生首 は、 このところで 討ち 捨てた もので はない、 

よそから 持って来て 捨てた もので あろうと 思われる 証 

拠に は、 その 近所に、 これにつな がるべき 胴体が 発見 

されない ことで、 首 だけが 無雑 作に 投げ出されて ある 

ことの 理由 はよ くわから ない のです。 

これが、 前に 言う 通り、 昨今の 京洛の 本場であって 

ごろうじろ、 たとえ 一箇に しろせ つかく 取った 生首 を、 

こんなに 不経済に 扱う はず はない、 必ず 相当の 勿体 を 

つけて、 足 利 三賊の 首、 斬って 以て 征夷の 軍門に 供え 

ると かなんと か、 物々 しい スロ ー ガン をく つつけ て、 

時代の 感情に 当て込む に 相違ない が、 そんな 芝居気 は 


一向な く、 惜気 もな く 抛り 出して あると いう ことが、 

疑問と いえば 疑問です。 

なにも そんなに 粗末に 投げ出し ていい ものなら ば、 

わざわざ 土地の 目抜きの 橋の 上へ 持って来て 捨てな く 

とも、 有 合せの 溝へ でも、 藪へ でも 捨てて しまえば い 

いのに、 こうして 土地の 目抜きの 橋の 上まで、 わざ わ 

ざ 持って来て 捨てた 以上 は、 半ば 以上 は、 梟し 物の 意 

図 を 含んだ 所業と 見なければ なります ま い。 

梟し 物にして やる 多少の 意図 を 含んで いるに して か 

らが、 せめて、 もう 少し 高く、 欄干の 上へ でも 載る よ 

うにして 置けば、 その 目的の 効果 は、 もう 少し 楊った 


であろうと 思われる のに、 橋の 平板の 上へ、 不細工に 

転がした までの ことです から、 周囲の 人通り、 人 だか 

あとき やく 

リがグ ルリと 場 を 取って しまえば、 後 客 は 木戸銭 を 

払っても 見る ことができない、 さりと は 知恵の ない 梟 

し 方と 見なければ ならぬ。 

「ああ、 この 生首 は 土 を 食って いますな、 あれ ごらん 

なさい」 

眉 を 集めた 老人が 目 を 覆いながら 言う。 なるほど、 

この 生首の 口の あたりに は、 いっぱいに 砂利が ついて 

いる。 

「斬られた 途端に 首が 飛んで 土 を嚙ん だもので すね。 


よく あるそう です が、 土 を 嚙んだ 首 は、 きっと 祟りが 

あるそう だから」 

土を嚙 まない 首 だとて、 こう 粗末に 扱われて は、 ちつ 

ものし 

とや そっとの 祟り は あるだろう が、 それにつ いて 物識 

りが 附け 加えて 言う、 

「土 を 嚙んだ 首 は、 きっと 祟る もので、 浅 右衛門なん 

まじな 

ぞも それだけ は、 首 供養 をす るそう だが、 そのお 呪い 

として は、 その 場で、 男なら ば 左の 足、 女なら ば 右の 

足 を、 十文字に 切って 置き さえ すれば よい …… 」 

そのうちに、 後ろから 無理に 割込んで、 群集の 見物 

のうちに 頓狂な 声で、 こんなに 叫ぶ ものが ありました、 


「おや、 こり や、 新お 代官 様の 首 じ や ござらね え かし 

ら」 

「え ッ」 

「わし も、 さっき からそう 思つ て 見と つた ところでが 

んすカ  」 

「わし も、 そう 思って 見て いたと ころで がんす が、 そ 

れを 言つ ちゃ 悪かん ベ ェと ：••： 」 

「わし も …… 」 

「や あ、 してみ り や、 これ はお 代官 様の 首 かも 知れね 

えで がんす ぞ」 

「まさか  で ござんす めえ」 


「お 代官 様の 首 じ や) /ざるめ え」 

最初から、 同様な 重大の 疑念 を 持って いた ものが、 

ひとり 口火を切 ると、 一 時に 雷同して きたよう な 形勢 

があります。 知れる 限りの 誰も 彼 もが、 これ をお 代官 

の 首と 思わぬ もの はない らしい。 

だが、 そう 断定して、 万一 間違った 日に は …… 

その 時です、 橋桁で も 落ちた かと 思われる 動揺が 

あって、 

「控えろ、 控えろ、 そのお 首にさ わる こと はならん ぞ」 

「滅多な 流言 を 申し 触れる もの は、 捕縛いた すぞ よ」 

堂々 として、 お 役 向が 乗 込んだ のであります が、 人 


を搔き 分けて、 その 首のと ころに 来る と、 有無な く、 

それ をい とも 鄭重に 拾い上げて 桶に 入れ、 包に 包み、 

そうして、 

「かりにもお 代官のお しるし だなん ぞと 申し 触れる も 

ざん 

のが あらば、 召 捕って 斬に 処 する、 これ こそ 全くお 人 

違い じ や」 

叱責と も、 弁明と も、 要領 を 得ない こと を 言って、 

その 連中 は、 代官の 首で はない という 生首 を、 手際よ 

く 収容して 持って行つ てし まいました。 

それと 前後して、 もう 一 つ 号外の ような ものが 飛び 

出した の は、 お 代官の 門前に、 こんど は 生首で はない、 


い きざら 

生 曝しが 一 つ あるから 行って 見ろ という ことで ありま 

なるほど  まさに 生 曝しが ある。 代官 屋敷の まだ 

開かれない 大門 前の 松の 樹に 縛りつ けられて いる 一 人 

の 若い 男 は、 息 だけ は 通って いる。 眼 も あいている、 

口 も あいてい るが、 その 眼 は 徒らに ポ カリと 開いて 

いて、 その 口 は ダラ リと舌 を 吐いた ままの ものです。 

これ は あまり 苦労な く 人別が わかりました。 貸本屋 鶴 

寿 堂の 若い 番頭の 政 どんで ある こと は、 さほど 広く も 

ない 天地に、 面 見知りの 多い 商売 だけに、 難なく 人別 

はわ かりました けれども、 これに 何 を 聞いても 一向 わ 


からない のです。 当人 は 恐怖の あまり 失神して、 啞と 

なって しまった ものら しい。 暫く 安静に して 置いて か 

ら 後でなければ 何 を 聞いても 駄目 だと、 人々 はよう や 

くその 緦を 解いて やって、 近所の 医者の 一間へ 担ぎ込 

みました。 

この 二つの 事件が、 外で は 広く も あらぬ 高山の 天地 

しんがい  しまおくそく  リ ゆうげん ひご 

を 震駭 させ、 揣摩 臆測 や 流言 蜚語と い つ たような もの 

が 満ち 渡る のに、 この 屋敷の 内部での 動揺 驚愕 は她何 


早出の 大工が 中 橋の まんなかで 生首 を 発見した のと 

ほぼ 同時、 代官 屋敷の 邸内で は、 離れの 芝生の 上に、 


首の ない 人間の 胴体 を 発見した の は 夜番の 佐 助です。 

その 首の ない 胴体 は 陣羽織 を 着て、 だんぶくろ を 穿い 

ている。 

そこで、 また 絶叫が ある。 逸早く 馳 せっけた のが 兵 

馬 —— 黒 崎 —— それから、 屋敷 中の 者が 寄って、 そこ 

に 集まった が、 胴体 は 依然として 胴体 だけで、 首が 無 

ヽ o 

レ 

すべての 詮議 は あとに しょうと も、 まずもって この 

首 を さがして 胴に あてがわねば ならぬ。 

屋敷の 中の 隅に も、 これに 合う 首 は 一 つも 発見され 

なかった が、 外から 注進して 来た ものが ある。 その 存 


在のと ころ は 前述の通り —— そうして 人 を 飛ばせて そ 

の 生首 を 取り合わせて みると、 この 胴体に ぴったり 合 

う。 それから のこと は、 風聞 やら、 揉 消し 運動 やら、 

てん やわん やで いちいち 書いて はおられぬ。 

要するに 貸本屋の 政 公 を 手引に して 来て、 ここへ 忍 

び 込んだ 奴に やられた の だが、 ここへ 忍び込んだ 奴 は 

昨晩に 限らない。 その 以前に 宇津木 兵馬の 枕許 を 騒が 

せた 奴 も ある。 意趣 か、 遺恨 か、 物と りか、 それさえ 

はっき リ わからぬ が、 ここに はかなく 一命 を 落した 当 

の 主の ほかに、 生きて おる か、 死んで おる か、 消息の 

わからな くな つ た 者が ある。 


お 蘭 だ。 問題のお 部屋 様が、 影 も 形 も 見せない。 

外に 向って は 流言 蜚語 を 抑えなければ ならぬ、 中 橋 

の 生首 は 決してお 代官の 首で はない、 あれ を、 お 代官 

の 首 だなん ぞと 口走る もの は 重刑に 行う、 という こと 

を 布告して 置かなければ ならぬ。 内に 於て は、 死人 及 

び 生死 不明 人の 始末と 詮議 を 遂げなければ ならぬ。 

兵馬に は、 他の 何人よりも 思い当る ことが 多い ので 

いとぐち 

ある。 けれども、 うかと その 緖 を 切って はならぬ と 

思案し ました。 それ故に、 彼 はお 代官と お 蘭との 昨夜 

の 行動に ついても、 自分の 見聞きし ている ところの 全 

部 を、 決して 誰に も 語りませんでした。 


ただ、 その 前の 日に 女房 狩りの ような こと をして、 

八幡 山の 方から、 見慣れぬ 若い 娘 を この 代官 屋敷へ 連 

れ 込んだ という こと は、 大抵 知れ渡つ ている こと だか 

ら、 その 出来事 は 隠す こと はでき ませんで したが、 そ 

の 若い 娘の 方に は、 あまり 人の 注意が 向かなかった も 

のです から、 兵馬 は 極めて 無事に、 その 娘 を 自分の 部 

屋に 隠し、 且つ、 休ませて 置く ことができました。 

最後に、 内外 を 合わせて 陰に陽に 手を尽 して 探った 

一 つの 報告と して、 昨夜で あつたか、 今晩であった か、 

大 井の 四 辻の 駕籠 屋へ、 お 代官 からと言って 二 梃の 駕 

籠 を 註文した 者が あるが、 その 駕籠が、 今もって 戻つ 


て 来ない —— という こと を 聞き込んで 来た 者が ある。 

大火に ついで 農兵の 調練、 それに このたび のす さま 

じい 恐怖 —— 小さな 天地の 動揺 はよう やく 静まらず、 

きょうきょう 

人心 恂 々 として 真相に 迷う の 雲が 深い。 

三十 八 

事態 かくの 如くで あるに 拘ら ず、 弁 信 法師 はま だ 

白骨の 温泉に 眠って いるし、 救援に 出向いて 来た 北 原 

と、 品 右衛門と、 久 助との 一行 はどうし ている。 

しかし、 この 一行の 途中の 変事と いうの も、 そう 心 


配す る ほどの ことでなくて 何よりでした。 

それ は、 白骨から 平 湯へ 出る までの 途中の ある 地点 

すべ 

で、 北 原が 岩角から 足をヒ らした までの ことです。 足 

場が 悪かった ので、 小石が 流れる、 それに 足 を 浚われ 

た 北 原 は、 ほとんど とめど もな く 谷底へ 落ちよう とし 

て、 足に 力を入れた 途端、 手の 方が ゆるんだ もの か、 

また、 その 際 気が かりにな つて、 自身の 流れる 身体で 

押し潰して はなら ないから、 放って やった のか、 携帯 

の 鳩が 飛び出して しまいました。 

それと 共に、 ずるずる ととめ どもな く 谷底へ 落ちて 

行く、 それ を 見て 久助 は、 あれよ、 あれよ と言うば か 


りです が、 品 右衛門 は 早速 用意の 緦を 投げて やった も 

のです が、 悪い 時 は 悪い もので、 それにつ かま りはつ 

かまった が、 緦が 途中で 摺リ きれて、 もう 万事休すと 

思われた 時に、 幸いに 木の 根に、 しっかり かじりつい 

て 叫んで いる。 そこで、 つぎ 足しの 網が 来て ようやく 

引き あげたので すが、 もとよ リ 生命に は 別状 はない が、 

足 をく じいたり、 擦リ剝 いたり、 かなりの 怪我 をして 

いるから、 品 右衛門が 背中に 背負って、 そうして 平 湯 

へ 来て 療治 を 加えて いると いう 出来事でした。 

出来事と して は 怪我の 部類です けれども、 鳩が 逃げ 

て 白骨へ 時なら ぬ 逆戻り をした という ことと、 これ か 


さ 

ら 前途、 高山までの 強行 前進が 利かな くな つたと いう 

こと は、 確かに 番狂わせ でありました。 

鳩の 報告に よって、 白骨から は 第二の 救護 隊が 着い 

て 見る と、 まず この 程度の 怪我と いう ことで、 ホッと 

安心 はして みた ものの、 北 原 君と しても、 久 助さん と 

しても、 まあよ かった と 言っての みは おられな いのは 

お雪 ちゃんの 立場 を 思い やって、 あの 子が 自分た ちの 

身の上に、 どのくらいの 期待と 心配 を 置いて いるかと 

いう こと を 考える と、 こうして はおられな いと 思い ま 

といって、 北 原の 怪我 はどうしても、 二三 日の 療養 


で 役に立つ とも 思われな いから、 自分 は 当分 ここで 断 

念し なければ ならぬ、 就いては、 自分の 代りに 久助さ 

んを 案内に、 町 田 君に でも 行っても らい、 そうしてお 

雪ち やん を 再び 白骨へ 呼び戻す こと だ、 白骨で いけな 

ふゆ ごも 

ければ この 平 湯で もよ い、 平 湯 を 第一 一の 冬籠りと して、 

我々 の 一 分隊が ここ を 占拠して、 暮 してみ る もまた 一 

まと 

興で はない か —— こんな ことに 相談が 纏まって、 予定 

より は 二日 も 遅れて、 そうして 久 助と 町 田と が 飛驛の 

高山へ 着いて 見た 時 は、 すでに 前記の 事態が 過ぎ 去 つ 

て、 その 余 雲が まだ 雨風 を 含んで 釈 けない 時で ありま 

した。 久 助さん は、 とりあえず 相応 院 をたず ねて みた 


けれども、 そこでお 雪ち やん も、 その他の 誰 を も 発見 

する ことので きなかった の は 無論の ことです。 

のみならず この 際、 他国者が、 この 界隈に うろうろ 

なん ぞ していよう ものなら、 フン 縛られて しまう とい 

う 空気 を 実際に 看て 取って、 こうして いるの も 危ない 

ことこの 上 もない の を 感じ、 ともかく もこれ は 一度 平 

湯へ 引返して、 改めて 方法 を 講じなければ ならない こ 

と を さとり、 着いた 日に、 また 平 湯へ 引返す ことの や 

む を 得ない 事情に な つ てし まいました。 

これ はまた、 町 田と しても、 久助 としても、 この 際 

至当な 態度であって、 実は 二人が、 平 湯から この 地へ 


無事に 足 を 踏み込んだ ことで さえが むしろ 幸いな くら 

いで、 その 以前、 在留の 人 や、 通りが かりの 旅人で、 

うきめ  こうむ 

嫌疑 だけで、 抑留 や 捕縛の 憂目 を 蒙った ものが 幾人 

も あるとの ことです。 

そこで、 平 湯へ 帰って みると 平 湯の 客が また 意外に 

混み合って きたの は、 一 つ は 前い うような 高山の 空気 

から、 この 地へ 避難した 客と、 土地 ツ子で あっても 目 

に 立つ こと を 嫌う ものが、 ここまで 遠出 をして 来たと 

いうよう な、 あぶれ 気分がないでも ありません。 

高山の 変事 はこ こまで 持ち越されて、 湯の 中での 

りゅうげんひご  ちまた  かまび す 

流言 蜚語 は、 高山の 町の 巷の それよりも 暄 しい も 


のが ありました。 

三十 九 

あの ことのあった その 夜、 何者か 道 庵 先生の 宿 元へ 

投げ文 をした 者が ありました。 

それ を 来 友が 庭から 拾って 来て 道 庵に 見せる と、 道 

庵 は 投げ文 を ひろげて、 仔細に 読んで いるう ち、 みる 

みる 顔の 色が 変わ リ、 

「さあ、 こうしち や いられね え！」 

それから 天手古舞 をして 身の まわりの 整理に かかつ 


たのが、 来 友に よく 呑 込めません。 

しかし 道 庵と して は、 かくうろ たえる のが あた リま 

えで、 ただいま 投げ込まれた 投げ文なる もの は、 確か 

おびやか 

に 道 庵に 向って、 生命 を 脅 すに 足るべき 果し状 同様 

な もので ありました。 

道 庵 は、 米 友に さえ 聞かす こと を 憚 り 怖れて いたが、 

その 内容 を 素つ ぱ 抜いて みると、 それ は 安直と 金十郎 

から 来た 果し状で、 その 文句に は、 

「道 庵ノ 十罪ヲ 数へ テ、 之ヲ斬 ルべキ コト」 

その 理由と すると ころの 大要 を 言って みると、 第一、 

今度、 我々 が 名 古屋へ 来て 華々 しき 興行 をしょう とし 


たのが、 突然、 中止 命令 を 受けた というの は、 これ は 

道 庵の 密告が 因 を 為して いるに きま つ ている —— 

次に、 道 庵が 長者 町へ 開業しても 吾々 へ 渡り をつ け 

ずに 十八 文で 売り出し たために、 同業者が 非常に 迷惑 

ごうまんぶれい 

をして いる こと、 且つ また、 道 庵が 日頃、 傲慢無礼に 

して、 人 を 人と も 思わず、 我々 をつ かまえて 三 びんだ 

つ 3 レ 

の、 折 助 だの、 口汚な く 罵る のみならず、 我々 の 先棒 

となって いる 安直 先生 をつ かまえて、 ラッ キヨ、 ラッ 

キヨ、 ラッ キヨの 味噌 漬 なん ぞと聞 くに 堪えない 雑言 

を 吐く、 道 庵 自身 は 相当の 実入りが あるのに 子分 を憐 

まず、 ために デモ 倉 や プロ 亀の 反逆 を 来たした ことの 


ひりん けん どん 

卑吝慳 貪 を 並べ、 そのく せ、 自分 は いっぱし 仁術め か 

して 聖人 気取りで いるが、 今度の 道中なん ぞも、 従者 

の 目 を かすめて 宿場 女郎 を 買い、 或いは 飯 盛に 戯れる 

いとま 

等の 罪悪 数うる に遑 がない、 この 上 もない 偽 仁術 聖 

人で ある。 それ にも拘らず、 到る ところで 買いかぶつ 

て 歓迎す る ことの 風教に 害 ある 点な ど、 都合 十 罪 を 数 

えて、 道 庵 を 名古屋 城下から 逐ぃ、 これ を 城外に 斬つ 

げきぶん 

て とらなければ ならない との 檄文でした。 

これ を 見た ものです から 道 庵 先生が、 急に あわて 出 

して、 その 翌日 早く、 今度 は 本式に 名 古屋を 出立す る 

ことに 決めて しまいました。 


少なくとも 飛行機の 試乗が 済む まで は 御輿が 据わ つ 

あきら 

たものと 諦めて いた 来 友 も、 足 許から 鳥が 飛び立つ 

ように 感じた けれども、 そこ は 慣れた ものであるし、 

且つ また 先刻、 旅の 用意 済みで したから、 この 不時 出 

立の 命令に も 更に 狼狽す る こと はなく、 即日、 つまり 

命令の あった 翌日の 朝 未明に、 今度 は 急 角度の 転向 転 

換 などと いう こと はなく、 道 庵 自身 もさき に 立って、 

いざ 鹿 島 立ちと いう 時に、 道 庵が 容を 改めて 来 友に 

向って いうよう は、 

「時に、 友 様、 わし は 今までお 前に 向って 隠して いた 

かたき も 

が、 実は 敵 持ちの 身なん だ」 


米 友 は、 変な 面 をして それ を 聞きました。 敵 持ちと 

いえば、 つま リ 自分が 何 か 人の 意趣 遺恨 を 受けて、 敵 

つら 

に覘 われて いると いう ことになるの だが、 今までそう 

いう こと を 聞いた こ ともなし、 左様な 警戒 を 試みて い 

たこと もない のに、 不意に 妙な こと を 言い出され たも 

のかな と 感心した のです。 

しかし、 道 庵 先生が 急に 妙な こと を 言い出す の は、 

今朝に はじまった ことで はない が、 今朝 は 少し 生 真面 

目で はあり、 出立 間際で はあった から、 来 友 も 特別に 

変な 面 をして 耳 を 傾けて いると、 道 庵が 言う ことに は、 

「実は、 今までお 前に も 打明けなかった が、 この 道 庵 


も 花盛りの 時、 武士道の やみ 難き 意気地に よって、 朋 

輩 二三 名 を 右と 左に 斬って 捨てて 国許 を 立 退いた もの 

だ」 

始まった！ こんな こと を 本気で 聞いて いちやた ま 

ら ねえ —— 米 友が 舌 を 捲いて いるに 頓着な く、 道 庵 は 

生真面目で 続けました。 

それ を 聞いて いると、 道 庵 は 若気の 至り、 右の 次第 

で 両三 名の 武士 を 右と 左に 斬って 落し 国許 を 立 退いた 

が、 その子 弟が 絶えず 自身の 首を覘 つてい る。 いつ 途 

中で 敵に めぐりあい、 名乗り かけられない とも 限らな 

ま ね 

いの だから、 その 時 卑怯な 真似 はしたくない。 実は 今 


朝 も 出立に あたって、 なんとなく 胸騒ぎが する の は、 

虫が 知らす という もの かも 知れね え。 万一そう いう こ 

とがあった 時 は、 友 様、 お前に も 一 つ 頼みが あるの だ。 

その 頼みと いうの は、 軽 井沢の 時 は、 場合が 場合 だ 

から、 お前の 助太刀で 難 を遁れ たが、 いつも 道 庵 は、 

ひと 

用心棒がなければ 独り 太刀が 使えね えとい うこと に 見 

られ ると 名折れ だから、 今度、 途中で 万が一、 いかな 

ろうぜきもの 

る 狼藉者が 現われよう とも、 お前 は 手出し をして くれ 

るな、 道 庵 は 道 庵 だけの 能 ある 爪 を 持って いる、 平常 

は 隠して 用いない が、 いざと なれば 奥の手 を 出して、 

いかなる 敵に もお くれ を 取る もので はない。 


こういう こと を 言いました けれども、 米 友 はまた 

ちゃらつ ぼ こが はじまつ たという 面 をして 取合わない。 

とにかく、 今度 は、 いかなる 眼前に 危険が 迫ろうと 

も、 友 様、 お前 は 手出し をして くれるな よ、 その代り、 

もうこれ までとい う 時には、 器量 いっぱいの 大声 を挙 

げて、 「友 様、 後生 だから 頼む！」 と 叫ぶ から、 その 声 

を 聞く まで は、 じっと 辛抱して 見て いるんだ よ、 もし 

道 庵の 口から 後生 だから 頼む！ の 一 言が 出ね えう ち 

に、 お前が 短気 を 起して、 加勢なん ぞ しょうものなら、 

もう その場限り 親分 子分の 縁 を 切り、 京大 阪へも 連れ 

て 行かね えし、 その 熊の 子なん ぞも 取り あげてし まう 


から、 よくよく 心得て いても らいて え。 

念 を 押して 言う もの だから、 来 友 も 何のち やらつ ぼ 

こと は 思いながら も、 何 か 先生に は 先生 だけの 腹が あ 

るの だろう、 いよいよ という 時、 後生 だから 頼む！ 

の 一 言 を 聞き届けた 上で 飛び出せば いいの だ、 こう 考 

うなず 

えてし きりに 頷きながら、 旅立ちの 仕度 をす る。 

一 方、 道 庵 は、 すべての 用意 を 整えた 上に、 なお 悠々 

と 机に 向って 何 かしてい る。 見れば 大 奉書の 紙 をのべ 

て、 何 か 恭 しく 認めて いる。 それ を 認め 終る と、 ど 

こから か 青竹の 手頃な の を 一本 持ち出して 来て、 その 

上へ しきりに 手細工 を 試みて いるから、 来 友が、 これ 


のぞ 

も 少し 変 だ と視 きこむ と、 その 手頃の 五 尺ば かりな 青 

さじ 

竹の 上へ、 道 庵が お 手前 物の 薬 を 盛る 匙 を 一本、 しき 

りに 結びつけて いるもの ですから、 

まじな 

「先生、 そり や 何のお 呪 いだえ」 

きた 

「おまじないな もの か、 これ さえ あ リゃ敵 何百 騎 来る 

とも …… 」 

と、 ぶつぶつ 言いながら、 その 匙 を 青竹に 結びつけて 

しまう と、 肩に 担いで 道 庵が 門口へ と 下りた ちました。 

その 時 は、 もう 箱 車が 玄関へ 横附 けにな つてい る。 

その 車に は 鉄の 檻が 載せて あって、 中には 熊の 子が い 

る。 


そこで、 今度 は 間違いな く、 足 許の 明るい 時に、 道 

庵主 従 は 永らくの 名 古 屋の宿 を 出立し ました。 

もう 暇乞い もとう に 済まして あり、 見送り も 見送つ 

て もらって あるから、 生きて いるう ちに 葬式 を 済まし 

てし まった ような 身軽で 出立し ましたが、 そのいで た 

ち を 後ろから 見れば、 以前と は 趣が 変った、 一種 異様 

な ものがないで はありません。 

ふうさ い 

第一、 先に 立つ ところの 道 庵、 風采 は 来た 時と 変ら 

ない が、 佐倉宗 五郎が 三枚 橋へ でも 出かける ように、 

懐中に 大 奉書 を 七分三分に 畳み込み、 肩に 例の 匙附き 

の 青竹 を 担いだ という ことが、 判じ物の ようです。 


これ に反してい つも 杖 槍 を 肩から 離さない ところの 

来 友が、 今日は 箱 車を曳 いての 出立で あるから、 槍 も、 

荷物 も、 車の 片隅に 置かれて ある。 一 見 すれば、 道 庵 

が 米 友の 株 を 奪って 杖 槍 を 持つ ことにな つたよう にも 

見える が、 よく 見れば 道 庵の は 杖 槍で はなく、 匙の つ 

いた 青竹 だとい うこと がよく わかります。 

何故に 道 庵が、 この 際、 恭 しく 奉書なん ぞを 畳み 

込み、 匙の ついた 青竹なん ぞを 担ぎ出し たの だか、 米 

友と して は、 おまじないより ほか は 考える こと はでき 

ない が、 では、 何のた めに 左様な おまじない をし なけ 

れ ばなら ぬかと いう こと は、 思案に 能わない のです I 


I ただ、 そのうちに は 分る ことがあ るから 深く 気に か 

ける までの こと はない と、 来 友 は、 あきらめて しまつ 

て いるば かりです。 

四十 

こうして、 未明に 名古屋 城下 を 出立した 道 庵と 米 友。 

びわ じ まばし 

城下 を 離る る こと 約 一里に して、 枇杷 島 橋に さし か 

かる。 

これ は 尾 張の 国 第一 の大 橋、 東に 七十 二 間、 西に 二 

十七 間の 一 一 つの 橋 を 中島で 支えて いる。 


その 大 橋の 半ば 頃 へ 来た 時分 —— まだ 時刻 は 早 過ぎ 

る ほど 早い ことです から、 さし も 頻繁な 美 濃 廻りと 東 

海、 東 山への 咽喉 首 も、 近く 人馬 は 稀れ に、 遠く 空気 

は 澄みき つていた から、 橋の 上に 立ち どまった 道 庵が、 

米 友 を さし 招き、 

「どう だ、 いい 景色だろう、 この 橋 はこれ、 尾 張の 国 

では 第一 等の 長い 橋で な —— 上から 下、 横から 縦まで、 

ひのき 

檜 ぞっき だ、 槍の ほかに は 一本 も 使わね えと ころが、 

さすが 尾州領 だけの もの は ある」 

そうして 橋 を 一通 リ 見せた 上で、 今度 は 頭 を 四方に 

振 向け、 


「今日 もい い 天気で 仕 合せ だ、 見な、 友 様、 四方の 山々 

を …… そうら、 あれが 木 曾の 御岳 —— 駒ケ 岳、 加賀の 

白山、 こちらの 方へ 向いて 見な、 ええと、 あれが 江 州 

の 伊吹山 さ、 それから それ、 美 濃の 養老 山、 金 華 山、 

恵那山 …… 」 

道 庵 も 名 古屋城 頭の 経験から、 もはや 相当に 地図 を 

頭に 入れて 置く と 見える、 しかじかと 説明して、 伊勢 

の —— と 言おうと したが、 どっこい、 この 野郎に は 伊 

勢 は 鬼門 だと、 あぶない ところで 食いと め、 

「そうら、 ぐるりと 廻れば 三 河の 猿投 山、 三 河と は 三 

河の 国の ことで、 三 河 は 遠 江の 隣り で、 遠 江 は 遠 州と 


もい う …… お 城 を 見な、 名 古 屋の城 を 見な、 金の 鱸 

へ 朝日が あた リ 出して、 あの 通リ キラ キラ 輝いて いる 

ところ は 素敵な もんじ やねえ か」 

ちょうちょう 

道 庵が 喋 々 として 来 友の ために 風物 を 説明して い 

る 前面から、 砂煙 をまい て 走せ 来る 一 隊が ありました。 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

はて 物々 しいと 見て いると、 今度 は 後ろ、 反対側 か 

ら 同じような 砂煙。 


「ファッショ」 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

道 庵 は、 この 時なら ぬ 物々 しい 前後の 物音と 掛け声 

を 聞いて 変 だな と 思った の は、 普通、 こうして 馳 けて 

来る ところの 一 隊の 人の 呼び声 は、 

「ヮッ ショ」 

「ヮッ ショ」 

という ことにな つてい る。 江戸で はまた ヮ ッショ を、 

ヮッソ ヮッソ ヮッソ ヮッソ とつめ る こと は あるが、 こ 


こで は、 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

なま 

と 聞え る。 土地柄で 訛る のか、 それとも 近頃 はこうい 

う 発音が 流行して いるの か、 そのこと はわから ない が、 

それが 多少 耳 ざ わりにな つてい ると、 砂煙 を 立てて 前 

後から 走せ つけた 一 隊が、 

「道 庵 待て —— 江戸 下 谷 長者 町の 町医者、 しばらく 待 

て」 

「何が なんと」 

道 庵 は 思わず こんな 大時代な 返答 をし て 飛び 上り ま 


した。 

と 見れば、 前面から 一隊 を 率 ゆると ころの もの は、 

おおた ぶ さに 木綿 片染 の ぶ つ さ き 羽織、 誰が 見ても 立 

派な 国侍 —— それに 従う 紺 看板が 都合 五名。 

同時にう しろから 走せ つけたの は、 軍学 者の ように 

髪 を 撫でつ けた、 ら つきよう 頭の 男、 それに 従う もの 

が、 やっぱり 五名の 紺 看板。 前面のお おた ぶ さが、 

r ヒ ャァ、 お 身 は 江戸 下 谷 長者 町 道 庵老で ござ るげ な、 

身 は 金 茶 金 十郎じ や、 はじめて 御意のう 得 申す、 以来 

お見知り 置きく ださる ベ え」 

「はは あ、 わし は、 いかにも 長者 町の 道 庵 だが、 何 か 


御用です か」 

「問わで もお 身に 覚えが ござろう、 同輩、 立た つし ェ 

ィ」 

金 茶 金 十郎が 後ろ を さし 招く と、 紺 看板が 五つ 六つ、 

「ここで 逢いし は 百年目 …… 」 

「恨み 重なる 垢 道 庵」 

「もうこうな つた 上から は」 

のつ びき 

「退 引 させぬ 袋の 鼠」 

「道 庵 返辞 は」 

「何と」 

「何と」 


これらの 紺 看板が、 すっかり 道 庵の 行 手に 大手 を ひ 

ろげ てし まいました。 

ばかばかしくな つてた まらな いのは 宇治山 田の 米 友 

です。 何が何だか わからな いが、 まるで 出来 損いのお 

茶番 だ。 

はは あ、 宿 許 を 出立の 時、 短気 を 起して 手出し をす 

るな と、 道 庵 先生に 誡 めら れ たの はこの 辺 だな —— 何 

か ふざけて 仕組んだ 芝居に 相違ない、 少し 離れて 見て 

いるに 限る —— 車 を 少し 遠の けて、 油断 なくなが めて 

いると、 

その 時、 道 庵 は 金 十郎の 前へ 出て、 


「わし は 道 庵に 違え はねえ が、 何もお 前さん たちに 恨 

み をう ける 覚え はねえ」 

「この 場に 及んで 覚えな しと は 白々 しい、 後学の ため、 

積る 怨みの 数々 を 言って 聞かそう。 ならばまず 第一 、 

そちゃ、 身共ら が 富 士見ケ 原の 興行に なんで ケチを 入 

れた のじ や」 

「知らね え、 そんな こと は 知らね え」 

「知らね えとい うが あるか、 我々 りゅうりゅう 工夫し 

たもの を、 そちが 要らざる 密告で、 興行 中止と なった 

無念 残念 I 」 

「そいつ あちつ と 迷惑 だね、 道 庵 は 密告なん て ケチな 


こた あしね えよ、 こう 見えても 万事、 強く、 明るく、 

正しく やる のが 道 庵の 流儀なん だからね」 

「なお それの みならず、 身共 先年 御成 街道 を 通行の 節、 

三ぴん ざむ らいと 蔭口 申した こと、 覚えが あろう」 

「そんな 覚えはありません ね」 

「覚えな しと は 卑怯な、 身共た しかに 承った ぞ、 身共 

を 三 びんと 申し、 身共 身内 を 折 助 呼ばわり する こと、 

その 仔細ち うは どうじ や、 返答のう 致せ」 

「こいつ は 驚いた ね、 御成 街道の 蔭口 を、 名 古 屋の枇 

杷 島まで 持ち越された にや 弱った ね」 

「そちゃ、 日頃 我々 を 軽蔑し おる、 悪い 癖 じ やによ つ 


て、 かねがね たしなめつ かわそうと 存じて いたが、 思 

わぬ ところで 逢うた が 幸い、 いざ、 三 びんと 折 助との 

いわれ、 この 場で 承ろう、 その 返答 承知 致さんで あれ 

ば、 手 は 見せ 申さぬ ぞ、 ちゃ」 

この 時、 後ろの 紺 看板が 声 を 合わせて、 

「そうだ、 そうだ、 金 茶 先生の おっしゃる 通り、 三び 

んと折 助の いわれが、 この 場で 聞きて え、 聞きて え、 

道 庵 返事 は、 何と、 何と —— J 

「ちえ ッ」 

道 庵 は 舌打ち を 一 つして、 

「何かと 思えば、 三 びんと 折 助の 講釈が 聞きて えの か。 


そんな こと は、 道 庵に 聞かね えたって、 もっと 安直に 

聞け ると ころが ありそうな もの だが、 聞かれて 知らね 

えとい うの も 業腹 だから、 後学の ため 教えて つかわ そ 

う、 そもそも 三ぴん というの は …… 」 

この 時、 道 庵 は 手に 持って いた 青竹 を 橋の 欄干のと 

ころへ 静かに 置き、 懐中へ 手 を 入れた と 見る と、 例の 

畳んだ 奉書 を 取り出して 物々 しくお しいた だき、 それ 

を 繰り ひろげて 高らかに 読み出しました —— 

さんぴん 

「そうれ、 ッ ラッラ おもん みるに、 三 一 と は 三と 一 

とい ふこと なり、 三 は 三 なれ ども 一 はまた ピンと も 

いふ、 ここに 於て 三両 一人 扶持 をいた だく やから を 


すべて 三 ピンと は 申すな リ、 まった、 折 助と いふ は、 

柳 原 河岸 その他に 於て、 これらの 連中が 夜鷹の 類 を 

さし 

買 ひて 楽しむ 時、 玉代と して 銭の 縉を 半分に 折りて 

差 出す を 習 ひとす るが 故に、 折 助と は 申すな り、 そ 

れ中 ごろの 折 助に 二 組の 折 助 あり、 一 つ を 山の手 組 

たんぼぐ み 

とい ひ、 一 つ を 田圃 組と いふ、 その他に も 折 助 は 数々 

あれ ども、 この 二つの 折 助の 最も 勢力 ある 山の手 組 

• つし 

の 背ろ に は、 百万 石の 加賀様 あり、 田圃 組の 背ろ に 

は 鍋 島 様が 控 へて ゐる 故と ぞ 申す、 もとより 御 安直 

なる 折 助の ことなれば、 天下 国家に 望み を かける 大 

望 はな けれども、 これら 大名 達の 威光 を 肩に 着て 諸 


大名屋敷の 味噌す り 用人と 結託し、 人 入れ 稼業 を 一 

手に 占めん とする 企みの ほど、 恐るべし とも 怖る ベ 

きみょう ちょうら い あな かしこ 

し、 帰 命 頂 礼、 穴 賢」 

道 庵が、 枇杷 島 橋の 上で、 天 も 響け とこうい つて 読 

み 上げた 勧進帳 もどき を 聞いて、 

「こいつが、 こいつが」 

金十郎 がいきり 立つ と、 安直が しゃし やり 出て、 

「あんた はん、 三 びん や 言いな はるが、 三両 だかて 大 

金 やさ かい、 一人 扶持 かて 一年に 均して みや はり まつ 

せ、 一石 八 斗 二 升 五合に なりまん がな、 今時、 諸式が 

じょうはく ひとます 

上り はって、 京大 阪で 上白 一 桝が 一 貫と 二十 四 文し 


ます さかい、 お金に 換えたら 十八 両六貫 三百 六十 八 文 

になり まんがな、 それにお 給金 三 両足し ますと な、 たつ 

ぶり 二 十両が とこ ありまん がな、 大金 じ やが な、 そな 

いに 三ぴん 三ぴん 言う とくれ やすな、 チヤ ァ」 

さか もの 

これ を 聞いて 道 庵が、 さて は、 こいつ、 阪 者の 出来 

損ないで あつたか、 なるほど みみつ ちい！ と 感心し 

ている と、 前面からの しかかった 紺 看板が、 

「ファッショ」 

「ファッショ」 

ファッショ、 ファッショで 道 庵 を 揉みく ちゃに しょ 

うと 試みる。 


その 時、 道 庵 は 少しも 騒がず、 後ろへ 飛びし さると 

見る や、 かねて 橋の 欄干に 立て かけて 置いた 匙附 きの 

青竹 を 取って、 来 友 流に 七三の 構え、 

「誰 だと 思う、 つが もね え、 江戸の 下 谷の 長者 町へ 行 

けば、 泣く 子 も だまる 十八 文の 道 庵 を 見損って 怪我 あ 

するな、 当時、 人 を 斬る ことに 於て は武 蔵の 国に 近 藤 

げん さ い 

勇、 薩州 では 中 村 半 次郎、 肥 後の 熊 本に は 川上 彦斎、 

まった 四国の 土 佐に 於て は 岡 田 以蔵、 ここら あたりが 

名代の 者 だが、 この 道 庵に 比 ベリ や あ 赤 児 も 同然、 甘 

えもの だ、 これ 見ろ、 この 匙加減 をよ く 見てから 物 を 

申せ、 すべて 今日まで 道 庵の 匙に かかって、 生命の 助 


かった 奴が あったらお 目に かかる …… 」 

こう 言って、 右の 匙附 きの 青竹 を 無 一 一 無 三に おつぶ 

リ 廻した のに は、 三ぴん も、 折 助 も、 ら つきよう の 味 

噌漬 も、 ケシ 飛んで しまいました。 

さいぜんからの いきさつ を、 じっと 辛抱して 見て い 

た 来 友。 暄曄 だか、 敵 討 だか、 おでで こ 芝居 だか、 お 

あき 

茶番 だか、 呆れ返りながら、 それでも 道 庵の 言いつけ 

通り 手出し を 慎 しんで いたが、 急に 舞台が 展開して、 

思い設けぬ 道 庵 先生の 武勇の ほど を 見る と、 そっくり 

返らない わけに は ゆきません。 

最初 出発の 時、 あの 青竹へ 商売 物の 匙 を くっつけた 


の は、 何のお まじない かと 思案に余り、 それ を また、 

ヮザヮ ザ 道中 か つぎ 廻って ここまで 来たの は 全く 判じ 

きれない 所業と 思って いたのに、 今にな つて はじめて 

それと 分った。 

道 庵の 匙加減 を 見ろ、 すべて 道 庵の 匙に かかって 助 

かった 奴 は 一 人 もね え —— それ を 言いたい ためな の だ、 

それ を 言いたい ために、 こういう こと もあろう かとの 

深謀遠慮が、 今にな つ て 篤と 腑に 落ちた。 

おらが 先生の する こと は、 全く ソッ がね え、 どこ ま 

で 考えが 深いの だか 底が 知れね え —— と、 米 友 はまた 

舌 を 捲いて 感じ入った ようです。 


しかし、 この 騒動が、 米 友の 出動 を 要求す るまでに 

至らず、 自然、 血 のりを 用いた リ、 川へ 泳がせた りす 

る ことなく、 存外 あっさりと 解散され たの は、 連中が 

道 庵の 凜々 たる 武勇に 圧倒され たわけで もな く、 これ 

はた ぶん 江戸より 海陸 一 一 百 八十 八 里、 九州 肥 後 熊 本 五 

十四 万 石 細 川 侯の 行列であろう ところの 供揃いが、 下 

に 下にの 触れ 声で、 このところへ 通りかかつ たためで 

あります II それ は、 折 助 連 は 道 庵の 匙加減に 恐れ 

入って しまって いると ころへ、 道 庵主 従に 於て は、 あ 

えて 細 川の 行列に 怖れ をな したと いう わけで はない が、 

細 川 侯で ある とないと にか かわらず、 いったいが 大名 


の 行列と いう ものが、 道 庵と 米 友の 反に 合わない こと 

は 中 仙 道 熊 谷 在の 例で も わかりましょう。 

かくて この 一場の 活劇 は、 巿が 栄えた という 次第で 

した。 

四十 一 

道 庵主 従の 不意の 出立で、 度胆を抜かれた 者の なか 

に は 意外な 人が あります。 

それ は 親方のお 角さん でした。 

お 角さん ともあろう ものが、 度胆を抜かれ るなん ぞ 


は、 ちと 心細い 話 だが、 また そこに はしかるべき 理由 

もあります。 

ああ はいう ものの、 お 角さん は 内心、 今度 は 大いに 

道 庵 先生に 期待して おりました。 その 一 つ は、 先生の 

口から 飛行機の 発明の こと を 聞く と、 目から 鼻へ 抜け 

てし ま つたこと があります。 この 先生の 言う こと は、 

ョタ ばかりと 限った もので はない、 その 中から、 いい 

ところ を 抜き出せば、 とんだ 掘 出し物が あると いう こ 

と を 心得て いるから、 最初 この 飛行機の こと を 聞かせ 

られ ると、 それ を 直ぐに 自分の 田へ 引いて しまったの 

はこの 女の 天性で、 それ は、 右の 空 を 飛ぶ 機械が もの 


になったら、 これで 一番 こんど は、 自分の 大山 を 打つ 

ま 

チラ シを 撒いても らおう、 手間 を 頼んで 一 軒 一 軒 引 札 

を 配らせる なん ぞは 時勢で はな い。 

空 を 飛ぶ 機械で もって、 名古屋 であれ、 京大 阪 であ 

れ、 江戸の 本場で あれ、 天の 上から これこれと 引 札 を 

配らせたら、 それ こそ 満都を アツと 言わ せ る に 相違な 

い、 いやいや、 引 札 を 配らせる だけで はない、 その 飛 

ぶと ころ を、 木戸 を 取つ て 見せた つ てけ つ こう 商売に 

なる！ これ は 一番、 目の つけどころ だ、 と 考えて し 

ま いました。 

そこで、 よそながら、 機 喊の： H 上り を 心待ちに 待つ 


ていた ものです が、 その 当り をつ けた 相手に 無断で 出 

発されて しまったの だから、 あいた 口が 塞がらな いの 

です。 

だが、 相手が 相手 だから、 腹 を 立てても 始まらない。 

そのうち、 ある 人が お 角さん に 向って、 このごろ 武 

芸 十八 般が やって来て、 富 士見ケ 原で 興行 をす る 当て 

が 外れ、 トャ について 困って いるから、 あれ を 救う 意 

味に 於て、 お 角さん に 一 肌ぬ いで もらえまい かと 交渉 

を 持ち込んだ 者が あった けれども、 お 角さん は 鼻の 先 

であしら いました、 

「ョタ 者なん ぞを 相手に しなくても、 お 角さん に は 仕 


事が あり 過ぎて 困って るんだ よ」 

そうこう している 間に、 お 角さん も、 名 古屋の 空気 

の 大体 も、 芸事の 分野なん ぞも、 あらまし のみ 込んで、 

相当の 腹案 も 出来た けれど、 何 をい うに も 今回の 旅 は 

遊覧が 名であって、 実地 は 視察の 予定に 過ぎない し、 

それに 思いが けずお 銀 様と いう もののお 守役 を 仰せ つ 

かって、 それより 以上に 名古屋 でも 膝 を 乗 出す わけに 

は ゆかず、 また、 名 古屋を 中に 置いて 事 を 為さん とす 

れば、 どうしても 上方 を 見て 来ない ことに は、 東西 を 

ひっくるめての 大 芝居 は 打てない わけです から —— 万 

しゃち ほこ 

事 は 帰りと して、 さあ、 もうこの 辺で 一応 金の 鱸 へ 


もお 暇乞い をした 方が よかろう という 気にな つ たの は、 

一 つ は 道 庵 先生に 先 を 越された その 羽風に も 煽られた 

のでしょう。 

そう 思い立つ と、 お 角さん として 愚図愚図 する こと 

はでき ないから、 もう 明朝に も 上方へ 向けて 出かけよ 

うじ やない か、 それに は 自分た ちの 方 は、 あと 言えば 

さ だが、 お 銀 様へ 御 都合 を 伺って おかなければ ならぬ 

と、 お 角さん は ともを つれて、 本 町の 近江屋 という 宿 

へお 銀 様 を 訪れた の は その 晩です。 

「お 嬢 様、 明日 あたり、 名古屋 をお 立ちに なりません 


「明日」 

「はい、 もう 名 古屋も 大抵お わかりの ことと 思います 

から」 

「明日 はいけ ません」 

「 お 都合が お 悪 う) /ざいます か」 

「別に 都合が 悪い という わけで もありません が、 明日 

は 見物す る ものが あります」 

「おや、 まだ 御城 下にお 見残しが おありに なります か」 

「城下の 見物じゃありません、 明日 は 約束が あって、 

ほかに 見に 行かなければ ならない ものが あります」 

お 角さん は 腹の 中で、 ちえ ッと 言いました。 何の 約 


束 か 知れない が、 大抵の 約束なん ぞは 蹴飛ばして、 わ 

たした ちが 出かける と 言ったら、 一緒に 出かける 気に 

なって くれたら よかり そうな もの だ、 お 角さん の 気性 

として、 出かける とき ま つ てから グ ズグズ している の 

は、 焦れったくて たまらない。 

「お 約束で ございま すか、 犬 山から 木曾川の 方へ でも 

いらつ しゃ るんで >  J ざいます か」 

+6 り つ サ 

「いいえ、 そうじゃありません、 明日 は 磔刑 を 見に 行 

こうかと 思います」 

「え ッ、 磔刑？」 

さすがのお 角さん も、 このごろ はどう も S 胆を 抜か 


れ 通しです。 

「磔刑が どちらに ございま すんで すか」 

かわらけの 

「土器 野と いうと ころに あるそう ですから、 ぜひ それ 

を 見て 立ちたい ものです」 

「まあ、 土器 野に、 どんな 奴が 磔刑に かか るんで ござ 

います かねえ」 

あじま  こてつ 

「それ は、 この 近在の 味婉 というと ころに 生れた 子 鉄 

という 強盗な のです」 

「まあ  」 

お 角さん はお 銀 様の 横顔 を 見ました。 

あき 

呆れて いるので す。 


何とい う ィャな こと を 言う お 嬢 様だろう。 平常お す 

すめ 申しても なかなか 人中へ はお 出な さらない くせに、 

明日と いう 日 は、 進んで 磔刑のお しおき を 見物に 行く 

の だとい う。 いったい、 誰が そんな ことをこのお 嬢 様 

に 焚きつ けたの だ、 縁起で もない！ 

お 角さん は、 腹の 中から 縁起で もない と 感じました。 

お 角さん は、 あれほど 太っ腹な 女の くせに、 こんな 

ことに かけて は 感情が 細かい ので、 不吉な もの や、 不 

浄な もの を いやがり 怖れる ことが 普通 以上な の は、 一 

つ は 商売柄で あると ころへ、 女の 弱気の 方 だけが その 

辺に 集まる ものです から、 御多分に 漏れぬ 大 のかつ ぎ 


屋 なのです。 

ですから、 今日明日 という 出立の 日、 しゃん、 しゃ 

ん、 しゃんと やりたい ところへ、 出が けに このお 嬢 様 

が 故障 を 唱える だけなら いいが、 言う ことに 事 を 欠い 

て、 磔刑 を 見に 行く なんて 言い出した ものです から、 

その 心中の 不快と いったら ありません。 

けれども、 お 角さん という 人 は、 お 銀 様に とって ど 

うしても 先天的に 一 目 置かなければ ならない ように 

なって いる こと は、 前に しばしば 見えた 通りで あり、 

いくら 腹が た つ て も、 お 銀 様の 前でば かり は ポンポン 

言う わけに は ゆかず、 先方に 高 王に 出られる ほど、 こ 


はれもの 

ちらが 腫物に 触る ような 気分 を 濃く して ゆかなければ 

ならない 因果の ほど は、 今日までの 例が 示す 通りです。 

結局、 お 角さん は、 どうしてもお 銀 様の 御意に 従わ 

ない わけに は ゆきませんでした。 

しかし、 こういう 場合で も、 見物に 行く ところが 行 

くと ころで ありさえ すれば、 たとえば ついでに 長 良 川 

う  ちょうちん まつ リ 

へ 鵜 を 見に 行きたい とか、 犬 山の 提灯 祭 を 見たい と 

かなんと かいう ことで あれば、 そこ は 進まない ながら、 

お 角さん もぐつ と 呑 込んで、 「ではお 嬢 様、 せっかくの 

ことに、 わたし もお ともさせて いただきたい ものです」 

+5 り フ サ 

とかなん とか 出る ところ だが、 磔刑 を 見に 行く という 


ことで は、 お 角さん はどうしても 乗り気に なれません 

でした。 乗り気に なれない ばかりで はない、 七 里ケッ 

パイと いうよう な 気がして お 銀 様の 話から、 自分の 座、 

そこら 一 面に なみの 花 を 撒いて やりたい ほどな の を 我 

f 又して、 

「そういう ことで ございますならば、 よん どころ ござ 

いません から、 明後日と いう ことにいた しましょう、 

明後日なら、 キットよ ろしう ございま しょうね」 

「はい、 明後日 あたりな らば …… 」 

「そんなら ぜひ、 明後日に お立ち を 願います」 

お 銀 様の 生返事が 気に入らない けれど、 お 角さん は、 


明後日と いう ことに 念 を 押して、 この 宿 を 出て 来 まし 

た。 

四十 二 

お 角さん のィャ がると ィャ がらない とに 拘ら ず、 そ 

かわらけの 

の 翌日に は、 城外 土器 野に 於て、 磔刑が 執り行われる 

のです。 

今日の 磔刑の その 当人 は、 先に 七 里の 渡 頭に 於て 捕 

あじま 

われた 味 婉の子 鉄で ある こと は、 誰 知らない もの は あ 

りません。 


だが、 その子 鉄と お 銀 様と 何の 関係が ある、 物好き 

にも 程の あった もの だと、 お 角さん の 余憤が 止まらな 

いのも 無理はありません。 

絶えて 久しい 磔刑と いう もの を 見ようと して、 沿道 

は 人垣 を 築いた こと 申す まで もない ことです。 その 間 

を 牢屋から 引出されて 刑場へ 送られて 行く 子 鉄 は、 大 

しきた 

体に 於て 仕来りの 通リ、 裸馬に 乗せられて、 前に 捨札、 

役人と 非人と 人足が 固めて、 そうして いよいよ 刑場 ま 

で 着いて 馬から 引下ろ された 時に、 検視 詰 所の 背後 か 

ら、 ちょこちょこと 走り出た 者が ありました。 

「お父さん、 水 —— 」 


ひしゃく 

これ は、 小さな 尼さん が 竹の 柄杓 を 捧げて いる。 

子 鉄 は 振 返って、 右の 小さな 尼の 面 をよ く 見た が、 

やがて 捧げられた ところの 柄杓の まま を 口に つけて、 

ゴクリ ゴクリ と 一 一口ば かり 水 を 飲みました。 

まつご 

ところが、 そうして 父と 呼んで、 末期の水 を 飲ませ 

た 尼 は、 父から 見据えられた 面 を 自分 も 見上げた が、 

存外、 感情が 動きません。 泣き もしなければ、 別段、 

目に 涙を湛 えてい るので もない、 もとより 嬉しがって 

はいない けれども、 父 だとい う 人の 今日の 最期に、 特 

に なんらの 激動した 感情が 認められな いのは 性質 かも 

知れません。 


全く、 これで 見る と、 この 児 は、 父の 最期の 名残 リ 

を 惜しんで、 水 を 与えに 来た もので はなく、 確かに 水 

を 持って行け と言われ たから、 その 言い つけの 通りに 

してみ たもの らしい。 親ながら、 父 も 暫く その 顔 を 見 

据えた だけで、 この 際、 特別な 愁歎 場 を 見せないで、 

仕置場の 方へ 曳 かれて 行って しまった ことが、 見物に 

は あっけない 思い を させました。 

親子と いったから とて、 そう 情愛ば かリ あるに き 

まった もので はない。 

小さい 尼さん は、 おっとめ を果 したが、 さて また 検 

視詰 所の 後ろへ 立 戻った もの か、 もう 少し 父の あと を 


ついて 行った もの か、 手 持 無沙汰の 形で うろうろして 

レます 

その 間に 当の 罪人 は、 土壇場へ 曳 かれて 行って 馬 か 

ら 卸される、 卸された ところに，， 磔刑 柱が 寝て いる。 

下働きと 非人と 人足の 都合 六 人が、 罪人 を 取って 抑え 

て、 これ を 柱へ 縛リ つけようと いうので す。 

ここまで はすいす いと 運ばれて 来たが、 いよいよ 非 

人の 手で、 下へ 置かれた 磔刑 柱の 上へ 犬の 字に 寝かさ 

れ、 手 は 手、 足 は 足で 縛りつ けられよう とする 時に、 

右の 罪人が 物 を 言いました。 

「お願いが ござります」 


検視の 役人が 聞き とがめて、 

「何事 じ や」 

「このお 緦を、 あれに おる 娘に、 縛らせて やって いた 

だきとう ござ いますんで すが  」 

「何と？」 

「罪 ほろぼしで ございます からな、 あの 娘に、 親爺 を 

くく 

磔刑 柱に 括りつ けさして いただきとう ございます。 お 

ころ、 おころ」 

罪人 は、 声高く 呼びかけ ると、 手 持 無沙汰で うろう 

ろして いたさい ぜんの 尼が かけて 来ました。 

「おころ や、 お前、 お父さん を 縛れ や」 


「え？」 

「お 役人 様に お願い 申して あるから な、 お父さん を そ 

のお 縛で この 柱へ 縛れ」 

「え？」 

「かまわな いから 縛れ」 

うろた 

低能で はない が、 狼狽えき つてい る 小さな 尼 は、 こ 

の 際、 父の 命令の 意味す ると ころ を 知らず、 役人に 向つ 

て 念 を 押す こと も 知らず、 あちら を 見、 こちら を 見て 

いると、 罪人が また 下から 言いました、 

「お父さんが 釜う でに なれば、 お前 も 抱いて 行く の だ 

が、 お父さん 一 人のお 仕置で 済む というの は 御 時世の 


お 慈悲と、 それから お前の ころもの おかげ だ、 罪 ほろ 

ぼしに お 父 さ んを 縛れ、 ここでお 父さんの 言う 通りに 

なる のが 本当の 孝行と いう もの だぞ、 お 役人 様に お 願 

い 申して あるから、 縛れ、 お前の ために 捕まって、 お 

前の 手で 縛られて こそ、 このお 父さんが 浮べる という 

もの だ、 いいから 縛ん な」 

あつ 

その 時、 検視の 役人が 二三、 こそこそと 額 を 鳩め ま 

した。 まもなく、 右の 小さい 尼 は、 別な 人に 促されて 

のつ ぴき  じゅず 

退 引なら ず 数珠 を 納めて 緦 をと りあげた ものです。 

まもなく、 見物の 群集の 眼 は、 この 小さな 尼が、 磔 

刑 柱に 載せた 人間の 五体の 間 を 立ちめ ぐって、 しきり 


に 働いて いるの を 見ました。 

言いつけられた 通り、 素直に 罪人なる 父 を 磔刑 柱に 

縛りつ けて いるので す。 と 言った ところで、 罪人 を磔 

刑 柱に 縛りつ ける に は、 また 縛りつ ける で 一定の 方式 

が ある。 

まず 第一 に 足首 を 横木へ 結びつける ことから はじめ 

て、 次 は 両人ず つ 左右へ 廻り、 高 腕 を 腰 木へ 結びつけ、 

それから 着類の 左の 脇の 下のと ころ を 腰の あたりまで 

切り破って、 胸板のと ころへ 左右よ リ卷 き、 二と ころ 

ばかり 網で いぼ 結びに する、 その上へ たす き緦を かけ、 

その上に 胴緦 をと つ て 腰のと ころで 緦をー 一重に し つ か 


りと 結びつける ことで 終る  

その 道の 本職が 幾人 も 手 を 合わせて やるべき 仕事 を、 

ぼ つ と 出の 幼 尼 ひとりに 任せられる はずの もので はな 

い。 自然、 罪人の 望み通りに 縛る こと を 許した と は 言 

ぃ条、 事実 は 下働きと 非人と 人足と が 手 を 持 添えて、 

その 要所要所に おまじない をさせる だけの もので あり 
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しきた 

こうして、 仕来り 通りに 柱へ くくりつけられた 罪人 

は、 次に 手伝いと も 十 人ば かりして、 その 柱 を 起して 

持ち上げ、 かねて 掘り下げて 置いた 穴の 中へ 押 立て、 

三尺ば かり 埋め込んで、 根元 をし つかりつ き 固める。 


ここで 罪人 は 全く 正面 をき つて、 高く 群集の 万目の 

前に 掲げられた ものです から、 矢来の 外が ジワジワと 

来ました。 

し ±1 つぎ 

検視が ズラリ と 床几に 坐る。 

下 働 非人が 槍 を も つて 左右へ 分れる。 

右の 方に いた 非人が、 突然、 槍 を ひねって、 

「見せ 槍！」 

一 声 叫ぶ。 

槍の穂先が キラ リと 光って、 罪人の 面前 二 尺ば かり 

のと ころ を 空 づきに 突く。 

と、 左の 一 方の が、 


「突き 槍！」 

その 一声で、 罪人の 右の 脇腹から プ ッッリ 槍の穂先、 

早く も 罪人の 左の 肩の 上へ 一 尺 余り 突 抜けて いる。 血 

ひとは  ひね 

が 伝わる の を 一 刎ね 刎ねて 捻る。 

「うむ —— 」 

これ は 本当 は 抉る そのものの 絶叫。 

この辺で 群集の 海に、 

「南無阿弥陀仏  」 

の 声が つなみの ように 湧き上る。 見る ものの ほとんど 

全部と いっていい ほどが、 下 を 向いたり、 眼 を そらし 

たりした ものです が、 今の その 長く 引いた 罪人のう め 


きの 唸り だけ は、 聾で はない 限りの 腸 を 貫いて、 生 

涯 忘れる ことので きない 印象 を 残さずに はおかない こ 

とでしょう。 

それから 後の、 左右 交互に 突き出し 突き抜く 槍先と、 

一 槍 毎に 弱り ゆく 罪人の 唸りと を、 まともに 目に 見、 

耳に 留める もの はお そらく 一  人 もなかろうと 思われた 

のに、 たった 一人 はありました。 それ はお 銀 様。 

役目の 人 は 知らず、 こうして 非人が ァリャ ァリャ と 

都合 三十 槍 突いた の を 矢来の 側の 特別席と でもい つた 

ところに 立って いて、 最後まで 眼 を はなさずに 見届け 

ていた 者に、 お 銀 様が ありました。 


四十 三 

かわらけの  あじま  はりつけ 

お 銀 様 は、 土器 野に て 行われた 味 婉の子 鉄の 磔刑の 

場面の 最初から 最後まで を、 すべて 見届けた 一 人に は 

相違ありませんで したが、 唯一 人と は 言えません でし 

た。 見物の 大多数の 中には、 お 銀 様 同様に、 ほとんど 

目ば たき もせず して、 この 三十 槍の 残らず を 見届けた 

ものが、 役 向 一 同の ほかに、 まだ 確かに 一 人、 存在し 

ていました。 そのお 銀 様 以外の 一 人と いうの が、 

年き 巿の 巻から 姿 を 現わして、 岡 崎 藩 を 名乗った 梶川 


与 之 助と いう 振袖 姿の 美少年で ありました。 

この 少年 は 今日、 足駄が けで やって きて、 矢来の 外 

に 立ち、 大多数が すべて 面 を 伏せた 時 も、 更に はにか 

むこと なく、 じっと 眼 を 凝らして、 人間の 死んで 行く 

落ち 際の 表情 を、 漏らす ことなく 見て いた こと は 間違 

いありません。 

それ は、 やはり、 見るべく 見に 来たので すから、 単 

に 自分の 興味の ために、 或いは 後学の ために 見に 来て、 

滞りな くその 目的 を果 した ものです から、 三十 槍で 検 

視の事 済みに なると、 あとの こと は 頓着な く、 さっさ 

と 歩み 去って 名古屋 城下へ 来て しまいました。 


同じ 日の それより さき、 お 角さん は、 忌々 しがり な 

がら、 蒲 焼の 宿から、 お 銀 様の 宿と していた 本 町の 近 

江 屋へ引 移って 来ました。 

それ は、 明日の 出立に また 何ぞ 御意の 変らぬ うち、 

お 銀 様の 膝元へ 落着いて しまった 方が 安心と いったせ 

いも あるでしょう。 また、 出立に ついての 万端、 ここ 

の 方が 都合が いいこと にもよ るので すが、 磔刑 を 見物 

に 出た お 銀 様が まだ 帰らない 時分に、 もう 引越し を 済 

まして、 出立の 荷 ごしら え、 あれよ これよ と 世話を焼 

いている ところへ、 

「姉御さん」 


といって、 つと 入って 来たの は、 土器 野 帰りの 岡 崎 藩 

の、 美少年 梶川与 之 助で ありました。 

「まあ、 梶川 様」 

「おばさん、 今日は 面白い もの を 見て 来ました よ」 

姉御と 言ったり、 おばさんと 呼んだり する、 この美 

少年の 心安 だてな 言葉に、 お 角さん が 釣り込まれて、 

「それ はお 楽しみで ございま したね」 

「楽しみと いう わけで はない が、 滅多に 見られな いも 

の を、 よく 見て 来ました」 

ここまで 来ても お 角さん はま だ 覚めない。 

みやげばなし 

「それ はま あ、 ようご ざいました、 そのお 土産話 を 伺 


おうじゃありません か」 

「実はね、 土器 野で 磔刑 を 見て 来たので す」 

「磔刑！」 

ちえ ッ、 またしても、 今日 この頃 は 時候の せいか、 

よくよく 磔刑 を 見たがる 人ば つ かり  <  面白く もな 

い、 と、 お 角さん が うんざりして、 

「お 若い 時分に は、 そんな もの を 見たがる もので は あ 

リ ません よ」 

「でも、 見ようと しても、 一 生に 一 度 見られる か、 見 

られ ないか、 わからな いもの だから」 

「そんな もの、 一生 見ないで 過ごせれば 結構 じゃあり 


ません か」 

「おばさん は、 嫌いな のかね」 

「誰が 磔刑の 好きな 奴が ある もんです か —— わたしな 

んぞは 見る どころ か、 聞いて さえ もい やなんで す」 

「そうです か、 それで は 話す の をよ しましょう」 

そう 素直に 出られて みると、 お 角さん も、 自分の 弱 

気に 向って 憐れみ を 受けた ような 気にな つ て、 

「と 言った ものです が、 時と 場合によれば いやな もの 

を 見届ける 度胸 も 大事です ね。 怖がる わけ じ やない が、 

虫が 好かない だけなん です。 いったい、 今日 磔刑の 当 

人と いうの は どんな 奴なん です か」 


あじま 

「おばさん、 まだ それ を 知らないの、 味 婉の子 鉄の こ 

とじ やない か」 

「いっこう 存じません、 旅先の こと だ もんです から」 

「では、 その 味 婉の子 鉄なる ものの 来歴 を 話して あげ 

ようか」 

と 言って 美少年 は、 前述の ような 凶賊で 味 婉の子 鉄が 

ある ことと、 役 向が、 それ を 捕える に 苦心 惨儋 してい 

たが、 その 女の子が 一人 あつたの を 尼に して、 それ を 

おと リ 

囵 にして 首尾よく 捕った こと を 説いて 聞かせる と、 

勢い 今日のお 仕置の 場で、 その子 尼が 親に 水 を 飲ませ、 

親 を 磔刑 柱の 上へ 縛りつ けた ことまで 説き及 ぼさねば 


なりません。 それ を 事細かに 話されて、 お 角さん が 変 

な 気になって しきりにう なされて しまいました。 今の 

先 は 聞いても いや だと 言 つた 磔刑の 話 を、 知らず 識ら 

ず、 根掘り葉掘り 聞く ようになって みると、 この美 少 

ひとづて 

年の 知識 は 人伝です から、 お 角さん の 根掘り葉掘りに 

対して、 つま リ味婉 の 子 鉄なる ものの 生 立ちから、 性 

質の 細かい ことなん ぞは 知って いよう はずが ないから、 

勢い、 どうしても、 磔刑の 場で 見た 子 鉄の 印象 を 深く 

語って 聞かせる ょリ 仕方はありませんでした。 

しかし、 こうな つてく ると、 お 角さん は、 どうして 

も 味 婉の子 鉄なる ものの 本質 を、 もっとも つと 深く つ 


きとめねば ならな い 気がしました。 

そうして、 お茶 やお 菓子 をす すめながら、 話が かな 

り 深刻に なって 行った が、 やがて 美少年 は、 

「それ はそうと して、 おばさん は、 いつ 名古屋 をお 立 

ちな の」 

「明日 は 間違い つ こなし」 

「では、 必ず 清洲 へお 立 寄り 下さいよ、 待って います 

から」 

「それ も 間違い ございません」 

「では、 今日はお いとま をし ます」 

こう 言って、 美少年 は 立ち かけました。 


「まだよ ろしい じゃありません か」 

「いや、 ちょっとお 立 寄りの つもり を、 かなり 長く 話 

し 込んで しまいました」 

美少年 はどうしても 辞して 帰るべき 頃合いと なった 

ので、 お 角さん は、 それ を 丁寧に 送って 出ました。 

こうして 見る と、 一 一人 はもう、 かな リ 心安立て にな つ 

ている。 それ は、 お 角さん も ああい つた 気性で あり、 

この美 少年 も、 お 角さん が はたで 危ながる ほど 切れる 

性質に 出来て いる くらいだ から、 話 も、 息 も、 合う と 

ころがあって、 それで、 この 逗留 中 も、 名 古屋へ 出か 

ける ごとに 蒲 焼のお 角さん の 宿 をたず ねて、 相当に 親 


密 になって いるら しい。 送られて 廊下 を 歩みながら 美 

少年が 言う、 

「わたし も、 ことによると 近いう ち、 九州へ 行かねば 

ならぬ ようになる かも 知れ ませぬ」 

「たいそう 遠い ところ へ、 それ はまた どうしてで ござ 

レ ます」 

さがら 

「落ち行く 先 は、 九州 相 良 …… という わけで はない が、 

肥 後の 熊 本まで、 退 引なら ずお 供 を 仰せつかり そうだ」 

「それ は、 大変な ことで ございま すね」 

と 言って いるう ちに 玄関へ 来る と、 お 角が 女中た ちに 

はきもの 

先立って、 この美 少年の ために 履物 を 揃えて やり まし 


た。 

「これ は 恐縮」 

と 言って 草履 を 穿く 途端に、 ちょっと よろ けて、 美少 

年の 手が お 角の 肩へ さわりました。 お 角 は それ を 仰山 

に 抑えて、 

「おお、 お 危ない、 お 年が お 年です から、 お 足元に 御 

用心なさい まし」 

「いや、 どうも 済みません、 では、 明日 はお 待ち 申し 

て いますよ」 

おお-かう 

この 途端に、 すっと 入 違いに 無言で、 大風に 入って 

来た 人が ありました。 


それ は、 土器 野から 廻り 道した もの か、 この 時刻に 

なって 立 戻って 来たお 銀 様で ありまし たから、 機嫌よ 

く 美少年 を 送り出した 途端に、 この 気 むずかし やの 

苦手 を 迎えねば ならぬ お 角さん は、 ここでち よ つ と 気 

合 を 外されて しまった 形で、 

「これ はお 嬢 様、 お帰り あそばせ」 

今まで 美少年 を 相手に していた 砕けた 気分が す つ か 

リ 固くなり、 言葉の 折り目 もぎす ぎす している ようで 

我ながら ばつが 悪い と 感ぜずに はおられません。 

四十 四 


そうして 置いて お 角さん は、 お 銀 様の 部屋へ 御機嫌 

伺いに 出ました。 

明日の 出立の ことに は、 もはや、 お 銀 様 も かれこれ 

言わない ようで したから 安心して いると、 

「お 角さん、 わたし、 少しば かリ お前さんに 頼みが あ 

る」 

改まった 口上に、 お 角さん がド キリと 来ました。 頼 

みが あるなん ぞと 依頼 式な 物言い は 極めて 稀れ な もの 

ですから、 あとが 怖い という 気がした のでしょう。 

「まあお 嬢康、 そんなに お改まり あそばして、 何の 御 


用で も わたくしに 仰せつ け 下さる のに、 否の 応が ござ 

います ものです か」 

「あのね —— 明日 出立の 時、 わたし は 一緒に 連れて行 

きたい 人が あるの」 

「どなた 様で いら つし や います か」 

そんな こと はむしろ お 安い 御用の 部類 だとお 角さん 

が 思いました。 何と なれば、 お 銀 様の かかりで 人 一人 

や 二人 増す 分に は 何でもない ことです。 費用と いって 

も 結局 は 自分の 懐ろ が 痛む わけで はなし、 これに 反し 

人 減し を 仰せつかって、 おともの うちの 一人で も、 あ 

い つ は 気に入ら ないから 目通りなら ぬと でも 言われよ 


う ものなら、 それ こそ 事 だが、 召し かかえる 分に はい つ 

こう 差支えな いと 安心した のです。 

ぼしめ 

そこで、 お 思 召しのお 連れ は どなた、 と 軽く 応答 を 

してみ たのです が、 

「それ は あの —— お前が さっき 玄関で 送り出し ていた、 

あの 若衆と 一 緒に 旅 をしたい のよ」 

「え、 え」 

お 角さん は、 思わずお 銀 様の 面 を 見上げて、 また 急 

に その 眼 を 伏せて しまいました。 それつ きりお 銀 様が 

つぎ 足さない ものです から、 お 角さん がよう やく 口 を 

切って、 


「あの、 梶川 様で ございま すか」 

「はい、 あの人 を 一緒に 旅に 入れて 歩けば 用心に もな 

「でございますが、 お 嬢 様」 

お 角さん は、 退 引なら ず 一 膝 乗り出して、 

「でございます がお 嬢 様、 あの方 はいけ ますまい」 

「どうして」 

「どうしてと おっしゃい ましても、 あの方 は あれで、 

相当の 考えが ござ いましょう」 

「相当の 考えと 言った つて、 お前、 あんな 騒動 を 起し 

て、 どこかへ 隠れた が つ て いる 人だろう、 どこと きまつ 


たと ころ へ 行かなければ ならな い 方 じゃあり ます ま 

い」 

「それ はそう で) J ざいます けれどお 嬢 様、 こちらで そ 

うお 願いしても、 向う 様 も 御 都合が おありで しょうか 

ら」 

「でも、 お前から 言って 上手に 話せば、 承知 をし ない 

とも 限りますまい」 

「それ は、 お話し 申す 分に は、 わけ は ございま せんけ 

れ ども …… 」 

「では、 お前、 この こと を 話して 頂戴、 そうして わた 

し は、 これから あの方 を 自分の 駕籠に 乗せて 一緒に 旅 


がしたい」 

「何と おっしゃ います、 お 嬢 様」 

お 角 は 見まい とした、 また、 見て はならない はずの 

お 銀 様の 顔 を、 また 見直さな いわけに は ゆきませんで 

した。 

だが お 銀 様 は 冷々， - として、 

「いけない の、 お前 だって、 それ をした じ やない か。 

はず 

岡 崎の 外れから、 あの方 を 自分の 駕籠に 乗せて、 相乗 

りで 来た ことが あるじ やない の。 お前が それ をして、 

わたしが それ をして 悪い という ことがあります か」 

「悪い と 申し上げ たので は ございま せんが、 お 嬢 様 I 


I」 

あき 

お 角 は、 言 句に 詰りました。 呆れた からです。 

「わたし はなんだ か、 そうして 歩きた くな りました、 

あの方と 相乗り をして、 これでもう 安心と いうと ころ 

まで、 旅 をして みたい 気にな リ ました。 お前さん、 そ 

の 心 持で、 あの方に お 話 をして みて 下さい」 

「それ はお 話 を 申します 分に は、 いっこう さしつかえ 

ございま せんが、 お 嬢 様 —— 」 

ここでお 角さん は、 何と 要領 を 伝えて いい か、 また 

詰りました けれども、 急に 思いつい たように、 

「お 嬢 様、 あの方 は 只今、 この 名 古 g に はいらつ しゃ 


いません のです」 

「ここに はいない の？」 

「はい」 

お 角さん は 急に 元 気づいて きました。 よい 口実が 出 

来た ものです —— 

「では、 どこに いるの」 

「あの —— 清洲 とか 言いまして、 ずっと 遠方なん で ご 

ざいます」 

「清洲  清洲は 遠方ではありません」 

お 銀 様に ビタリと 食って しまいました。 事実、 清洲 

という 名 だけ はお 角さん も 聞いて 知っている。 名古屋 


から 上方への 方向 だとい うこと は 聞いて 知ってい るが、 

どのぐ らいの 距離が ある もの やら、 そのこと は 一 向 知 

らな いのです。 それで 御 同様、 旅の ことで あるから、 

お 銀 様 もや はり 御多分に は 洩れまい、 そこで、 遠方 だ 

と 言 つて ごまかして しまえば 自然 この 話 は うやむやに 

解消が できる とこう 考えた ものです から、 そう 返事 を 

したの が 誤算でした。 つまりお 角 は 自分の 知識の 程度 

と、 お 銀 様の 知識の 程度と を 同一に 見た ことからの 誤 

算 でした が、 事実お 銀 様 は清洲 という もの を 知り抜い 

いま 

ている。 土地 そのもの として は、 未だ 未踏の 地 だが、 

名に 聞いて いると いうよりも、 元 亀 天 正 以来の 歴史と 


伝記の 本で 暗ん じきって いる こと を、 お 角さん は 気が 

つかなかった のが おぞましい。 

そこで ピ タリと 抑えられて しまったから、 もうお 角 

さんと して は、 二言 を 許されな いのです。 

しかし、 遠かろう とも、 近かろう とも、 あの 美少年 

が清洲 にいる こと は 事実で、 そうして 上方へ 行く 途中 

に はぜ ひ 立 寄つ て くれ、 立 寄ります と 言葉 を番 えて あ 

る こと も 事実な の だから、 お 角 はお 銀 様に そのこと を 

打明けて、 それならば 明日 出立、 清洲の あの方の おい 

でになる ところ をお 訪ねしての 上、 万事 は、 わたしが 

取 計ら つ てお 目に かけましょう という ことで 結び まし 


た。 

きせる 

そうして、 自分の 座敷へ 帰った お 角さん は、 煙管 を 

投げ出して、 苦笑いが 止まりません。 

近頃お 話に ならない お 取 持ち を 頼まれた もの だが、 

どちらも どちら、 まあ 何とい う 難物と 難件 を 一緒に 背 

負い こんだ ことか、 ばかばかしい にも 程が あると、 一 

時 は 呆れ返つ たが、 そこ はお 角さん だけに ガラリ 気の 

かわる ところがあって、 そうさね え、 また 考えよう に 

き つ ぷ 

よって は 面白い じ やない か、 あの 綺麗で 気性の いい 若 

衆 を、 こっちのお 嬢 様に 押しつけて みるの も 面白い こ 

とじ やない か —— お 夏 は 清 十郎、 お 染は久 松と 相場が 


きまり、 色事 も 型に なって しまって るんで は 根っから 

受けない ね、 お 銀 与 之 助なん ていう の も 乙 じ やない か、 

一番 ここ いら を 骨 を 折って みたら どんな もの か、 お 角 

さんの 腕の 振い どころ というの も 妙な もんだ が、 ちつ 

とば かリ 変った 取組み さねえ。 だが ねえ —— 何 と 言 つ 

て も、 こっちのお 嬢 様が 役者が 上 だね え。 きれいで、 

腕が 利いて、 目から 鼻へ 抜けた 子で は あるが、 何とい つ 

て もま だ ねんね だからね え、 やがてお 嬢 様が 食い 足り 

なくなって 投げ出さ なけり やい いが —— だが、 そう 

なった あとが、 またまん ざら 捨てた もの じ やない から 

ねえ。 


お 嬢 様の しゃぶり つからし だって、 まだまだ あの 子 

あたりなら、 だしが たっぷり 利きます からね え、 やり 

ましょう、 やりましょう、 ひとつやって みましょう。 

お 角さん は あわただしく、 また 煙管 を 取り上げて 

悠々 と 煙 を 輪に 吹きました。 

四十 五 

あんなよ うな わけで、 飛驛の 高山の 空気が 悪化す る 

と 同時に、 平 湯の 景気が 溢れて きました。 

みちのり 

高山から 平 湯まで は 八 里 余、 かなりの 道程です けれ 


ども、 高山で は 遊びに くいもの や、 この 際、 保養 を 心 

がける もの、 或いは 他国の 旅人ら がー 時の 避難と して 

平 湯の 地 を 選ぶ 者が 多かった ものです から、 急に 景気 

が 溢れ出し てきた という こと を 聞き伝えて、 高山 を 中 

心と していた 芸人 共が また 競って 平 湯の 地に 入り込み、 

その また 景気 を 聞きつ けて、 諸 商人なら びに 近国 近在 

の 保養 客が、 ずんずん 押し かけて 来る ものです から、 

平 湯が 思いが けぬ 大 繁昌 を 極めました。 

といっても、 本来い くら もない 宿の ことです から、 

附近の 農家で も、 小屋で も、 臨時に 借 受けの 客が 溢れ、 

泥緦 のよう な 増築が 間に合い、 そうして 飛 驊の平 湯が、 


ここのと ころ 山間の 一 大 楽土に なりました。 

そのく らいです から、 朝 も、 晚も、 浴槽の 中 は 芋 を 

盛った ように いっぱいで、 歌う もの、 囉す もの、 男 も 

うちょうてん 

女 も、 若き も 老いた る も、 有頂天です。 夜 はまた 広い 

場 席 を 借りて、 商売の 芸人 を 呼ぶ ことで は 事足らず、 

おのおのの 得意な 芸づ くしが はじまる。 

平常の 時に 於て は、 これらの 客 は、 山間 田野の 無 邪 

気な 団体客が 一 年の 保養 をす る 程度であった けれども、 

今年 の 景気 は 全くば かな 景気 で、 来る ほどの 者が みな 

有頂天と なって、 無邪気に 保養 は 忘れて しまいます。 

こういう 際にあって、 人間の 風俗が 崩れ 出す の は 免 


れ 難い ことと 見え、 ただでさえ 温泉 場に は、 幾多の 口 

マンスが 起り つ 消えつ する 習いな のに、 こういう 景気 

になって しまって は、 若い者 同士 だけで はなく、 妻の 

ある 夫 はもと より、 夫の ある 妻まで が、 大抵 は ある 程 

度まで、 ィャ なおば さんか ぶれになる ものら しい。 

それが またこう いう 際に、 ある 程度まで 黙認され る 

力 力 t 

ような ことにな つて、 古え の 時代の 歌合、 人妻に も 我 

ことと 

も 交らん、 わが 妻に 人 も 言 問えと いう 開放 性が、 節度 

を 踏み 越させて しまう の も 浅ましい。 

ここの 場所、 ここの 瞬間 だけで は、 密会 は 公会で あ 

り、 姦通 も 普通と して、 羨まれたり、 おごらせられた 


りする うち はま だし も、 ついに は それが あたりまえの 

ことと なって しまって、 ， 憚る 人目の 遠慮 も 必要が な 

わ だか ま 

ければ、 羨み 嫉む 蟠 りと いう もの も 取 払われて し 

まって みると、 な あにこう いう 開放 時代 は、 一年に 一 

や ま 

度と 言いたい が 一 生に 一 度 あるかな いの だから、 野暮 

を 言う もので はない、 ここ 一 曰 二 曰の 後に は、 てんで 

に 里へ 帰つ て 真黒に な つ て 稼ぐ の だ、 ここ は 暫く 歓楽 

の 世界、 苦い 顔 をす る こと はない、 人の する ように 自 

分 もやれ、 それが ええ じ やない か、 ええ じ やない か。 

高山で ちょ つ と 手 を 焼いた がんりきの 百なん ぞも、 

こんなと ころ こそ あい つ の 壇場で あるべ き はず だから 


きっと、 どこに か 姿 を 見せて、 湯気の 後ろから 山国の 

女の 肌 目の 荒い 細かい を 覘 つ ていそうな もの だが、 

さてい ずれ を 見渡しても 当時、 この 平 湯に は 奴の 姿が 

見えな いのは 抜かり だと は 思われる が、 あいつ は 本来、 

温泉 場 は 鬼門な ので、 温泉が 嫌いな わけで はない が、 

あいつの 肌が 駄目な の だ、 いや、 肌 は 自慢で 見せたい 

くらいなん だが、 五体の 中の 一部が 人様の 前へ は 出せ 

ない ことにな つてい る、 すなわち、 研いでも、 つくろつ 

て も、 どうに もなら ない 右の 腕の 筒切りに されて いる 

附 根の 不恰好と いう ものが、 がんりきの 百の 野郎 ほど 

の 図々 しい 面の 皮 を 以てして、 はり かくす ことので き 


ない という 弱味が、 人様の 前で 裸体 を 見せる こと を 遠 

慮せ しめる という、 しおら しい 次第になる。 

ですから、 百 はいかに 目下の 飛 驛の平 湯が 肉 慾の 天 

国で あっても、 そこで 衆と 共に 快楽 を 共に する ことが 

できない という ことにな つてい るの は、 あいつに とつ 

て 悲惨の 至りと 言わねば ならぬ。 

そんな こと はどうで もよ い、 ここに 集まる 別天地の 

歓楽の 衆の 中に、 がんりきの 百が いようと も、 女の 相 

場が 狂う わけで はなく、 あいつが いないと しても、 色 

男の 払底 を 告げる という わけで もな く、 それぞれ 適当 

に 相手に はこと を 欠かないで、 まず 腰の 曲った 年寄と 


胸 紐の 附 いた 子供 を 除いて は、 男女と もに お茶 を 引く 

というよ うな もの は 一 人 もなかった はずです。 

北 原 賢 次 一行 は、 ここへ 打 込んで 困りました。 生命 

に 別条 はない けれども、 内出血が している から 三 四 週 

間 はか かると いう 負傷 を、 ここで 療治し なければ なら 

ぬ、 品 右衛門 爺さん は 越 中の 方へ 出て しまったが、 高 

山へ 寄りつ けないで 立 戻って 来た 町 田と 久助 は、 お雪 

ちゃんの こと を 心配しながら 北 原の 看病です。 その 間、 

高山 方面から 続々 来投の 客に 向って、 それとなく お雪 

ちゃんら しい ものの 動静 を 尋ねて みるが、 当てになる 

の は 一 つもない。 


そうして この 三人 は、 薬師 堂の 一間 を 借りて 養生 を 

しながら、 みるみる 歓楽の 天地に な つ て ゆく 平 湯 一 帯 

の 景気 を 見て 胆を 冷して しまいました。 

大抵の ことに は 動じないで 来たが、 この 景気と 羽目 

あき 

の 外し 方に は 呆れる。 人間同士が 世間 態とい う もの を 

忘れて しまって、 快楽 そのものが 無 方図に 許される 社 

会と いう もの を 見せつ けられて、 北 原が 憤慨した の は、 

自分 は 不幸なる 怪我で、 この 歓楽の 渦中へ 投 ずる 機能 

を 失った 残念 さ を いらだった のではありません。 人の 

好い 久 助さん で すらが、 あれで、 間違いが 起らない と 

いうの は ：•：• 話に 聞く 畜生 谷と いうの が、 やっぱり こ 


うした 人気な ところ かしらん、 それにしても、 これら 

の 人た ちが みんな、 人 も 許し、 我 も 許し、 いい 気で 遊 

び 興じて いる その 人情の 無制限が 不思議 だ 、 と 思わず 

に はいられ なくなりました。 

北 原の 友人、 町 田な にがしな ど は、 自分が ピン ピン 

している ために、 そう 引 込んで ばかり はいられな いと 

にぎ 

見え、 時に 賑わいの 方へ 姿 を 没して は、 いいかげんの 

時分に 戻って 来る こと は あるが、 その都度、 

「驚いた もんだ、 驚いた もんだ、 人間と いう やつが み 

んな ここまで 許し 合って いると、 全くお 話に ならん、 

及ぶ ベ か らず、 及ぶ ベ か らず」 


こういう 景気が 連続して、 いつ 終るべし とも 見えな 

い 歓楽の 日が 続く こと 約 七日ば かり、 ここに 歓楽の 天 

地 を ひっくり返す 物音が 意外のと ころから 起り ました。 

その 意外のと ころから 起った 物音が、 これら 歓楽の 

すべての 色 を 奪い 去り、 塗りつぶして しまいました。 

それ は 天意と いえば いわれる ほどの 地位から、 偶然 

に 落下して 来たの も、 偶然と いえば 偶然、 果然と いえ 

ば 果然 かも 知れません。 

四十 六 


それ は 何事 かとい えば、 この 飛 驛の平 湯の つい 後ろ 

に そそ リ 立って いる 焼ケ 岳、 硫黄 岳が 鳴動 を はじめた 

のです。 

また 力 

焼ケ岳 は、 信 濃と 飛驛に 跨って、 穂 高と 乗 鞍の 間に 

きつ リっ 

屹立 する 約 二 千 五 百メ— トル、 日本 北 アルプスの 唯一 

の 活火山で すから、 鳴動す る こと はそんな に 不思議で 

はありません。 常に 煙 を 炎々 と 吐いて いるく らいの 山 

だから、 時に 吼ぇ 出す こと も あたりまえ なので ありま 

古来 鳴動の 歴史 もずい ぶん 古い もので ありまし たが、 

土地が 高峻 にして 人目に 触る る 機会が 少なかった ため 


に、 その 鳴動 も、 浅 間 ゃ磐梯 のように、 人 を聳動 はせ 

しめませんでした。 ところが、 この 際、 この 歓楽の 日 

うち つづく うちの 或る 夕方 —— 突然 鳴り 出した こと も 

気にした ものと しなかった ものと、 気にする にもし な 

いに も、 それが 耳に 入らなかった 者の 方が 多かった の 

です が、 その 夜 寝て 翌朝の 暁、 俄然と した 大 鳴動が、 

ほとんど 平 湯に いた 残らずの 人の 夢 を 打ち破って しま 

いました。 

この 鳴動 だけ は、 誰も 聞かなかった という わけに は 

ゆかなかった の は、 山が 大 鳴動 をした のみならず、 寝 

ている 床の 下が 大 震動 をした のです から、 一時に 夢 を 


破られた 連中が みな 飛び出しました。 

飛び出して 見る と、 外 は 色の 変った 雪です。 払って 

冷たくない 雪でした。 つまり 今、 ほとんど 寝 まきの 半 

裸体 や、 或いは 一 糸 も かけぬ 全裸体で 飛び出した 総て 

の 人の 上に、 盛んに 灰が 降り かかって いるく らいです 

から、 暁の 天地 は 泥の ようでした。 

つづいて 第二、 第三の 大 鳴動が あって、 地が 震い、 

同時に 頭上、 山々 の 上の空に 炎が 高く 天 を こがして い 

るので す。 

歓楽の 客 は 狼狽せ ざる を 得ません、 仰天せ ざる を 得 

ません。 


暫く は 為さん 術 を 知らず、 濛々 と 降り かかる 灰 を 払 

ま ぅビ ん 

うの 手段 もな く、 呆然と 天 を 仰いで 立ち 尽し たままで 

しかも、 その 音 は 轟々 として 山の 鳴動 は 続き、 時々、 

きめた ように 地が ブル ブルと 震え、 霏々 として 灰 は 降 

り、 硫気 はいよ いよ 漂い、 空 は 赤く 焦げて ゆく のです。 

飛 驛の平 湯の 天地の 昨日の 歓楽 は、 今日の 地獄と な 

リ つ つ 行きます。 

但し 被害の 程度と して は、 まだ 何もない のです けれ 

ども、 人心の 滅却 は 被害の 計算で 計る わけに は ゆかな 

いのです。 昨日まで は 我 を 忘れて、 湯槽に 抱擁し、 土 


地に 貪 着して いた 人々 が、 今日は われ 先にと この 天地 

を 逃れよう とすると ころから、 人間界に 動乱が 生じ ま 

した。 

まず 人間が 人間の 奪い合い を はじめました。 それ は 

物と 物との 奪い合いでも あり、 肉と 肉との 奪い合いで 

も あるよう だが、 要するに 先 を 争って 逃げよう とする 

者に 対しての 交通機関と、 人夫の 奪い合いが 原因で あ 

リ ま ^u/ 

北 原 賢 次 は 存外、 落着いて いました。 事実 は、 こう 

足 を 怪我して いて は、 落着いて いるより ほか はせんす 

ベがなかった のか も 知れない が、 それでも、 昂然と し 


て 言いました、 

「それ 見ろ、 人間が あんまり ふざける と、 山まで がお 

こり 出す わ」 

小気味よ しと 見た ので は あるまい が、 また、 自分が 

逃げ出す ことので きない 腹癒せの 私怨との みは 思われ 

ません。 

全く、 少しで も 離れた ところで 見て いると、 こう も 

人間が ふざけ 切った ので は、 山が おこり 出す の も 無理 

はない、 と 思われた のでしょう。 

天災 は 天災、 人事 は 人事、 ポンペイの 町が 腐敗して 

いた ことと、 ヴ エス ピアスの 山が 火 を 噴き出し たこと 


と 何の かかわ リ あらん やと 言つ てし まえば それまで だ 

が、 地殻の ゆるむ ところに 人気 もまた ゆるむ、 物心 一 

元の 科学的 根拠 を まだ 発見した 人 はない が、 人心の ゆ 

きた 

るむ ところに 天変地異が 来る こと を、 古来、 人間 は 無 

意味に 看過す る こと はでき なかった 性癖が ある。 科学 

者 はっとめ て その 両者 を 無意味、 没交渉に 看過せ しめ 

ようとす る けれども、 人心の 奥底に は、 誰し も その 脈 

絡 を 信じようと してやまぬ ものが あるら しい。 

「焼 ケ岳も 気が 利かない、 鳴動す るなら、 軟弱 外交の 

幕府の 老中 共の 玄関先へ でも 持って行って 鳴動して や 

れば い いに、 爆発す るなら ば、 黒船の 横っ腹へ でも 持つ 


て 行って 爆発し て やれば いいに … … 」 

と、 町 田が 附け 加えました。 

それ はいずれ にしても、 このたびの 鳴動 は、 容易な 

らぬ 鳴動で ありました。 今までの 分が、 焼ケ 岳と して 

は 有史以来の 鳴動で あると すれば、 今後の こと は 測り 

知られない と言うより ほかはありません。 

北 原、 町 田ら は、 やや 離れた 見方 をして いるに 拘ら 

ず、 これからの 身の 処置に 就いては なんらの 思案の な 

いところ は、 歓楽の 一 団と 同じような ものです。 

山の 鳴動と 共に、 地 は 時 を 劃して 震動す る。 時 を 劃 

して 震動す るの がかえ つ て 連続 的に する よりも 人心 を 


脅かす 程度が 深いの は、 恐怖す る 時間の 余裕 を 与えら 

るるから でしよう。 

空 は 暁 ほど 赤くな いのは、 つまり 日中に なった せい 

であって、 火勢が 衰えた 結果ではないでしょう。 その 

証拠に は 降 灰が いよいよ 濃くな つて、 のぼりの ぼって 

いる はずの 天日 を も 望み 難い 色 を 深く してく るので も 

わかりましょう。 

爆発した の は焼ケ 岳で はない、 硫黄 岳 だとい う 者 も 

あります。 いや 硫黄 岳で はない、 焼ケ 岳の 南側 だとい 

う 者 もあります。 いやいや、 焼 も 硫黄 もどち らも 噴き 

出して いるの だ、 手が つけられな いと 叫ぶ 者が ありま 


かたま リ 

す —— 少なくとも 五十里 四方 は 火の 塊 になって しま 

うの だと 泣き わめく 者 もあります。 

四十 七 

それ は焼ケ 岳で あっても、 硫黄 岳で あっても、 どち 

ら でも かまわない。 信 濃の 人 は、 硫黄 岳 も 焼 ケ岳も 同 

じ ものに 見る が、 飛驛 では この 二つ を 区別して いる。 

それ は それと して、 この 鳴動と、 そうして 噴火と、 

地震と が、 飛 驛の平 湯の 人間の 歓楽の 法外 を 憤った た 

めの みで はない という 証拠に は、 それに 恐怖 を 感じた 


ものが、 平 湯の 温泉の 歓楽の 人の みでなかった という 

ことで も わかります。 

平 湯よりも 一層、 焼ケ 岳に 近いと いっても よろしい 

こうむ 

白骨の 温泉に 於て は、 その 被害と 恐怖と を 蒙る こと 

の 程度に 於て、 ょリ大 なるべき は 疑いの 余地 も ありま 

せん。 しかし、 ここ 白骨 温泉の 客 は、 以前の 通りで 更 

に 変らず、 ィャ なおば さんの 全盛時代 はい ざ 知らず、 

只今 は 平 湯の 客の ように、 人倫 を 無視した 程度にまで 

の 歓楽に 酔って いたわけ でもない のに、 彼よりも 危険 

なること なお 一層の 境地に 置かれた の は、 罪障の ため 

でな く、 運命の 不幸と 観ずる より ほか はない と 見え ま 


もはや、 白骨の 温泉 も、 歌で もな し、 俳句で もな く 

絵で もな く、 はた 炉辺 閑話で もありません。 この 鳴動 

と共に、 みんな 期せず して 炉辺へ 参集した けれど、 そ 

れは万 葉の 講義 を 聞かん がた めで もな く、 七 部 集 を 味 

ことごと 

わわん がた めで もない、 さし も イカ モノ 揃いが 悉 く 

みな 驚歎し きった 色を湛 えて、 

「さて、 どうしょう」 

ひよ-つじ. 4- つ 

という は、 ほとんど 落城の 際の 最後の 評定み たよう 

な ものです。 

しかし、 いずれも 相当の 教養と 覚悟の ある 連中で し 


たから、 悪怯れる という こ ともなく、 この 評定 も 決断 

的に 一 定 せられて しまいました。 

すなわち、 何とい つても いまさら 動揺す る こと はす 

なわち 狼狽す る ことで ある、 これから 険山 絶路を 我々 

が 周章狼狽して 足の 限り 逃げて みたところで 何程の こ 

とが ある、 山が 裂けた 以上 は、 ここ 数十 里の 地域 は 熱 

鉱を 流す にき まっている、 逃げられない ものなら 逃げ 

る だけが 無益、 むしろ ここに 最後 を 死守して、 相 抱い 

て 溶鉱の 中に 埋れ 去る のがい いの だ、 鎮まるべき もの 

ならば 時 を 待つ に 越した こと はない、 結局、 運命 を 山 

に 任して、 山が 動き 出した 以上 は、 人間が むしろ 山の 


株 を 奪って 動かざる こと 人の 如し —— と 度胸 を 据えた 

方が 遥かに 賢明で ある、 勇 略で ある。 

という ことに、 すべてが 一致して しまい ましたから 

山の 鳴動 は 劇しくなる とも、 白骨の 人間に はかえ つて 

動揺 を 与えないで、 一 致の 心 を 起させた ものです。 

けれども、 浴槽に つかっても、 今日は 窓越しに 青天 

の うらら かさ を 見る こと もで きず、 白骨の 朝日に 映 ゆ 

るの を眺 むる こと もで きず、 いわゆる 天日 を晦 くして 

灰が 外に 降り籠めて いるのに、 湯壺の 底まで が 時々 鳴 

動して くる ものです から、 湯の 中に もいた たまれない 

で、 期せず して みんな 炉辺へ かたまって 淋しい 笑み を 


湛 えてみ たり、 途切れ途切れに 人の 噂 をして みるくら 

いのもの です。 その 噂 も 北 原 君ら のこと が 主になる が、 

北 原 も 平 湯に いる こと は 確実 だから、 その 恐怖 被 難に 

於て、 我々 に 劣らない もの だとい うこと になる と、 思 

いやり もまた 暗くなる ばかりで すが、 その 時、 つい 近 

くの 入口の 戸 を トン トン 叩いた ものが ありまし たから、 

また ゾッ とせざる を 得ません。 ところが 外で 案外 のん 

びりした 声で、 

「おあけ 下さい、 鎧 小屋の 神主で ございま すよ」 

はは あ、 鎧 小屋の 神主さん、 そのこと は 忘れて いた。 

その 心細い 程度に 於て 北 原 君よりも いつ そう —— 気の 


毒 千万、 さすがの 行者 も 心細くな つて、 ここ をめ ざし 

て 降る 灰の 中 を 身 を 寄せて 来たの だ。 

十二分の 同情 を もって 入口 を あけて やる と、 果して 

みのがさ 

鎧 小屋の 神主が 蓑 笠 で やって来 たのです。 蓑 笠 も 灰で 

いっぱいです けれども、 その 被り もの を 取 去った 神主 

さんの 面 は 相 変らず 輝いた もので、 実に 屈託の 色が 見 

えなかった こと は、 この 際、 一同 をして さすが 神主 さ 

ん —— と 感心 させました。 

「大変に 山が 鳴り 出し ましたね、 しかし まあ、 御 安心 

なさい よ」 

こちらが 同情した のが かえって 先方から 慰めの 言葉 


かよう 

を 送られる。 斯様な 際に は、 ただ 単に 平然たる 人の 面 

色 だけ を 見て さえ 大きな 力になる ものです が、 この 神 

主さん は 平然たるの みならず、 またい つもの かがやき 

を ちっとも 失って はいない のみならず、 この 天災に も 

充分の 見と おし を 置いて、 あえて 騒ぐ に 足らずと いつ 

たような 態度 は、 つまり、 焼 ケ岳を 鳴らした の も、 自 

分が ちょっと 火 を 焚きつ けて 来た こと だから、 みんな 

騒ぎな さんな、 もう 少し すれば 音が しなくなる —— と 

いう こと をで も、 わざわざ 断わりに 来た ものの ようで 

したから、 一 同が それだけに 多大の 心強 さ を 与えられ 

たもの のよう です。 


四十 八 

とにかく 炉辺に 集まった 一同 は、 鏺 小屋の 神主の 来 

臨 を、 暴風の 際の 船の 中に 船長 を 見る ような 気持で 注 

視 しました。 それと 同時に、 暴風の 際に 船長が 自若た 

る ことが、 すべての 乗組 人 を いわゆる 親船に 乗った 気 

持の 安心に 導く ことと 同様に、 この 神主の 自若た る 言 

語 容貌が、 すべての イカ モノ を 欣快せ しめ、 

「大丈夫で すか 神主 様、 心配はありません かね」 

わらじ 

神主 は 笠 を 取った ままで、 蓑 は 脱がず、 草鞋ば きの 


ままで 土間に 突立って いて、 炉辺へ は 上って 来ない の 

です。 

「心配はありません、 火 を 噴く 山 を 傍に 持って いれば、 

この 位の こと は 時々 あると 覚悟して おらに やなり ませ 

んょ」 

「そうです か」 

「いったい、 火 を 噴く と 言います が、 火 を 噴い ちゃい 

ない のです よ、 時々 石 を 降らす に は 降らし ますが、 火 

は 噴きません や、 夜に なって 赤く 見えます が、 あり や 

火 じ や ございません」 

「です けれども 水 を 吹いて る わけ じ やな いでしょう、 


灰の あると ころに は 火がなければ なりません からね」 

「いや、 火 じ や ごわ せん、 山の 中には 熱い 腸 がご ざ 

いまして、 それが 息 を 吹く だけの ものな のです。 だが、 

その 息が なかなか 侮り 難い もので してね、 天明 三年の 

浅 間 山の 破裂 を 御存じでしょう。 その 次に 上 州の 草津 

の 白 根 山が 破裂し ましたね。 あの 時なん ぞは、 あなた、 

浅 間 山の 下に 石が 降る、 岩が 降る、 日中、 これ どころ 

じゃありません、 天 はまつ くらで、 地に は 熱湯が 湧き 

出して からに、 山の 下の 田と いう 田、 畑と いう 畑 は 一 

面に 大河に なって しまい、 そうして、 その 付近 三十 五 

力 村と いう ものが、 この 熱い 泥の 中へ 陥没して しまい 


ましてね、 戸数に して 四千 戸、 人間に してお よそ 三 万 

六 千と いう ものが 生 埋めに なって しまい、 牛馬 畜類の 

犠牲 は 数 知れませんでした」 

「おどかし ちゃい けません、 神主さん、 大丈夫 だ、 大 

丈夫 だと 言いながら、 そんな 実例 を 引いて 人 をお どか 

しちや 困ります」 

「それと これと は 違います よ、 硫黄 岳、 焼ケ岳 もずい 

ぶん、 噴火の 歴史 を 持って いるに はいます が、 何しろ 

土地が この 通リ かけ 離れた 土地です から、 人間に 近い 

うん ぜん 

浅 間 山 や、 富士山、 肥 前の 温泉、 肥 後の 阿蘇と いった 

ように 世間が 注意し ま せ ん 」 


「神主さん、 我々 は 噴火の 歴史と 地理 を 聞いて いるの 

じゃありません、 この 震動が 安全なら ば、 何故に 安全 

であるか、 という 理由 を 説明しても らいたい のです」 

「な あに、 この 震動 はこれ は 山ヌケ といって、 こうし 

て 山が 時々 息 を 抜く のですな あ、 息 を 抜いて は 一 年 一 

年に 落着いて、 やがて 幾年の 後に は 噴火 を やめて 並の 

山に なろうと いう 途中なん ですから、 たいした 事 は あ 

リ ません、 山の 息です、 山が 怒って 破れた ので はあり 

ません」 

「そうです か」 

「山が 怒る 時 は、 そうはい きません。 寛 政 四 年の 春、 


うんぜんだけ 

わし は 九州に いて 肥 前の 温泉 岳の 怒る の を 見ました。 

その 時 は 島 原の 町と、 その 付近 十七 力 村の 海辺の 村々 

がみん な 流されて、 いかなる 大木と いえ ども 一 本 も 残 

りませんでした。 人間 も 二 万 七 千 人、 海へ 溺れて 死に 

ました。 海の 中の 島が 三つと も 沈没して しまい、 その 

代りに 普賢 岳の 前の 峰が 一 つ 破裂して、 海の 中に ヒり 

込んで 新しい 島と なり、 島 原の 町の 南の 方へ 高さ 六 七 

十 尺、 長さ 一 里ば かりの 堤が 出来て 海の 中へ 突出し、 

こうむ 

その 付近 は、 害 を 蒙らぬ ところで も、 地面が 熱くて と 

て も 草履で は 歩け ませんで した。 二月で したが、 花の 

咲く 木 は みんな 咲いて しまいました。 ところで、 その 


災難が 有 明の 海 を 隔てた 向う 岸の 肥 後の 国にまで 海 嘯 

となって 現われ、 それが ために あちらで も、 五 千 人 か 

らの 人が 死にました。 そのほか —— 」 

「もうた くさんで す。 とにかく、 今日の この 鳴動 は、 

それらに 比べ て は 物の 数で はない と 証明な さるので す 

ね」 

「左様 さ、 あれ は 数百 年に 一 度 ある 山の 怒りで ござい 

まして、 これ は 山の 息抜きで すから 性質が 違います。 

そのうち、 わし は 焼へ 参って 噴火の 本元 を 見届けて 来 

ようと 思います が、 今日は 皆さんの 御見舞 を 兼ねて、 

ひとつ 皆さんの 安心の ために、 山 神の 祓い をして 上げ 


たいと 思つ て 来ました」 

「それ は 有難い ことです、 何よりのお 願いです な、 ぜ 

ひ どうぞ、 お 足 をお 取り 下さい」 

「はい、 はい」 

この 時、 はじめて 神主 は 足 をと つて 上り こみました。 

この 連中、 何程の 信仰心と、 清浄 心 を 持って いるか 

は 疑問 だが、 この 際、 お 祓い をして やろうと いう 神主 

様の 好意に は 随喜 渴 仰の 有難 味 を 感じた と 見え、 それ 

から 神主の ために 祓いの 座 を 設け、 有 合せで は あるが、 

なるべく 清浄な 青物 類 を 神前に 盛り上げ、 御幣 も 型の 

如くし つらえ ました。 


かくて、 鎧 小屋の 神主 は 恭 しく  I 山 神祓」 をよ み 

上げる  

たかまの はら かんづ ま  すめら がむ つ かむ ろぎ  かむ ろみ  みこと 

「高天原に 神留リ ます 皇 親、 神 漏岐、 神 漏 美の 命 

お ほや まつみ のお ほんかみ  あ をと 

を もちて、 大山 祇大神 を あ ふぎ まつりて、 青 体の 

にきて みもと  しろと  ひと つら  くさぐさ 

和幣 三本、 白 体の 和幣 三本 を 一 行に 置き 立て、 種々 

ものた かな  かむ ほぎ  きこしめ 

の そな へ 物 高 成して 神 祈に 祈ぎ 給へば、 はや 納受し 

あしき ことと がた た 

て、 禍事咎 祟り は あら じ もの をと、 祓ひ給 ひ 清め 給 

や ほよ ろづ のかみ 

ふ 由 を、 八百万 神た ち、 もろともに 聞し 召せと 申す 

—— 」 

さすが 信心 ごころ の 程 を 疑われる イカ モノ 共 も、 こ 

の 時ば かり は、 神主の 御祈禱 に、 満腔の 感激と 感涙と 


を 浮べた ものです。 

祓いが 終って から、 一座 を 見廻して、 神主が 言い ま 

した、 

「弁 信さん はどうし ました か」 

「あ！」 

この 時に、 はじめて 一座が 舌 を 捲き ました。 

弁 信！ そうだ、 忘れて いた、 あの こまつし やくれ 

たお 喋り 小 法師 はこの 際どう している、 それ は 人 か 

ら 尋ねられる ことで はない、 こちらが 気が ついて おら 

ねばならぬ、 呉越 も 助け合うべき この 危険の 際の、 同 

じ 屋根の 棟の 下の 一 人で はない か、 良 斎 はじめ この 一 


座が、 面 を 見合わせて 言いました  

「ほんと に 弁 信 君 は、 どうした」 

「あの 子 は 眠って います」 

「眠って いる！」 

「ええ、 今日で 三日 目です」 

「三日 目、 その 間、 飲まず 食わず？」 

「三日の 間 は、 いかなる ことがあっても 起して くれる 

なと 言いました」 

「だって、 この 際 —— 」 

「忘れて いました」 

「起して 来ましょう か」 


「そうさ、 いくら 起すな と 頼まれた からといって、 こ 

の 非常の 際 じ やない か」 

良 斎 はじめ 一 座が、 自分た ちながら 忘れ 方 もこ こま 

で 来て は、 むしろ 非人情に 近い こと を慚 じねば ならな 

い。 それ を 鎧 小屋の 神主 は、 

「いやいや、 あの 子 は 大分 疲れて いるから、 当人が そ 

ういう 望みで したら、 やっぱり 寝られる だけ 寝かして、 

起さない 方が ようご ざいましょう」 

「でも、 あんまり 長い」 

「三日ぐ らい 寝 通す こと はなんでも ありま せんよ、 わ 

たしなん ぞは、 六日 一 日 寝 通した ことで ございまし 


たつけ」 

「眠り 死ぬ という ことはないです かね」 

「眼 を醒 ますつ もりで 寝て いれば、 いくら 眠っても、 

眠り 死ぬ こと は ございま せんよ」 

「でも …… この 際の ことです から、 弁 信さん を 起し ま 

しょう」 

「起さない 方が いいです、 あんな 人 は、 醒めて いい 時 

に はきつ と 醒めます から、 起す までの ことはないです」 

「そうです か」 

神主 は、 弁 信の 眠り を 妨げよう とする 一 座の 者 を 固 

く いましめて 置いて、 


「さて、 わし は、 久しぶりで、 お湯 をよ ばれます」 

と 言って、 そのまま ス タス タと 湯殿の 方へ 行って しま 

いました。 

あとで は、 炉辺の 一座が、 この 時、 はじめて 弁 信の 

うわさ 

噂 を 盛んに 唇 頭に 上せて きました。 何とい うこと だ、 

今まで、 小さく とも あの人 間 一人の 存在 を 忘れて いた 

の は、 何とい う おぞまし いこと だ、 こうして 家 を 同じ 

うして、 天災に 遭って みれば、 死なば もろとも という 

覚悟 をき めて、 かたまつ ていた はずな のに、 そのな か 

の 一 人 を 忘れて しまう と は 情けない ことで はない か、 

もし 我々 すべてが 助かって、 あの 不具な 小 法師 ひとり 


を 見殺しに したと あって は、 世間への 面目 はもと より 

我々 の 良心が 許さない ではない か。 

神主 様 は ああ は 言う けれども、 忘れて いたの は 我々 

の 落度 だから、 ともかく 彼の 熟睡 を醒 まして、 この 天 

変 地異 を 告げて、 我々 と 運命 を 共に する ことに 相 助け 

相 励ます の 誠を尽 さなければ、 天理 人情に 反く という 

もの じ やない か。 

誰か 行って 起して 来 給え —— 

なるほどもう 三日 目 だ、 三日 眠り 通して いる、 「よく 

寝れば 寝る とて 親 は 子 を 思 ひ」 という 古句 も ある、 こ 

の 天変地異が なくと も、 万一 の 安否 を 見て やる のが 同 


宿の 相 身 互、 かまわな いから、 誰か 行って 弁 信 君 を 起 

して 来 給え。 

「心得た」 

そこで、 堤 一郎 は 直ちに 立って 弁 信 を 起すべく、 三 

階の 源氏 香の 間へ と 走せ つけ ましたが、 ややあって、 

足 どり 忙しく 立 戻って 来て、 

「諸君 —— いません、 あの 小 法師の 姿が あの 部屋に 見 

えません」 

「え」 

「次の間に もい ません、 夜具 蒲団 はちゃん とい ま 畳ん 

だよう に、 きれいに 畳んで あります が、 本人 はいずれ 


にも 見えません」 

「はて …… 」 

この 際に 於ても、 これ は ひと 事と して 捨てて は 置け 

ない。 つづいて 二三の 人が、 追い かけて また 三階へ 行 

きました。 

それらの 人が 戻って 来た 時 も、 前の 堤と 同様の 視察 

で、 寝具 はキ チンと 整理して あるが、 人間の かけら は 

どこに も 見えない という 報告 は 同じ ことです。 

「どうしたろう」 

「不思議 だ」 

この 時、 裏口から 面 を 出した 風呂 番の嘉 七お やじが、 


「弁 信さん なら、 もうち つと さっき、 一 人で 風呂に 入つ 

て いなさる のが それでがん しょう —— もうかな リ 長い 

ゆ； J, 

こと、 おとなしく 湯槽に つかって いなさる ようです が 

もう 上った かと 見る と、 音が したり、 念仏の 声なん ぞ 

が 出て まいります」 

「ああそう か」 

「な あんだ」 

それで 安心した ような、 気 を 抜かれた ような あんば 

いで、 一座が がっかり しました。 

四十 九 


嘉 七の 報告 通り、 もうず つと 以前、 ちょうど 鎧 小屋 

の 神主が 抜からぬ 面で、 この 炉辺 を 訪れた 時分に、 弁 

信 はいつ 起きた のか、 ぶら りと やって来て、 大一番の 

湯槽の 中 を、 我れ 一 人の 天下とば かり 身 を ぶちこんで 

おりました。 

適度の 湯加減に なって いる 槽を 選んで、 それに 身 を 

浸けた 弁 信 は、 仰ぐ ともなく 明 リ取リ の 窓の あた リを 

仰ぎ、 ゆるゆる 首筋 を 洗いながら、 物 を 考えて いるか 

ねんきん 

と 思えば、 念仏 か 念 経 かの 声が する。 

山の 鳴動から、 この 湯壺の 底まで が 地響き をす ると 


言って、 一 座の イカ モノ さえ 気持 悪が つて 逃げた この 

湯槽の 中に、 弁 信 は 一 向 そんな ことにお 感じがない よ 

うです。 しかし、 弁 信と して は 目 こそ 見えね、 耳と 勘 

と は 超人的に 働く のです から、 醒めて 起き 出で た 以上 

は、 この 異常な 天変地異 を 感得して いない はず はない 

のです。 そうだと すれば 普通の 五官 を 持って いる 人と 

同様に、 多少の 恐怖 を もって 湯に 向わねば ならない は 

ずな のに、 そのこと がありません。 見えない 目 を 向け 

もうち う 

た 窓の あたりから、 昼 を 暗く する 雲煙が 濛々 と 立ちの 

ぼり、 灰が 降って いる こと を も 感得して いる はずな が 

ら、 それ も 別段に いぶせき ことと も 感じて はいない よ 


うです 

そこへ、 やにわに ガラリ と 浴室の 戸が あいて、 太陽 

のよう なかが やきが 転がり込みました。 これ ぞ、 お湯 

をよ ばれる と い つ て 炉辺 を 辞した 鎧 小屋の 神主で あり 

ました。 

「おやおや 弁 信さん、 お 目 醒めでした かいな」 

「はいはい、 そう おっしゃ るお 声 は、 鎧 小屋の 神主 様 

で ございま したね。 先日 は あなた 様に よって 命 を 助け 

られ まして、 ほんとうに 有難い ことで ございました、 

あの 時の 浅から ぬ 因縁 は、 忘れよう としても 忘れられ 

ない ので ございま すが、 それよりも 今もって、 私の 気 


について 離れられな いのは、 あなた 様のお 手 はま あ、 

なんという 温かい お 手で ございましたろう、 それから 

また あの 時に お恵み 下さった お 粥が また、 なんという 

温かい お 粥で ございましたろう、 温か いのは あたり ま 

えの 炉の 火まで が、 あの 時の 温か 味 は 全く 味が 違い ま 

した。 たとえばで ございま すね、 世間の 火で 焚いた 風 

呂の 温か 味と、 自然に 湧き出 づ るこう した 温泉の 温か 

味と は、 同じ 温か 味で も 温か 味が 違います ように、 あ 

なた 様のお 助けの 手 はほんと うに 温かい もので ござい 

まして、 あの 時に、 わたくしの 身内に 朝日の 光が うら 

うらと さし 込んで 参りました ような 気持が 致し まし 


た」 

例によって 弁 信 法師 は、 最初の 御 挨拶の 返事 だけが 

これです。 

「そうでし たか、 それ こそ 朝日 権現の 御利益と いう も 

のです ね、 つまり 朝日 権現の あらた かな 御 光と いう も 

のが、 わしの 身 を 通して お前さんの 身に とおった とい 

うわけ なのです よ」 

「左様で ございましよう、 人間の 身体と いたしまして 

は、 たれし もそう 変った もので ございません けれども 

神仏のお 恵み を 受ける と 受けない とに よって、 温か 味 

が 違わなければ ならな い 道理で ございま すね。 あなた 


様のお 恵みの すべて 温か いのは、 朝日 権現の 利益と 

おっしゃ るお 言葉 を、 わたくし は 無条件に 信ずる こと 

がで きる ので ございます、 朝日 権現 様 はつ まり 大日 如 

来の 御 垂迹で ございま しょうな」 

「は、 は、 は、 左様で ござらぬ、 朝日 権現 は、 すな わ 

ち 天照大神の 御 分身 じ や」 

「天照大神 はすな わち 大日 如来で いらせられ ると、 た 

し か 行 基 菩薩 も 左様に 仰せ で ございました」 

「は、 は、 は、 お前さんの は、 それ は両 部と いう もの 

でして な、 わし はいた だきません よ」 

「左様で ございま すか、 しかし …… 」 


弁 信 法師が、 なお 何 を か 続けよう とした 時に、 ズド— 

ンと大 鉄槌 を 谷底へ 落した ような 音が しました ので、 

「たいそう、 今日は 山鳴りが いたします」 

今にな つて 山鳴りが いたします でも あるまい が、 こ 

こで はじめて 弁 信の 頭が、 天変地異の 方へ 向いて 来た 

ようです。 

「今日ではありません よ、 昨日からで すよ。 弁 信さん、 

お前さんに は 分るまい が、 この 上の 方に 硫黄 岳、 焼ケ 

岳と いう 火山が あってね、 それが 昨日から 鳴り 出した 

のです」 

「左様で ございま すか、 道理で、 空気に 異常が あると 


思 つ ておりました、 灰 もずい ぶん 降って いるよう で ご 

ざいます ね」 

「みんな 心配して いるが、 たいした こと はない から 安 

心なさい」 

「はいはい。 では 火 を 噴く 山が 近辺に あるので ござい 

ますね。 わたくし も、 ある 学者から 聞いた ことが ござ 

いまして、 山のう ちに は、 現在 火 を 噴いて いる 山と、 

昔 は 火 を 噴いた が、 今 は 火 を 噴かない 山と、 今 こそ 火 

を 噴かない が、 またい つ 噴き出す かわからない 山と が 

あるよう でございますね」 

「それ はあり ますよ、 現に、 わたしが 諸国 を 実地に 見 


たと ころで も …… 」 

神主が なお 続けよう としたと ころへ、 また 浴室の 戸 

が あいて、 池 田 良 斎が 裸体で 手拭 を さげて やって来 ま 

した。 

五十 

「湯加減 はいかが です か …… 弁 信さん、 ようやくお 目 

が 醒めた ようです ね」 

「はい、 はい、 良 斎 先生で ございま したね。 おかげ さ 

まで、 ぐっすり 三日の 間と いう もの 心 置きな く 休ませ 


ていた だいて、 ようやく 只今、 眼が 醒めました ところ 

でございます」 

「食事 はどうし ました、 いくらなんでも 三日の 間、 飲 

まず 食わず 寝た ん ではお 腹が 空いた でしよう」 

「えええ え、 それ はなんで ございます、 休ませて いた 

だく 前にお 薷 麦の 粉 を 用意して おりました から、 これ 

を 枕許へ 置いて 食事に 換えました」 

「そうです か。 で、 起きる 早々、 こんなに 長く お湯に 

つかって いていい のです か」 

「蹬 小屋の 神主 様に、 いろいろ とお 話 を 聞かせて いた 

だいて おりました から、 時の 経つ の を 忘れて おり まし 


た」 

「身体に 障り さえし なければ、 いくら 長く いても かま 

いません がね」 

その 時、 三人が 四角の 湯槽の 三方 を 占めて、 おのお 

の 割拠の 形に 離れて 湯に つか リ、 形 だけ はちよ つと 三 

すくみの ようになって、 暫く 無言で したが、 余人 はと 

も あれ、 このお 喋り 坊主に 長く 沈黙が 守って いられ 

ようはず がありません。 

「わたくしが 或る 学者から 承った ところに よります と 

ョ ー 口 ツバ に イタルと いう 国が ございまして、 その ィ 

タルと いう 国に ぺ スビ ュ ー という 山が ございました。 


最初 は 誰も 火 を 噴いた の を 見た ものがなかった 山 だ そ 

うで ございま したが、 今より およそ 一 一千 年の 昔に 当つ 

て、 この 山が 突然 火 を 噴き出し たそうで ご ざ います。 

その 時に、 山の 麓に ありました ポンプと いう 大きな 町 

が、 あつ！ という 間もなく そつく リ埋 つてし まった 

そうで ございま すが、 さだめて それほどの 町で ござい 

ますから、 何 万と いう 人が すんで いたので ございま 

しょうが、 それが、 やはり、 あつ！ という 隙 もな く 

一 人 も 残らず 熱い 泥で 埋 つてし まった そうで ございま 

すが、 火 を 噴く 山の 勢いと いう もの は、 聞いて さえ 怖 

ろしい もので ございます」 


聞いて さえ 怖ろ しい —— ではない、 事実、 その 怖ろ 

しい ものが、 眼前で なければ 耳 頭に 聞え ている に拘ら 

ず、 弁 信の 述べた ところ は、 全く 客観の 出来事 を 語る 

ひと 

に 斉しい ものです から、 いくらか 安心した 池 田 良 斎 を 

して 歯痒い 思い を させずに はお かないと 見えて、 

「皆さんの 前で すが 、 こうして 神 や 仏が 在し ますこの 

世界に、 人間が 左様に 自然の 惨虐に 苦しめられ なけれ 

ばなら な いのは どうした ものでしょう かね、 罪 も咎も 

いきりょう 

ない 生 霊が 何千 何 万と いう もの、 あつ！ という 間 

もな く、 地獄の るつぼに 投げ込まれる 理由が、 我々 共 

こうむ 

に はわ かりません。 悪い 者が 罪 を 蒙る の は 仕方がな 


いとしても、 その 何 万 何千と 生きながら 葬られる もの 

の 中には、 全く 罪 を 知らない 良民 や、 行いの すぐれた 

善人 や、 罪 も 報い もない 子供た ち も 多分に いた ことで 

しょうに、 神仏と いう ものが 在し ましながら、 それら 

をお 救いな さらぬ ことの 理由 は、 凡夫で なくても 疑つ 

てみ たくなる では ございま せんか」 

「人間界の もろもろの 幸 や、 不幸 や、 天災 地変と いつ 

たもの を、 人間が 人間 だけの 眼で、 限り ある だけの 狭 

い 世界の 間 だけし か 見ないで 判断 をす るの が 誤りの 基 

でございます  < は 一 人と して、 罪 を 持たずに 生き 

ている 者 は ございません、 もろもろの 災難 はみ な、 人 


間の 増 上 慢心 を 砕く 仏 菩薩 のお 慈悲の 力なんで ご ざ い 

ます」 

弁 信 法師が 息 を もっかず 答えての ける と、 鎧 小屋の 

神主が、 それに 横槍 を 入れました、 

「いやいや、 罪なん ていう もの は 元来 無い ものなん で 

すよ、 人間界に もど こに も 罪なん ていう もの はあり ま 

せんよ。 生き 通しのお 光が あるば かりじ や、 天照大神 

の 御 分身が 充ち 満ちて いるば かりじ や。 天照大神 はす 

やおよろず のかみ 

なわち 日の 御 神 じ や、 八百万 神 を はじめ、 我々 人間に 

至る まで、 大 もとはみ な 天照大神のお 光の 御 分身 じ や、 

天照大神が 万物の 親 神で、 その 御 陽気が 天地の 間に 充 


ち 渡り、 充ち 渡り、 それによ つて 一切 万物が 光明 温暖 

のうちに 生き 育てられる のじ や。 このお 光 を 受けさえ 

致せば 罪と いう 罪、 けがれと いうけ がれ、 病と いう 病 

は、 みんな 祓い清めら るるに きまった もの じ や、 『罪と 

いう 罪、 咎 という 咎は あら じ』 と中臣 のお 祓いに も ご 

ざる、 物と いう 物、 事と いう 事が 有難い お 光ば かりの 

世界な ので ござる よ」 

それ を 聞いて 良 斎 は、 けげんな 面 をして、 

「これ は 大変な 相違です、 弁 信さん は、 一 人と して 罪 

なきもの は 無しと 言い、 神主 様 は、 罪と いう 罪 は あら 

じと おっしゃる、 大変な 相違です ね。 少なくとも 有る 


と 無い との 相違です が、 でも 拙者と して は、 あなた 方 

のど つちに も 服す る ことので きな い のが 残念で ござ 

る」 

神主 は それ を 軽く 受けて、 

「これほど はっきりした 天地 生き 通しの 光が わからな 

いと 言われる のが、 すなわち 闇 じ や。 光 はこの 通り 輝 

きわたって いるのに、 それ を 光と 見えん のじ や」 

「けれども 神主 様 …… 」 

池 田 良 斎が 続けて 言 いました。 

ひらた あつたね  しんにょ むみ やう 

「 平 田 篤 胤 の 俗 神道 大意 に、 真如 ノ 無明 ハ 生ズル トイ 

フモ イト イト 心得 ズ、 真如 ナラ ムニ ハ 無明 ハ生ズ マジ 


キコ トナル 二、 何ニシ テ生ズ ルカ、 其 理コソ 聞 カマホ 

シケレ …… とあった の を 覚えて いますが、 そこです ね 

弁 信さん のおつ しゃる ように、 三 千 世界が 仏 菩薩 の お 

慈悲と いう ことならば、 罪悪の 出 所が 無く、 神主 様 は 

物み な は 天照大神のお 光と おっしゃる けれども、 夜 は 

闇に なり、 罪 もけ がれ も、 病気 もあって、 人が 現に 悩 

んで います、 やっぱり 平 田 大人と 同様に、 拙者に も、 

真如から 無明の 出 所が わからない、 生き 通しのお 光 か 

ら 闇と けがれが 出る という 理 がわ かりません」 

神主 様が また これに 答えました、 

「池 田 先生、 あなた は 平 田 篤 胤 大人なん ぞを 引合いに 


お出しな さる 心 持が もういけ ません、 あの人 を 学者と 

お思いな さる か 知れない が、 あの人 は 本当の 学者で は 

ありません、 議論 家の ようで、 理窟 屋の 部類 を 出ない 

人なん ですからね、 まして 本当の 神道 家で ありよう は 

ずはありません よ、 日の 神の 恵み を 本当に 身に 受けた 

行者で もなんでも ありません、 日本の 古神 道の 道を唱 

えた 功 はありましょう が、 神徳 を 実際に 身に 体験した 

人で はない のです よ。 そこへ 行く と両部 もい けません。 

では、 日本で 本当に 天照大神のお 光 を わが 身に 体験し 

せんだつ 

た 先達 は 誰かと お尋ねに なれば、 それ は 黒 住宗忠 公で 

ございま すね。 あなたが 神の 道 を 学びたい とのお 心な 


ら、 それ はどうしても 黒 住宗忠 公から 出立な さらな く 

てはいけ ません、 平 田 大人で はお 話に なりません よ」 

そこへ 弁 信が 口を出して、 

「わたくし は、 平 田 篤 胤 大人と いうお 方 はお 名前 は 

承って おります が、 まだ その 御 著書 を 拝承した こと は 

ございま せんから、 果して 神主 様の おっしゃる 通り、 

学者であって 本当の 学者で はなく、 議論 家であって、 

理窟 屋の 範囲 を 出で ない お 方で、 また 果して 真に 神道 

を 体得した お 方で あるかな いか、 そのこと は 存じ ませ 

んが、 もし 真如と 無明との 御 解釈 を 御 了解に なりたい 

めみ ようぼ さ つ 

ならば、 それ は 馬 鳴 菩薩の 大乗 起 信 論 をお 聴きな さる 


に 越した こと はな かろうと 存じます ので ございます… 

〜」 

五十 一 

「大乗 起 信 論と 申します の は …… 」 

ここまで 来る と、 弁 信 法師の 広 長 舌が 無制限、 無頓 

着に 繰 出される こと を 覚悟し なければ なりません。 

鎧 小屋の 神主 も、 池 田 良 斎 も、 お喋り 坊主のお 喋り 

坊主た る 所以 を 知っても 知らなくても、 この 際 弁 信の 

じょうぜ つ 

ために、 饒舌の 時と ところと を 与えて 控える の は、 や 


む を 得ない ことで も あり、 また 二人と しても、 この 奇 

怪 なるお 喋り 坊主から 聞く だけ 聞いて みない ことに は 

えびす さま 

と 観念 もしたら しく、 鎧 小屋の 神主 は 相 変らず 夷 様 

の 再来の ように 輝き渡って いるし、 池 田 良 斎 は 一隅に 

割拠した まま 沈黙して、 湯の 中で 身体 を こすって いま 

さて また、 一 方の 湯槽の 隅に 短 身と 裸 背 を 立て かけ 

た 弁 信 は、 果して 滑らかな 舌が 連続 的に 鳴リ 出して 来 

ました、 

「御 承知の 通り、 馬 鳴 菩薩のお 作で ございまして、 釈 

尊 滅後六 百年の 後 小乗が 漸く 盛んになりまして 大乗 


が 漸く 衰え 行く の を 歎いて、 馬 鳴 菩薩が 大乗の 妙理す 

なわち 真如 即万 法、 万法即 真如の 義理 を 信ずる 心 を 起 

さし めんが ためにお 作りに な つ たもの だそう で ござい 

まして、 真如と 無明と の 縁起が くわしく 説いて ござ い 

ます。 わたくし は 清澄のお 寺に おりました 折に 老僧 か 

ら その 大乗 起 信 論 の 講義 を 承った ことが ございま すが、 

真如、 無明、 頼 耶の法 門の ことな ど は、 なかなか 弁 信 

如きの 頭で は、 その 一 片 でさえ こなし きれる はずの も 

ので は ございま せんが、 不思議と 老僧の 講義 を 聴 い て 

おります るう ちに、 しみじみと 清水の 湧く ような 融釈 

の 念が 起って まいりまして、 およそ 論 部の 講義で あの 


くらい わたしの 頭に しみた 講義 は ございません でした。 

ちょうど 只今、 真如と 無明の 争い を 承つ ており ますう 

ちに、 その 講義の 当時の ことが 思い出されて まいり ま 

した。 真如が 果して 真如なら ば、 無明 は それい ずれの 

ところより 起る、 という 平 田 先生 並びに 池 田 先生のお 

疑い は 決して 今日の 問題で は ございません でした。 真 

如の 中に 無明が あって、 真如 を 動かす ものと いたし ま 

すと、 もはや 真如で は ございません、 もし また 真如の 

外に 無明が 存在して いて、 真如 を 薫 習いた す ものな 

らば、 万 法 は 真如と 無明の 合成で ござ いまして、 

ぶっしょう、， -ち によ  しんにょ ほっしよう 

仏性 一如と は 申され ませぬ。 真如 法 性 は 即ち 一とい 


うこと はわ かりましても、 無明に よって 業 相の 起る 所 

以が わかり ませぬ。 真如 即 無明と いたし ますれば、 無 

明 を 真如 に 働かせる 力 は 何物 で ございましよう。 真如 

は 大海の 水の 如く、 無明 は 業 風に よって 起る 波浪の 如 

しと 申し ますれば、 水の ほかに 浪 無く、 浪の ほかに 水 

無く、 海水 波浪 一如なる 道理の ほど はわ かります が、 

円満なる 大海の 水 を、 波濤と して 湧き 立た せる 業 風 は、 

きた 

そ もい ずれよ リ 来る という ことが わか リ ませぬ。 この 

風 を 起 信 論 で は 薫 習と 申し ている ようで ございま すが 、 

薫 習の 源が、 また 真如 無明 一 如の 外になければ ならぬ 

たと 

理窟と なる の をなん と 致しましょう。 世間で よく 譬え 


に 用います ると ころの、 蛇、 緦、 麻の 三つで ございま 

すが、 麻が 形 を 変えます と緦 になり ますが、 本来、 麻 

も、 緦も、 同じ ものな ので ございます。 真如と 無明と 

がまた その 通り、 一 仏性が 二つの 形に 姿 を 変えた もの 

でございますが、 その 繩を 蛇と 見て 驚く のが 即ち 人の 

妄想で ございます …… と 申しましても、 巧妙な 譬えに 

は 巧妙な 譬えで ございま すが、 やはり 良 斎 先生の 御 質 

問に は 御 満足 を 与え 得ない と 存じます。 つまり、 麻と 

網との 同質 異相 は 疑いない と 致しましても、 そのまま 

しゅじよ ラ 

緦を 蛇と 見る もの は 衆生 の 妄想と いたしましても… 

ぼんのう 

…現実 多くの 人の 煩悩 は、 怖る ベ からざる もの を 怖れ、 


正しく 見る ベ きもの を 歪めて 見る ところから 起る ので 

ございまして、 多く は 皆 緦を蛇 と 間違え て 諸 煩悩 の 中 

に 生きて いるものに は 相違 ござ いません が  それ は 

事実上 の 世界の ことで ございまして、 只今の 究竟 的 御 

質問に は 触れて まいらぬ ので ございます。 良 斎 先生 は 

その 二つの 譬喩 をお 疑いになる ので はなく、 ただ 麻が 

繩 となる その外 縁が わからぬ ようにお つ しゃる ので ご 

ざいましょう。 麻と 繩 とが 同じ もの だとい うこと はお 

疑いに ならな くと も、 では、 何者が 麻を緦 にした か、 

その 力 を 知りたい とお つ しゃる ので ございましよう。 

そこで、 真如 はた だ 絶対にして、 動 もな く、 不動 もな 


く、 生 もな く、 死 もな く、 始め もな く、 終り もな き大 

遍満の 存在と 致しまして、 それに 無明が 働く ことに 

よっての みこの 世界に もろもろの 現象が 起る、 その 現 

象が 人間 世界に も さまざまの 悲喜 哀楽 を 捲き 起す —— 

何の 力が 無明 を 働かして 左様な 現象 を 起さし める のか、 

それが わからな いとおつ しゃる ので ございましよう I 

I」 

弁 信が 一 息に これ だけ を 言つ て、 ちょ つと 息 をき つ 

た 時に、 神妙に 聞いて いた 池 田 良 斎が、 ようやく 一語 

をハ サムの 機会 を 得まして、 

「いかにも、 その 通りです、 真如 絶対 だけなら、 絶対 


だから 文句はありません が、 この 通リ 世間 相 —— 一切 

万 法と 言います かな、 吾々 までの 存在が、 その 絶対の 

うちから 起った の はすな わち 真如へ 無明が 働き かけた 

ものに 相違ない とすれば、 その 無明の 起る ところ、 仮 

りに 水と 波との 如く、 麻と 緦 との 如く、 真如と 無明と 

は 同一 物の 変形で あると しても、 その 同一 物 を 変形せ 

しめた 力、 すなわち 海の 水 を 波立た せる 業 風と 言い ま 

すか、 麻 を 網に する 指さき と 言います か、 その 起る と 

ころが わからな いのです」 

弁 信 は 透 かさず これに 答えました、 

ごもつ と 

「御尤もの 質問で は ございま すが、 せっかく 御 質問な 


さるならば、 もう 少しく 細かく ごらんに なって、 真如 

と 無明 を 分つ 力 をお 調べ になる 前に、 真如 を 真如と し、 

無明 を 無明と してな がむ る、 その 見方の 立場 を さきに 

ごらんになる 必要が あると 存じます。 真如と か、 無明 

ぁリ やしき 

とか を 分ち 見る 心が 即ち 阿梨 耶識と 申す ので ございま 

しょう。 真如に よって 無明が ありと いたしましても、 

真如 は 真如、 無明 は 無明で ございまして、 それ を 迷う 

とすれば 別に 迷い 手がなければ なりますまい、 その 迷 

うと ころの ものが 即ち 梨耶で ございまして …… すでに、 

真如と 無明 を 分つ 以上 は、 ここに また 一 つの 阿梨 耶識 

という 分ち 手 を 加えなければ なりますまい。 そこで、 


問題が 二つで はなく、 また 三つに なって しまいました 

ので ございます」 

「なるほど」 

うなず 

良 斎 は 深く 頷いてみ たもの の、 ようやく 領分が 拡 

がって、 自分が 最初に 提出した 問題が、 自分の 頭に お 

えない ほど ひろが つ て 行く のに 焦らされ ている らしい 

それ にも拘らず 弁 信 は 一 向 ひるまな いのです。 

「と 申しましても、 この 三つが 全く 三つで はない ので 

ございます、 種が 実と なリ、 また 実が 種と なる ので ご 

ざいます、 三つと 申しましても 一 つで ございます。 一 

つで あると 申しましても、 なぜ 一 つで あるか はやつ ぱ 


りお わかりに ならないで ございましよう、 それ はまた 

お分りに ならない のが 当然で ございましよう。 わたく 

し は、 起 信 論のう ち、 別して ここが 大事と いうと ころ 

を 承りまして、 その 御文 章 を 暗記いた してお ります が 

むみょう くんじ ゆう  しき 

…… それ は、 無明 薫 習 ニ依ッ テ起ス 所ノ識 トハ、 凡夫 

ノ能 ク知ル トコ ロニ 非ズ、 また、 二乗 ノ智 恵ノ 覚スル 

所 二 非ズ、 郾ク、 菩薩 二 依 ッテ初 ノ正信 ヨリ 発心 観察 

シ、 若シ 法身 ヲ証ス レバ 少分 知ル コトヲ 得、 乃至 菩薩 

くきょうち  ことごと  ただ 

究竟 地ニモ 尽 ク知ル コト能 ヮズ、 唯 仏ノミ 窮了ス I 

I と ある それで ございます、 これが 即ち 真如、 無明、 

梨耶、 三体 一味の 帰結な ので ございます」 


その 時、 池 田 良 斎が、 うなだれながら 手 を 挙げて、 

「いや、 少し 待って 下さい 弁 信さん、 あなたの 言う こ 

と を 一々 ついて 行って みたが、 もう ちょっと 追い きれ 

なくなり ましたが、 しかし、 結論 は やっぱり わからな 

いところ はどうしても 分らない、 凡夫 や 二乗に はわ か 

ら ない、 菩薩で も わからない ところが ある、 仏に なら 

なければ …… という ことにな つてし まっている ようで 

すね」 

「もう 一 応 お聞き 下さい まし、 いかにも 只今の 御文 章 

によります ると、 凡夫 二乗の やからの とうてい 歯の た 

つと ころで はない、 菩薩の 境涯で さえ もやつ とわ かる 


しょせん 

かわから ないか、 所詮 仏 如来 そのもの だけが 一 切 を 御 

窮尽 あそばす、 とこうい うので ございま すが、 それで 

絶望 をな すって はいけ ません。 そうします ると 仏様の 

みが 御 承知に な つ ている という こと を 知 つてい るの は 

めみ ようぼ さつ 

誰で ございましよう。 馬 鳴 菩薩が お 書き になった 起 信 

論で ございま すから、 仏様の み 御 承知の 世界 を 御 保証 

になった 馬 鳴 菩薩 は、 また その 境涯の 存在 を 御存じで 

なければ ならない はずで は ございま せんか、 仏の 持ち 

給う 宝 を 菩薩が 御 保証 をな さるので ございます。 すで 

に 菩薩の 御 指 量 をお 許しになる とすれば、 二乗 凡夫の 

うかが 

ともがら もまた その 宝の 所在 を 窺 い 知る こと を 許さ 


れ ねばならぬ 約束で は ございま せんか。 知識 は 至らず 

とも、 信仰 は 至る もので ございます —— 起 信 論の 終リ 

に 念仏 を 説かれた 古徳の 到れり 尽 せる 御 親切の ほど を 

思う と 、 投地 礼拝し て 感泣す るよ り ほか は ございませ 

ん。 まことに 起 信 論 は 論議の ための 論議で は ございま 

せん、 理窟の ための 理窟で は ございません、 闘争の た 

め に 葛藤 を 捲き 起さ れ た 次第 では ございませんで、 功 

あまね  えこう 

徳の 如法 性 を 普く 一  切 衆生 界に 回向 せられん がた め 

おぼしめ 

の 思 召しで 馬 鳴 菩薩が お作りに なった もので ございま 

すから、 それで、 わたくしたちの 頭に も、 あの 一 万 七 

百 二十 七 字の 御 著作の 精神が、 清水の 湧く ように 融釈 


して 参る ので ございましようかと 存じます」 

弁 信 はこ こまで 喋り 来った が、 それで 喋り 尽きた 

という わけで もな し、 喋り 疲れたと いうので も ありま 

せんでした。 

「で、 つまり、 わたくしが 聞き覚えました ところの 起 

信 論の 要領と いう ものが だいたい 左様な もので ござい 

まして、 真如が 無明に よって 薫 習せられ て、 この 一切 

世間 相 を 生じて まいります。 ここに 薫 習と いう 言葉 は 

梨 耶とは 別に、 また 起 信 論の 中の 一 つの 言葉で ござい 

ますから、 これ を 究める もまた 容易なら ぬ 論議 を 生じ 

て 参る ので ございましよう。 同じ 薫 習の 見方で も、 


ゆいし きろん 

唯識 論の 方と、 起 信 論の 方と は 大分ち がいまして、 唯 

のう くん 

識 論の 方で は、 能 薫と なる もの は 所 薫と ならず、 所 薫 

となる もの は 能 薫と ならず、 という ことに 決って いる 

そうで ございま すが、 起 信 論の 方で ございま すと、 能 

薫と なる もの もまた 所 薫と なり、 所 薫と なる もの もま 

た 能 薫と なる ように 説いて ございます そうで、 そこで 

唯識論 は、 真如 を もって 能 薫の 力 もな く、 所 薫の 議も 

なきもの とし、 真如 は 薫 習に 関係の ない ものと してお 

リ ます けれど、 起 信 論に よります と、 真如 は 能 薫と も 

なり、 所薰 ともなる ように 説いて ございます。 また 唯 

識論 では、 無明と いう もの は 能 薫と はなる けれども、 


所 薫と はならない と あるのに、 起 信 論で は、 無明が 能 

薫 ともなれば、 所 薫と もなる ように 説いて あるそう で 

ごんだ いじょう じつ だいじょう 

ございまして、 これが、 権 大乗と 実 大乗との 教えに 

区別の あると ころ だそう で ござ います  」 

そこへ 池 田 良 斎が 一 つ、 くさび を 入れました、 

「大乗に も 権と 実と が あるので すか …… 」 

「え、 え、 ございます とも。 従って、 小乗に もまた 勝 

と 劣と がご ざいます の はやむ を 得ない と は 申せ、 同じ 

一 つの 仏教のう ちに、 大乗 尊く して 小乗の み 卑しと す 

る は 当り ませぬ、 大乗の 中に 小乗 あり、 小乗の 戒 行な 

くして は、 大乗の 欣求も あり 得ない わけで ございます、 


大乗 は にして、 小乗 は 難な りと 偏執して はなり ま 

せぬ、 難がなければ 易 はあり ませぬ、 易に 堕して は 難 

が釈け ませぬ、 光が あれば こその 闇で ございまして、 

闇がなければ 光 も ございませぬ …… 」 

この 時、 朗 かに 鎧 小屋の 神主さん の 笑いが 響き渡り 

ました。 

「そうです、 そうです、 弁 信 様の 言われる 通り、 光が 

あれば こその 闇で、 闇がなければ 光 もない のじ や。 そ 

れを、 もう 一枚つ きつめ てし まう と、 すべてが お 光ば 

かりで、 闇なん という もの は 無い のじ や」 


池 田 良 斎 は、 なんだか 頭が くらくらして、 議論 も、 

反駁 も、 ちょっと 手の つけられない 心 持に なり、 とも 

かく この 問題 は、 もう 一 べん も 二 へん もよ く 考え直し 

た 上で、 改めて 提出 を 試みねば ならぬ という 気になり 

ました。 

浴槽の 中で 三人が こうして 論議に 我 を 忘れ、 環境 を 

忘れて いる 間、 炉辺 を 守る ところの 他の すべての 連中 

もうち-つ 

は、 相 変らず 山の 鳴動に 胆を 冷し、 濛々 たる 灰 煙の 降 

リ そそぐ のに 窒息 を 感じて いたが、 三人の 湯が ばかに 

長いの を 思い出して、 心配の あまり、 様子 をう かがい 

に 来て 見る とこの 有様で、 いつ 果っ べしと も 思われぬ 


あき 

長広舌が 展開され ている ことに、 呆れ返らざる を 得 ま 

せんでした。 

五十二 

それらの ことよりも、 もう 一倍 これらの 人々 を 驚き 

呆れ しめたと ころの 出来事 は、 この 三人のう ちの 二人 

が、 お湯から 上る と 早々、 足 ごしら え を はじめ 出した 

ことです。 

三人のう ちの 二人と いうの は、 弁 信と 鎧 小屋の 神主 

とのこと で、 この 二人 は 別段、 申し合わせ たわけで は 


ない が、 同時に 発足の 用意 を はじめました から、 一座 

が あわてて その 発足の 理由 をた しかめる と、 燈 小屋の 

神主さん は、 これから 焼ケ 岳の 噴火の 現場へ 登れる だ 

け 登って 見届けて 来る とのこと、 弁 信 法師 はとい えば、 

あぼうと うげ 

これ か ら 安房 峠を越え て、 飛驛の 平 湯 の 温泉へ 参り ま 

すとの こと。 

これに は 良 斎 はじめ 一座が、 眼前へ 焼ケ 岳の 爆破の 

一 片が 裂けて 飛んで でも 来た ほどに 驚きました。 驚い 

たうちに も、 神主 様の 方 はま あ 修行が 積んで いる こと 

でも あるし、 この辺の 主の ような もの だからい いとし 

て、 弁 信の 奴が この 鳴動の 真只中 を 出立す ると は、 い 


くら 盲ら 滅法と い つ て も 度が過ぎ ると 感じない わけに 

は ゆきません。 ことに あれほど 疲労して、 三日間 も 動 

けなかった ものが、 起きる と、 いつのまにか、 たぶん 

口から 先に 湯の 中に もぐり 込み、 湯の 中で は、 のべつ 

わらじ 

にお 喋リ をし、 湯 を 出る と 早 や 草鞋 を はいて、 この 鳴 

あき 

動の 中 をた だ 一 人で 出立しょう というの だから、 呆れ 

がお 礼に 来たと 思うよ リ ほかはありません。 

そこで、 一座が 口を揃えて、 

「弁 信さん、 なん ぼなんでも お前さん だけ は、 やめた 

ら どうです、 神主 様 は 覚えが あるの だからい いが、 お 

前さん、 この 道 は あたりまえの 道と はちがつて、 日本 


第一の 山奥なん です ぜ、 それ こそ 鳥 も 通わぬ といって 

いい 山道なん です ぜ、 北 原 君なん ぞも、 黒 部 平の 品 右 

衛 門さん という、 山道き つての 案内の 神様の ような 人 

に 導かれて 行って さえ、 崖から ヒリ 落ちて 大 怪我 をし 

たんです ぜ、 それに お前さんが この 際、 あの 通 リ山鳴 

りが し、 この 通り 地鳴りが して 灰が 降って いる 中 を、 

一 人で 出かける なんて、 そり や 大胆で もなんでも あ 

リ やしま せんよ、 無茶と いう ものです よ、 馬鹿と いう 

も のです よ、 悪い こ と は 言わな いからお やめな さ い 」 

しかし、 草鞋 を 結ぶ こと を やめない 弁 信 法師 は、 法 

然頭を 左右に 振り立て 振り立てて 言いました、 


「御 親切 は 有難う ございま すが、 御 心配 は 致し 下さい 

ますな。 山鳴りの こと は 神主 様が 保証して 下さい まし 

た、 山ヌケ でございますから、 地の 裂けて 人 を 陥す 憂 

いは 無い そうで ございます。 でございますから、 皆様 

も 御 安心なさい ませ、 わたくし も 安心 をいた しました。 

安心 を 致して みます と、 いつまで わたくし もこう して 

皆様の 御 厄介に な つ てば かり も おられる 身で は ござい 

ませぬ、 とうに 出立 を 致さねば ならない のが、 今日 ま 

で 延び延びになり ましたの は 申し わけが ございませぬ。 

な あに、 あなた、 険山 難路 を 軽ん ずる わけで は ござり 

ませぬ が、 白骨から 平 湯の 間 は 三 里の 路と 承りました、 


それに 三日 前に 人間の 通った 道で ござり ますれば、 わ 

たくしに その あとが 追えない と いう はず は ござります 

まい。 食事の 方 もお 気づかい 下さい ますな、 これが 先 

日いた だきました 薔 麦粉で ございま すが、 お腹の すい 

た 時分に これ を 水で 搔 いていた だきます と、 まだ 私の 

食と 致しまして は 五日 ぶん はた つ ぷり あるので ござい 

ますから、 それ を 身に つけて まいる 上 は 仔細 ござり ま 

せぬ。 では 皆様、 御機嫌よ ろしく。 はからぬ 御 縁で、 

この 白骨の 谷に、 皆様の あらゆる 御 好意の 下に 弁 信 は、 

三日 を 心 ゆく ばかり 休ませて いただきました。 いずれ 

に 致せ、 電光 朝露の 人の 身、 今日 別れて 明日の こと は、 


はかりが たなき 世の中で ござります るが、 御 再会の 期 

がない と は 申され ませぬ、 では、 どうぞ 御機嫌よ ろし 

く …… 」 

これ だけの 減らず口 を 叩いて、 呆れが 礼に 来る 一座 

を 後に して、 弁 信 は 鎧 小屋の 神主と 相伴うて この 白骨 

の 宿 を 出て しまいました。 

宿 を 出る 時 こそ 一緒で はあった が、 やがて 当然、 二 

人の 目的地 は 違います。 すなわち 鎧 小屋の 神主 は 硫黄 

岳、 焼ケ 岳の 鳴動の 実地 調査の ために 北へ 一 向きに I 

I 弁 信 はとり あえず 飛 驊の平 湯 を 指して、 西へ 向って 

ひとり 行かねば なりません。 


二人が 出立した けれど、 山の 鳴動と、 雲煙と、 降 灰 

しせき 

との ほとんど 咫尺 を 弁ぜぬ 色 は 変り ません。 神主 は あ 

あ 言 つて わが 物 顔に 天変地異の 安全 を 保証 顔 に 説き 立 

てる けれども、 要するに 人間の 智力で はない か —— 白 

骨 谷に 残る 一団 は、 二人が 去って みると、 また 不安の 

念の 襲い 来る の を 如何と もす る ことができません。 ま 

して 気休めに しろ、 こういう 保証 も、 安心 も、 与える 

者の ない 平 湯の 温泉 場の 人心の 動揺と いつ て は 思い や 

られ るば かりであります。 

五十 三 


これより 先、 代官 屋敷からの 二 梃の 駕籠 は、 

ぐじょう か いどう 

郡 上 街道 を 南に と言われ たはず なのに、 益 田 街道 を 一 

散に 走りました。 

彼等 はもう、 走リ さえ すれば よいと 考えて いるので 

しょう。 行 先 地の 目的なん ぞは、 走り 疲れた 上で 尋ぬ 

ベ きこと だとで も 思 つてい るので しょう。 

無性に 飛んで、 久々 野に 近いと ころでしょう、 左に 

社が あって、 右 は崖路 になって いて、 その 周囲 いっぱ 

いに 森々 たる 杉の 木立 をつ き 抜けて 走りました。 

「おい、 待て、 その 駕籠！」 


木立の 前から 鋭い 声が かかった ので、 駕籠 屋ど もも 

きも 

それに は胆を 奪われな いわけに は ゆきません。 

「待て！」 

ひた 走りの 八本の 足が、 ぴったりと 急ブレ ー キで止 

まりました。 

闇の 中、 行 手に 立ち塞が つたの は、 一人 は 雲つ くば 

かりの 大男で、 一 人 は 中背の 一 書生でした。 

「まだ この 通 リ夜も 暗い のに、 どこへ 急ぐ の だ」 

「はい、 はい …… 」 

駕籠 屋は 早く も 歯の根が 合わない ようです。 

「怪しい 乗物と 認めた ぞ」 


「いいえ、 どういたしまして」 

「行 先 はドコ だ」 

「出発点 はいずれ だ」 

前に 立ち塞が つて こもごも 詰問す る 二人の 高圧に は、 

駕籠 屋は、 もう 駕籠 を 地べたへ 伏せて、 すくんで 尻 ご 

みの 体です。 

たぐい  たくま 

これ は 尋常 出来星の 追 剥の 類で はない、 前の 逞し 

いのは、 すごい 両刀 をた ばさん でい る、 それに 附 添う 

たの も かいがいしい 旅 姿で、 それだけ でも 雲助 四 人の 

手に は 合わない こと はわ か つてい る。 

「だ、 だ、 だ、 代官 屋敷から 参りました」 


「ナ 二、 代官 屋敷から 来た！ 高山の 郡 代から 来たの 

ゝ  I 

力  」 

「はい、 はい …… 」 

「して、 どこへ 行く の だ」 

「そ、 そ、 それ は、 お客様に お聞き 下さい まし」 

「ナ 二、 乗り手に 聞け というの か、 貴様た ち は 行 先 を 

知らん のか」 

「存じません ので」 

「は、 は、 は、 おおよそ、 行 先 を 言わないで 駕籠に 乗 

る 奴 も あるまい、 行 先 を 聞かないで、 駕籠に 乗せる 奴 

も あるまい ではない か。 のう、 丸 山、 行 先 を 知らさず 


に 飛ばす 駕籠 は 確かに 怪しい 旅の 者と 認めて 異議 は あ 

るまい」 

「いかにも 怪しい」 

立ち塞がった 二人の 声に 聞 覚えの あるの も 道理、 前 

なる 逞し いのは 仏 頂寺弥 助で、 後ろなる 書生 は 丸 山 勇 

仙でした。 

この 二人、 先日 は 越 中 街道の 道 を 尋ねながら、 ここ 

宫 川の 岸 を ふらふらし ていたが、 いまだに まだ、 こん 

ほうこう 

なと ころ を 彷徨して いる。 亡者 共 だから 是非 も ある ま 

さ えぎ 

いが、 なんで、 天下の 往来 を 行く 乗物 を 遮る の だ —— 

窮 して 濫 する 小人の 習い —— 夜盗 追剝 稼ぎで も はじめ 


たかな。 まさか 二人とも まだ そこまで は 堕落すまい。 

「わしら あ、 存じません、 駕籠ん 中の お客さんに 聞い 

てくだ さんせ」 

四 人の 駕籠 屋 ども は、 申し合わせ たように 同音に こ 

う 言い捨てる や、 脱兎の 如く 逃げ出しました。 

逃げ出した 方向 は、 もと 来た 方 をめ ざした のでし よ 

うが、 前後が 動顚 していた ものと 見え、 四 人と も 一度 

に 杉の 木立の 崖の 下へ 転び 落ち、 落ち 重なり 走る もの 

と、 また 急速 度で 落ち込む ものと が あるよう でした が、 

すべ 

暫くして 烈しい 砂 ヒリが あって、 水に 落ちた 物音が 聞 

えました。 


「あ、 ま、 ま、 ま、 ま- 

仏 頂寺弥 助の 高笑いし たのが、 こだまに 響く と、 

「虫 めら —— 」 

丸 山 勇 仙が あざ笑う 声 もよ く 聞え ます。 

さて これから、 乗り 主の 吟味に かかる の だ。 仏 頂 寺、 

丸 山が 窮 しての 末、 夜盗 追剝の 類にまで 堕落した とす 

こわもて 

れば、 当然、 次の 段取り は、 駕籠の 中に 向って、 強 面 

の 合力 を 申し入れ るか、 或いは 身ぐ るみ 脱いで 置いて 

行けと かの 型になる の だが、 その 事 はなく、 高笑いし 

た 仏 頂 寺 は 存外な， 1 J やかな 声で、 

おど 

「これ は 失礼いた しました、 拙者 共 はなに も、 人を嚇 


し、 物 を 掠めよう として 駕籠 先 をお かした ので は ござ 

らぬ、 時なら ぬ 時に、 急ぎよう が 尋常で ないから、 仔 

細ぞ あらんと お呼びと め 申して みたまでの 分 じ や、 そ 

くもすけ かすみす け 

れを 駕籠 屋 ども、 無茶に 驚きよ つ て 雲助 霞 助 と 逃げ 

かかった は 笑止千万、 乗 主 殿に はさ だめて 御迷惑で ご 

ざろう が、 悪意 は ござらぬ、 ふしょう さっし やい」 

駕籠の 中へ こう 申し入れ たの は、 かえって 陳謝の 意 

味に 響く のです から、 中の 乗客 もさ だめて 相当に 安心 

した ことでしょう。 

丸 山 勇 仙が 続いて、 それにつ ぎ 足して 言いました、 

「ただいま 同行の 申す 通り、 我々 は 決して うろんの 者 


ではない、 かえって おのおの 方の 乗物が 時なら ぬ 時に 

急ぎ よ うが 尋常 でない ためにお 呼 留め を 申して みたま 

での ことじ や …… 駕籠 屋め、 尋常に 申 開き を すれば な 

ん でもない こと を、 泡を食って 逃げ出し たのが 笑止 千 

万 …… しかし、 おのおの 方の 御迷惑 はお 察し 申す、 い 

ずれへ お越しの つもりで ござった かな」 

とたず ねた 時に、 後ろなる 駕籠の 中から、 

げ ろ  ゆのし ま 

「下 呂の湯 島まで 急がせる つもりでした、 病人が あり 

ましてな」 

答えた の は 落着いた 男の 声です。 

「は、 は あ、 下呂 温泉まで、 御 病 者 を 連れてのお 早 立 


ちかな、 なるほど …… それ はは や、 駕籠 屋に 逃げられ 

て は、 いや、 どうも 我々 共の 粗忽から 飛んだ 御迷惑 を 

かけ 申した。 が、 さりと て、 我々 が 駕籠 屋に 代って 御 

身方の 乗物 を 担いで 行く という わけに は 参らぬ。 是非 

に 及ばぬ、 我々 は 一足先に 行 手の 村里へ 参リ、 しかる 

べき 人夫 を 頼んで これへ 遣わし 申そう。 いやはや、 飛 

んだ 御迷惑お 察し 申す、 暫時、 これにて 御 辛抱 あれ、 

あちらの 村里より 迎えの 者 を 遣わし 申す」 

と言う かと 思えば、 二人の 豪の者 は、 さっさと 行 手の 

けしき 

闇に 進んで 行つ てし ま つ た 気色であります。 

社頭の 森の 深い 木立の 前に 置きつ ばな された 二つの 


駕籠、 その 迷惑 は 全く 思い やられる ばかり だが、 これ 

でも 案外な ことの 一 つに、 立ち塞がった いたずら 者が、 

少しも 危険性 を 帯びて いなかつ たという こと だけが 不 

幸 中の 幸いでしょう。 

駕籠 はや や 暫くと いう もの、 ぼつねんと 置き 据えら 

れ たままで ありました。 

五十 四 

暫くす ると、 いつの まに 出た か 竜 之 助の 姿 は、 前の 

お 蘭の 駕籠の 上に のしかかって、 頰杖 をつ いている の 


であります。 

それ は、 駕籠 屋には 置 捨てられた けれども、 駕籠 そ 

の もの は どちらも 異状が ない のみならず、 駕籠 の 棒 鼻 

つる  ちょうちん 

に 吊された 提灯まで が 安全 無事で、 駕籠 中の 蠟燭の 

光 も 安全に 保存して いたと ころから、 竜 之 助の 輪郭 を 

うつ すらと 闇の 中へ 描き出して いるので よく わかり ま 

お 蘭の 駕籠の 上へ、 重く、 静かに のしかかった 竜 之 

助 は 言いました、 

「お 蘭さん、 お 蘭さん」 

下なる 駕籠の 中で 女の 返事が しました、 


「はい …… 」 

「これから、 どうしょうな」 

「あなた 様 はいった い、 どなた 様で いらっしゃいます 

力」 

「わし かね …… わしの 一 代 記 を 言う と なかなか 長いが 

ね」 

「何のた めに こんな こと をな さ いました か」 

く る み ざ わ 

「それ は、 お前の 仕えて いる 胡 見 沢と いう 新お 代官の 

ために、 こんな ことにな つたの だ」 

「あなた は、 殿様に 何ぞ お恨みで もあって、 あんな こ 

と をなさい ました か」 


「何も、 別段に 深い 恨みと いう もの もなかつ たが、 つ 

い、 ちょっとした ことから、 敵に 持たねば ならな かつ 

たの だ、 つまり、 わしの 大事に している 妹 を、 あの 代 

官が 屋敷へ 連れて行って しまった ことに 始まる の だ」 

「まあ …… それで は」 

「それが ために、 よん どころ なく 人 を 手引に して、 あ 

の 代官 屋敷まで 忍んで 行って 見る とな」 

「あ、 わかりました」 

「たずねる 妹 は 見当らなかった が、 その 身代りで も あ 

るまい が、 お前と いう ものが 与えられ たような もの だ」 

「それで、 あなた 様 は、 これから、 どちらへ わたし を 


連れていら つ しゃる おつもりで ございま すか」 

「さあ、 それ は、 わしに はわから ない の だ、 お前に 聞 

きたいの だ」 

「わたくしに わかろう はずが ござり ませぬ。 ああ、 あ 

なた 様が あんなにまで なさり さえし なければ、 また ど 

うに か 道 は ございました ろうに、 ああまで なされて し 

まった 上 は、 もう ほかにの がれる 道 はあり ませぬ」 

「あれ は、 よん どころ ない」 

「でも、 あんまり むごたら しい。 この 上 わたし をお 連 

れ になって、 どうな さるお つもりで ございま すか」 

「どうしょう も、 こうしょう もない、 妹が 取 戻せない 


その 埋 合せに 与えられた、 お前と いう 相手次第の もの 

だ」 

「では、 わたしと いう もの を 人質と して、 お 妹 様と お 

引換えな さる 御 了見で ございまし たか」 

「いや、 そういう 商売気 もなかつ たの だ。 あつたと し 

て みたところで、 これ は 人違い だ、 引換えて もらいた 

いと 言って いまさら 代官 所へ もお 願いに も 出られまい 

から」 

「あなた 様 は、 やけ を おっしゃ います、 ほかの 意趣 や 

齊 恨と ちがいまして、 相手 はかり そめに も 土地のお 代 

官 でございます、 ここまで 来られた のが 不思議な くら 


いで ございま すが、 どう 間違っても 国境 へ 出る まで 

に は、 きっと 捕まって しまいます」 

「だが、 その 時 はお 前 も 逃げられまい」 

「わたし は、 わたし は 代官の 身内の 者で ございます」 

「はは あ、 その 身内と いうの も、 代官が 生きて おれば 

こそだろう、 今と なって は 屋敷 中の 疑い は、 わしの 身 

よりもお 前の 身に 集ま つ ている に 相違ない」 

「え、 え、 どうして 左様な ことが ございます もの か、 

罪人 は あなたで， >  」 ざ い ます、 わたし は 何も 存じ ませぬ」 

「いやいや、 わしの 何者で あるか は、 誰 ひとりと して 

屋敷の 中で 知って いるもの は あるまい が、 代官が 討た 


れて、 お前 だけが いない —— わし は 逃れられない 限り 

もない が、 お前の 疑いだ け は 解けない。 よし 疑い は 解 

ねた 

けても、 お前 を嫉む 者の たくさん ある 中から、 かばう 

者 は 一人 も あるまい。 何 は ともあれ、 罪の 中の いちば 

ん重 いのに かけられる にき まっている、 まあ 軽く つて 

まり つ jl- 

碟开 力な」 

「いやで ございます」 

「それから、 お前の 兄の 嘉助 というの も あぶない」 

「まあ、 どうして 嘉助 のこと を 御存じで すか」 

「お前の 親類 中が みんな あぶない、 お前が 生きて いな 

ければ よろしい、 あの 代官と 枕 を 並べて 討 たれて いた 


ならば、 まだし、 親類 中 は 助かった かも 知れない」 

「わから なくなりました、 あなた 様 は、 何 かお 怨みが 

あって 殿様 を 殺害に おいでにな つたので すか、 ただお 

妹さん を 取 返しに おいでにな つたので すか、 それとも 

わたしと いう もの を、 かどわかす ために 屋敷へ おいで 

になった ので ございま すか、 わから なくなりました」 

「行 当りば つ たり …… めくらさがしに 手に さわ つたと 

ころに 縁が あるの だから、 おた がいに もう 逃れられな 

い」 

「まさか あなた 様 は、 お 代官 様にな さった ような 酷た 

らしい こと を、 わたしに 向って なさる つもりで お連れ 


になった ので は) J ざ います ま い 」 

「そうする くらいならば、 ここまで は 来まい が、 或い 

は 一思いに そうする よりも、 これが 悪かった かも 知れ 

ない」 

「たとえ どうな りましょう とも、 死ぬ より はまし で ご 

ざ います、 わたし は 殺さ れる こと はい やで ございます 

いのち 

から、 どうぞお 助け 下さい ませ、 生命 あっての 物種で 

ございます もの」 

「実はお 前 を 助ける ために 連れて来 たので はない、 わ 

しが 助けられた いために、 こうして 来たよう な もので 

すよ」 


「何と おっしゃ います、 あなた 様のお 言葉 は、 どうい 

う 意味に 取って よろしい か、 わたしに は 全く わか リま 

せんが、 どちらで もよ ろしう ございます、 わたし は 助 

けられ さえ 致せば、 どんな 仰せに でも 従います」 

「ここ は 往来 だから、 こうして いるう ちに 人が 通る I 

I さ つ き 逃げ去 つ た 駕籠 屋 ども、 それから 前の 村から 

人 をよ こすと 言った あのお どかしの 旅の 者、 どちらに 

しても 人目に かかって はよ くないな、 わしの ために も- 

お 前の ために もよ く あるまい」 

「ああ、 その 通りで ございます、 もうこうな りまして 

は、 夜の 明けない 先に、 行けても、 行けなくても、 せ 


めて 国境 を 越して しまわなければ なりませんでした」 

「国境まで は 何 里あります」 

「それ は 大変で ございます、 ここ は久々 野の 村 外れと 

かなやま 

しましても、 美 濃の 国境の 金山まで まだ 一 一十 里 も ござ 

レ ます」 

二 一十 里？」 

「はい  横道 を 信 州へ 出る 道 も ございま すが、 これ 

も 山の 間 を 十 里から ございます、 道のり は 十 里で も、 

道の 悪さ は 一 層で ございま すから、 その 道 はとても 通 

る こと はでき ません」 

「そのほかに は …… 」 


「そのほかに は、 もう 一 べん 高山へ 引返して、 北国へ 

走る より ほか は ございません、 それ は 全くで きない こ 

とで ございます」 

「では、 結局、 近いと ころへ 隠れる より ほか はない の 

だ」 

「それより ほか は ございません。 が、 隠れる にしても、 

あなた 様が あれほどな 大罪 を 犯しな さらなければ、 わ 

おぼしめ 

たしの 身体が 欲しい と 思 召すならば、 わたしの 身体 だ 

け を 奪って お持ちに なれば いいのに、 飛驛の 国のお 代 

官を 殺して しまって は、 飛驛 一国の 小石の 下に も、 草 

の 根本に も、 身 を 置く ところ は ございません」 


「困った な！」 

「全く、 あなた 様 は 悪い こと をな さリ 過ぎました」 

「といって、 ここで 捕まる の を、 わざわざ 待って いる 

の も 愚 だ —— ともかくも お前 は 土地の 案内 知り、 隠れ 

てみ ようで はない か」 

「それより 仕方 は ございませぬ、 この 近いと ころに い 

くら も わたしの 知った 人 は ございます けれども、 頼め 

おさか 

ばかえ つてお たがいの 迷惑 —— ただ 小 坂と いうと ころ 

に 一 人頼み 甲斐の ありそうな 人が あります から、 それ 

を 頼って 行きたい ものです が —— それまでの 間 …… 」 

お 蘭 はよう よう 駕籠 を^い 出して 来ました。 そうし 


て、 自分の しどけ ない 姿 を 顧みる 暇 もな く、 今まで 声 

のみに 応対して いた 相手の 人の 姿 を、 のしかか つてい 

る 駕籠の 上で 認めました。 

それ を 認めた の は、 つまり、 完全に 保留され ていた 

ろうそく 

駕籠 提灯の 蠟燭の 余光で、 闇の うちにう つす りと 描き 

出されて いた その 輪郭に 接する と、 何と はなしに 身の 

毛が よだつ 思いが しました。 

というの は、 別段に 異形 異 装の 目 を 驚かす ものが 

ぎょう そ う 

あつたと いう わけで はなく、 貪淫惨 忍なる 形相 を予 

想した のが、 目の あたり 的中した ことに 仰天した よう 

なわけ でもな く、 その 男が 冷々 淡々 として 自分の 駕籠 


に のしかかって、 中に いた、 まだ 見ず知らず であるべ 

き はずの 自分と いう ものに 向って 話しかけ ている 形勢 

なじみ 

が、 ちょうど 十 年 も 馴染の 女郎の 膝に もたれながら、 

熟しき つた 痴話に 燃えさし の 炎の 花 を 咲かせて いるよ 

うな ふうで、 ちっとも 動揺した ところ はなく、 まして 

今の 先、 飛 驛の郡 代の 首 を 水を搔 くように 打ち落して、 

それ を 塵芥 を 捨てる ように、 わざわざ 中 橋の 真中 へ 

持って行つ て 置いて 来た ほどの 当人と 思う わけに は ゆ 

かなかった からです。 

のみならず、 自分が ようやく 駕籠 を 抜け出して 来て 

か お 

みても、 その 冷々 たる 面 はいよ いよ 冷々 たる もので、 


特に 自分が 抜け出して 来た もの だから、 眼 を 据えて 見 

ようと も、 見直そう とも 心構え を 直した ので はない、 

ほんとうに、 よらず さわらず の 人 を あしらう と 同じ 呼 

吸で いるよう で、 その 頭巾に こぼれた 半ば 以上の 面 を 

あお 

見る と、 白い こと、 蒼い こと  そうして その 眼 は 沈 

みきって、 あらぬ 方 を 向いて いる、 決して 自分 一人に 

眼 を くれてい るので はない という ことです。 

お 蘭 は 何とも 言えず、 寄る ともなく、 引かれる ので 

もな く、 目が 廻る ようになって、 自分 は 男の 傍に よる 

と、 それにし がみつ いていました。 

「お待ちなさい、 人声が する」 


その 声 をまず ききとがめ たの はお 蘭で なく、 竜 之 助 

でありました。 

「どちらから 聞え ます」 

二人 は、 じっと 静かに 耳 をす ましてい たが、 お 蘭が、 

「向う からです、 久々 野の 方からで ございます、 あれ、 

提灯の 光 も 見え だしました」 

「では、 いま、 立ち塞がった 二人の 者が、 人夫 を つれ 

て 来たの だろう」 

「そうだと します と  」 

万一、 それが 逆に 出て、 高山 方面からの 追手で は 助 

からない が、 前途の こと だけに いささか 心丈夫な もの 


が ある。 

「あの 二人の 者が、 約束 通り 人 を 頼んで よこした もの 

だろう、 だと すれば …… 駕籠 を 抜け出して 隠れる より、 

従前の 通り 駕籠に いて、 為す がま まに 任せて いた 方が 

よい」 

「それ もそう でございますね」 

「それに 越した こと はない」 

「逃げて 逃げ そこねる ょリ は、 まさかの 時まで 知らぬ 

面 をして いまし ようか」 

「それが 上分別」 

「では、 あなた 様 も」 


「お前 も 平気の 面 をして 元通り 駕籠に 納まって おいで 

なさい、 ただし、 姿 は 決して 見せない ように」 

「はい」 

二人 はこ こで 左右に 別れました。 竜 之 助 も、 お 蘭 も、 

最初 置 据えられた ままの 位置で 駕籠の 中に 納まりき つ 

てし まいました。 棒 鼻の 提灯の 蠟燭 はま だ 六 分の 寿命 

を 保ち、 その 炎の 色 も、 光 も、 たしかな ものでした。 

果して 間もなく これへ 舞い戻った 仏 頂寺弥 助と 丸 山 

勇 仙 —— 感心に も 約束の通り、 四 人の 人夫 を かり 集め 

て 来ました。 

「いや、 ， J れは さだめしお 待 遠 いこと で) J ざ つ たろう 


とが  き 

な、 我々 のつ いした 咎めが 利き 過ぎた、 御迷惑 をお 察 

し 申した 故に、 久々 野の 外れへ 参り、 人 を 四 人 だけ か 

リ 催して まいった によって、 御 安心なさい」 

それ は 仏 頂 寺の 声で、 こちら は 駕籠の 中から、 

「それ は それ は 御苦労の 儀で ござ つ た、 しからば せ つ 

かくの 好意に 任せて、 このまま 御 無礼 を 致します」 

竜 之 助の 返事 右の通り。 

「ずいぶん 心 置きな く。 身共ら は、 これよ リ少々 まだ 

心残りが ござる 故に 高山まで 引返し 申す、 御 無事 に 」 

「御免 あれ」 

こう 言い捨てて 仏 頂 寺、 丸 山 は、 煙の 如く 闇の 中 を 


すり 抜けて、 高山 方面へ 戻り 行く ものの ようです。 

あとで、 駕籠 屋に 向って お 蘭が 駕籠の 中から 言い ま 

した、 

「下呂 の 湯まで ずっと 通したい のです が、 途中、 小 坂 

の 問屋へ ちょっと 寄って 下さい、 頼みます」 

「承知いた しました」 

しゅくつ ぎ 

難なく 一 一個の 駕籠 は、 ここで 宿 次 の 形に なって、 ま 

だ 明け やらぬ 森林の 闇に 向って 飛ばせる のです。 

五十 五 


なか つぎ どん や 

小 坂の 町に 黒 川屋と いう 大きな 中継 問屋が ありまし 

た。 

これ は 大きく いえば 飛驛 一 国の 物産 を 他国に 出し、 

また 他国の 物資 を 飛驛に 入れる 会所であって、 矢 田 権 

つかさど 

四郎が これ を 司 つ ている。 

従って それに 相応す る 店の 構えと、 百 数十の 人馬が 

にぎ 

絶えず 出入りして、 店頭 はいつ も 賑わって いる。 主人 

に 代って 若い おかみ さんが 帳場に 坐って、 帳面 を ひろ 

げ、 筆 をと つてい る。 この 若い おかみさん は、 主人 不 

在の 時 は 主人に 代って 帳場 を 司って いる。 

そのお かみさんが 今、 店頭の 賑わい を 前にして 


ちょう あ い 

帳 合 をして いる 横の 方から、 若い 女中が 一 人出て 来て、 

ささや 

おかみ さんに 向って 私語き ましたから、 おかみ さんが、 

ないしょ 

「なに、 ちょっと 内証で、 わたしに 会いたい 人が 中庭 

に 来て いますって ：：： 」 

筆 を 休めて 女中の 方へ 向きました。 

そこで 女中が、 また 小さな 声で、 おかみ さんの 耳元 

へ 私語き ました けれど、 これ は 店頭の 物音に 紛れて よ 

く 聞え ません。 

が、 おかみさん は、 退 引なら ぬと 見えて、 帳面の 間 

へ 筆 を 置いて、 ついと 立ち上りました。 間もなく 女中 

の 案内で、 広い 座敷 を 抜けて 本宅の 裏庭へ 来て みると、 


土蔵と 袖垣との こちらに 引 添って、 二つの 駕籠が 置か 

れて ありました。 

庭下駄 を 突つ かけて、 その 駕籠の 傍へ 寄って 来たお 

かみさん は、 何 か 後ろめ たいように 見返しました 時、 

前の 駕籠の 垂が 細目に あいて、 

「おかみさん —— J 

極めて 忍びやかな 女の 声。 

「まあ、 お 蘭 様 じ や ございま せんか」 

「おかみさん、 くわしい こと は 何もお 聞きに ならずに 

本当に 内証で わたしの 後生 一 生の 頼み をお 聞き 下さい 

まし」 


「まあ、 何 か は 存じません が、 ちょっと お上りく ださ 

い、 ちょ つ と …… 」 

「いいえ、 それが できません、 これから 直ぐに 通さな 

ければ なりません、 仔細 は あとでお わかりになります 

が、 おかみさん、 あなたの 着古しで もなんでも よろし 

ひと かさ 

うご ざいます から、 上から 下まで そっくり 一重ねと、 

それから あなたのお 手許で 御 都合の できるだけの お金 

をお 貸し 下さい ませ」 

「そんな こと はお 安い ことで ございま すが、 いったい 

これ はどうし たので ございます、 ちょ つ と はよ ろしう 

J ざいましょう  ちょ つ と は」 


「いいえ、 そうして はいられな いので ございます、 全 

く 委細 を 申し上げ ている 暇 は ございま せんので すから 

只今のお 願いだ け を 直ぐにお 聞 届け 下さい まし」 

「では まあ、 そのまま、 お待ち 下さい ませ」 

おかみさん は、 人 を 憚りながら 引返し ましたが、 や 

がて 手ず から 一 包みの 衣類と、 一 封の 金と、 小出しの 

きんちゃく 

巾着と を まとめて、 忙 がわし く 持って 出て 駕籠の 中 

へ 差 入れました。 

それ をお しいた だいた お 蘭 は、 

「まあ、 ほんとうに 有難う ございます。 それから おか 

みさん、 なお 済みませんが、 久々 野の この 駕籠 を 担い 


で 来た 若い 衆た ちに 固く 口止め をして 帰して やって い 

ただき たいのと、 お 家の 信用のお ける 若い 衆 を 肩代り 

に、 これから 先 美 濃の 金山まで、 お頼み 申したい ので 

すが、 後生つ いでに これ もお 頼み 申します」 

「まあ、 お 蘭 様、 何も 聞くな とおつ しゃる あなたのお 

や ぼ 

頼み を、 押 返す ような 野暮 はいたし ません が、 それで 

も 一 言お 話し 下さい まし、 あんまり 気が かりで ござい 

ます」 

「実は、 おかみさん、 わたし はついつ い 怖ろ しい 人 殺 

しの 巻添えに なって しまいまして、 どうして もこの 国 

に はおられません のです、 一刻も早く 他国 領へ 出て、 


それから さきのこと は それから 先の ことで ございます 

が、 今 はこの 通り 寝 まきの ままで、 走らなければ なり 

ません」 

「何とい うこと でしよう、 それに は よくよくの 事情が 

ございましよう けれど、 全く、 それ を 伺って いる 場合 

では ございますまい、 万事 あなたの お頼みの ようにす 

るが この 場の 親切と 存じます から、 御 安心 下さい」 

気丈な おかみさん は、 それだけで 納得して、 また 忙 

がわし く 本宅へ 引 込んで しまいました。 

そうすると 間もなく、 六 人の 屈強な 山 方 を 庭に 連れ 

て 来て、 


「お急ぎな のに、 ちと 御用 向の 筋が 筋 だからよ く 心得 

てね  もし、 何 か 面倒な こと を 言い かける 者が あつ 

たら、 黒 川屋の 扱いで 高山 御坊 だと 言いき つてし まつ 

とうゆ 

て、 さっさとお 通りなさい。 ああそう そう、 あの 桐油 

を かけて おいで、 きっと 雨が 降る よ、 お前た ち も、 う 

ちの 印の つ いた 合羽 を 着て 行く といい」 

ザ J う 言 つてお かみさんが 若い 衆 —— と は 言う けれど、 

老巧の ものが 多い ようです、 二人の 肩代り を 添えて 六 

人まで つけて くれた 上に、 途中 万一 の 嫌疑 を、 高山 御 

坊の 威勢と、 中継 問屋の 幅で くらませ ようとの 心 遣 

いまで が はっきりと 読める。 


駕籠の 隙間から、 お 蘭 は 手 を 合わせて おかみさん を 

拝んで いる。 

若い 衆が 桐油 を 取りに 行った その 隙 を 見て、 おかみ 

さん は 駕籠の 隙間から、 一 枚の 切手 を 投げ込みました。 

ぎょうよう ぼたん 

若い 衆の 持って来た 桐油に は 杏葉 牡丹 かなに かがつ 

いている。 これ は 本願 寺 御坊 専用の 品 か 知ら …… 飛驛 

の 国に 於ての 門徒の 勢力が この 桐油 だけで、 道中の 安 

全 を 保証す る 便り は 充分 あるの だと 思わせられる。 

かくして この 夕べ を 二つの 駕籠 は、 一切の 雨 ごしら 

えで、 ゆっくりと 出立し、 途中に なって 急 馬力で 走り 

出しました。 


あとに 残った、 心 利いた 黒川屋 のお かみさんの 取り 

しきりぶ りに 見る と、 久々 野から ここまで 駕籠 をつ け 

させた、 例の 仏 頂 寺、 丸 山が 徴発して 来たと ころの 四 

人の 者に は、 充分の 鼻薬と 口止めが 利いて いるのに 相 

違な く、 これから 送り 行く 六 人の 者 は、 みな 黒 川屋譜 

代 恩顧の 者 共 だから、 万一の 際に も、 口の 割れる 気づ 

かいはな いはず。 

五十六 

委細 も 聞き もせず、 言われ もしない のに、 のみ 込ん 


で 背負い 切り、 こうして 駕籠 を 送り出して 後、 また 帳 

場に 坐った おかみさん は、 何とい つても、 いやまして 

行く 不審に 相当の 思 い わずら い をし ない わけに は ゆき 

ません。 

ああして、 あの人が、 ああ 折 入って 頼んだ の は、 よ 

くよ くのこと に 相違ない が、 自分と して、 ああまで 言 

の つ ぴき 

われて みれば、 全く 退 引 はでき ないで はない か。 

それ は、 こうした 商売 上、 お 蘭さん の 手 を 通じて、 

お 代官 所で もず い ぶ ん 好意 ある 取扱い を 受け ていたの 

である。 どうしても 取引 上の 必要、 官の 要路 者の 意 を 

得て おかなければ ならない ものが あるので、 なにも 特 


別に 悪く 取 入る という 次第で はない が、 商売 上 ぜひ も 

ない ことで、 旧友のお 蘭さん と 腐れ 合って いる わけで 

むかしなじみ 

もなん でもない が、 昔 馴染の 友誼 上、 おた がいに 相当 

の 便宜 も はかり、 利用 もしあって いる。 

もとより ここのお かみさん は、 お 蘭の 身の上 風聞に 

ついて ずいぶん 耳に 入れて いる こと は あるが、 それ は 

なにも 自分が かかわった ことで はなし、 このお かみ さ 

んは 決してお 蘭の ような 聞 苦しい 評判 を 立てられる 人 

ではない が、 やっぱり 生 立ちからの 友達 は 友達 —— そ 

んな 評判に は 触れずに、 いつもよ くつき 合って いたの 

で、 そこに は 人柄 は 別で も、 どこか 気の 合った ところ 


が あると 見なければ ならぬ。 それが、 今、 ああして 頼 

まれて みれば、 突き放す わけに は ゆかな いのは 分り 

きってい る。 

それにしても 内容の ほど はてんで わからな いが、 人 

殺しの 巻添えと いう こと だけ は 聞かされた。 なるほど、 

評判に 聞く 通りの 身 持 だと すれば、 お 蘭さん にも 何 か 

ことが 出来なければ いいが と 心配 をし ないで はな か つ 

た。 何 か 色恋から 飛ばつ ちり を 受けて あんなに なって 

しまったに 違いない。 ああして 一時 他領へ 逃げる こと 

だけで 外ら せれば いいが、 何しろお 代官 様が 背後 に い 

らっしゃ るから、 そのうち 问 とか 取 計らいが つくに 相 


違ない —— お 蘭さん もい つたい 世間の 評判 通り、 この 

ごろ はお ご つ てきな すった せいだろう、 少し はお つ つ 

しみな さらなければ いけない。 

おかみさん は、 どこまでも 好意に 解して、 幼な なじ 

みの 友につつ がな かれ かしと 心に 念じながら も、 出入 

くち  は 

りの 人の 口の端 をし きりに 気に とめて 見ました。 

それ は、 そのうち きっと、 店へ 入り こむ 者のう ちか 

ら、 高山 方面の 変事が 報告され るに 相違ない こと を 期 

待して いるから です。 でも、 その 夜 は 何事 も ありませ 

ん でした が、 いよいよ 店の 戸 を 締めよう とする 時に、 

お触れが 廻って しまいました。 


それ は、 この 際、 他国者で あったり、 また 土地の 者 

にしても 他国へ 出ようと する 者 は、 一 切通 行 差 止め を 

する ように、 との 高山 代官 所からの お 達しで したから、 

さて はとお かみさんの 胸 を 打ちました。 

うわさ 

その 翌朝に なると、 未明から 集まる 者が この 噂で 

もちきりです。 

それ を 帳場に 坐った おかみ さんが、 いちいち 聞 漏 さ 

じと 注意して いると、 要するに こんな ことです  

むほん 

高山の 御城 下で は、 いま 農兵が 謀叛 を 起して、 代官 

所 を 襲わん としたと 言い、 もう 焼 打ち を かけた とも 言 

い、 お 代官が 殺されよ うとした とも 言い、 すでに 殺さ 


れて 首に な つ てし ま つ たと も 言う のです。 

それで は、 その ほとばしりで、 お 蘭さん が 逃げ出し 

たの だ。 なんでも 高山で は、 新お 代官の 圧制から 暴動 

が 起り そうだ 起り そうだと いう こと は、 かねて 聞いて 

いたが、 ではい よいよ それが 起って しまいました かね。 

愚図愚図して いればお 蘭さん も 目の かたきに されて、 

殺されて しまって いたに 相違ない が、 あの人の こと だ 

から、 素早く 抜け出して 来たの はま あよかった。 

おかみさん はこう も 胸 を 撫でお ろして みたが、 その 

うちに も、 店へ 入 代り 立 代る 人の 噂が みんな 別々 です。 

農兵の 暴動で はない、 盗賊が お 代官 屋敷へ 忍び込ん 


で、 お 代官の 大事な もの を 盗んで 逃げて しまって、 ま 

だ つかまらな い の だ、 と言う ものが あるかと 思えば、 

いや 盗賊で はない、 浪人 者が お 代官 屋敷へ 乱入して、 

お 代官 を 斬った とか、 傷つけ たと かいう こと を 伝えて 

来る もの も ある。 

皆 それぞれ 風聞 を 聞き伝えて 来たの だが、 僅か 六 七 

ねつぞう 

里の 間に、 いろいろ 想像 や 捏造が 加わって いるら しい 

の を、 いずれも 見て 来たよう に 伝える もの だから、 お 

かみさん も 迷わざる を 得ません。 

その 本当の 要領 こそ 摑 めなかった が、 事件の 中心が 

代官お 陣屋に ある こと だけ は 疑いがない。 疑いがない 


どころではない、 現に 自分 は その 本元から 逃げて 来た 

人 を 保護して やって いた —— おかみさん は、 いっそ 人 

を 高山まで やって 実地 を 調べさせようと 思った が、 そ 

うまです るの も、 なんだか 不安 を 見せる ようで 心 もと 

ない と 考えて いるう ちに、 また 容易なら ぬ 二つの 風聞 

を 店頭へ 持ち込む ものが ありました。 

その 一 つ は、 高い 声で は 言われな いが、 実は 高山の 

お 代官 は 殺されて、 しかも その 首 を 中 橋の 真中まで 

持って来て 曝された こと は、 見た ものが 多い から 隠 そ 

うとす る ほど 隠れな いこと になって いる  そうして 

お 代官 を 殺した の は 農兵の 暴動で もなければ、 浪人 者 


の 乱入で もない、 実に 予想外の 人に 疑いが かかれば か 

ちょう 

かる もので、 その 犯人 は、 このごろお 代官の 寵を 専ら 

にして いる 愛妾のお 蘭の 方が 情人 を 手引して 殺させ、 

一 緒に 北国の 方へ 逃げて しまったの だ！ 

それ を 聞いて、 さしもの 気丈な おかみ さんが、 座に 

堪えない ほどに なって いると、 つづいて また それ を 打 

消す 有力なる 一 説が 伝えられて 来ました。 

それによ ると、 お 代官の 殺された こと は 本当で ある 

お 陣屋で は あらゆる 手段 を尽 して、 討 たれた の はお 代 

官 ではない という こと を 言うて いる けれども、 事実上 

その 首が 曝されて いるの を 見た 者が 一 人 や 一 一人で はな 


いの だから、 人の 口 は 塞げても、 その 心 持 はどうす る 

こと もで きない。 

もうお 代官の 殺されな いという こと、 あれ は 別人 だ 

というよ うな 揉 消し 宣伝 は 誰も 一 人 も 信ずる 者 はない 

けれども、 その 何者に よって 殺された という こと だけ 

いたず  リ ゆうげん ひご 

は、 今まで かいくれ わからず、 徒らに 臆測と 流言 蜚語 

が 伝わって、 あれ だ、 これ だと 影の み 徒らに 大きくな つ 

たが、 今朝に 至って それが 全く わかりました。 お 代官 

殺しの 下手人が すっかり わかって、 それが 捕まり まし 

たからまず 一 安心です。 

それ を 聞いて おかみ さんが、 どうしても 帳場から 乗 


出さない わけに は ゆきませんでした。 

「お 代官 様が 殺された と は、 本当です か。 そうして 下 

手 人が 捕まった？ それ も 本当です か。 いったい それ 

は 何者な の？」 

「それ は、 おかみさん、 今朝に なって、 捕まって しま 

いました、 浪人 者で ございます、 なんでも 越 中の 者で、 

仏 頂寺弥 助と いう 浪人と、 それからもう 一人、 丸 山な 

ん とかと いう その 連れの 書生と、 一 一人 だそう で ござい 

ます」 

「その 一 一人つ きりです か」 

「へえ、 その 二人で、 お 代官 を やった の だそう で ござ 


います、 丸 山の 方 はさ ほどではありません が、 仏 頂 寺 

き 

というの は、 トテモ 腕の 利いた 浪人 者 だそう で ござい 

ますよ」 

「そのほかに は 仲間 はない のです か」 

「え、 え、 そのほかに は ございま せんそうで ございま 

す」 

おかみさん は それ を 聞いて、 熱湯 を 呑んで いるよう 

な 胸 を やっと 撫でお ろしました。 

いずれにしても、 この 下手人と か、 犯人と か、 嫌疑 

者と かいう ものに、 お 蘭の 名が 加わって いないの がよ 

ろしい。 ことに 高山で つかまって 浪人 者 だとい うこと 


になって みれば、 火元 は 少し 遠い よう だ —— でも、 

「確かに 罪人 は それと きまった のです か」 

「え、 それ はもう 疑いが ございません そうで、 前に も 

時々、 お 代官 を おどしに 来たそう でございます、 とて 

も 手癖の 悪い、 そのく せ、 手の 利いた こと は 日本一と 

い つ て もい いくらいの 剣術 使いだ そうです から」 

それより 以上 は、 やっぱり 人 を 高山に やって 調べさ 

せる より ほか はない。 

おかみさん は、 その 気持に なリ ましたが、 何 はと も 

あれ、 このお かみさん にだけ は 後難の かからな いよう 

にしたい ものです。 


五十 七 

この 際、 机 竜 之 助と お 蘭の 二人が、 無事に 飛 驛の国 

を 抜け出して、 美 濃の 金山の 本陣に 着いて しまったの 

ぎょうこう 

は、 僥倖と いえば 僥倖です が、 それ は 一 に 黒川屋 のお 

かみさんの 俠 気と、 それに 伴う 心尽 しの 甲斐で なけれ 

ばな りません。 

一 一 人 を 無事に ， J こまで 落ち延びさせる， J と を 得せし 

めた 黒川屋 のお かみさんの 働き は、 善事で あつたか、 

悪事で あつたか、 それ はわ かりま せんが、 その 動機と 


くどく 

して は、 あのお かみさんの 功徳 を 思わなければ なり ま 

せん。 自然 あの人に は 一 切の 後難 を 及ぼした くないと 

、，• うの は人晴 です。 

それ は それと して、 ともかくも こうして 国 一 つ 越し 

てし まった 二人の 悪縁 はいった いこれ からどうな るの 

だ、 お 蘭と いう ぼつと 出、 この 物語に 於て はま だほん 

のぼつ と 出に 過ぎない 淫婦の これらの 運命 は、 自業自 

得と いう もので も あり、 こんな 女に は、 いっそ、 これ 

からの 凄まじい 世界 を 見せて やる ことが 薬になる か、 

ならない か、 それ はわから ない が、 純な少女の 空想に 

従って、 白山の 山 高く も 登る ベ かりし 身が、 こういう 


女 を 道 しるべと して、 山の 飛 驛の国 を これより またみ 

かぎ 

ず ほの 実る 美 濃の 国に 追い出され、 またも 涯 りなく 四 

通 八達のと ころへ 投げ出され ねばならなくな つ た 机 竜 

之 助と いう ものの 運命の 悪戯の ほど も、 いいかげんに 

しなければ ならぬ。 

美 濃の 金山 は、 美 濃と はいっても 飛驛 谷の 一区 劃で、 

それで また 飛驛と はおの ずから 天地 を 別にして いるよ 

うな 世界であります。 そこへ 着いた 前日に、 果して 黒 

川屋 のお かみさんが 予想した 通りの 雨で ありました。 

黒 川 屋の面 や、 本願 寺 高山 御坊の 名が きいて、 ここ 

の 本陣で 雨の 日夜 をし め やかな 宿りに つ いた 二人 はい 


i  二  o 

力 に 

お 蘭 はこ こに 着いて、 はじめて 竜 之 助の 目の 見えな 

い 人で ある こと を 知りました。 

眼の 見えない 人で ある こと を 知る と共に、 この 人が 

い い 男で ある こと を 見て しまいました。 

いい 男と いうの は、 どういう 意味に とるべき か は 知 

ら ない。 本来が 机 竜 之 助と いう 男 は 美男子で あつたか、 

悪 男子で あつたか、 そのこと はよ くわから ない、 よく 

女に 惚れられた 男で あるか、 嫌われた 男で あるか、 そ 

のこ ともよく わからな いのです。 だが、 今日まで 女の 

ためにず いぶん 苦労 を させられて 来た 男で ある こと、 


また 女に 向って ずいぶん 苦労 を させ 通して 来た 男で あ 

る こと も 間違いはありません。 そうして 今では、 人 を 

殺して 血 を 見ずに 終る か、 そうでなければ 女 を 与えて 

助けて やらなければ 生きて いられない ようになつ てい 

る こと も、 万人の 知る ところ だろうと 思います。 

ただ、 当人 は 盲目的で はない、 盲目 そのものに 生き 

ている の だから 是非 もない としても、 その 刃先に 立て 

られた 人命と、 その 相手に 選ばれた 女と いう もの こそ 

不幸の 至りと いうべき に、 事実 は、 その 不幸なる 犠牲 

がいつ になっても 尽きる という ことなく、 時として は 

喜んで その 犠牲に かかりた がるので はない かとさえ 疑 


われる。 

その 夕べ、 風呂から 上って、 だ だつ 広い 本陣の 一間 

に、 この 時の 男女 は 不思議な 形 をして おのおの 割拠し 

てし まいました。 

竜 之 助 は 丹前 を 羽織って 床柱に 背 を もたせ、 例に 

わるび 

よって 例の 如くで したが、 お 蘭が わりあいに 悪怯れて 

はいない のです。 

黒川屋 のお かみさんが 投げ込んで くれた 一 重ね は、 

や ぼ 

そんなに 野暮った いもので はありませんでした。 貸し 

て くれた 金 を、 封 を 切って 見る と、 まとまつ たのが 百 

両に、 別に 小出しが 十五 六両 はあります。 宿の 取 持ち 


は なんらの 隔意が 無くて よろしい、 小娘が 運ぶ 膳部 に 

さかな 

は 川の 肴 に 一 陶の山 酒 を さえ 供えて ある。 

外の 雨 はしと しとと 春雨の 気分が ある。 ちょっと 障 

子 を あけて 見る と、 飛驊 谷の 山が 雨に けぶり、 飛驛川 

の 断崖に 紅葉が 燃えて いる。 お 蘭 はこ こで、 かねがね 

お 代官 を 喜ばして いた 爪弾きの 一 手 をで も 出して みた 

い 心意気になる。 

「ねえ、 あなた」 

ちゃぶ 台の こちらで、 身 をく の 字に しながら、 この 

思いがけない 道 づれに 向って しなだれかかる ような 調 

子 は、 この 女の 天性です。 飛驛の 高山へ 生れさせない 


で、 江戸の 深 川 か、 京の 膳 所 裏 あたりで 育てたら と 思 

われる ばかりの 女です。 

「あぶない 思い も、 こうな つてみ ると 変 じゃあり ませ 

んか、 なんだか 嬉しい ような 気がして、 あの 怖ろ しか つ 

た晚 のこと が、 まるで 夢の ようで ございます、 あなた 

と 一 一人で 道行で もして いるよう な 気持に な つ てし まい 

ました、 夢で しょうか、 現在で しょうか、 ねえ、 あな 

た」 

お 蘭 はこう 言いながら、 竜 之 助の 表情の 動かない 面 

を まじまじと見 つめ、 何とな しいい 心 持に なって ゆく 

と 見えて、 


「黒 川屋 のお かみさん という 人、 ほんとうに 感心な 人 

なじみ 

じゃありません か、 頼もしい 人ね。 幼な 馴染 は 親兄弟 

よりも 頼み 甲斐の あると いう こと を、 わたし は 今日、 

しみじみ さとりました。 それ はわた しとしても 日頃 少 

しは尽 して あげた こと もあります が、 こうな つてみ る 

と、 親兄弟よりも 他人の 方が 本当の 力になります。 ご 

らん 下さい —— こんなに お金 を、 小出しの 当座のお 

小 遣まで 心に かけて 下さった の は、 苦労人で なければ 

できません。 こんな ことと 知ったら あの 時、 わたしの 

手文庫に あ つ た 分 だけで も搔き 集めて 持ち出せ ばと 思 

われない でもありません が、 それ は 慾の 上の 慾と いう 


ものです、 あのお かみさんが 貸して くれた これ だけの 

お金が あれば、 これからの 旅 はもう 大丈夫で すから 御 

安心く ださい。 二十日 あまりに 四 十両と いう 浄 るりが 

ございました、 その 勘定で 行きます と、 どんなにして 

もこれ だけ あれば、 二人で 一 月の 路用 は 充分で ござい 

ます。 どうなる ものです か、 これで 京から 大阪の 方へ、 

奈 良の はたご、 三輪の 茶屋 も 悪くありません、 遊べる 

だけ 遊んで 参りましょう」 

と 言って この 女 は、 これから 行く先の 日取りまで 数え 

ている。 

かみう ち  ながらが わ  こうど 

明日 は 上 有 知 泊り、 それから 長 良 川 を 河 渡まで 舟で 


下 つ て 赤 坂 泊り は 苦にならぬ。 

その 翌日 は 赤 坂 を 立って、 関ヶ原 あたりで お 中 食の 

こし かわ 

後、 ゆっくりと 近 江路へ 入って 越 川 泊り、 翌日、 越 川 

ちり やま 

を 立って 守 山で おひる、 湖へ かかって 矢 橋から 大津ま 

で 渡、 その 日のう ちに 京へ 着く の は 楽な もの。 

つま リ、 これから 四日 乃至 五日 目に は 京の 土地が 踏 

める、 もし、 さの み 京へ 急ぐ ことがないならば、 途中 

近 江 八景 を ゆるゆる 日程のう ち へ 入れる の も 悪く は あ 

リ ません。 

そうでした、 京都の このごろ は、 物騒 千万で 怖ろ し 

いという こと を 聞いて いる。 逢坂 山の こちら、 滋賀の 


ちくぶ じ ま 

海、 大津の 都、 三 井の 鐘、 石山の 月 …… 竹 生 島の 弁天 

様へ 舟で 参詣 もよ ろ し う) ，- ざい ま す。 

それとも、 真直ぐ に 近 江路へ 行かずに、 変った 道草 

が 食って みたいなら、 これから 木曾川 を 船で 下って、 

犬 山上り の 名古屋 見物 も 異な ものではありません か。 

酒が させる 業 か、 今の 身で 行 先の 旅の 楽し さに 

ちょう. ちょう. 

喋 々と 浮れ 出す 女の 話 を 聞いて いると、 お雪ち やん 

のこと が、 竜 之 助の 眼に 浮んで 来ました。 

けいらく 

こんな 図々 しい 女に 引きずられて、 またも 京洛の 天 

地に 業 を 曝しに 行く くらいなら、 いっそ 畜生 谷へ 落ち 

ようと も、 山 を 下らない のがよ かった。 


なんにしても、 この 女 も、 今晩のう ちに 殺して しま 

わねば ならぬ 女 だ。 

五十八 

しかし、 その 夜の 明け方に、 竜 之 助が うなされ たの 

は、 水 を 飲まん として、 と ある 山 蔭 を 下って 来た 時の 

ことであります。 

眼の 前に 展開す る大 いなる 湖 を 見ました。 その 周囲 

の 山 は、 いつぞや お雪 ちゃんに 導かれて、 越 中の 

だいれ レげ 

大 蓮華で あるの、 加賀の 白山で あるのと 指示され た、 


それと ほぼ 同様で ありました けれども、 その 山 脚が 

ことごと 

悉 くこの 湖水の 中に 没して いる ことが 違います。 

山の 飛 驛の国 を 一 歩 だけ 出で、 水の 美 濃の 国に 一 歩 

だけ 入った と は 言いながら、 右の 夢に は、 これから 導 

かれよう とする 京洛の 天地 も、 東海の 海もう つらずに、 

やっぱり 山 又 山の 中の 湖水で ありました。 

暁の 咽喉が かわいた から、 酔 覚めの 水 を 飲みたい つ 

もりで、 山 を 下りて、 この 湖 辺まで 来たので すが、 さ 

みぎわ ひざまず 

て、 飲もうと して 汀に 跪 いて 見る と、 その 湖水の 色 

がみん な 血で ありました。 

「あ、 これで は 飲めない」 


竜 之 助 は、 差 入れよう とした 掌 を 控えました。 こう 

して 改めて 見渡す 限りの 漫々 たる 湖が 血で ある こと を 

しかと 認め、 そうして、 これ ぞ世 にいう 血の 池なる も 

ので あろうと 気がつきました。 

よく 地獄の 底に 血の 池と いうの が あると いう こと を 

聞かされ ていた、 こいつ だな。 

こじわ 

漫々 たる 血の 池 は、 静かな ものです。 小皺 ほどの 波 

も 立たず、 打 見たところ では 真黒です が、 掌 を 入れて 

みると 血 だとい うこと がわ かる、 その 血が ベ トべト と 

して 生温 かいもの である こと を 感得す る。 

おもて 

この 深紅色の 面 を 見渡して いると、 その 湖 一面に、 


くらげ 

ふわりと 白い ものが 浮き出して 来た。 それ は 海月の よ 

うな 形 をして いるが、 あんな 透明な つめたい もので な 

く、 搗 きたての お供 餅の ような 濃厚な のが 二つず つ 重 

なった ままで、 ふわり ふわりと 次から 次へ 幾つと もな 

きた 

く 漂い 来ります。 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

かい  うち ひた  つなみ 

山の 峡ゃ、 湖面に 打 浸された 山 脚の 山から、 海 嘯の 

ように 音が 起って 来ました。 この 音に つれて、 前の ベ 


トべト した 搗き たてのお 供 餅の ような のが、 一重ねず 

つに なって 無数に 連絡し、 湖面の いずれから ともなく 

漂泊と して 漂い 来る のです。 手近い のに 杖 を さしてみ 

でんぶ 

ると、 それが 意外に も 人間の 臀部で ある こと を 知リま 

した。 しかも 色の 白い、 肉の 肥えた 女の 体の 一 部分 だ 

けが、 無数に こうして 漂い 来る ので ある こと を 知る と 

あざけ 

竜 之 助 は 嘲られた ように、 自分 を 嘲り 返す こと を 忘 

れ ませんで した。 

その 持てる 杖で、 ぐんぐん 湖面 を搔 きま わすと、 そ 

の 杖の 先につ いて 来た 藻の ような ものの それが、 昆布 

のように どろどろ にな つ た 女の 黒髪で ある こと を 見て 


怒って その 竹の杖 を 湖面に 打 込んだ が、 杖 は 池の 底 深 

くくぐ リ 入って、 再び 現われて は 来ません。 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

という 風の 音 か、 波の音 か、 それが 山の 峡と、 山の 脚 

との 間から、 絶えず 襲い 来る ものの ように 聞え る けれ 

ども、 その 風と 波と は、 少しも このところまで 押 寄せ 

て は 来ないで、 ただ その 真白い 搗 きたての 餅の ような 

一重ねの みが、 深紅な 湖面に ベット リと 浮いた まま、 


あとからあとから 限りなく 自分の 眼前 を 過ぎて 行く ば 

カリです 

かねて 聞いた ところに よると、 男 は 水に 溺れた 場合 

に は 腹 を 下にして 漂う が、 女と いう もの は、 それの 反 

対の 方 を 上に して 流れる もの だとい う、 まだ 自分 は、 

それ を 実際に 見た ことはなかった が、 この 池に 漂う す 

い お 

ベての 女 は、 腹と 面と を 見せた もの は 一 つもな く、 み 

んな 下へ 向いて いる。 

その 疑念 も 久しい ことで はなく、 ややあって、 浮ん 

でいた の も 漂うて いたの も、 一様に 水底に 沈んで しま 

いました。 


「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

という 波の音 (？) のみ は 消えて は 起り、 起って は 消 

えてい るが、 それ とても 以前の ように 耳に 襲い 入る の 

ではない。 

いたず 

なんにしても それ は 徒 らに 気を悪くする 見世物に 

過ぎない、 現実と して 裂ける ほど 渴 いている この 咽喉 

を、 この 血の 池が どうと もして くれる ので はない、 右 

を 見ても、 左 を 見ても、 小川の 流れら しい もの も、 清 


浄な 水たまり らしい もの も 見え はしない、 いま さし 

当っての 仕事 は、 血の 池 地獄にから かってい る ことで 

はなく、 この 湖畔の すべて を 巡リ尽 してな りと も、 一 

滴の 清水 を 求めなければ ならない こと だ。 

そうして、 竜 之 助 は、 かなりい らいら した 気持で 湖 

畔の山 脚 を たどりた どり 歩いて 行き ましたが、 別段 巌 

石の 足 を嚙む もの もな く、 茨 の 袖 を引留 むる もの も 

ない。 岩々 石々、 みな 氷 白の 色 をな している ばかり、 

雪 かと 思って その 一片 を 摘んで みれば、 灰の ように 飛 

ん でしまい、 氷 かと 疑って、 その 一塊 を嚙ん でみ ると 

鉄より 固い。 


見上げる ところの 高山 大岳、 すべて 同じく 氷 白の 色 

です。 

いつしか 自分の 身体が、 いつぞや お雪 ちゃんに 導か 

れて 白馬 ケ岳を 登った 夢の 場面と 同じような、 白衣の 

装いに なって、 金剛杖 をつ き 鳴らしつつ、 この 湖畔 を 

歩んで いるの だが、 今 はもと より 導いて 行く 人 もな く 

上へ 登ろうと する ようで 登る ので はなく、 下ろうと す 

るよう で 下る ので もな く、 湖畔の 山 脚の 高低 を、 徒ら 

に 巡りめ ぐって 水 を 求めて いるの だが、 求める 水 は 一 

滴 も 見出せない のみならず、 白馬 を 登る 時に 見た よう 

な、 眼の さめる ほどの 美しい 高山の 植物 もなければ、 


人 なつこい かもし かや、 人 を 怖れない 雷鳥の たぐい も 

出て 来る ので はない、 生ける ものと いって、 虫 けらで 

さえが 一 つ 眼に 落ちて 来る もの はない のです。 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

曲々 浦 汀から 起る 波 (？) の 音が、 また ひとしきり 

聞え 出して きて は、 また 納まる。 その 度 毎に 血の 池の 

しょうこう  ひいろ 

水の 色が、 猩 紅に なったり、 緋色 になった りする だけ 

の 変化 は ある。 


水 を 求め あぐねて、 ついに 張り裂ける ばかりの 咽喉 

を 抑えて、 もしゃと 掌 を 池の 中へ 入れて みたが、 べト 

からくれない 

べト として 餅の ように からまる 水 は 見る からに 唐 紅、 

口へ 持って行けば 火に なりそう だ。 

湖畔 を めぐりめ ぐって ついに 一つの 谷へ 来る と、 つ 

いに 堪え 得ず、 どっかと その 岸に 倒れて しまいました。 

倒れた けれども 気性 だけ はしつ かりした もので、 行 手 

の 谷 を じっと 睨みつ けて いると、 真白い と 見た 谷 は、 

い つ ぱいに 骨で 埋まつ ている こと を 知りました。 

どくろ 

それ も、 髑髏の 形 を 備えた 骨で でもあって くれれば、 

まだ 多少の 人間味 もあろう もの を、 焼け つぶされて 粉 


末に 砕かれた 骨ば かり を もって、 岸の 上から 反り 下ろ 

された 満 眼の 谷が、 すべて 埋めつ ぶされ ている と 見な 

ければ ならない。 

ああ、 こんな 骨灰の 中 を、 千 尺 掘った から とても、 

清水の 一 滴 も 湧いて 出よう はず はない！ 

絶望 困憊の 極みのと ころに、 いずれより ともなく 清 

冷たる 鈴の 音が 聞え ました。 

これ はま さしく、 聴覚 上の 清水で ありました。 

味覚の 上で は、 いよいよ かわいて めぐまれな いが、 

聞く 耳の 上で は 清 冷 きわまる 清水、 甘露の 響。 それ は 

きた 

まさしく この 谷つ づきの 峯の上 あたりから 降り 来る 物 


の 音です。 しかも、 見上げた ところの 四囲の 絶壁 —— 

か つ  わらじ 

曾て 白馬の 頂で 夢に 見た 弘法 大師が、 千 足の 草鞋 を 用 

つ るぎ ざん 

意して、 なお 登り 得なかった という 越 中の 剣山に 何 

十倍す ると 思われる 連 脈の 上より、 何とい う 清 冷なる 

鈴の 音だろう。 この 一 つの 鈴の みが、 天上より 落ち 来 

る 唯一 の 物象で あり、 物心で ぁリ、 妙 音で あり、 甘露 

であります。 

「たれ か 来る の だな」 

竜 之 助が、 その 峯 つづき を 見上げる と、 わけて 覚円 

峯 のように すっきりした 大巌 山の 上より、 まさしく 一 

箇の 物が あって 動いて 来る の を 認めました。 


その 高い 峯の 上から、 絶壁 を 伝って 通して 下って 来 

る 者、 しかも その 者に よって、 この 清 冷なる 物の 音が 

起されて いる こと も 疑いありません。 

みるみる 一点の 黒い ものが、 その 灰白の 幾千 万丈の 

そろそろ 

巌 石の 間から 徐々 と 下りて 来る、 人 だ！ 

あの また 懸絶のと ころ を、 一 人で 降りて 来る 奴が あ 

る。 あいつが、 この 鈴 を 鳴らして いるの だ。 

驚いた 命知らず だが、 なんにしても この 鈴の 音 はい 

いな、 何とい ういい 音 をさせる 奴だろう。 

咽喉の 渴 きを 癒す ことの 代りに、 耳の 響に よってう 

るお された 竜 之 助。 その 音に 吸い 入れられる と共に、 


その物の 影から 目 を はなす ことではありません。 

あ、 坊主 だ！ 

全く、 命知らずの 冒険と より 見る ほかはありません。 

あの 清らかな 鈴の 音 を させつつ、 あの 懸崖 絶壁 を、 ひ 

とり、 すがりつ まろびつ 下りて 来る。 その 人 は 法師の 

姿で ある こと 紛れ もな く、 しかも、 その 法師の 姿 も 人 

並より はどう 見ても ずっと 小ぶ りな、 痛々 しい 姿の も 

のが、 前に 案内の 者 もな く、 後ろに 護衛のと ももな く、 

一歩 を あやまらば、 この 眼前に ある 骨灰の 中へ、 更に 

みじん 

微塵 を 加えて 落ち込む ことが わか つてい ると ころへ、 

徐々 として 下りて 来る ことが 明らかになりました。 


竜 之 助 は、 自分の 咽喉の 焼ける の を 忘れて、 その 小 

きた 

法師の 大胆と、 無智と、 それより 来る 危険の ほど を 思 

わずに はおられません。 

五十 九 

断崖絶壁から 下りて 来る ところの 小坊主の 姿 は、 蟻 

のように、 雪渓まで 伝わって 来たが、 それから 勾配の 

道 をた どた どと こちら へ 向いて 来る のがよ くわ かりま 

す。 清 冷なる 鈴の 音 は、 いよいよ 近く 耳朶に ついて 来 

る、 心地の よい こと。 


やがて、 はっきり とその 姿 も 見られる ようになる。 

あの 高い ところから では、 いかに 下リ でも 優に 一里 程 

と 見て いたのに、 急ぐ と はなしに、 もう 眼前 近く その 

姿が 見られる ところまで 来て いた。 

くるぶし 

骨灰の 中に、 ズブ ズブと 踝 まで 隠して やって来る 

小坊主の 腰で、 その 鈴が 鳴りつ づけて いるので す。 手 

に は やっぱり 金剛杖 をつ いていて、 背中から 頭 高に 

背負いな した ものの、 最初 は それ を 琵琶 かと 思い まし 

たが、 琵琶ではなくて、 小 法師の 身に ふさわし からぬ 

大きさ を 持った 銀の 一 つの 壺 であります。 

竜 之 助と、 つい 雪渓 一つ を 隔てた 直前まで 下り立つ 


た 小坊主 は、 

フ J ん にち は  」 

と 言って、 向う から 先に 言葉 を かけた ものです から、 

「は— い」 

小 法師 は、 谷間 を まっしぐら にかけ 下りて 来ました 

が、 それ を 上から 見る と、 背中に 背負った、 身に 応じ 

ない 銀の 壷に 押しつ ぶされ てで もい るよう でした が、 

たち ま 

忽 ちかけ 上 つ て 竜 之 助の 眼前に 立ち上りました。 

「ここに、 どなた かおいで なさる と 思って 来て みまし 

たら、 案の定 …… 」 

「わしの 方で も、 あの 高い ところから 蟻の ように 下り 


て 来る お前さんの 姿 を 見つ づけて いました よ」 

「なかなか 危ない 道で ございま したが、 それでも 御 方 

便に、 無事に これへ たどりついて まいりました」 

「まあ、 お休みなさい」 

竜 之 助 も、 自分の 身に 引 比べて それ を 労らずに は 

おられません。 

「はい、 有難う ございます」 

二人 は、 ここで 岩 を はさんで 相対 座し ましたが、 小 

坊主が まず 小首 を かたげて、 

「あなた 様 は、 どちらから おいでに なりました か、 ど 

う も、 あなた 様 を、 わたくし は どちら かで お見受け 申 


した ことがある ように 思われて なりません」 

「そう 言えば、 わし もな、 お前さんの 声 を どこかで 聞 

いたよう だ」 

か お 

二人 はこう 言って、 また 面 を 見合わせました。 小坊 

主の 眼 も ぱっちりと 開いて いるし、 竜 之 助の 切れの 長 

い 眼 も、 よく 冴えて 見える。 そのく せ、 二人 はどう も 

思い うちにあって、 外に 思い出せない らしい。 

「たしかに、 どこかで お 目に かかり ましたに 相違 ござ 

いません」 

「わし もそう 思う の だ」 

「或いは 前世で ございまし たかしら」 


「そうさな あ  」 

竜 之 助 は 少しく 勘考し ました。 

「わかりません」 

「わからな いな」 

「わたし は、 清澄 山の 弁 信で ございま すが …… 」 

「弁 信？」 

「おわかりに なりません か」 

「そうさ、 聞いた こと も あるよう だが、 なんだか 遠い 

昔の ような 気がする」 

「生れない さきのような 心 持 は 致しません か」 

「左様、 そんな 気 もしない ではない が …… 」 


「おた がい 同士、 まだ 生れない さきのお 友達であった 

のではないでしょう か」 

「そうして、 お前さん はいった い、 こんなと ころへ 何 

しに 来たの だね」 

竜 之 助が 尋ねる と、 弁 信と 呼ばれた 小 法師 は、 

「はい、 血の 池 を 見に まいり ましたが、 血の 池 はいつ 

たい、 どちらに ございます」 

「血の 池 —— 血の 池と いうの はつい そこの、 それが そ 

うだ」 

竜 之 助が 崖 下のと ころ を 見せる と、 伸び 上った 弁 信 


「あ、 あれで ございま すか、 なるほど、 まあ、 何とい 

う 鮮やかな 色でしょう」 

竜 之 助が 最初 見た 時と、 今と はまた 違いました。 赤 

い 色と して は 違わない けれども、 以前 は猩 血の ような 

ひぢリ めん  えんじ 

のが、 今は緋 縮緬の ように、 臓 脂の ように、 目の さめ 

る ほど あざやかな 色 をして いました。 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

またしても、 いやらしい 波の音 (？) が 起って まい 


りました。 

弁 信 法師 は、 またたき もせず 血の 池 を 見入って いた 

が、 竜 之 助 は、 

「お前さん は 血の 池 を 見に 来たよう だが、 わたし は 一 

杯の 清水が 欲しい」 

「それ は、 お 安い ことです」 

弁 信 は 背中に つけて いた 銀壺を 卸して 竜 之 助の 前に 

置き、 

さかずき 

「さあ 召 上れ、 このまま 口 づけに 召 上れ —— 杯 も、 

ひしゃく 

柄杓 も ござり ませぬ」 

「では、 遠慮なく …… 」 


竜 之 助 は、 その 銀壺を 取って 飲み はじめました。 

「あ、 腸 にしみ る、 いい 心 持 だ —— 何とい ういい 心 

持だろう、 この 味 は …… 」 

「あの 山の頂に、 金剛 水が ございま したから、 それ を 

汲んで 参りました のです」 

「みんな 飲んで しまっても いいかね」 

「よろしう ございます とも、 いくらお 飲みに なっても 

飲み 尽 すと いう 心配 は ございませぬ」 

「でも、 みんな 飲んで しまって は、 お前さん がまた 困 

るだろう」 

「いいえ …… 」 


と 言いながら も、 弁 信 は、 漫々 たる 血の 池の 面ば かり 

を 見つめて います。 

竜 之 助 は、 諒解 を 得た 意味に とって、 その 銀 壺の水 

を 傾け 尽 そうとして、 早く も 満腹に なりました。 

「まだ、 ある」 

むさぼ 

さし も 貪り 飲んだ 銀壺の 水が、 まだ 若干 を 余して 

いる。 

弁 信 は、 せっかくの 金剛 水 を、 みんな 飲まれて しま 

うこと に は 頓着な しに、 漫々 たる 緋 縮緬の 池の 面ば か 

り を 見つめて いる。 

「でんぶ」 


「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

そうら、 また 白い 搗 きたての、 べっとり したお 供 餅 

のよう な 一 対ず つが、 無数に 現われ出して 来た ぞ。 

「いったい、 君 は、 血の 池 を 見る ために、 わざわざ あ 

の 雪峯を 越えて 来たの かね」 

焼けつ く 咽喉 を 全く 癒しつ くされた 竜 之 助 は、 弁 信 

の 注視す ると ころに 向って、 自分の 念頭 を 置く ように 

なると、 

「はい、 わざわざ 血の 池 を 見物に 参 つたので は ござ い 


ません、 実は 少々 尋ねる 人が ございまして、 もしゃ、 

この 池の 中に …… と 思った もので ございま すから、 そ 

れを 探しに まい つたよう なわけ でございます」 

弁 信が 答えます と、 竜 之 助が それにつ いて、 

「そうです か、 誰です、 そのたず ねる 人と いうの は I 

I」 

「お雪ち やんで す。 もし、 あの 子が この 池へ 落ちて い 

やしない かと 思い ましてね」 

「お雪ち やん？」 

「え、 万々 そんな こと はない と は 思って おります が、 

しゅら  ちまた 

それでも、 あちらの 道が 修羅の 巷 で 通りに くう ござ 


いますから、 道 を まげて こちら へまい る 途中で ござい 

ます。 もしゃ、 お雪 ちゃんら しい 人 を、 この 池の 中で 

お見かけに はなり ませんで した か」 

「君 はい つたい、 お雪 ちゃんと いう 子 を、 どうして 知つ 

ている の だ」 

いくさ 

「よく 知っています。 あちらの 修羅の巷 では 戦が は 

じ まって、 男 同士が 殺し 合って おります、 おそらく あ 

のままで 置きましたら、 この 地上に 男の 種が 絶えて し 

まう ので はない かと 疑われます。 それに ひきかえて、 

この 池 は 女ば かりで ございます。 男 は みんな ああして 

戦って 死にます、 女 はこうして、 身投げ をす るので す 


ね。 ごらんなさい、 あの 肉体 は みんな、 この 池へ 身 を 

投げた 女人た ちで ございます。 もしゃお 雪ち やん も、 

そのな かの 一人と なって いるので はない かと、 そんな 

ような 気がしました ものです から …… 」 

六十 

その 時、 どちらが どうした はずみ か、 中に 置いた 銀 

壺を 覆 して、 その 水 を 地上に ぶちまけて しまい まし 

た。 

「あつ！」 


竜 之 助が、 驚いて それ を 引 起そうと すると、 弁 信が、 

「いいえ、 かまいません」 

弁 信に とって は 与える ほどの 水 だが、 竜 之 助に とつ 

て は、 その 一 滴 も 救 生の 水で ありまし たから、 さすが 

この 人 も 勿体ない と 感じた のでしょう。 

「惜しい、 惜しい、 この 水 一滴 あれば、 人 一人の 命が 

助かる の だ」 

竜 之 助 は 倒れた 壺を引 起しながら、 こう 言う と、 弁 

Si 一口が、 

「全く 水 は 貴 いもので) J ざ います、 人 は 食物が 無く て 

も 一力 月 余り も 死なないで おります が、 三十 六 時間、 


水がなければ、 斃れ てし まいます」 

「その 通り —— 惜しい こと をした、 この 水 …… 」 

「いいえ」 

一 方が しきりに 惜しが る を、 一 方 は 事 も なげにして 

いる。 

「ああ、 この 水の あとが 青くな つた」 

竜 之 助 は 眼 をす まして 地上 を 見ました。 いま 銀の 壺 

を ひっくり返した 水の 流れの あとだけ が 骨灰の 間に 青 

くな つてい る。 草 だ、 その 部分 だけ 草が 青々 と 生えて 

いるの だ。 

弁 信 は 池 を 見ながら こう 言いました、 


「困った もので ございま すね、 あちらの 谷で はい ま 申 

ちまた 

します 通り、 修羅の巷で 人々 が 無制限に 殺し 合って 

いるので ございま すよ。 その 争いの もとはよ くわ かり 

ません が、 なんに 致せ、 この 世に 人命 ほど 貴い もの は 

ない ので ございます、 いかなる 大事 も、 人間の 生命に 

価す る ほどの 大事 はなかろう はずで ございま すのに、 

ああして 千万の 人間の 生命 を 犠牲に して、 無制限な 戦 

い をして おいでな さる。 それから また、 こちらの 谷で 

は、 道 を 得さえ すれば、 霧の ように 晴れて ゆく はずの 

迷いが 悟り きれないで、 われと 我が身 を この 血の 池に 

投げて、 あたらの 身 を 亡ぼして しまう ので ございます _ 


ほんとうに 困った もので は ござ いません か」 

「左様 I -」 

「みんな 一 つの 増 上 慢心から 起る ので ございます —— 

すべての 罪のう ちの 罪、 悪のう ちの 悪の 源 は、 増上慢 

心で ございます。 この 世に 戦いより 男子 を 救い、 罪の 

淵から 女人 をな くす るた めに は、 何 を 措いても まず、 

この 目に 見えぬ 一 切の 悪の 源で ある 増 上 慢心 を 亡ぼさ 

なければ なりません —— 三千 人の 人 を 殺す より、 一 点 

の 増 上 慢心の 芽ば えが 悪い ので ございます。 あの 修羅 

の 巷の 人と 人との 殺し 合い も、 この 底 知れない 血の 池 

の 深さ も、 もとはと いえば、 その 隣り の 人に 示す 人間 


の 誇りが、 芽ば えで ない という こと は ございません。 

一 人に 誇る 優越が、 万人の 羨 みとな リ、 嫉 みとなる 時 

に、 早 や 千 業 万 悪の 種が 蒔かれた ので ございます」 

「いったい、 人間が 多過ぎる の だ」 

竜 之 助が や や 荒 つぼく 言 いました。 

その 時 またもや、 山の 峡と、 山 脚と から、 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

「でんぶ」 

波の音 だけが 起り はじめました。 


途端に、 弁 信 も、 竜 之 助 も、 あつ！ と 言って 湖面 

を 見た の は、 千尋の 断崖の 一方から、 今し この 湖水 を 

めがけて、 ざんぶと 飛び込んだ 者が あります。 

申す まで もな くそれ は 女で、 あざやかな 帯と 着物 だ 

さざなみ 

けが 空中に 舞い、 肉体 は 血の 池 深く 落ち込んで、 漣漪 

を ただよわせ ると 見れば、 竜 之 助の 夢 も それで 破れ ま 

した。 

すべてが 消えて、 人里で 鶏の 啼く 音が する、 と 思う 

と、 竜 之 助 は 自分の 唇に 焼けつ くような 熱 を 感じ、 夢 

に 見た すべて は 消えた のに、 血の 池に 浮ぶ 生温 かいお 

くらげ  うす 

供 餅が、 海月の ようになつ てこの 室に 迷い込み、 臼の 


如く 我 を 圧迫す るの を 感じ、 

「人間が 多過ぎる の だ」 

いくら 殺しても、 斬って 捨てても、 あとから あと か 

ら 生きう ごめいて 来る 人間に 対する 憎悪 心が、 潮の よ 

うに こみ上げて 来る の を 押える ことができません。 

六十 一 

むめい まる 

駒 井 甚三郎 の 無名 丸が 今、 北緯 —— 度、 東経 II 度 

あたりの 海 を 北へ 向って 走って いる。 

かしまな だ 

日本 内地の 地点から いえば、 それ は 鹿 島洋を 去る 遠 


からず、 近から ぬと ころ あたりで あろうと 思われる が、 

この 船の 上で は、 陸地 はいずれの 眼界に も 見られない。 

あおうなばら 

見渡す 限りの 青海原で、 他の 船の 帆の 影 さえ 一 つも 見 

えない。 見える もの は、 空と、 雲と、 水と、 それから 

あほう どリ  かもめ 

空 を 飛ぶ 信天翁と、 鷗 だけの ものです。 

しかし、 天気 は穏 かで、 海 は 静かな ものな のです。 

静か だとい つても、 時々 口— リングと いう やつが やつ 

て 来て、 慣れない 船客の 足 を 悩ます こと は あるが、 そ 

れも その 心得で さえ あれば 何の こと はない のです。 

今、 無名 丸の —— まだ この 船に は 名が ついていない 

から、 これ は 駒 井 甚三郎 が、 田 山 白雲に 諮って 適当な 


名乗り を 選択して もらう はずで したが、 白雲 を 待ちき 

れな いうちに 船が 出て しまった もの だから、 当分 は 無 

名 丸  で 置く ことにしました。 この 無名 丸の メ ー ン 

マストの 下に は、 柱 を 囲んで 幾人 かの 人が 嬉々 として 

語り合って いるの を 見ます。 

それ を 数えて みると、 お 松が いる、 金椎 がいる、 乳 

母が 登 を 抱いて いる、 茂 太郎が ここで も 般若の 面 を 放 

さないで いる、 それと マストの 前に は マドロス 君が 頑 

張って いる。 マドロス 君の 頭の 上に は 三尺に 四 尺 ぐら 

いの 黒板が 吊されて ある。 

その 背後に はムク 犬が うずくま つてい る。 


まず、 メ  — ン マストの 下 を 囲んだ の は、 これ だけの 

面 ぶれの ようです。 駒 井 甚三郎 がいな いのは、 これ は 

船長と しての 職務 も あり、 職務 以外の 研究 も あるし、 

そのほか、 機関 方、 船大工 連 もこ こに は 見えな いのは、 

それぞれ 手放せない 仕事の 方面 を 持って いるから 当然 

のこと では ある けれども、 兵 部の 娘が いない こと は、 

ひきこも 

物足りない ようです —— でも、 それ も 船酔いで 引 籠つ 

ている の だと 聞いて みれば、 さの み 心配 はなく、 とに 

かく、 これ だけが 打 揃って メ ー ン マスト を 囲んだ とい 

うより は、 その メ— ン マストに は マドロス 氏が 寄り か 

かって、 頭上に 黒板 を 吊して いるの だから、 マドロス 


君 を 囲んで これらの 同勢が、 何 か 問題 を 授かりつつ あ 

るよう にも 見えます。 

事実 もまた そうな のです  マドロス 君 は 今 これら 

の 連中 を 前にして、 学問 を 授けて いると ころで ありま 

した。 学問 を 授ける といっても、 この ウス ノロ 氏 は、 

そう 大して 人の 師 たるに 足る 教養が あると いう わけで 

はない こと は 分って いますが、 マドロスが マドロスで 

ある だけ また、 前に 控えた 連中が、 いずれも 女子供と 

しての、 海の 初心者で あると いう ことによって、 マド 

口 ス 氏に 教え を 乞う ベ きものが 多々 あるの はやむ を 得 

ません。 


マドロス 君 は 今、 頭上の 黒板に、 絵と も 字と もっか 

ない 妙な もの を 書きました。 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

00 

9 


これ だけの 文字 を 横の 方から 持って行って 白墨で 書 

いて、 

ワン 

ッ ー 

ス リ— 

フォ— ァ 

ファ イヴ 

シ キス 

セヴン 

エイト 

ナイン 


すりこぎ 

それ を 擂粉木の ような 棒で、 いちいち コッコ ッと叩 

きながら 一 通り 読み 立て、 

「サ ァ、 茂 ツァン、 読ンデ ミナ サイ」 

と 言って 1 を 指す と、 茂 太郎は 勢いよ く、 

「棒！」 

と 大声で 言いました。 

「棒デ アリマ セン、 ワン デス」 

「犬 も 歩けば 棒に 当る から、 ワン も 棒 も 同じ ことです」 

「茂 ツァン、 マジ メ  ニナ ルョ ロシイ。 次 ニコレ ハ？」 

マドロス 君が 今度 は 8 を 指す と、 茂太郎 は、 

ひょうたん 

「 票 韋 ！ 」 


「ィケ マ セン、 瓢簞チ ガウ、 エイト、 日本 ノ八 デス。 

コレ ハ」 

マドロス がその 次に 6 を 指す と、 茂太郎 は、 

「鼻！」 

「マ タ違ィ マス、 鼻 ィケマ セン、 シ キス、 日本 ノ六ノ 

字 デス。 サァ、 皆 サン、 イツ ショニ 読ミマ ショウ」 

かくて、 マドロスの 音頭で、 お 松 も、 乳母 も、 茂 太 

郎も、 金椎 だけ は 別、 ワン、 ッ ー、 ス リ—、 フォ ー ァ、 

ファ イヴ、 シ キス、 セ ヴン、 エイト、 ナイン —— 

幾度 も 繰返して、 

「コ レガ 日本 ノ 数字、 一、 二、 三、 四、 五、 六、 七、 


八、 九 デス、 ョク 覚ェナ サイ」 

「先生！ 十が ありません」 

茂 太郎が 叫ぶ。 

「十 ハコ ノ次 デス、 ァシタ カラ デス」 

「今日 教えて 下さい、 そうしな いと 数が 合わなくて い 

けません」 

「デ ハ、 教ェテ 上 ゲル ョ ロシイ」 

といって、 マドロス は 黒板の 上に、 

o 

を 書いて、 

「テン」 


「テン —— 十 は テンです か、 棒と 球です ね」 

茂 太郎の 首に は 小さな 石盤が あります。 般若の 面 を 

頭の 上へ あげる と共に、 その 石盤 を 胸に おろして、 黒 

板の 文字 を うつしと りながら、 

棒 だと 思えば 一 

棒に 当れば ワン 

の 一 と 書けば 二 

二 は ッ—、 ッ—、 ッ 1 

るの 字の 頭 をち よ つ と 曲げる と 三 

三 はスリ 

巾着切り、 かっぱらい 


はさ みば こ 

挟 箱 だと 思う と 違います 

4 は 四の 字で ございます 

フォ 1 ァ、 フォ 1 ァ、 フォ 1 ァ 

まんじゅう 

ふかした てのお 饅頭、 フォア、 フォア、 フォア 

五の 字 は 人の 面 

6 は 鼻です 

7 は 鍵 

ひょうたん 

8 は 瓢簞 ポッ クリコ 

茂太郎 はこん な出鳕 目の 下に、 文字 を 書き 且つ 習い 

つ つあった が、 

「さあ、 皆さんが よく 御 勉強 をなさい ましたから、 今 


日 はこれ でお 休みの 時間に して 上げます、 お休みの 時 

間に は、 わたくしが 踊り をお ど つ て ごらんに 入れます」 

先生 を 圧迫して、 自分が 放 課 を 宣告し、 右の 手 を 差 

す 手、 引く手に して 足踏みお かしく はじめる と、 乳母 

の 膝なる 登が 笑いました。 

登 様が 笑いました 

登 様が 笑いました 

登 様が 御機嫌よ く 笑いました 

わたしの 踊り を 見て 笑いました 

茂太郎 はこう 言って、 今度 は 頭の 上に のせて おいた 

般若の 面 を 顔へ おろして、 登の 前へ 出す。 登が ィャィ 


ャと 言つ て 泣き出しそう になる。 

ああ、 登 様が 泣きます 

泣きます  

ではよ しましょう 

別の を 踊りましょう 

と 口拍子で 言いながら、 般若の 面 を 小脇に 抱え 直し、 

「マドロスさん、 ハ— モニカ を 吹いて 下さい、 わたし 

が 踊ります、 でなければ フリュ J ^をつ き 合って 下さ 

い、 越後 獅子 を 踊りましょう か、 さあ 皆さん、 越後 獅 

子 を 踊ります よ」 

ウス ノロの マドロス 君 は、 茂 太 郎に引 廻され て、 訓 


導の 任 をお つぼり 出して、 越後 獅子 を 吹かせられる こ 

とに なり、 甲板の 前は大 陽気です。 

茂太郎 独特の 越後 獅子と、 怪しげな マドロス 君の 吹 

奏が 終る と、 今度 は 先生が 一倍 嬉しくな つてし まい、 

笛 をお つぼり 出して、 茂 太 郎の手 をと り、 ダンス を は 

じめ てし まいました。 

見物 は大 よろこびです。 

お 松 も 笑いながら 見て いました が、 いいかげん にし 

て、 ひとり 船首の 方へ 歩いて 行き ましたが、 横 振り を 

手すりに つかまって 避けながら、 いい 気持で 海 を 眺め 

ながら、 デッキ を 渡って 来て 見る と、 そこに 船長室が 


見えて、 駒 井が 熱心に 何 か 仕事 をして いるの が 見られ 
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船長室の デスクの 上で、 駒 井 甚三郎 がー 心に 見つめ 

て いるの は 海図で あるら しい。 

駒 井 は 海図 を 見つめた 目 を はなして、 海 を 眺めよう 

として、 その 近いと ころに 人の \ィ むの を 見ました。 

その 人 はこ こまで 来た けれども、 駒 井の 熱心な 研究ぶ 

りに 遠慮 をして \ ィん でいた ものの ようです。 そこで、 


駒 井が 窓 を 開いて 言葉 を かけました、 

「お 松さん、 お入りなさい」 

「お 邪魔に はなり ません か」 

「かまいません」 

「でも、 毎日、 天気が よろしくて 何よりで ございます」 

「全く それが 何よりです、 この 分で は、 目的地の 石 巻 

へ 遅く も 三日の 後に は 着きます」 

「左様で ございま すか、 今 は どの辺の 海に いるので ご 

ざいましょう ね」 

この 時 は、 お 松 はもう 船長室に 入って いて、 デスク 

の 右の 方の 椅子へ 腰 を かけ しめられて いたのです。 


「この 図面 を ごらんなさい」 

駒 井 は 自分が 今まで 熱心に 見て いた 海図で あろうと 

ころの もの を、 お 松の 前に さしつけました。 

駒 井 は 自分の 研究 事項に 対して は、 その 人 を さえ 得 

しろうと 

れば 非常に 親切な 開放 心 を 持って いて、 素人に 向って 

も 諄 々 として 説く こと を 厭わない 気風 を 持って いる- 

そこで、 お 松の 前に 海図が つきつけられた けれど、 た 

だ それだけ では、 当人が 当惑して いるの を 見て とって 

言葉 を 添えました、 

「これ は 海図と いって、 海の 道 を 写した ものです。 陸 

地に は 地図と か、 絵図と かいう ものが ありましょう、 


それと 同じ ことに、 海に も 海図と いう ものが あって、 

航海 者の たよりと なって いるので す。 ごらんなさい… 

…こっちが 陸で、 こっちが 海です。 そうして 我々 のこ 

の 船 は 今、 海の 中の、 ちょうど この辺の ところ を 走つ 

ている のです」 

駒 井 は 指で、 海図の 上の ある 一端 を 指摘し ました。 

「左様で ございま すか」 

指差された ところ を 注視した けれど、 お 松と して は、 

ぼうよう 

や は リ茫洋 たる 海の 中に 置かれた と 同様な 心 持で、 

さっぱり 観念 を 得る ことができ ないから、 

「こんなに 陸に 近いので ございま すか。 それでも、 こ 


こにい ますと、 どちら を 見ても 陸地 は 少しも 見えない 

では ございま せんか」 

「全く その 通りです、 地図で 見れば、 ちょうど この 船 

いわき だいら 

の あると ころ は、 磐 城 平に 近い 塩屋 崎と いうと ころの 

沖に 当ります が、 ここにいて は 東西南北 みんな 海で 陸 

地 は 見えません、 またなる ベく 陸地の 見えない ように 

と 船 を やって いるので す。 もっと 近く 陸地の 見える と 

ころ を 通れば 通れる のです が、 わざと 見えない ように 

船 を やって いると いう わけ はわ かります か。 それ は 第 

一 この 船長が 航海に 慣れない のと、 陸地から なるべく 

船の 形 を 認められない ようにとの 用心の ためな のです 


よ」 

駒 井 は 嚙んで 含める ように 説明 はする の だが、 お 松 

に は、 その 親切 はわ かっても、 意味 はよ く 呑 込めない 

のです。 

「それでも、 なるべく 陸地に 近いと ころ をお 通りな さ 

る 方が 安心で は ございま せんか、 万一の 時に も —— 」 

しろうと 

「それ は、 やはり 素人 考えな のです、 船 は 沖に いる ほ 

ど 安心で、 陸へ 近づく ほど あぶない ものです。 素人 は 

陸地が 見え さ え すれば やれ 安心 と 思い、 少々 は 無理 を 

あせ 

しても 早く 港 入り をしたい ように 焦る けれども、 実は 

それが 最も あぶない のです。 海路の 案内 を 充分に 心得 


た 人なら、 陸に 近いと ころ を 通っても いいが、 我々 の 

ような 龃 出しの 船長 はなるべく 陸に 遠い ところ を 通つ 

ている のが 無事な のです。 ですから、 こうして 毎日 陸 

の 見えない ところば かり を 通って いますが、 それでも 

い ま 言 つ た 鹿 島、 磐 城 の 海岸から さして 遠く はない の 

です。 それともう 一 つの 理由 はね、 普通の 和船なら ば 

とにかく —— この 船 は 少し 洋風の 形が 変って います か 

みとが 

ら、 陸上で 見咎められ ると 困る ことがあります。 あち 

らの常 陸 は 水 戸 家の 領で、 あの 辺で は、 外国 船と 見る 

と 一 も 二 もな く 打ち はらって しまえと いう ことにな つ 

いぎょう 

ている、 水 戸に 限った こと はない、 異形の 船が 通る と 


見れば、 どこの 藩で も 注意して いて、 手に 合わない と 

見れば、 伝馬で 駅 次に 報告す るから あぶない。 よって 

我々 はこの 船 を、 それらの 人の 注意 を そらす ために も、 

わざわざ 遠く を 走らせて いるので す」 

さかな 

小骨 を 抜いて お 肴 を 食べ させる ような 説明ぶ りで 

すから、 お 松 もなる ほどと 感じ入って いると、 駒 井が 

つづいて、 

「です が、 これが 仙 台領へ 入る と 安心な わけが ありま 

す。 石 巻の 木 野と いう 人が、 仙 台の 船 を 預かって いて、 

あれ は、 わたしと 同学 だから、 仙 台領へ 行く までに 故 

障 を 起し さえし なければ 占めた ものです、 この 分なら、 


申し分な く 目的 を 遂げられる ことと 思う」 

こう 言って、 駒 井 は 片手 を 伸ばして、 座右に あった 

遠眼鏡 を 取り あげ、 

「これで ひとつ 見て ごらんな さ い、 雲 だと 見える とこ 

ろに 陸が あるか も 知れません、 あの 鳥 は 知ってい ま 

なじみ 

しょう、 茂太郎 がお 馴染の アルバトロス という やつで 

す」 

と、 お 松の 前に その 遠眼鏡 をつ きつけました。 
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「大 へん 近く 見えます こと、 あの アルバトロスなん ぞ 

も …… それにしても、 どこも かしこ もみん な 海で ござ 

います、 海と いう もの はこう も 広い もので ございま 

しょうか」 

「それ は 広いです とも、 世界の 陸地 を みんな 合わせて 

も、 海の 広さに 遥かに 及ばない」 

「全く 見と おしが つきません、 遠眼鏡で 見て さえこれ 

なんで ございます もの」 

「どうして、 遠眼鏡 を 知らない もの は 信用 を 置き 過ぎ 

て、 江戸の 築地の 異人 館の 楼 上で、 アメリカ ゃォ ロシャ 

が 見えるな んぞ と言うが、 そんな もので はない」 


「やはり、 どちら を 見ても 海で ございます」 

先刻、 磐 城 平に 近い 塩屋 崎の 方面 だと 海図で 教えら 

れた 方向 を 眺めても、 やっぱり 山の 形 は 見えない よう 

です。 見える とすれば、 この間 を 隔たる 幾日 かの 前後 

ていかい  な こそ  ひらかた 

に、 田 山 白雲 を 抵徊顧 望せ しめた、 勿 来、 平 潟の あた 

りの 雲煙が 見えなければ ならない はず だが、 

「今まで は、 陸地でば つかり 海 を 見ました から、 海の 

本当の 姿が わかりませんで したが、 こうして 海の 真中 

にいて 見ます と、 海と いう ものが、 どのくらい 広い も 

の だか、 幅 も 底 も 知れない という ことが わかります」 

お 松が こう 言 いながら、 その 無制限に 広い 海の 姿 を、 


遠眼鏡 をと おして 見る ことの 興味に いよいよ 熱中して 

いる。 そこで 駒 井 は 言いました、 

「それ は 広い、 日本 内地で も武蔵 野の 真中に 立つ と、 

ちょっと 茫々 たる 感じが して、 古人 も、 月の 入るべき 

山 もな し、 なん ぞと 歌い ましたが、 それでも 武蔵野 を 

一 日歩けば、 どこかの 山へ 突き あたり ますよ。 ところ 

が 海と なると、 二日 や、 三日 や、 一月 や、 半年、 こう 

して 歩いても 突き 当る ところがな いのです」 

「海の 広さ は、 陸地のお およそ 何 倍ぐ らい あるので ご 

ざ います」 

「それ は 三倍 以上あります」 


「それで は、 この 海 いっぱい になって、 海の 洪水が 出 

て 来た 時 は、 陸地が みんな 沈んで しまい はしないで 

しょうか」 

「いや、 そんな 心配はありません」 

「でも、 陸地の 河と いう 河 は、 みんな 海に 出る ので は 

ございま せんか、 それが 世界中に 雨が 降り つづいた 時 

なん ぞは、 いつ 海が いっぱいになる かわかり ません」 

「いや、 川 は 溢れる という ことがあ るが、 海に は 溢れ 

ると いう こと はない のです。 水と いう 水が みんな 海へ 

集まる にしても、 また この 広い 海の 表 を、 この 太陽が 

絶えず 照らして、 水 を 蒸発 させて しまいます。 つまり、 


あの 洗濯物 を 竿に かけて 置く と、 いつのまにか 水気が 

なくなって しまいましょう、 あの 通り、 この 太陽の 光 

が 海の 表から 絶えず 水 を 吸い あげてい ますから、 決し 

て 海 は 溢れる という ことはありません」 

「では、 その 吸い上げた 海の 水分 はどうなります か」 

「それ はまた 雲と なり、 霧と なり、 雨と なって、 下に 

落ちて 海へ 戻って 来ます。 つまり、 そういう ふうに し 

て 循環して いるから、 海が 溢れて、 陸地が 沈んで しま 

うなん ていう こと はない」 

「よくした もので ございま すねえ」 

「今度 は 海ば かり 見な い で 、 雲 を 少し) j らんなさい」 


駒 井 はお 松に 向って 遠眼鏡 を 天上に 向ける こと をす 

すめ ましたが、 お 松 は それに 従わないで、 

「あれ —— 舟が 見えました、 はじめて、 あれ は 舟で は 

ございますまい か」 

「舟！ どんな 形 をして います」 

「たしか 舟だろう と 思います が、 見慣れた 日本の 舟の 

形 をして います、 黒船で は ございません」 

「どれ —— a 

駒 井 は、 お 松の 手から 遠眼鏡 を 受取って、 

「なるほど、 舟に はちが いない」 

「ね、 舟で ございましよう」 


「舟 だ —— お前の 見た 通り 和船 だ、 漁師 船 だな、 鰹 で 

も 釣りに 出た のだろう …… あ、 面白い ぞ、 面白い ぞ、 

お 松さん ごらん、 すてきな ものが 出て 来ました ぞ」 

「何で ございま すか」 

「まあ、 ごらん、 いま 見た 舟より ずっと 南の 方 を」 

「南 は どちらで ございま すか」 

「右の 手の 方が 南です、 そら、 あの 辺 を ごらん」 

と 言って、 再び 駒 井 はお 松に 遠眼鏡 を 手渡しました。 

指さされた 方 を 一 心に 見て いたお 松 は、 

「あ、 黒船が まいりました」 

「黒船で はない よ」 


「いいえ、 黒船で ございます、 間違いな く」 

「船で はない の だ、 あれが 鯨と いう もの だ」 

「まあ、 あれが 鯨で ございま すか —— 大きな 魚 も あれ 

ば ある もので ございま すねえ」 

「鯨に よ つ て は 身長 百 尺と いうの が あるそう だから、 

ちょうど この 船と 同じ ぐら いの やつが ある はずです」 

r 奈 良の 大仏 さまよりも 大きい という こと を 話に 聞き 

ました けれども、 生きた の を はじめて 見ました。 あれ 

まだ あとから も 続いて 参ります」 

遠眼鏡 は、 もうお 松の 占有に 帰して、 いつ 離される 

かわからない 時、 


「サ ラ、 ホイ ノホ イノ ホイ」 

不意に、 一 種 異様なる 鼻唄の 聞え 出した の は、 例の 

茂太郎 の出鳕 目で はなく、 マドロス 君が マドロス 服で、 

おかしい 節 をつ けながら、 海の 中から 錘 を ひきあげ 

ている のです。 

数学の 教授 終り、 茂 太郎と 社交 ダンスの 時間 も 切れ、 

今 はこうして 職業に いそしんで いるもの らしい。 

「おい、 マドロス 君！」 

と 駒 井が 声高く 呼び立て ると、 けげんな 面 をして こ つ 

ち を 眺めながら、 錘 をた ぐり 上げて いる。 

「鯨が 出た よ、 ホェ— ル、 ホェ— ル」 


「ホェ —ル」 

マドロス は、 故郷の 友達で もやって 来たよう な晴々 

しい 面色になる。 

「ハズ カム、 ホェ— ル、 ハズ カム」 

「鯨、 鯨、 鯨が 出た つて さ！」 

い つし か 茂 太郎の 人寄せ 声が 甲板で けたたましい。 

六十 四 

と 見れば 百メ  —， ^ル のと ころに、 思い も よらず 押 寄 

ま つ こうく じら 

せて いた 抹香鯨、 それ は 十 間 以上 十五 間 はあろう と 


ころの 一団が、 しお を 吹いて 南へ 向って 行く のです。 

「ワン」 

その 声 は 茂 太郎の 声。 思いがけない ところから 起つ 

たので、 見上げる と マストの 中程に 上って いました。 

「ッ —、 スリ ー、 フォ— ァ、 ファ イヴ、 シ キス、 セヴ 

ン、 エイト、 ナイン …… 」 

ここで とぎれて、 暫くして、 

「みんなで 九つであります、 九 頭の 鯨が 押 寄せた ので 

あります、 素敵！ 素敵！ 田 山 先生に 描かせた いも 

の だな あ」 

多分 この 計算 は 間違いないでしょう、 高い ところに 


いて、 ことに 物 を 見る目の 敏ぃ茂 太郎の 勘定です から、 

報告に あやまりな いものと 見て よろし かろうと 思い ま 

ゆうゆう 

九 頭の 鯨が、 悠々 として 大洋 を 乗りき つて 行く 壮観 

は、 無名 丸の 船中 を 総出に して、 手を拍 たせ、 眼 をす 

まさせました。 

日本 沿岸の 太平洋 も、 この頃 はま だ 捕鯨船の 圧迫が 

烈しくな か つたから、 海の すべ て を 警戒しながら 海 を 

渡る の 必要 はなく、 たまたま ここに 現われた、 ほぼ 自 

分た ちと 同形の 無名 丸の 一 隻の 如き は、 ほとんど 眼中 

げんげん あいま 

になく、 ために 鯨と 船と が舷々 相 摩する 形に なって、 


南へ それて 行く のがす ばらしい ものでした。 もし この 

船が 鯨と 同じ 方向に、 その 中に 挟まれて 鯨の 行く 通リ 

ゆうよく 

に 遊弋す る ことができたら、 なお 一 層の 愉快 だと 感ぜ 

しめずに はおき ません。 

その 時、 また マストの 上に 声が ある、 

「皆さん、 海の 方ば かり ごらんな さらずに 陸の 方 も ご 

らんなさい」 

ああ、 七兵衛 おやじが 

かける わ、 かける わ！ 

茂 太郎が 叫び 立てる から 下で、 

「茂ち やん、 見え もしない くせに、 人 を 驚かせち やい 


けません よ」 

「でも …… 」 

茂 太郎は 頓着な しに、 仰々 しく 叫び 立てて います。 

七兵衛 おやじが 

かける わ、 かける わ 

矢の ように かけて 

な こそ 

勿 来の 関 を通リ ぬけた 

おやじ は どこへ 行く つもりで 

あんなに 道 を 急いでい るの か 

それ は 言わず と 知れた 


陸 前の 石 巻へ 向けて 

この 無名 丸と 

かけつ こ をしょう というの です 

つまり、 無名 丸が 先に 

陸 前の 石 巻に 着く か 

七兵衛 おやじが 先に 

同じと ころへ 着いて 待って るか 

その 一 一 つ のうちの 

いずれ かの 一 つなの だ 

だが、 船に は 


天候と いう ものが ある 

それから また 

七兵衛 おやじ は 七兵衛 おやじで 

田 山 先生 を 見つけなければ ならぬ 義務が ある 

七兵衛 おやじ は 

どうかして 田 山 先生 を 

見つけ 出して 

一 緒に 石 巻へ 

連れて行って あげたい と 思います 


だけれ ども 

田 山 先生の あと を 追う の は 

白雲 を摑 むような ものです から 

首尾よく 見つけ 出したら お慰み. 

ヒ ュ— 


ここまで 歌い 来った 茂太郎 が、 急に 歌 を やめて、 

ヒュ— と 口笛 を 一 つ 鳴らしました。 

いっか 茂 太郎の 手に、 一 つの 海鳥が 抱かれて いまし 

た。 

「マドロスさん、 こり や 何 だい、 この 鳥 は 何だか 知つ 


ている かい、 アルバトロスの 雛 じゃある まいね」 

うみねこ 

「海猫！」 

と 高く 叫んだ の は、 マドロスの 声ではありません でし 

た。 

六十 五 

駒 井 甚三郎 は 今、 お 松に 於て、 最もよ き 秘書 を 兼ね 

ての 助手 を 得ました。 

その 前後から、 お 松 は 船長 附 専務の ようになって、 

絶えず 駒 井の ために 働き、 また 同時に 自分 を 教育す る 


ことにな つたの は、 どちらに とっても 幸いです。 

この 子 は、 お 君 女の ように 感傷に 落ちる ところがな 

く、 兵 部の 娘の ように だら しのない 空想家と も 違 い 、 

聡明であって、 そうして 教養が あって、 埋 解が 深くて、 

え やす 

同情心に も 富んで いると いう 得 易から ぬ徳を 備えて お 

りました。 

海 を 走りながら、 海に ついての 知識 だけで はなく、 

駒 井 は 折に ふれての 見聞と 感想と を、 或る時 は 断片的 

に、 或る時 はまた 論述 的に、 お 松 を 相手に 説いて 聞か 

せる のであります。 

お 松に とって は、 それ を 聞く ことが、 何物よりも 自 


分 を 教育す る ことになる と共に、 駒 井 甚三郎 その 人の 

理想と 人格と を 理解す るに 最もよ き 機会で ありました。 

お 松 は 駒 井能 登 守の 時代から、 この 人 を 尊敬すべき 

人格者と は 信じて いた けれども、 その 内容の 価値に 

つ まびら 

至って は 審 かにせ ず、 ただ、 品位 あるが 故に、 地位 

高 きがため に、 態度 高尚なる が 故に、 人に 対して 親切 

であるが 故に、 感化せられ ていたよ うな もので したけ 

れ ども、 ここに 至って、 駒 井 その 人の 遠大なる 理想と、 

豊富なる 学識と いう ものに 接して みると、 また 異 つた 

尊敬 を この 人の 上に 置かねば ならない し、 同時に 自分 

という ものの 世界 もまた、 曾てなかった 眼界 を 開かれ 


て 行く という こと を 感ぜずに はおられません。 

船長室に は 種々 の 掛図ゃ 機具が ある ほかに、 最も 大 

きなる 世界の 地図が 掲げて あります。 

話題の ついでに はいつ もこの 世界 地図が 有力な くさ 

び を 成さない という ことはありません。 

今 も 駒 井 はこの 地図に 就いて、 お 松に 向って こんな 

こと を 話して いるので す、 

「年々 人 は 殖えて ゆきます、 陸地 は 少しも 殖えません、 

今 はま だ 世界に 空地が いくら もあります けれど、 人間 

の 殖える 勢い はすば らしい もの だから、 いっか 土地の 

争いが 起る にき まっている、 国と 国との 争いと いう も 


の も、 つまり は そこから 起る のです。 我々 はどう かし 

て 戦争の ない 国へ 行きたい、 いや、 どうかして 戦争の 

ない 国 を 作りたい ものです」 

「本当で ございます、 相 助けて 行かなければ ならない 

はずの 人間が、 殺し 合う なんて どう 考えても いいこと 

ではありません」 

「いい 事で はない が、 弱くして いると 国 を とられて し 

まう から、 勢い 強くなら なければ ならん、 それが ため 

に、 国 はいつ も 戦争の 準備 をして いなければ ならない 

のです。 今、 日本が 乱れ かかって いるの も、 やはり、 

外国の ために 取られ はしない か、 取られて はならない、 


という 心配が 基な のです」 

「外国と いう もの は、 みんなそう 人の 国ば かり 取りた 

がる もので ございましよう かねえ」 

「いや、 外国人 だとて、 好んで 人の 国 を 取りたがる わ 

けで はな かろうが、 未開の 国 を 通って 歩いて、 それ を 

開いて 自分の ものにし ようとす るの は 人情の 自然です 

からね。 すると 土着の 人が それ を 好まないで、 敵対の 

色 を 現わす の も 人情 だから、 そこで、 戦争と か、 侵略 

とかいう ものが 始まる のです。 日本 も 今、 その 手に か 

かろうと している が、 日本 は 日本と して 決して 野蛮 国 

でも、 未開 国で もない、 ただ 暫く 国と して 眠って いた 


ばかりな のです から、 そう やすやすと 外国人の 手に は 

乗りません」 

「日本が 取られて しまうよ うな こと は ございますまい 

ね」 

「そんな こと はない、 日本 は 二 千 五 百年 来 鍛えられて 

いる 国 だから、 取られる ような こと はない が、 しかし 

無用の 争い はしたくない もの だ、 無用の 争い をす る 暇 

を 以て、 新 天地 を 開拓す る ことにした いもの だ、 世界 

は 狭い とはいえ、 まだまだ 至る ところに 沃野が 待って 

いる」 

「けれども、 殿様、 このお 船 だけで 知らぬ 外国へ 行け 


ば、 かえって わたしたちが、 その 土地の人に 殺されて 

しまうよ うな こと は ございますまい か」 

「それ はね、 我々 が 大砲 をのせ たり、 軍艦に 乗ったり 

して 行けば、 先方で も 驚いて 警戒す るだろう が、 こう 

して 漂いつ けば、 かえって 渡る 世間に 鬼 はなしと いう 

道理で、 鬼ヶ島へ 漂いつ いたにした ところが 珍しがつ 

て くれる だろうと 思う。 もし、 また、 全く 人の いない 

ところへ 着けば、 そこに 鍬 を 下ろし はじめて、 我々 が 

開国の 先祖と な つ て 働く のじ や」 

「それ はいいお 考えで ございます、 どうかして 嫌われ 

ない 土地 か、 人の いない 島へ 着きたい もので ございま 


すが、 もし 日本の ように 尊王攘夷で、 外国の 人と 見れ 

ば 打ち払え という 国へ 着いて は 大変で ございます」 

「いや、 日本人 だって、 そう 無茶に 外国人 を 打ち払い 

はしない、 外国と 交際 をし ない 国に なって いると ころ 

へ、 先方が、 軍艦 や 大砲で 来る から、 一時 混乱して い 

るまでの こと だ。 尋常に 来た 漂流船に は、 食料 や 水 を 

与えて いたわって 帰す ことにな つてい る。 だから 我々 

は、 軍艦 や 大砲の 代りに、 鍬と 鋤 を 持って行く つもり 

です」 

と 言って、 駒 井 甚三郎 は、 世界 地図の 西半球の 部分の、 

大きな 二 つ の 陸地 続き を 鞭で 指し示して 言いました、 


「これが 北 亜米利加と、 南 亜米利加 とです。 今、 日本 

人が メリ ケン といって 怖れて いる 国。 嘉永六 年に はじ 

めて 浦賀の 港へ やって来て、 日本中の 眠り を さまし ま 

した ペルリと いう 海軍 大将 は、 この 国の、 この 部分 か 

ら 来たので すが、 日本より ずっと 国 は 新しい くせに、 

ずんずん 開けて います。 それに 引き かえて、 この 南 亜 

米 利 加の 方 は 存外 開けない のです。 南 亜米利加 も 土地 

は 肥え、 気候 もい いの だが、 北アメリカが ずんずん 開 

ける のに、 南が その わりで な いのは、 一方 は 剣 や 大砲 

すき  くわ 

でお どかした おかげで あり、 一方 は 鋤と 鍬 を 持って 

行って 開いた からです。 つまり 今日の メリ ケン すな わ 


ち 北アメリカ という 国 を 開いた の は、 剣と 鉄砲の 力で 

はなく、 鋤と 鍬との 力なので す。 剣 を もって 開いた 土 

地 は 剣で 亡びる と 言います、 それに 反して、 鋤と 鍬で 

開いた 土地 は、 永久の 宝 を 開く わけです からね。 私た 

ち は 国 を 開く のに、 なるべく 剣と 鉄砲と を 避けな けれ 

ばなら ない と 思います」 

駒 井の 弁 は 熱 を 帯びて、 その 理想 を 説く の は、 ただ 

にお 松 を 相手に している のみと は 思われません。 

六十 六 


ま 

「剣 を もって 国 を 取りに 行く の は、 戦争の 種 を 蒔きに 

行く ような ものです けれど、 鍬 を もって 土地 を拓 きに 

行く の は、 平和の 実 を 収穫に 行く のと 同じです。 たと 

えば  」 

駒 井 は、 前途の 洋々 たる 海面 を 油断な く 見渡しな が 

ら、 諄 々 として 語る に は、 

「今より 約 三百 年の 昔、 ョ— 口 ツバの 西班牙と いう 国 

で、 最初に この アメリカ を 見つけてから、 コル テツと 

か、 ピザ 口と かいう 豪傑が 押し かけて 行った のです が、 

これが 土地 を拓 くつ もりで はなく、 全く 掠奪の つもり 

で 行きました。 掠奪に 伴う もの は 虐殺で してね、 コル 


テツなん ていう 男 は 全くの 無学に 加うるに 六十 一 歳と 

いう 年であって、 僅かに 百 八十 人の 人と、 二十 五頭の 

馬 を 持って行って、 この 南アメリカの 秘魯 という 国に 

侵入して その 国 を 亡ぼし、 その 宝 を みんな 奪って し 

まった のです。 そうして 西班牙で は 五十 年間に 数 億の 

財宝 を 奪い、 四千 万の 土人 を 殺した というから、 驚く 

ではありません か」 

「四千 万て、 たいした 人数で ございま しょうね」 

「口で こそ 四千 万 だが、 今の 日本の 国の 老幼 男女の す 

ベて を 合わせても 四千 万に はなり ません。 そのほかに 

生 捕って 来て 奴隸に 売った 数 はいくら あるか 知れ ませ 


ん。 そういう こと をして 荒した のです から、 この 土地 

も拓 けません、 本国 も 悪銭 身に つかず で、 決して 栄え 

はしなかった のです。 ところが、 この 北の方へ やって 

来た 人間 は、 最初から して 種が ちがいました、 掠奪と 

虐殺 を 目的と してやって 来たので はなかった のです」 

駒 井が 鞭で 指し示した ところ は、 今の 北米の ケ ー プ 

コッド の、 プロ ビンス. タウンから プリ モスの あたり 

であります。 

「西洋の 紀元で いえば 千 六 百 二十 年、 日本で いうと 元 

和 六 年の 頃でした ね、 もう 豊臣家 は 全く 亡びて、 徳川 

家の 治世に なって いた 時分です、 こちらの 欧羅巴の ィ 


ギリスと いう 国から たった，. 一艘の 船が、 この 大陸の 岸 

にっきました、 この辺が その上 陸 点の プリ モスと いう 

と マ ，- ろです」 

お 松 は 駒 井の 指す 鞭の 頭から 眼 を はなさず、 そうし 

て、 よく 噂に きく イギリス という 国が、 こんな 小さな 

島国 かとい うこと を 訝りながら、 そこから 渡って 来 

た 人の あると いう 大陸の、 とても 大きい ことの 比較 を 

見比べて いると、 駒 井 はいよ いよ 調子よ く、 

「この イギリスから、 その 時、 メ— • フラヮ —という 

小さな 一艘の 船 —— 小さい といっても、 これより は大 

きいで すが 、 無論 その 時 は 蒸気 はなくて 帆前船でした、 


それに 百 人 余りの 人が 乗って、 この 大西洋と いう 大海 

原 を 六十 日 余りで 乗りき つて ここへ 着いた のです。 そ 

の 船の 乗組の 人 は 前に も 言った ように 掠奪と 虐殺と を 

目的に 来たので はなく、 自分た ちが 信ずる お 宗旨 を自 

由に 信じたい ためだつ たのです ね。 どこに もお 宗旨 争 

いという もの は ある もので してね、 イギリス にいて、 

自分た ちの 信ずる 教え を 正直に 信じて、 まじめに 働い 

ている と 圧制が ある もの だから、 そこで、 堅い 決心 を 

もって この 国に 来て、 無人の 土地 を拓 こうと したので 

す。 自分た ちが、 政府 や、 郷国 人から 圧制 を 受けず、 

正直に 信じ、 まじめに 働きたい 目的から この 土地へ 


やって来た ものです。 ですから、 その 人た ち は みんな 

いくさ 

正直な、 小さな お 百姓、 小さな 商人な どであって、 軍 

の 上手な 人 や、 人の 財 を 奪う 野心家はなかった のです。 

そこで 彼等 は 非常な 刻苦 勉強 をして、 この プリ モスと 

いう 附近に 鍬 を 下ろして、 自分た ちの 食物 を 正直に 自 

分た ちの 汗で 得る ことから 出立し ました。 そういうと 

ころに、 今日の メリ ケンの 国の 強さが あるので す。 そ 

の 国の 子孫で ある ペルリと いう 人が、 日本へ 来る のに 

夥 しい 軍艦と 兵隊と を つれて 来たと いう こと は 少し 

変です が、 とにかく、 その 国の 起り は 南の 方と ちがつ 

て、 剣で はなく、 鍬であった という わけで あり、 そう 


して 今日に なって 見る と、 掠奪と か 虐殺が 成功して い 

るか、 鍬と 労働が 成功して いるかの 実例が、 太陽の 如 

く 明瞭に 示されて いると いう わけです」 

六十 七 

兵 部の 娘 だけが 出て 来な いのは、 船酔いと いう こと 

だけで はない ようです。 

それ は 階下の 船室に 寝て いる こと は 寝て いるが、 常 

の 船酔いが する ように そんなに 苦しがって いないくせ 

ひきこも 

に、 この 一室に のみ 引 籠って、 食堂へ も、 甲板へ も、 


ほとんど 出て 来る こと はない のです。 乗組の 人が 時々 

見舞に は 来ます けれども、 それとも あまり 親しみ を 取 

ら ないよう だから、 自然、 見舞に 来る 者 も 少なくな つ 

ひと 

ています から、 ほとんど 独りぼっちの ような ものです。 

実のところ、 この 娘 は 少し 拗ね 気味な のであります。 

最初から 船酔いば かりで はなく、 拗ねて 人並に ならな 

い 原因 は、 どうもお 松が 来てから 後に はじまつ ている 

ようです。 ことに 船に 乗 込んで から、 一 層 それが 船 酔 

いに からんで きた ものの ようです。 

こうむ 

お 松の みが 駒 井に 信用され て、 自分が 虐待 を 蒙る 

という 次第にな つたと いう わけで はない が、 お 松の 方 


が、 駒 井の 左右に は 最も 適して いると ころから、 兵 部 

の 娘の 御機嫌が 悪くな つたので ありましょう。 

そうして、 船室に 引 籠って みると、 誰と てこの 娘の 

御機嫌ば かり 取って はおられな いのです。 それぞれ 持 

分 も ぁリ、 仕事 も ある。 ことに 駒 井な ど は、 船長と し 

て、 寝る 間 も 油断が できない 地位に いるから、 この や 

ん ちゃ 娘のお 見舞な どが 御無沙汰が ちになる の は 無理 

もない ことで、 他の 乗組 とても この 娘 を 邪魔物に する 

人 は 一人 もい ない けれども、 そうそう かしずいて はお 

られ ない のみならず、 甲板の 上の 海上の 空気が、 また 

なく 人 を 快活に する ものです から、 茂 太^で さえ、 こ 


の 娘の 方より は、 甲板と、 マストと、 帆と、 ダンスと 

に 親しみが 深くな つて、 も ゆる 子の 病床に 来る こと は、 

ホンの 思い出した 時ば つ かりと いうよう な ことにな つ 

たのが、 この 娘の 船酔い をい よいよ こじら してし まつ 

たもの のよう です。 

ところが、 ひとり こうして われと 我が身 を 拗ねて、 

他の 者から そうで もない 冷遇 を 受けて いると ひがんで 

いる 娘のと ころへ、 忘れずに しげしげと 見舞に 来たり、 

以前より は い つ そう 親切に 世話 をしたり しに 来る 一 人 

の 頼もしい 男が ありました。 

その、 たった 一人の 頼もしい 男と いうの は ほかで は 


ありません、 それ は ウス ノロ 氏の マドロス 君で ありま 

す。 マドロス 君 は 仕事の 合間 合間に は、 必ず この 娘の 

ところへ 来て、 御機嫌 を 取ったり、 御馳走 を 持って来 

て くれたり、 また 暇な時に は、 歌 を 唄ったり、 手 ごし 

ら えの 変った 楽器 を 鳴らした りして 慰めて くれる ので 

兵 部の 娘 は、 この マドロス 君 を、 最初から ウス ノロ 

だと は 認めき つてい る。 現に この ウス ノロの ために、 

自分が あられ もない 辱 め (？) を 蒙った 苦い 体験が 

あるに 拘ら ず、 本来 そんなに この 先生 を 憎んで はい 

ない のです。 も ゆる 子と いう 娘 は、 性質が 悪く ひねく 


れ ている わけで はない が、 どこか 厳粛なる 貞操観念 I 

I とで もい つたよう な ものが 欠けて いるら しい。 

それ は 病気の せいか、 境遇の ため か 知らないが、 深 

刻に 物 を 憎み 切る という ことができない ようです。 ゥ 

ス ノロ に 無体な 襲撃 を 受けた 時 も 必死にな つ て 抵抗 も 

し、 のがれよう ともした けれども、 その 罪 を 問う 段に 

なると、 存外 寛容で、 男と して 性慾に 悩まされ るの は、 

あながち 無理 もない、 生 立ちの 相違で、 品が よく 見え 

たり、 見えなかった りする までの ことで、 性慾に 対す 

る 男の 執着と いう もの は 誰も 同じような もの だ、 大目 

に 見て やつ て もい い  というよ うな 観念 を 自分から 


表白して しまって、 駒 井 甚三郎 あたりの せっかくの 厳 

粛 なる 制裁 心 を 鈍らせて しまう ことになる。 

本来なら ば、 マドロスに 対しても、 従来 受けた 仕 打 

ちからい つて、 いやな 奴、 助平な 奴、 危険な 奴と して 

ひんせき 

擯斥すべき はずな のに、 その後 は 忘れた ように 寛大な 

待遇 をして いるので すから、 この 際の 病床 を 慰めに 来 

て くれる 唯一の 友人と して、 マドロス を 拒む 模様 は あ 

リ ません。 

マドロス 君 は 世界の 国々 を 渡り歩い ている ために、 

変った 唄 を 数多く 知っている。 それから、 何かと 変つ 

た 楽器 を 弄する こと を 心得て いるの もこの 男の 一 得で 


す。 もとより 渡り者の マドロス 上り だから、 高尚な 音 

楽の 趣味が ある はず はない けれども、 粗野と、 低調な 

がら、 異国 情調 を 漂わせて 見せる だけ は 本物です。 

これが も ゆる 子の 拗ねた 病床 を 大いに よろこば せま 

した。 この 娘の よろこび を もって、 マドロス 君が また 

ウス ノロの 本色 を 現わして、 相好 をく ずしました。 

おかしな もので、 こうして 二人が ようやく 熟して 行 

くので す。 拗ねた 病床に 於ての も ゆる 子 は、 マドロス 

が 早く 来て くれない こと を 待 遠し がるよう になり、 マ 

ドロス はまた も ゆる 子の 病床 を訪ぅ 仕事の 合間 を 見つ 

ける と 脱兎の 如く、 この 拗ねた 病室へ やって来る とい 


う 有様でした。 

駒 井が 船橋の 上で、 お 松 を 相手に 熱心に 植民 を 説い 

ている 時分、 マドロス は 料理 場から 金椎が 得意の 腕 を 

ふる  まんじゅう 

振って こしらえた 大きな 真白い お 饅頭 を 五 つば かり 

貰って、 それ を 抱える と、 も ゆる 子の 拗ねた 病室へ 飛 

び 込んで 行きました。 

「も ゆる サン、 アナ タ 饅頭 ヲ食 ベル ョ ロシイ」 

「どうも有難う」 

うま 

「金椎 サン、 料理 ゥ マイ、 コノォ 饅頭 マタト クべッ 旨 

ィ」 

「ほんと においし そうです ね」 


「色ガ 白ィ」 

「ほんと」 

「ョ ク、 フク レ ティル」 

「ほんと に、 ふつく りして います、 日本のお 饅頭より 

もお いしそう ね」 

「見 カケ モヨ ィ、 中身 モヨ ィ、 ゥマ イデス、 アナ タ半 

分 食べ ルョ ロシイ、 ヮタシ 半分 ズッタ ベ マス」 

といって、 マドロス は 饅頭の 皮を剝 いて、 ふつく りし 

たの を 一 一 つに 割る。 

「サ ァ、 オア ガリ、 ォ イシイ」 

「有難う、 ほんと に ふつく りして、 おいし そうな こと」 


「ォ 饅頭、 支那 ガ 本場 アリマ ス、 金椎 サン 上手、 オイ 

シィ コト請 合ィ」 

かくて 二人 は、 ふつく りした お 饅頭 を 二つに 割って、 

半分ず つ 旨そう に 食べ ている。 

「モウ 一 ッォ 食べ ナサ ィ、 ォ嬢 サン」 

「ええ、 いただきましょう」 

「ヮ タシォ 相伴 スル、 嬉 シィ」 

また、 色の 白い ふつく リ したお 饅頭 を、 二つに 割つ 

て、 半分ず つ、 ふたりな かよく 夢中で 食べ 合って いる。 

「も ゆる 子 サン、 モ ウーツ 食べ マ ショ」 

「もう、 わたした くさん」 


「モウ 一 ッ 食べ ナサ ルコ トヨ ロシイ、 残 レバ ヮタシ 食 

ベル」 

「では、 もう 一 つ 割って —— みて 下さい」 

マドロス は、 三つ 目の色の 白い ふつく リ したお 饅頭 

を 割って、 またも 半分ず つ 二人で 仲よ く 食べよう とす 

ると、 入口のと ころで、 いきな リ、 

「マドロスさん、 どこに いるかと 思ったら、 こんなと 

うま 

ころに —— や あ、 お嬢さんと 二人で 旨そう なお 饅頭 を 

食べて いやがら あ、 隠れて 自分た ちば かり、 おいしい 

お 饅頭 を 食べ るなん て 罪 だぜ」 

遠慮なく 大きな 声 をして、 二人 をび つくりさせる の 


は、 清澄の 茂太郎 でありました。 

六十 八 

船 を 送り出して、 自分 ひとり は 田 山 白雲の あと を 

追って 陸路 をと つた 七兵衛 は、 難なく 九十 九 里の 浜 を 

突破して、 香 取、 鹿 島に 着きました。 

ゆくえ 

たずぬ る 人の 行方 は、 漠然たる ようで、 実はな かな 

か摑 まえ どころ が ありました。 香 取で も、 鹿 島で も、 

足 あと を 手繰って みると、 まさしく、 それらし い 人の 

当リ のっかない というと ころはありません。 それと い 


うの は、 一 つ は 天性 盗癖 ある 者 は、 同時に 機敏な 探偵 

眼 を も 備えて いて、 七 兵衛の 追い 方と たずね 方が 要領 

を 得て いたせい かも 知れない が、 もう 一 つ は、 白雲 そ 

の ものの 人 品 骨柄が 、 目立たざる を 得な い 特徴が 物 を 

言い、 到る ところで、 

「その 武者修行のお 方なら、 かくかくで、 これこれの 

ところへ おいでになりました のが、 それに 違い ごんす 

まい」 

画家と いう 者 はなく、 武者修行の 剣客との み 見られ 

ている。 事実 また 当人 も 画家と 言わず、 剣術 修行 を標 

榜 して 渡って 来たの かと も 思われる。 そこで 七兵衛 は、 


上手な 獵 犬が 獲物 を 追う と 同じ ことで、 あと をた どり 

な こそ 

たどり、 臭い を かぎ かぎ、 ついに 勿 来の 関まで 来て し 

ま いました。 

勿 来の 関へ 来て みたところで、 七 兵衛に は、 白雲の 

ような 史的 回顧 も、 詩的 感傷 も 起らない の だが、 それ 

でも、 ここが 有名な 古 関の 跡と 聞いて みると 一服す る 

気になって、 松の 根方へ 腰を下ろして 煙草 をのみ はじ 

めた ものです。 

そうして いると、 白雲 ほどの 内容 ある 感傷 は 起さな 

かった が、 ただなん となく、 人間 も 楽 はでき ない もの 

だと しみじみ おもわせられました。 


現に 駒 井の 殿様なん ぞが、 あれ だけの 器量と、 学問 

と、 門閥と を 持ちながら、 江戸に も 甲 州に も おられず 

へんぴ 

に、 あの 房 州の 辺鄙に ひとり 研究 をして いらっしゃる、 

そのこと すら も 邪魔 をされ て、 結局 日本の 土地に いつ 

かれない の だ、 という こと を 考えさせられて みると、 

自分た ちの 如きが 世間 を 狭く する の も、 やむ を 得ない 

こと だが、 また、 前途の 新しい 生涯の こと を 考える と 

勇み をな さないで はおられません。 

駒 井の 殿様 は、 船で 海外の いずれに か 新 天地 を 開き 

なさる について は、 どうしても 百姓から はじめな けれ 

ばなら ぬ、 それに は 万事お 前に 頼む、 お前の 指図に よ つ 


て、 自分 も 痩 腕で 農業 を 覚える の だ、 お前に 農業 を 仕 

込んでも らう ことが、 わしの 事業の 第一歩の 学問 だか 

ら よろしく 頼む、 と言われた。 

どうも、 有難い やら、 勿体ない やら、 たまらない 気 

持が した。 なにも 駒 井の 殿様が 農業 をな さるから と 

いって、 そんなに 有難い、 勿体ない はず はない の だが、 

天子 様で さえ も、 百姓 を大御 宝と おっしゃって、 御自 

分 も 鍬 をと つ て 儀式 をな さる 例 も あると 聞いて いたの 

だから、 駒 井の 殿様に 限って、 それ を 勿体なが る はず 

はない が、 それでも なんだか、 自分が 尊く も 勇ましく 

も 感じて、 涙が こぼれる ほどで あつたの だ、 自 R では 


ない が 百姓なら ば 本業で、 武蔵 野の 原で 鍛えた 腕に 覚 

えが ある、 内職の 方の 興味と 宿業が、 ついつ い 今日 ま 

での 深みに はまらせて しまったの だが、 自分 は 本来、 

百姓が 好きな の だ、 好きな 百姓 を 好きな ように 稼げな 

い 運命の ほどが、 自分の 曲った 内職 を 助長す る 結果に 

なって しまったの だが、 これから 誰 憚らず 本職に 立 

戻れる 愉快。 

駒 井の 殿様から 頼まれて、 農具の 類 も あとから 買 

い 集めて 船へ 積 込んで 置いた が、 なお 不足の 部分 は 石 

卷へ 行って 買い足す ことにして ある —— 種物 類 も、 得 

られる だけ は 集めて おいた が、 なお 奥州 辺に は 変った 


良種が あるだろう、 この 途中で も その 辺 を 心がけて お 

きたい もの。 

そういう こと を 考えて、 七 兵 衛は腰 を 上げて、 勿 来 

の 関 を 下って 聞いて みると、 ここで 田 山 白雲の 影が 

い つ そう 鮮 かにな つてし まいました。 

今まで は 武者修行の、 剣客の 類であろう とのみ 見ら 

れ ていたの が、 ここで は 明らかに 絵師と しての 記憶に 

残って いて、 その 人 を 現に 小名 浜の 網 旦那の 許まで 送 

り 込んだ という 現 証人 さえ ある。 七 兵衛は 直ちに 小名 

浜の 網 旦那 をたず ねて みると、 なおい つそう 明快に そ 

の 消息が わかりました。 


ここに 逗留す る こと 一 一日、 山形の 奇士と 会して 共に 

北上した という こと を 聞いて、 その あと を 追った が、 

それから 先が 茫 として わから なくなりました。 

ちょうちん 

七兵衛 は、 提灯が 消える 前に 一 度 パッと 明るくな 

るよう な 感じが しました。 小名 浜で ハツ キリした もの 

が、 平へ 来る とさつ ぱリ わから なくなって しまった 

のです。 

それと いうの は、 小名 浜まで は 白雲 先生 一人旅で 

あつたが、 あれから 道 づれが 出来た ことにな つてい る。 

一 人 旅と しての 目的 は 陸 前の 松 島へ 行く ことに 間違い 

こうむ 

なかった が、 二人連れと なつてから 誘惑 を 蒙った も 


のらし い。 そうして その 一人の 奇士に 誘われて、 どう 

も 松 島 行きの 道 を 枉げる ことにな つ てし ま つ たらしい 

してみ ると、 ここで も 七 兵 衛は亡 羊の 感に 堪えられ 

ません。 

いずれ 目的 は 松 島に ある ことに 相違 はない と 聞いて 

いるが、 あの人の こと は、 気分 本位で どう 変化す るか 

わからな いし、 職業 本位と しても、 必ずしも 沿道 を 飛 

脚の ように 行くべき 責任 はない の だから、 さあ、 この 

いわき だいら 

磐 城 平 を 分岐点と して、 海岸伝いに ずんずん 北へ 行つ 

たもの か、 或いは 左へ 廻って 奥州 安達 ケ 原の 方へ でも 

それた もの か。 


ここで 七 兵衛は 種々 なる 探偵 眼と 獵犬性 を 働かして 

き 

みたけれ ども、 さっぱり 効き目が ありませんでした。 

或いは この 町へ かからずに 間道 を まわった ので はない 

か、 そうでなければ この 町の いずれ かに 足 をと めて い 

るので はない かとさえ 疑われた が、 とうとう もてあま 

した 七 兵衛、 どのみ ち、 道草に しても 大した こと は あ 

かんらん てい 

るまい、 行 先 は 陸 前の 松 島の 観瀾亭 というの にある こ 

と は、 小名 浜の 網 主の 家で よく 確め て 来たから、 先 廻 

リ をして あちらに 着いて、 仙 台の 城下で も 見物し なが 

ら 待って いるの が 上分別 —— と、 七兵衛 はついに 思案 

を 定めて、 ひとり 快足 力に 馬力 を かけて 磐 城 平 を 海岸 


にと り、 北へ 向って 一文字に 進みました。 

六十 九 

磐 城 平で 七 兵衛を 迷わしめ たも 道理、 田 山 白雲 は、 

当然 行く ベ かりし 海岸 道 を それて、 意外な 方面に 道草 

を 食う ことにな つ ていました。 

その 消息 は、 駒 井 甚三郎 に 宛てた 次の 手紙 を 見る と 

よく わかります。 

まう  な だ 

「(前略) 鹿 島の 神宮に 詣で 候へば、 つい 鹿 島の 洋を 

よそ  がうた う 

外に 致し 難く、 すでに 鹿 島洋に 出で て、 その 豪宕な 


る 海と、 太古 さながらの 景を 見る うちに、 縁あって 

つかまつ 

陸 奥の 松 島まで 遊 意 飛躍 仕 リ候 事、 やみ 難き 性癖 

と 御 許し 下され 度 候。 

かくて 北上、 勿 来の 関 を 過ぎて 旅情と みに 傷み 候へ 

共、 小名 浜の 漁村に 至りて、 ここに 計らず も 雲井な 

にがしと 名乗る 山形の 一 奇士と 会し、 相携 へて 出発、 

同氏に そそのかされて、 磐 城 平より 当然 海岸 伝 ひに 

北上いた すべき 道 を 左に 枉げ候 事、 好 会 また 期し 難 

き 興 もこれ あり 候 次第、 悪しからず 御 諒察 下され 度 

i 矢。 

松 島の 月 も 心に かか リ 候へ ども、 この辺まで 来て は 


白 河の 関、 安達 ケ原、 忍ぶ 文字 摺の 古音 捨て 難く 候 

ことと、 同行の 奇士の 談論風発、 傾聴す るに 足る ベ 

きものい と 多き ものから、 横行 逆行して、 つ ひに 今 

夜 白 河 城下に 参り、 都 をば 霞と 共に 出で しか ど、 秋 

風ぞ 吹く とい ふ 古 関の あとに、 ^徊 去る に 忍びざる 

もの を 見出し 申 候。 

くわう ぼう 

白 河の 関址と 申す ところ は、 一の 広 袤 ある 丘陵 を 

う つ さう  ふきん 

成し、 樹木 鬱蒼と して、 古来 斧斤 を 入れざる もの あ 

リ、 巨大なる 山桜の さる をが せ を 垂れた る もの、 花 

の 頃ぞさ こそと 思 はれ 申 候。 この 森 を 中に 入り 歩む 

心地、 出で て 遠くな がむ る 風情、 いかにも 優雅なる 


画 趣 有 之、 北 地の ものと は 見えず、 これに 悠長なる 

王朝 風の 旅人 を 配 すれば、 そのまま 泰平の 春 を 謳 ふ 

好個の 画題に 御座 候。 

これよ リ須賀 川、 郡 山、 福 島 を 経て 仙 台に 出 づる予 

定に 御座 候。 

沿道に 見るべき ものと して は、 二 本 松 附近に 例の 鬼 

の 棲む て ふ 安達 ケ 原の 黒 塚なる もの 有 之 候、 今 ささ 

やかなる 寺と、 宝物と 称する もの 多少 残 リ居リ 候 由。 

文字 摺石、 岩屋 観音に も詣で 参るべく、 須賀川 は 牡 

丹 園と して 海内 屈指と 聞け ど、 今 は 花の 頃に あらず、 

さりながら、 数百 年 を 経た る 牡丹の 老樹の 枝ぶ り だ 


けにても 観賞の 価値 は 充分 有 之と 存じ 居候 間、 これ 

まう 

にも 参りて 一見 を 惜しまざる つも リ なれ ど、 儲け物 

あおうだ うでん ぜん 

として は、 この 須賀 川の 地が 亜欧堂田善の 生地な り 

と 聞いて は そのままに は 済まされず 候。 

御 承知の 如く 亜欧堂田善 は 司 馬江漢 と共に 日本 洋画 

の 親と も 称すべき 人物に 御座 候。 遠く は 天草 乱 時代 

に 山 田 右衛門 作なる もの 洋画 を 以て 聞え たる 例 これ 

ありと いへ ども その 証跡に 乏しく、 近代の 実際と し 

て は 田 善、 江漢を 以て 陳 呉と 致す こと 何人も 異存 は 

無き ものと 存候。 

且又、 田 善 は 洋画の みならず、 洋風の 銅 版 を 製す る 


ことに 於て、 日本 最初の 人に 有 之 候。 その 苦心の ほ 

ど を 聞く 処に よれば、 適当の 銅板な きため に、 自ら 

つち 

槌を 振って 延板 を 作り、 以て 銅板の 素地 を 作り 候 由、 

らふ  うるし 

蠟を 使用す る 代りに、 漆 を 一 面に 塗り、 それに 鼠の 

歯 を 以て 彫刻 を 施し 候 由、 而 して 出来 上り 候 原版 を 

腐蝕せ しむる 薬品と して は、 自身 多大なる 苦心の 上 

に 発明 候 由、 なほ 一 層 苦心した る は 右 印刷に 用 ゆる 

インキに て、 種々 の 試みのう ちに は、 芸妓の 三味線 

ばち あがな 

の 撥 を 購 ひ 来りて それ を 黒 焼に してみ たる ことな 

ども 有 之 候 由、 何に よらず その 道に 対する 創始者の 

苦心 容易なら ざる もの 有 之、 これ 等の 点 は 特に 貴下 


御 肝 照の 事と 存じ 申 候。 

また 文晁の 如き もこの 地に 遊 跡 あり、 福 島の 堀 切 氏、 

大島氏 等 は その 大作 を 所蔵す る 事 多し と 聞き 候、 こ 

れも 一 覧を乞 はば やと 存じ 候。 

それと は 別の 方面 なれ ど、 白 河に 於け る 楽 翁 公、 山 

形の 鷹 山 公 等に ついて 同行の 奇士 より 種々 逸 伝 評論 

を 聞き、 大いに 啓発 を 蒙り 候 点 も 有 之 候へ 共、 秋 田 

の 佐 藤 信 淵の 人物 及 抱負に ついては、 特に 感激す る 

もの 有 之 候。 聞く ところに よれば、 佐 藤 信 淵の 経国 

策 はかね て 貴下より 伺 ひ 候 渡辺畢 山の 無人島 説 どこ 

ろの ものに あらず、 規模 雄大 を 極めた る ものに て、 


特に 『宇内 混同 秘策』 なる 論説の 如き は、 日本が 世 

界を 経綸すべき 方策 を 論じた る ものにして、 その 論 

旨と して は 第一 の 順序と して 日本 は 北 樺 太と 黒竜洲 

を 有と して 満洲に 南下し、 それより 朝鮮 を 占め、 満 

洲と 相応 じ、 一 は 台湾 を 以て 南方 亜細亜 大陸に 発展 

する の 根拠地と し、 更に 一 方 は 比 律 賓を策 源と して 

南洋 を 鎮め、 斯く 南北 相応 じて 亜細亜 大陸 を 抱き、 

支那 民族 を 誘導して 終に 世界 統一 の 政策 を 実行す ベ 

しとい ふ 事に ある 由、 その 論旨 も、 軍国主義 或は 侵 

略 手段に よるに あらず して、 経済と 開拓と を 主と す 

る 穏健 説の 由。 


方今、 日本に 於て は 朝 幕と 相 わかれ、 各々 蝸牛 角 上 

の 争 ひに 熱狂して 我 を 忘れつつ ある 間に、 東北の 一 

隅に かかる 大 経綸 策 を 立つ る 豪傑の 存在す る こと は、 

懦夫を 起た しむる 概 ある ものに は 無 之 候 哉。 

なほ 又、 当時、 日本の 人物 は 西南に のみ 偏在す るか 

の 如く 見る 者 有 之 やうに 候へ 共、 北東の 地 また 決し 

て 人材に 乏しき ものに 非ず、 上述の 亜欧 堂の 如き は 

一 画工に 過ぎず といへ ども、 なお 以て 我より 祖 をな 

すの 工夫 ぁリ、 信 淵の 如き は 宇内 を 呑吐す るの 見識 

あり、 小生 偶然 同行の 雲井な にがしの 如き は、 白面 

の 一書 生に は 候へ 共、 気概 勃々 として、 上 杉 謙 信の 


再来 を 思 はしむ る もの あり、 快 心の 至りと 存じ 居り 

申 候。 

会 津へも 行きた し、 秋 田へ も 廻りた きもの、 道草 も 

さうな つて は 浸淫に 堕し 候、 よって 以上の 見聞 を 終 

リ候 はば、 一 路 直ちに 松 島に 直行し、 あこがれの 古 

永徳に 見参し、 それよ リ 海岸 を わき 目 も ふらず 房 州 

きすう 

御 膝下に 帰趨 不可 疑 候。 今夜 白 河の 城下に 宿 を 求め 

候処、 右 も 左 も 馬の 話に て、 遠近より 馬市に 来たる 

者 群り 候う ち、 ふと 下 総の 木 更津の 者と いふのに 出 

会 ひ、 これ 幸便と、 燈 下に 句々 の 筆 を 走らせて、 右 

馬 買 ひの 者に 托し 申 候。 


馬と 申せば この 道中 は、 三春、 白 河 等、 皆 名立たる 

馬の 名所に て、 野に 走る 牧 馬の 群 はさる ことながら、 

途中 茅 野原 を 分け 行き 候へば、 鹿 毛なる 駒の 二 歳 位 

こ つ ぜん 

なる が、 ひとり 忽然と して 現 はれ、 我 も 驚き、 彼 も 

驚く 風情 なかなかに 興 多く 候。 

あま 

あはれ、 画 料 数百 貫 を 剰し 得て、 駿馬 一 頭 を 伯楽し、 

それに 馭 して 以て 房 州の 海に 帰リ候 はば 欣快 至極と 

存じ 候へ 共、 これ は 当に なり 申さず、 但し 画 囊の方 

とうじ やうら い らく 

は、 騰驩 磊落 三 万 匹 を 以て 満たされ 居り 候へば、 こ 

の 中に 乗 黄 も あるべく、 昭夜 白も存 すべく、 はた 未 

いけず き  する すみ 

来の 生唼、 磨 墨 も 活躍 致すべく 睽 へば、 自今、 馬 を 


描く に 於て は、 敢 へて 江 都 王に 譲らざる の 夜 郎を贏 

ち 得た る ことにの み 御 一 笑 下され 度 候 —— (後略)」 

右の 如くに して、 白 河の 城下 を 立ち 出で た 白雲 は、 

同行の 奇士 雲井な にがしと は、 これより 先い ずれのと 

ひょうひょう 

ころで 抉 を わかった かわからない が、 白雲 飄 々 の 旅 

を、 行けと いう 者 も、 とまれと 呼ぶ 者 もありません。 
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